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フランス船舶海上保険史研究

一1800年代および1900年代の船舶海上保険証券12〕一

大　谷　孝　一
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鉤補遺

胸　1924年10月9日の船舶保険証券

　1913年の船舶保険証券と同様，この1924年10月9日の船舶保険証券は，汽船

用に二っ（期間保険用と航海保険用），帆船用に同じく二つの印刷様式を含ん

でいた。これら合計四つの様式の保険約款の内容は，この保険証券において始

めて設けられた保険料の支払い方法に関する規定が，後述するように，期間保

険と航海保険とで異なる以外は，すべて同じで，㈱普通約款の後に続くイタリ

ック書体の追加約款の内容のみが相互に異なっている。これらの約款のうちで，

一般に12ヶ月の期間について契約される汽船の期問保険を律するものがもっと

も完全な約款であると言われている。ω

　この1924年証券が作成された理由は，第1次大戦を契機として，実務および

法律が大いに発展し・1913年証券が古くなったこと，保険者側は危険の拡張，

保険料の低下および為替相場の高い国での船舶の修繕等の問題を抱え，また船

主側も保険者に一層の担保の拡充を期待Lていたこと，更にフランスの海上保

険市場は，外国の競争相手或いは国内の他の分野の保険と比べて，保険料収入

の面でも明らかに劣っていたこと，などによる。

　しかしながら，この1924年の新証券はそれ以前のものと比べて内容の変更は

それほど多くはない。

　以下にその改正点を示そう。

　まず第1に，免責危険に関する第4条の規定中，第三者求償の規定が以下の

通り変更された。
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　　　1913年証券第4条第6項

　《Les　assureurs　sont　exempts，Par

exception　et　d6rogation　en　tant　que

de　besoin≧ce　qui　a6t6ditき1’ar［ic1e

premier　quantき1a　garantie　de　la

baraterie：

　（6）De　tous　recours　exerc6s，Pa正qui

que　ce　soit，主raison　de　dommages

ou　pr6judices　subis，Pour　une　cause

quelconque，　soit　par　les　a任r6teurs，

chargeurs　ou　r6clamateurs　de　mar・

chandises，soit　par　les　passagers　Ou

l’6quipage　du　navire　assur6．》

　〔保険者は，船員の悪行の負担に関す

る第1条の規定にかかわらず，以下の危

険についてはその責に任じない。

　（6）いかなる人によってなされるかを

問わず，原因のいかんを問わず，用船者，

荷送人もしくは積荷請求者が，または被

保険船舶の乗客もしくは乗組員が被った

損書または損失に対してなされるすべて

の求償。〕

　　　1924年証券第4条第6項

　《Les　assureurs　sont　exempts，Par

exception　et　dξrogatiOn　en　tant　que

de　besoin主ce　qui　a6t‘ditき1’article

premier　quant≧1a　garantie　de　la

baraterie：

　（6）De　to1ユs　recours　exerc6s，Par　qui

que　ce　Soit，et　pour　lme　cause　que1－

conque，えraison　de　dommages　ou

pr6judices　re1atifs　au　cbargement　et

aux　engagements　du　navire　assur6．》

　〔保険者は，般員の悪行の負担に関す

る第1条の規定にかかわらず，以下の危

険についてはその責に任じない。

　（6）いかなる人により，かついかなる

原因に基づいてなされるかを間わず，船

積および被保険船舶の契約に関する損害

または損失についてなされるすべての求
償、〕

　第2の変更は，免責危険に関する旧商法第476条との関係において，第16条

第1項に次のような約款が新たに追加されたことである。

　《Dans　tous　les　cas　domant　lieuきd61aissement，les　assureurs　auK

quels　auront6t6d61aiss6s　les　objets　d61aiss6s，auront　toujours　la　facult6

d’opter　entre1’acceptation　du　d61aissement　et　le　rさglement　en　perte

totale　sans　transfert　de　propri6t6．》

　r委付を生ぜしめるあらゆる場合において，委付物の委付を受げた保険者は，

委付の承諾と，所有権の移転なき全損とLての精算のいずれかを選択する権利

を常に有している。」

　更に，保険料の麦払いに関する約款が新たに第25条として導入されたが，こ
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れは期問保険用と航海保険用とで内容が異なる。

　この内容は次の通りであるが，前老は期間保険用の規定，後者は航海保険用

の規定である。

　《ART．25．＿Paiement　des　pri㎜es．＿Les　primes　sont　payab1es，sa▽oir：

　　le1e「quart：dans1e　mois　de　la　prise　des　risques；

　　1e2壇＿：きtrois　mois　de　la　prise　des　risques；

　　le3o一：乞six　rnois　de　la　prise　des　risques；

　　1e4個一：註neuf　mois　de1a　prise　des　risques．

　L’escompte，丘x6un1form6ment註4％，sera　dξdult　au　moment　de

chaque　paiementきson6ch6ance．

　En　cas　de　non　paiement　des　primes主1’me　que1conque　des6ch6ances

ci－dessus，1’escompte　sera　supprim6de　p1ein　droit，et1es　risques　seront，

sur　simp1e　mise　en　demeure　des　assureurs　par1ettre　recommand6e，

suspendus　de　p1ein　droit　quinze　jours　francs　aprさs　la　r6ception　de

cette　lettre　par　l’assur6ou，si　ce　dernier　r6side≧　1’6tranger，Par　son

COurtier，

　Cette　mise　en　demeure　rendra1es　primes　non　acquitt6es　payab1es

aux　domici1es　des　assureurs．

　Si1e　paiement　des　primes　en　so雌rance　est　e丘ectu6aprさs　l’expira－

tion　du　d61ai　de　quinze　jours　francs　ci－dessus　pr6vu，la　police　reprendra

son　pIein　et　entier　e旺et1e　iendemainきO　heure，de　la　date　de　ce

paiement。》

　r第25条一保険料の支払い一県険料は以下の通りに支払うことができる。

　　最初の4分の1　　　　危険引受後1ケ月以内。

　　第2回目の4分の1　危険引受後3ケ月以内。

　　第3回目の4分の1　　危険引受後6ケ月以内。

　　第4回目の4分の1　危険引受後9ケ月以内。

　一率4パーセソトに定められた割引額が，各期目における支払い時に控除さ

れる。

　上記の各期日までに保険料が支払われないときは，割引は異議なく取消され，
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書留郵便による保険老の単純な催告に基づいて，被保険老が，また被保険者が

外国に居住するときはその伸立人が，この書留郵便を受取った目から15日後に，

危険は中断する。

　この催告は，未払い保険料を保険者の住所宛てに支払わせるものである。

　未払い保険料の支払いが上記15目の期問経遇後に行なわれた場合には，この

支払いの日の翌日の午前零時に，本保険証券はその効力を完全に復活する。」

　《ART．25．一Paiement　des　primes．＿Les　primes　sont　payables　au

comptant，1es　risques　des　assureurs　ne　commenCant，en　aucm　cas，

avant　1eur　entier　paiement．》

　「第25条一県険料の支払い一保険料は現金で支払われるべきものとし，保険者

の危険は，いかなる場合においても，保険料が完全に支払われるまでは，開始

しない。」

　更に，以下に示す通り，1913年約款第26条第1項が，前段では被保険者の損

害防止義務を規定し，後段では保1険者の損害防止行為を権利とし，更にいわゆ

る放棄約款の規定をも設げていたのに対し，新保険証券第27条第1項では放棄

約款をはずして，損害防止約款一本とし，第三者に対する損害賠償請求権の保

存義務を被保険者に課する規定を新たに導入した。

　　　1913隼証券第26条第1項　　　　　、　　　　1924隼証券第27条第1項
《・、。。。・・、・。。。。。。、。。。㎜t・。ル＝＝《・。。。。脇。㎜。・、。岬。。・・。止

…1i・u註・・・・・・…nt・・1・・…阯　；…1i・u主・・・・・・…nt・・1・・…吐

reurs，　rassur6　doit　pl＝endre　ou　re－　　1　　reurs，et　tous　droits　r6ciproquement

q1ユ6rir　toutes　les　mesures　de　conser一　一　r6serv6s，1’assur6doit　et　les　assureurs

・・ti・…　d・・・…t・g・q・…mp・・t・≡p・・…tp…d・・・…q・6・i・t・・t・・

1a　situation．　Les　assureurs　peuve口t　　　　　les　mesures　de　conservation　ou　de

6g・1・m・・tp…d・・。…q・6・i・・脈1・・…t・g・q・…㎜p・れ・1・・i…ti・・．

㎜ε㎜es　ces㎜es1』res，et　llotamment　r　L’assur6doit　fournir　aux　assureurs

faire　remorquer　le　navire　assurξ，　r　tous　documents　ou　renseignements
sans　qu’on　puisse　leur　opPoser　d’av〇三r　　；　　en　son　pouvoif　pour　aider　主　1，exξ一

ainsi　fait　acte　de　propri6t6．》　　　　　　　　1　　cutiOn　des　mesures　cOnservatOires．
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　〔保険者に対する請求を生ぜしめる事

故が発生した場合には，被保険老は状況

により必要となったあらゆる保存手段も

しくは救助手段を講じまたは要求しなけ

れぼならない。保険老は，同様に，自ら

これらの手段を講じまたは要求すること

ができ，特に被保険船舶を曳航すること

ができ，これによって保険者が所有の意

思を示したものと抗弁することはできな
い。〕

I1doit6galement，en　cas　de　pe搬s

ou　dommages　imputables主des　tiers，

prendre　toutes　nlesures　n6cessaires

pour　conserver，　au　pro行t　des　assu－

reurs，　1e　recours　en　responsabilit6

que1a1oi　peut　lui　accorder　contre

ces　tiers，et　leur　prεter　son　concours

sans　r6serve　pour　engager　6ventueI・

lement1es　poursuites　n6cessaires一》

　〔保険老に対する講求を生雀しめる事

故が発生した場合には，あらゆる権利が

相互に留保されることを条件として，被

保険老は事徹こより必要となったあらゆ

る保存手段もしくは救助手段を講じまた

は要求しなけれぱならず，保険老はこれ

らの行為をなすことができる。被保険老

は保険老に対し，保存手段の実行を容易

ならしめるために，入手可能なあらゆる

文書または資料を提出しなげれぽならな

い。被保険考はまた，滅失または損傷が

第三老の責に帰すべき場合には，保険老

の利益のために，法律で認められたこれ

ら責任ある第三老に対する損害賠償請求

権を保存するのに必要なあらゆる手段を

議じ，かつ，保険老が必要な訴訟を提起

する場合吾こは，保険老に全面的に協力し

なけれぱならない。〕

　また，1913年証券第28条に相当する新約款第29条は，被保険者の破産もしく

は明らかな支払い停止の場合、または支払い期日の到来した保険料が未払いの

場合等に関して，次の通り改正され，更に新約款では，保険者の破産等の場合

の保険者の権利について新たな規定が加えられた。

　　　　1913年証券第28条

《En　cas　de　faiIlite　ou　de　suspension

　　　　1924年証券第29条

《En　cas　de　fail1ite　ou　de　suspensiOn
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notoire　de　paiements　de1，assur6，ou

en　cas　de　non－paiement　de　la　prin1e

6chue，1es　assureurs，aprさs　sommation

rest6e　infructueuse　faite　au　do皿ユicile

de1’assur6d’avoir乞payer　ou　fournir

cautiOn　valable　dans　les　vingt－quatre

heures，Peuvent　annuler，主partir　des

demiさres　nouve11es，Par　une　simple

nOti丘CatiOn，tOute　aSSuranCe　en　COurS

d6sign6e　dans1’exploit，en　d6clarant

renoncer　註　1a　prime　proporEionnel・

1ement主1a　dur6e　des　rlsques　restant

≧courir，1es　assureurs　deme1ユrant

cr6anciers　du　surplus，　plus　des　frais

d，enregistrement　et　de　signiication．

　Cette　sommation　et　cette　notii－

catiOn　pourront　toutefoisεtre　faites

parunseuletmεmeacte．》

　〔被保険者の破産もしくは明らかな支

払い停止の場合または支払い期日の到来

した保険料の未払いの場合には，保険老

は，被保険者の住所宛てに，24時間以内

に支払うべきことまたは有効肢保証を提

供すぺきことの催告をなし，確答を得ら

れなけれぱ，単純な通知によって，最後

の知らせを受けた蒔以後，その通知こ示

されたすべての有効な保険契約を取消す

ことができる。しかして保険者は，未経

過危険期間に比例した保険料を放棄する

ことを宣言するが，剰余金並びに登記お

よび通知に要する費用については依然と

して債権着である。

　但し，この催告および通知は単一のか

っ同一の証書によってこれを行たうこと

ができる。〕
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notoire　de　paienlents　de　rassur6，ou

en　cas　de皿on・Paieme口t　d’une　prime

6chue，1es　assureurs，aprさs　som・

matiOn　reSt6e　infruCtueuSe，faite　au

domicile　de　l’assur6，d’avoir主payer

ou　fOurnir　caution　valable　dans　les

vingt－quatre　heures，Peuvent　annuler，

きpartir　des　derniさres　nOuvelles，Pa「

une　simp1e　noti丘cation，mεme　par

une1e倣e　recommand6eき1a　poste，

toute　assurance　en　cours　d‘sign6e

dans　la　nOti丘catiOn，　les　assureurs

renonεantきla　prime　proportionnel－

lement註1a　dur6e　des　risques　restant

主courir，et　demeurant　cr6anciers　du

surplus，Plus　des　frais　d’enregistre・

ment　et　de　signiication．

　Cette　sommation　et　cette　noti丘．

cation　pourront　toutefois　εtre　faites

par　un　seul　et　mεme　acte．

　L’assur6r6sidant　hors　de　France，

qui　aum　trait6par1’entremise　d’un

courtier　franCais，est　pr6sum6　avoir

61u　domicile　chez　ce　cou討ier－

　En　cas　de　fai11i1＝e　ou　de　suspensio血

notoire　de　paieme皿ts　de　l’assureur，

1，assur6a　la　r6ciprocit6des　mεmes

droits．》

　　〔被保険老の破産もしくは明らかな支

払い停止の場合または支払い期日の到来

した保険料の未払いの場合には，保険者

は，被保険老の住所宛てに，24時聞以内に

支払うべきことまたは右効な保証を提供

すべきことの催告をなし，確答を得られ

なけれぱ，単純な通知または書留郵便に

よって，最後の知らせを受けた時以後，そ

の通釦に示されたすべての有効な保険契

約を取消すことができる。しかして保険
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　者は，未経過危険期間に比例した保険料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　を放棄する成剰余金並びに。登記および

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡　通知こ要する費用については依然として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡　債権者である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　但し，この催告および通知は単一のか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！つ同一の証書によ一てこれを行な1こと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　ができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　フラソス本国以外に居住し，フラソス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の仲立人の仲立によって契約を締結した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　被保険者は，この伸立人の所在地に住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　を選定したものと推定される竈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保険者の破産または明らかな支払い停

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　止の場合には，被保険着は保険者と同一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　の権利を有する。〕

　さらに，「その他の諸規定」（disPOsitiOns　diverses）中の第30条および第31

条の規定がこの新証券では第31条に統合され，またr管轄」に関する第32条の

規定（第2項のみ）が次の通り変更された。

　　　　　1913隼証券第32条

　《Co血p6tellce・一Si　p1us　de　mloiti6de

la　vale口r　agr66e　du　navire　est　assur6

S町1ユロmεme　lieu，1’aSSur6pe口t

assigner　devant　le　tribunal　de　ce　lieu，

dξj主saisi　d，un1itige，1es　autres　assu干

reurs　pour　faire　juger　註　1eur　6gard

1e　mε㎜e　litige－

　Hors　le　cas　ci・dessus，1es　assureurs

ne　peuYentεtre　assigI16s　que　deTant

1e　Trib㎜1a1de　Commerce　du1ieu　o亡

1e　COntrat　a6t6　SOuSCrit，　1，aSSur6　y

faisant61ection　de　don1ici1e，　ou，au

choixde1，assur6，si1econtrata6t6
souscrit　par　un　agent　ou　mandataire，

de珊nt　le　Tribuml　de　Commerce　du

si6ge　de！a　Compagnie　ou　du　domicile

　　　　　1924牟証券第32条

　《Comp6tence．一Si　p1us　de　moiti6de

1aマa－eur　ag1＝66e　du　navire　est　assur6

sur　un　mε皿e　lieu，1，assur6　peut

assigner　devant1e　tribunal　de　ce1ieu，

d6滴saisi　d’un　litige，1es　autres　assu－

reurs　pour　faire　juger　会　1eur　6gard

le　mεme　litige．

　Hors1e　cas　ci－dessus，1es　assul＝eurs

ne　peuventεtre　assign6s，mεme　par

voie　d，apPel　en　garantie，que　devant

－e　Tribunal　de　Commerce　du　lieu　o亡

1eCOntrata6t6SOuSCdt，1，aSSur6y
faisant61ection　de　domicile，　ou，au

choix　de　1’assu1＝6，　si　le　contrat　a　6t6

souscrit　par　un　agent　o1ユmandataire，

devant　le　Tribunal　de　Commerce　du
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de　1，assureur．

　I1est　d6rOg6　auX　dispoSitions　du

Code　de　proc6dure　civi1e　qui　seraient

cOntraires　差　cel1es　du　pr6sent　arti－

C1e・》

〔第32条一管轄一船舶の協定保険価額の

2分の1以上が同一地で保険に付された

ときは，被保険者は既に訴訟が提起され

たことを条件として，同じ訴訟について

判決を受けるために，その他の保険老を

その地の裁判所に召喚することができる。

　上記の場合を除いて，保険者は，契約

が締繕された地に被保険者が住所を選定

したときはその地の商事裁判所に，また

は被保険老の選択により，契約が代理人

によって締結されたときは，保険着の会

杜の所在地もしくは住所の商事裁判所に

のみ，召喚されることができる。

　本条の諸規定に反する民事訴訟法の諸

規定を排除する。〕

si6ge　de　la　Compagnie　ou　du　domicile

de　l，aSSureuf．

　Il　est　d6rog6　aux　dispositions　d一ユ

Code　de　proc6dure　ci㎡le　qui　seraient

contraires　主celles　du　pr6sent　arti－

Cle．》

〔（第1，3項は変らず。）

　上記の場合を除いて，保険老は，訴追

によってさえも，契約が締結された地に

被保険老が住所を選定したときはその地

の商事裁判所に，または被保険者の選択

により，契約が代理人によって締結され

たときは，保険者の会杜の所在地もしく

は住所の商事裁判所にのみ，召喚される

ことができる。〕

　以下に，この1924年！0月9日の船舶保険証券の普通約款および特別約款の全

文を掲げておこう。

Police　Frangaise　d’Assurance　Maritime　sur　Corps　de　Navires

　　　　　　　　　　　　　　a　vapeur

90CTOBRE1924

N．　　　　du

Courtier：M

Navire

Capitaine

Voyage

19 　F　　　　　差　劣F

　　　Po1ice　et　Timbre

Droit　d’enregistrement

　　　Taxe　de　gestion

　　　　　　　　Tota1F
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RiSqlleS601mrtS．

ART．1e「．＿Sont　aux　risques　des　assureurs，dans1es　conditions　ci－aprさs

　　　d6termin6es，1es　dommages　et　pertes　qui　arrivent　au　navire　assur6

　　　par　tempεte，naufrage，6chouement，abordage，changement　forc6

　　　de　route　ou　de　voyage，　jet，　feu，　exp1osion，　Pillage，　Piraterie　et

　　　baraterie，et　g6n6ralement　tous　accidents　et　fortunes　de　mer．

ART．2．＿Les　risques　de　recours　de　tiers，autres　que　ceux　qui　seront

　　　except6s　par　les6日et7唱paragraphes　de　l’article4，exerc6s　contre

　　　le　navire　assur6　pour　faits　d’abordage　avec　un　autre　navire　ou

　　　batiment五〇ttant，de　heurt　de　digues，quais，estacades　ou　autres

　　　corps　ixes，sont註1a　charge　des　assureurs　pour1es　neuf－dixiさmes

　　　des　dommages　a11ou6s，et　jusqu’au　maximum　des　neuf・di対さmes　de

　　　la　SOmme　aSSur6e．

　　　　　L’assur6supporte　le　dixiさme　des　dommages．

　　　　　I1lui　est　interdit　de　faire　assurer　ce　dixiさme，

　　　　　En　cas　d’infraction註cette　interdiction，il　supportera　une　r6duc－

　　　　tion　d’un　second　dixiさme，a丘n　que1’int6rεt　du　dixiさme　soit　r6tab1i．

RiSql1eSeX6111S．

ART．3．一Les　risques　de　guerre　civile　ou6trangさre　ne　sont≧la　charge

　　　des　assureurs　qu’autant　qu，iI　y　a　convention　expresse．　Dans　ce

　　　cas，1es　assureurs　r6pondent　des　dommages　et　pertes　provenant　de

　　　guerre，hosti1it6s，repr6sail1es，anεts，captures　et　mo－estations　de

　　　gOuVemementS　que1COnqueS，amiS　Ou　ememiS，reCOnnuS　Ou　nOn

　　　recomus，et　g6n6ralement　de　tous　accidents　et　fortmes　de　guerre．

　　　　　Les　risques　de　grさマes，lock－out，6meutes，mo岬ements　populaires，

　　　et　autres　faits　analog皿es，ne　sont6ga1ement註1a　charge　des

　　　assureurs　qu’autant　qu’il　y　a　COnvention　expresse．

ART．4．＿Les　assurances　sont　exempts，par　exception　et　d6rogation

　　　en　tant　que　de　besoin註ce　qui　a6t6ditき1’article　premier　quant

　　　きla　garantie　de　la　baraterie：
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　　　　　1．Des　faits　de　do1et　de　fraude　du　capitaine；

　　　　　De　tous6v6nements　quelconques　r6sultant　de　wolatlon　de　blocus，

　　　de　contrebande　ou　de　commerce　prohib601ユclandestin；

　　　　　Le　tout註moins　que　le　capitaine　n’ait6t6chang6sans1’agr6ment

　　　de　l，armateur　ou　de　son　repr6sentant　et　remplac6par　m　autre

　　　que　par1e　second；

　　　　　2．Des　dommages　et　pe竹es　provenant　du　vice　propre；

　　　　　γDe　la　piqire　desマers　sur　les　parties　du　navire　non　prot696es

　　　par　un　doublage　m6ta1lique；

　　　　　4．De　tous　frais　d’hivemage，de　quarantaine　et　de　jours　de

　　　planche；

　　　　　ポDe　toutes　1es　cons6quences　qu’entrainent　pour　le　navire　les

　　　faits　que1conques　du　capitaine　ou　de1’6quipage主terre；

　　　　　ぴDe　tous　recours　exerc6s，Par　qui　que　ce　soit，et　pour　une

　　　cause　quelconque，註raison　de　dommages　ou　pr6judices　relatifs　au

　　　chargement　et　aux　engagements　du　navire　assur6；

　　　　　7．De　tous　recours　exerc6s　pour　faits　de　mort　ou　de　b1essures，

　　　et　pour　tous　accidents　ou　dommages　corporels．

ART．5．＿Il　est　express6ment　convenu　que　les　assureurs　sont　et

　　　demeurent6trangers；

　　　　　1．Aux　primes　des　emprmts主1a　grosse　contract6s　ainsi　qu’aux

　　　commissions　de　consignation　et　d’avances　de　fonds　pay6es　en　tous

　　　autres1ieux　que　dans　un　port　de　relache；

　　　　　2．A1asaisieetventedunavire，dansque1que1ieuetpour
　　　quelque　cause　que　ce　soit，ainsi　qu’aux　frais　de　la　caution　qui

　　　pourraitεtre　fournie　po1ユr　le1ib6rer　de　cette　saisie；

　　　　　3．Aux　e伍ets　de　toutes　d6terminations　de1’armateur身1’6gard

　　　des　cr6anciers，　prises　en　vertu　de　l’artic1e　216　du　Code　de

　　　Commerce，

ART．6．一Dans1es　risques　de　pεche，1es　assureurs　sont　exempts　de

　　　toutes　pertes　et　avaries　sur1es　embarcations，ustensiles　de　pεche，

　　　ancres，　chaines，　c全bles　et　d6pendances，　pendant　1a　pεche　et

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75
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pendant1e　moui1lage．I1s　sont　parei1lement　exempts　des　pertes

d’ancres，chaines，由bles　et　d6pendances，dans1es　divers　mouil1ages

de1’ile　de　la　R6union．

D皿6edeS＝iSqlleS．

ART．7．＿Les　risques　de　l’assurance　au　voyage　courent　du　moment　o心

　　　Ie　navire　a　d6marr6ou　lev6rancre，et　cessent　au　moment　o也i1

　　　a6t6ancr6ou　amarr6au1ieu　de　sa　destination．Toutefois，s’il　a

　　　reCu　des　marchandisesきbord，1es　risques　courent　dさs　le　mo㎜ent

　　　○也il　a　commenc6註embarquer　la　marchandise，et　cessent　aussit6t

　　　le　d6barquement　termin6，sans　exc6der　m　d61ai　de15jours　aprさs

　　　1’arriv6e　au　lieu　de　destination，きmoins　qu，il　n’ait　charg6dans　ce

　　　1ieu　des　marchandises　pour　un　autre　voyage　avant　l’expiration　de

　　　ce　d61ai，auque1cas　Ies　risques　cesseront　aussit6t．

ART．8．一La　quarantaine　est　consid6r6e　comme　faisant　partie　du

　　　voyage　qui　y　dome1ieu；n6anmoins，si　le　na▽ire　assur6au▽oyage

　　　va　faire　quarantaine　ai11eurs　qu’au　point　de　destination，　1es

　　　assureurs　ont　droit註une　augmentation　de　prime　de　trois－quarts

　　　pour　cent　par　mois，depuis　le　jour　du　d6part　pour1a　quarantaine

　　　jusqu’きce1ui　du　retOur，

　　　　　Les　mεmes　augmentations　de　prime　sont　app1icables　au　cas　o心

　　　un　naYire，　trouvant　son　port　de　destination　bIoqu6，　s6journe

　　　de▽ant　ce　port　ou　relさve　pour　d，autres．　Dans　ce　cas，1es　assureurs

　　　continuent　de　courir　Ies　risques　pendant　tous　s6jours　et　relさve－

　　　ments，sans　cependant　que　cette　pro1ongation　puisseεtre　de　p1us

　　　de　six　mois≧dater　de1，arriY6e　devant　le　port　b1oqu6；mais　i1s

　　　ne　r6pondent　d’aucuns　fra1s　n1augmentat－ons　de　d6penses　r6sultant

　　　de　ces　relさマements　et　s6jours．

　　　　　L’assur6peut　toujours　faire　cesser　les　risques乞son　gr6aYant

　　　1eS　SiX　mOiS．

　　　　　En　cas　d’assurance≧prime　li6e，il　est　accord6，sans　augmentation

　　　de　prime，quatre　mois　de　s6jourきpartir　du　moment　od　le　navire
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aura　abord6au　premler　port　oい1d01t　commencer　ses　op6rat1ons．

Si1e　s6jour　dure　p1us　de　quatre　mois，i1sera　da　aux　assureurs

me　augmentation　de　deux　tiers　pour　cent　par　chaque　mois
supP16menta1re

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Va1e皿r　agr66e．

ART．9．一La　va1eur　agr66e　du　navire　comprend　indivis6ment　tous　ses

　　　a㏄essoires，notam皿ent1es　victuai1les，avancesき1’6quipage，arme－

　　　ment　et　toutes　mises　dehors，註moins　qu’il　ne　puisseεtre　justii6

　　　que　certaines　de　ces　d6penses　concernent　un　int6rεt　distinct　de

　　　celui　de　la　propri6t6du　navire．

　　　　　Ad6fautdecettejustiication，lesassureursdunavireseront

　　　en　droit，en　cas　de　d61aissement，de　r6duire　sa　valeur　agr66e　du

　　　montant　de　toutes　assurances　faites　s6par6ment　sur　am1e㎜ent，

　　　victuai11es　ou　mises　dehors　avant　ou　aprさs1’assurance　du　navire・

　　　　　N6anmoins，dans1es　risques　de　pεche，la　va1eur　de1’arme㎜ent

　　　sp6cia1de1a　pεche　peut　toujoursεtre　assur6e　s6par6ment．

恥gleme皿t　aes　pertes　e亡洲飢ies．

ART．10．一Dans1es　assurances主terme　ou主prime1i6e，chaque　voyage

　　　est1’objet　d’m　rさglement　distinct　et　s6par6．Chaque　rさglement

　　　est6tabli　comme　s’il　y　avait　autant　de　polices　distinctes　que　de

　　　マoyages．　La　somme　assur6e　est，Pour　chaque　voyage，la1imite

　　　des　engagements　des　assureurs．

ART11．一I1y　a　voyage　dlstlnct，en　ce　qul　touche1’app11cat1on　de

　　　1’article　1O　de　la　pr6sente　po1ice，dans　1a　travers6e　que　fait　un

　　　navire　sur　lest　pour　a1ler　prendre　chargement．

　　　　　S’i1prend　charge　pour　un　ou　plusieurs　ports，i1y　a　un　seu1

　　　voyage　depuis　le　commencement　du　chargement　jusqu，き1a丘n　du

　　　d6barque㎜ent，en　tant　toutefois　que　la　dur6e　de　ce　d6barquement

　　　n’exc6dera　pas　le　d61ai　de　quinze　jours　aprさs　1’arriv6e　au‘lieu　de

　　　destination．

η
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ART．12．＿Le　d61aissement　pour　d6faut　de　nouve11es　peutεtre　fait：

　　　aprさs　quatre　mois　pour　tous　navires主Yapeur；aprさs　six　mois

　　　POur　tOus　navires　き　YOi1es，autres　que　ceux　qui　franchissent　1es

　　　caps　Hom　ou　de　Bome－Esp6rance；aprさs　huit　mois　pour　ces

　　　dernierS．

　　　　　Les　d61ais　se　comptent　au　lieu　de　destination　du　dernier　voyage

　　　entrepris，et　de1a　date　des　demiさres　nouvelles　regues．

　　　　　L’assur6est　tenu　de　justiier　de1a　non－arriv6e．

ART．13．一Par　d6rogation　expresse　au　Code　de　Commerce，le　d61ais・

　　　sement　ne　peutεtre　fait　que　pour1es　seuls　cas：

　　　　　1．De　disparition　ou　destruction　totale　du　navire；

　　　　　2．D’imavigabilit6produite　par　fortune　de　mer－

ART．14．＿Si　le　montant　total　de　d6pensesきfaire註m　navire　pOur

　　　r6paratlons　d’avaries　（d6duct1on　fa1te　de　1a　va1eur　des　v1eux

　　　doublages　ou　autres　d6bris，ainsi　que　des　r6ductions　pour　di伍6rence

　　　du　vieux　au　neuf）d6passe　les　trois－quarts　de1a　valeur　agr66e，et

　　　　si，Par　suite，la　condamnation　du　naYire　est　prononc6e，i1est

　　　　rξput6　innavigable　註　1’6gard　des　assureurs　et　peut　leur　εtre

　　　d61aiss6．

　　　　　Ne　de▽ront　entrer　en1igne　de　compte　dans1e　ca1cu1des　trois－

　　　　quarts　que1es　r6parations　d’avaries　r6su1tant　de　fortme　de　mer

　　　　et　prescrites　par1es　experts　pour1a　remise　du　navire　en　bon6tat

　　　de　na▽igabilit6．I1ne　pourra，notam血ent，yεtre　compris　aucun

　　　　chi丘re　pour　d6penses　impr6vues，gages　et　vivres　d’6quipages，

　　　　primes　de　grosse，frais　d’expertises，de　proc6dure　ou　de　sauvetage，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　etc、、．，non　p1us　que　pour　r6parations　provisoires・　　　　　　　　　一、

　　　　　Si　le　naYire，e伍ectivement　r6par6，est　paπenu主destinatioi，le

　　　　d61aissement　n’est　point　recevable，quoique　le　coit　des　r6parations

　　　　ait　d6pass61es　trois－quarts．　Dans　ce　cas，1’action　d’avaries　est

　　　　seu1e　ouverte　主　1’assur6，sous　1es　retenues　et　franchises　pr6vues

　　　　par1es　articles17et18，et1a　mεme　action　est　ouverte主1，assur6

　　　　franc　d’avaries．
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ART．15．＿Est　parei11ement　r6put6imavigab1e，et　peutεtre　d61aiss6

　　　　aux　assureurs，1e　navire　condamn6faute　de　moyens　mat6rie1s　de

　　　　r6paration，mais　seu1ement　s’i1est6tabli　que1e　navire　ne　pouvait

　　　　pas　relever　a▽ec　s6curit6，au　besoin　aprさs　a11さgement　ou　par1’aide

　　　　d’m　remorqueur，Pour　m　autre　port　o心i1e肚trouv61es　ressources

　　　　n6cessaires，et，de　plus，que1es　armateurs　ne　pouvaient　pas　faire

　　　　parvenir　au1ieu　de　la　re1含che1es　piさces　de　rechange　indispensables

　　　　qui　y　feraient　d6faut．

　　　　　Ne　pourra，au　contraire，εtre　r6put6innavigab1e，niεtre　d61aiss6

　　　　aux　assureurs，1e　navire　qui　aura6t6condamn6en　raison　seu1ement

　　　du　manque　de　fonds　n6cessaires　au　paiement　des　d6penses　de

　　　r6parations　ou　autres．

ART．16．＿Dans　tous1es　cas　donnant1ieuきd61aissement，1es　assureurs

　　　auxque1s　auront6t6d61aiss6s1es　objets　assur6s　auront　toujours1a

　　　facult6d’opter　entre1’acceptation　du　d61aissement　et　le　rさg1ement

　　　en　perte　totale　sans　transfert　de　propri6t6．

　　　　　En　cas　de　d61aissement，les　assureurs　du　I1avire　n，ont　pas　droit

　　　au　fret　sauv6　（loi　du12aoat1885），non　p1us　qu’aux　subventions

　　　de　l’Etat．

　　　　　Les　gages　et　vivres　qui　pourrontεtre　dus　par　l’amement主

　　　1’6quipage，ainsi　que　tous　rapatriements，vivres　supP16mentaires

　　　ou　autres　frais　de　l’6quipage，ne　seront　jamais　supPort6s　par　les

　　　assureurs　du　navire　dans1a　liquidation　de　sauvetge；s’ils　ont　6t6

　　　pr61ev6s　sur　les　produits　du　navire　ou　de　ses　d6bris，ils　seront

　　　r6p6t6s　contre1es　assur6s，

　　　　　I1en　sera　ainsi　alors　mεme　qu’i1n’y　aurait　ni　fret　sauv6，ni

　　　fret　pay6d’a∀ance，ni　subvention　de1’Etat．

ART．17rLes　avaries　ne　sont　pay6es　par1es　assureurs　que　sous　la

　　　retenue　des　franchises　ci・aprさs，toujours　pr61ev6es　sur　1a　valeur

　　　d’assurance　du　navire：
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S皿1esnπi正esらY0i1es，a▼㏄011sansmote皿spmp血sellrs．

1劣Pour1es　avaries　commmes；

1劣　Pour　les　recours　de　tiers；

Et，Pour1es　avaries　particuliさres：

・・／：1；1：：；：ll：1；：l1鷺sjlllぱ215、簑：≡

・劣／：1；lll；ll：ll；ll1鷺s，le、註1s，le215、：1楓き2：Oall：；

・劣／：1；：：：；：：：：；：1：鷺s，le、監1s，le210al二s；

　　Eil　cas　de　concours　de　p1usieurs　sortes　d’avaries，la　franchise　retenue

ne　peut　εtre　sup6rieure　註　ce11e　五x6e　ci－dessus　pour　les　avaries

particuliさres，augment6e　de1％、

S1皿1es皿aTi正os主∀8pel1r．

　　Pour1es　avaries　particuliさres1

　　2％jusqu’え20ans；

　　3劣de　plus　de20ans　jusqu’き25ans；

　　4劣de　plus　de25ans　jusqu’き30ans；

　　5劣au　delきde30ans．

　　I1ne　sera　retenu　aucme　franchise　sur1es　avaries　communes　et1es

recours　de　tiers．

　L’age　du　na∀ire　compte　de　la　date　de　son　premier　permis　de

naYigation，ou，註　d6faut　de　justiication　de　cette　date，du1e「jan▽ier

de　l’ann6e　de　sa　construction，jusqu’au　jour　de　son　entr6e　au　port　o亡

s，efEectuent　ses　r6parations．

ART．18．一§1．＿Il　n’est　admis，dans　les　rさg1ements　d’avaries，que1e

　　　co色t　des　remplacements　et　r6parations　recomus　n6cessaires　par

　　　1es　experts　pour　remettre　le　navire　en　bon6tat　de　navigabi1it6，

　　　rassur6ne　pouvant　pr6tendre註aucme　autre　indemnit6，ni　pour

　　　d6pr6ciation，ni　pour　quelque　autre　cause　que　ce　soit．
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　　　§2、＿Les　assureurs　auront1e　droit　d’exiger　que　ces　remplace－

　ments　et　r6parations　soient　ex6cut6s　par　voie　d’adjudication011de

　SOumiSSiOnS．

　　　§3・一Au　cas　oさ　1’assur6passerait　outre註cette　exigence，i1

serait　d6duit25％sur　le　montant　tota1des　remp1acements　et

r6parations，sans　pr6judice　des　franchises　et　r6ductions　pr6vues

tant註1’artic1e17qu’aux　paragraphes　suivants　du　pr6sent　article．

　　§4．一Pendant　le　d61ai　qui　s’6coulera　entre1a　date　de　1’6tab1isse－

ment　du　cahier　des　charges　et　ce1le　de　l’adjudication，etきla

condition　toutefois　que　ce　d61ai　dξpasse　trois　jours，1es　assureurs

prendront　註　1eur　charge　1es　vivres　et　gages　d’6quipages，　et　Ia

prime，dans　les　assurancesえterme，cessera　de　courir．

　　§5．一Surt㎝tesd帥㎝sosa耐msq皿e㏄11esq皿is㎝tsp6dales

え1a　c3r全ne　et　all　d011b1age，i－est　op6r6，Pour　di任6rence　du　vieux

au　neuf，les6ductions　suivantes：

jP0κγ1θ∫　吻α〃｛γ召∫　60刎S彦7〃”5　2〃　ゐ0兆j

　　Pendant　la　premiさre　am6e　de1a　construction，pas　de　r6duction；

　　Pendant　la　deuxiさme　am6e，r6duction　de1／5；

　　Au　delきde　deux　ans，r6duction　de1／3．

P0〃12Mω伽M0〃鮒〃工5肌伽0〃刎αα’2ダ

　　Pendant1a　premiさre　et1a　deuxiさme　ann6e　de　Ia　construction，

pas　de　r6ductiOn：

　　Pendant1a　troisiさme　et1a　quatriさme，r6duction　deユO劣；

　　Aprさs4ans　jusqu’a15ans，15％；

　　Aprさs15ans　jusqu’え20ans，20％；

　　Aprさs20ans　jusqu’主25ans，25％；

　　Au　de1きde25ans，1／3．

　　Pour　ces　navires，1es　remp1acements　et　r6parations　sp6ciaux註

1a　voilure　et　au　gr6ement　subissent　les　r飼uctions　pr6vues　pour

1es　navires　en　bois．

　　Pour　tous　navires，1a　r6duction　sur　les　ancres　et　chaines－c参b1es

n’est　jamais　sup6rieureえ15％．
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　　Pour　1e　ca1cu1des　r6ductions　ci－dessus，1’自ge　du　navire　est

compt6comme　il　est　ditき1’article17．

§6－Sm1・・d6岬…叩6・i・1・・え1・…さ…t・“㎝bl・g・：

　　Po鮒1θ∫物〃伽∫舳ろo4∫，1a　r刮uction　est　d’un　quarante－huitiさme

par　mois6cou16，き1’exception　de　ceux　construits　sur　franc－bord，

lesque1§subissent　toujours　une　r6duction　du　tiers．

　　Po〃71θ∫　〃α〃〃θ5　θ〃プと70〃　θ〃　αcクθ7，　la　r6duction　et　d’un　dou・

ziさme　Pa「mOis6cOu16pOur　les　navires註voi1es，et　d’m　huitiさme

par　rnois6cou16pour　les　naviresえvapeur．

　　Pour　l’application　de　ces　r6ductions，les　d61ais　courent　depuis　1e

jour　o亡　1a　derniさre　carさne　a　6t6　faite　ou　le　dernier　doublage

apPliqu6．

　　§7一＿Dans　tous　les．cas　o心　i1y　a　lieu註1a　r6duction，en　sont

seuls　except6s　les　frais　de　pilotage，de　remorquage，de　port，

d’expertises，frais　judiciaires　ou　consulaires，et　le　remplacement

des　vivres　perdus．　La　r6duction　n’a　pas　lieu　non　plus　sur　les

d6p・・…d・・6p…ti…　p…i・・i…q・in’・・…tp・・p・・趾6。。

navire，1orsqu’il　a　relev6pour　comp1るter　ses　r6parations．　La　r6－

duction　est　op6r6e　sur　toutes　autres　d6penses，mεme　ce11es　de

location　d，apParaux，Pontons，9ri1s，chantiers　ou　bassins，totalis6es

comme　si1a　r6paration　avait6t6adjug6e註forfait　et註1’entreprise，

mais　sous　la　d6duction　du　produit　net　des　vieux　doublages　et

autres　d6bris．

　　§8．＿Lorsque，sur1’avis　des　experts，des　membrures，t61es　ou

autres　piさces　avari6es　du　nav三re　auront6t6simplement6ca岬6es，

sectiom6es，redress6es　ou　r6par6es，au1ieu　d’εtre　int6gralement

remplac6es，1es　r6parations　ainsi　faites　ne　subiront，Par　d6rogation

註ce　qui　pr6cさde，aucune　r6duction　pour　di倣6rence　du　平ieux　au

neuf．

　　§9．＿Dans1es　rさg1ements　d’avaries　particu1iさres，1es　vivres　et

gages　d’6quipage　ne　sont　en　aucun　casき1a　charge　des　assureurs，
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　　　　sauf　ce　qui　est　dit　au　§4　du　pr6sent　artic1e　et　え　1’artic1e　20

　　　　ci－aprさs．

　　　　　§10．＿Les　frais　de　recotation　du　navire　au　Veritas　ouきtout

　　　autre　registre　de　c1assi丘cation　ne　sont，en　aucun　cas，主　1a　charge

　　　des　assureurs．

　　　　　§11．＿Les　r6ductions　pour　di舐6rence　du　vieux　au　neuf　丘x6es

　　　par　1es　pr6c6dents　paragraphes　du　pr6sent　article　s’app1iquent

　　　6ga1ement　aux　r6parations　du　navire　qui　auraient6t6admises　en

　　　aVarieS　COmmmeS1

　　　　　§12．＿La　contribution　du　navire　aux　avaries　commmes　n’in－

　　　combe　aux　assureurs　que　proport二〇nnel1ement註1a　va1eur　assur6e，

　　　d6ductionfaite，s’i1yalieu，desavariesparticuliさresき1eur

　　　charge、

　　　　　§13．＿Les　primes　des　emprunts主1a　grosse　contract6s　dans　m

　　　port　de　relache，commissions　d’avances　de　fonds，int6rets　ou　tous

　　　autres　frais　proportionnels，sont　venti16s　et　ne　sont　supPort6s　par

　　　1es　assureurs　que　proportiomellementき1’indemnit6nette主1eur

　　　charge，6tab1ie　d’aprさs1es　bases　ci－dessus．

　　　　　§14。一Si1’emprmt主1a　grosse　a6t6contract6pour　m　terme

　　　plus61oign6que　ce1ui　du　voyage　en　cours，la　prime　est　r6duite≧

　　　ce　qu’elle　e亡t6t6pour　le　term．e　dudit　voyage　en　cours，suivant

　　　apPr6ciation≧faire　par　amis　commms．

ART．19－En　cas　d’6chouement　sulv1de　rem1seき且ot，tous1es　fra1s

　　　註1a　charge　du　naYire，faits　pour1e　renHouement，sont　rembours6s

　　　sans　retenue，au　prorata　des　sommes　assur6es，mεme　dans　les

　　　risques　souscrits　franc　d’avaries．

　　　　　Sont　rembours6s　dans　les　mεmes　conditions，1es　frais　d’assistance

　　　au　navire　en　d6tresse　et　de　sauvetage　en　mer．

　　　　　I1est　toutefois　bien　entendu：

　　　　　1．Que，1orsque　des　objets　du　na▽ire　ont6t6sacrii6s，1eur　rem－

　　　placement　subit1es　r6ductions　pr6vues　par1’artic1e18；

　　　　　炉Que，1orsque　Ie　naYire　a　un　chargement≧bord，1es　assureurs
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　　　ne　doivent，au　prorata　des　sommes　assur6es，et　dans　les　limites

　　　ix6es　par　l’artic1e18§12，que　la　part　contributive　incombant　au

　　　navire　dans1es　frais　ci－dessus．

　　　　　Les　dispositions　du　pr6sent　article　ne　s’app1iqueront　pas　aux

　　　6chouages　r6sultant　du　jeu　normal　des　mar6es，non　plus　qu’aux

　　　6chouements　survenus　soit　dans　les　canaux　maritimes，soit　dans

　　　Ies　neuves　et　ri∀iさres　en　amont　des　points　atteints　par　les　mar6es．

ART．20．＿Lorsque　le　navire　a6prouv6des　avariesきla　charge　des

　　　assureurs　et　qu’i1se　trouve　dans　un　port　de　relache　o亡　1es　r6pa・

　　　rations　seraient　impossib1es　ou　trop　dispendieuses，le　capitaine，

　　　sur　1’avis　confor正ne　de　1’agent　des　assureurs，　ou，註　d6faut，　du

　　　consul　de　France，devra　s’y　borner　aux　r6parations　jug6es　indis－

　　　pensab1es，et　a11er，au　besoin　avec1’aide　d’un　remorqueur，1es

　　　comp16ter　au　port1e　p1us　convenab1e　od　e11es　pourraient　s’e丘ectuer

　　　aVeC6COnOmie．

　　　　　Pendant　1es　trajets　ainsi　faits，　en　dehors　des　op6rations

　　　commercia1es　du　navire，pour　aller　du　port　de　re1盆che　au　port

　　　de　r6parations　et　en　revenir，1a　prime　ne　court　pas　dans1es

　　　assurances主terme；1es　vivres　et　gages　d’6quipage　et1es　frais　de

　　　remorquage　sontきla　charge　des　assureurs．

　　　　　Le　capitaine　devra6ga1ement　ne　point　faire　doub1er　ou　car6ner

　　　son　navire　au　port　de　re蛤che，s，i1est　reconnu　par　les　experts　que

　　　cette　d6pense　peutεtre　ajoum6eきm　moment　p1us　opPortm．

　　　　　Pendant　le　temps　o心1e　navire　s6joume　dans1e　port　de　re1ache

　　　en　attendant　des　piさces　de　rechange　qui　lui　sont　envoy6es　d’ai1leurs

　　　et　sans　lesquenes　i1ne　pOurrait　cOntinuer　sOn　voyage，les　vivres

　　　et　gages　d’6quipage　sont6ga1ement主1a　charge　des　assureurs，et

　　　　1a　prime，dans　les　assurances差terme，cesse　de　couTir．

ART．21．＿Le　port　d’exφdition　est　r6put6port　de　relache，si　le　navire，

　　　　aprさs1’avoir　quitt6en　bon6tat，y　rentre　pour　r6parations　d’avaries

　　　　6prouv6es　depuis　sa　sortie．

ART．22．＿En　cas　de　pe討e　de　na∀ire，s〕e　capitaine　en　est　propri6taire
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　　　ou　copropri6taire，i1est　sursis　au　rさg1ement　de　sa　part，dans

　　　rassurance　jusqu’きproduction　du　certiicat　constantant　le　r6su1tat

　　　de1’enquεte　administrative註1aque11e　sa　conduite　doitεtre　soumise．

　　　　　S’11est6tab11par　cette　enquεte　que1a　perte　est1mputab1e註des

　　　fautes　du　capitaine，　et　si，　Par　suite，　son　brevet　1ui　est　retir6，

　　　　quOique　sans　imputation　de　do1ni　de　fraude，les　assureurs　sont

　　　　va1ablement　lib6r6s　de　la　part　assur6e　du　capitaine，en1ui　payant

　　　　par　composition50劣de　rindemnit6si　son　brevet　lui　a6t6retir6

　　　　d6initivement，75％s’il　ne1ui　a6t6retir6que　pOur　m　temps．

ART．23．＿Toutes　pertes　et　avaries註1a　charge　des　assureurs　sont

　　　　pay6es　comptant，trente　jours　aprさs　la　remise　comp1さte　des　piさces

　　　　justiicatives，au　porteur　de　ces　piさces　et　de　1a　pr6sente　police，

　　　　sans　qu’il　soit　besoin　de　procuration．

ART．24．一Lors　du　remboursement　d’une　perte　ou　d’une　avarie，toutes

　　　　primes6chues　et　non6chues，dues　par1’assur6，sont，en　cas　de

　　　　faillite　ou　de　suspension　de　paiements，compens6es，et　les　billets

　　　　acquitt6s　donn6s　et　reCus　pour　comptant．

　　　　　S’i1n’y　a　pas　fai1lite　ni　suspension　de　paiements，1es　assureurs

　　　　n’ont　droit　de　compenser　que1a　prime，mεme　non6chue，de　la

　　　　police　objet　de　la　r6clamation，et　toutes　autres　primes6chues．

0bligatio皿s　des　as畠11r6s．

ART．25．＿Paiement　des胆imes．＿Les　primes　sont　payables，savoir：

　　　　　1e1邊「quart：dans　le　mois　de1a　prise　des　risques；

　　　　　1e2e　　　　　きtr01s　m01s　de　la　prlse　des　rlsques，

　　　　　1e3e　　　　　註s1x　m01s　de　la　pr1se　des　rlsques，

　　　　　1e4値　　　　　きneuf　mols　de　la　pr1se　des　r1sques

　　　　　L’escompte，ix6uniform6mentき4％，sera　d6duit　au　moment　de

　　　　chaque　paiement主son6ch6ance．

　　　　　En　cas　de　non　paiement　des　primesき1’me　que1conque　des

　　　　6ch6ances　ci－dessus，1’escompte　sera　supprim6de　plein　droit，et1es

　　　　risques　seront，sur　simple　mise　en　demeure　des　assureurs　par
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　　　　lettre　recommand6e，suspendus　de　p1ein　droit　quinze　jours　francs

　　　　aprさs　la　r6ception　de　cette　lettre　par　l’assur6　ou，　si　ce　dernier

　　　　r6sideき1’6tranger，par　sOn　cOurtie「．

　　　　　Cette　mise　en　demeure　rendra　les　primes　non　acquitt6es　payab1es

　　　　aux　domiciles　des　assureurs．

　　　　　Si　le　paiement　des　primes　en　sou旺rance　est　e任ectu6aprさs

　　　　1’expiration　du　d61ai　de　quinze　jours　francs　ci・dessus　pr6vu，　la

　　　　police　reprendra　son　plein　et　entier　e赦et　le1endemain註0heure，

　　　de　la　date　de　ce　paiement．

ART．26．＿Les　assur6s　s’interdisent　express6ment；

　　　　　1o　Les　assurances　sur　bonne　arrivるe　du　na▽ire’

　　　　　がLes　assurances　sur　fret　exc6dant60劣du　fret註justiier．

　　　　　Toute　assurance　faite　par1es　propri6taires　des　navires，par1eur

　　　ordre，ou　pour　leur　compte，contrairement　aux　prescriptions　du

　　　　P・6…t・・ti・1…6d・itd’・・t・・t，．・・…d・d61・i…m・・t，1…mm・

　　　aSSur6e　Sur　le　naVire．

ART．27・一En　cas　d’6v6nement　pouvant　donner　lieuきrecours　contre

　　　　les　assureurs，et　tous　droits　r6ciproquement　r6serv6s，1’assur6　doit

　　　　et1es　assureurs　peuvent　prendre　ou　requ6rir　toutes　1es　理esures

　　　de　conservation　ou　de　sauvetage　que　comporte　1a　situation．

　　　　L’assur6doit　fournir　aux　assureurs　tous　documents　ou　renseigne－

　　　ments　en　son　pouvoir　pour　aider註　1’ex6cution　des　mesures

　　　conservatoires．I1doit6ga1ement，en　cas　de　pertes　ou　dommages

　　　imputab1esきdes　tiers，prendre　toutes　mesures　n6cessaires　pour

　　　・・・・・・・・・…p・・itd・・・・・・・・…，1・・・・・・・・・・…p・…bi1it6q・・

　　　1・1・ip・utl・i…o・d・…　nt・・…　ti…，・tl…　p・εt・…　n

　　　concou「s　sans「eserve　pour　engager　eventue11ement　les　poursuites

　　　n6CeSSaireS，

　　　　　L’assur6est　responsab1e　de　sa　n6gligence　主　pr6寺enir　1es　assu－

　　　reurs　ou　leurs　agents，差prendre　lui－mεme1es　mesures　de　conser－

　　　vation，ou註donnerきson　capitaine　les　instructions　n6cesもaires　差

　　　cet　e肚et，ainsi　que　des　obstacles　qu’il　apPorterait　き　1’action　des
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aSSureurS．

〕N’11皿it6011正6sili3tion　de1，3ss1lr8nce．

ART・28・一par　apPlication　de1’article365du　Cωe　de　Commerce，

　　　1’assur6et　les　assureurs　sont　tOujours　pr6sum6s　avOir　reGu　cOn－

　　　naissance　imm6diate　des　nouve11es　concemant．le　mvire　assur6

　　　q・i…tp・岬・n・・…　li…　むi1…　t・・・…t…p・・ti・・m・・t，

　　　mεme乞des　tiers　inconnus　d’eux，Par　m　joumal，une　lettre，me

　　　d6pεche，un　exprさs，ou　de　toute　autre　maniさre．

　　　　　E・・…6q・・…，1’・・・・・・・・…　tmll・§’il・・tj・・ti館q・・1・

　　　nouvelle　de　1，arriv6e　du　navire，　ou　d’un　sinis‡re　1e　concernant，

　　　6tait　connue，soit　au　1ieu　o直　se．trouvait　1’assurξ，avant　l・ordre

　　　d，assurance　donn6，soit　sur　la　p1ace　du　domici1e　de1’assureur，

　　　avant　la　signature　de1a　police，sans　qu’i1soit　besoin　d’administrer

　　　aucune　preuve　directe　de　connaissance　acquise　de　la　nouvelle　par

　　　　l’aSSur6ni1，aSSureur．

　　　　　Quiconque，aprさs　avoir　donn6de　bonne　foi　un　ordre　d’assurance

　　　apprend　un　sin三stre　concernant　1e　na∀ire　aYant　d’εtre　avis6　de

　　　　1’ex6cution，est　tenu　de　domer　aussit6t　contre－ordre，mεme　par　le

　　　　t616graphe，きpeine　de　m1lit6de1a　police，1aque1le　sera　mai早tenue

　　　　si1e　contre－ordre　ainsi　donn6n’arri∀e　qu’aprさs1’ex6cution．

　　　　　I1est　entiさrement　d6rog6aux　articles366et367du　Code　de

　　　　Commerce．

ART．29．＿E三cas　de　fail1ite　ou　de　suspension　notoire　de　paiements

　　　　de1，assur6，ou　en　cas　de　non－paiement　d’me　prime6chue，1es　assu－

　　　　reurs，aprさs　sommation　rest6e　infructueuse，faite　au　domicile　de

　　　　l’assur6d’avoir註payer　ou　foumir　caution　valab1e　dans　les　vingt－

　　　　quatre　heures，peuvent　amuler，きpartir　des　demiさres　nouve11es，

　　　　par　me　simple　notiication，mεme　par　une1ettre　recommand6e主

　　　　1a　poste，toute　assurance　en　cours　d6sign6e　dans－a　notiication，1es

　　　　assureurs　renon脾nt主1a　prime　proportionne1lementき1a　dur6e　des

　　　　risques　restantきcourir，et　demeurant　cr6anciers　du　surplus，PIus
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　　　　des　frais　d’enregistrement　et　de　signifcation．

　　　　　Cette　sommation　et　cette　notiication　pourront　toutefoisεtre　faites

　　　　par　un　seul　et　mεme　acte．

　　　　　L’assur6r6sidant　hors　de　France，qui　aura　trait6par1’entremise

　　　　d’m　courtier　franCais，est　pr6sum6avoir61u　domici1e　chez　ce

　　　　COurtier．

　　　　　En　cas　de　fa1n1te　ou　de　suspens1on　notolre　de　pa1ements　de　ras－

　　　　sureur1’assur6a　la　r6ciprocit6des　mεmes　droits．

ART．30、一La　vente　publique　du　navire　fait　cesser　de　p1ein　droit

　　　　l’assurance　au　jour　de　la　vente．

　　　　　L’assurance　continue　de　plein　droit　en　cas　de　vente　priv6e　s’ap－

　　　pliquant註moins　de　moiti6de1’int6ret　assur6．

　　　　　En　cas　de　Yente　priv6e　s’app1iquantきmoiti6　au　moins　de

　　　l’int6rεt　assur6，et　mentionn6e　sur　l’acte　de　francisation，1’assurance

　　　de　rint6rεt　vendu　ne　continue　que　si　l’acqu6reur　l’a　demand6aux

　　　assureurs，a6t6agr66par　eux，et　s’engageきpayer　la　totalit6de

　　　la　prime　si　e1le　n’a6t6d6jきr6g16e．

　　　　　Dans　le　cas　o心1’assurance　de　1’int6rεt　vendu　ne　continue　pas，

　　　les　assureurs　ont　droit≧un　minimum　de　prime　de　trois　mois．

　　　　　De　mεme，en　cas　de1ocation　du　navire，1’assurance　ne　subsiste

　　　que　si　le　locataire　a6t6agr66par　les　assureurs。

DiSpOSiti0皿S　diTerSeS．

ART．31．＿La　prime　stipu16e　dans1a　police　est　ind6pendante　des

　　　　augmentations　qui　seront　duesきraison　des　chargements1ourds

　　　　sur　les　naviresきvoi1es，et，　Pour　les　vapeurs　et　les　voi1iers，　de

　　　　navigations　sp6cialement　dangereuses　ou　de　saisons　d’hivemage，

　　　auxque1s　cas　les　assur6s　ne　seront　garantis　qu’autant　qu’i1s　en

　　　auront　donn6pr白1ab1ement　a▽is　aux　assu］＝eurs．

　　　　　Ces　augmentations　sont　stipu16es　par　le　tarif　de1a　p1ace．

　　　　　Elles　ne　seront　pas　dues　dans1e　cas　de　re1ache　forc6e．

　　　　　Dans　tous　les　cas　o亡1e　calcu1de1a　prime　se　fait　par　p6riodes
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　　　mensue1les　ou　autres，toute　p6riode　commenc6e　est　compt6e　comme

　　　inie．

　　　　　Les　taxes，timbres　et　co阯des　po1ices　sontき1a　charge　des　assur全．

ART　32＿Comp銚e皿㏄一＿S1p1us　de　m01t16de1a　va1eur　agr66e　du

　　　navire　est　assur6e　sur　un　mεme1ieu，1’assur6peut　assigner　devant

　　　1e　tribuna1de　ce1ieu，d6j主saisi　d’un　1itige，1es　autres　assureurs

　　　pour　faire　juger註1eur6gard　le　mεme　litige．

　　　　　Hors　1e　cas　ci・dessus，　1es　assureurs　ne　peuvent　εtre　assign6s，

　　　mεme　par　voie　d’appe1en　garantie，que　devant1e　Tribma1de

　　　Commerce　du　lieu　o心1e　contrat　a6t6souscrit，1’assur6y　faisant

　　　61ection　de　domici1e，ou，au　choix　de　l’assur6，si1e　contrat　a6t6

　　　souscrit　par　un　agent　ou　mandataire，devant　le　Tribmal　de　Com－

　　　merce　du　siさge　de　la　Compagnie　ou　du　domici1e　de1’assureur．

　　　　　Il　est　d6rog6aux　dispositions　du　Code　de　Proc6dure　civile　qui

　　　seraient　contrairesきce1les　du　pr6sent　artic1e．

COM〕ITIONS　PARTICULI厄RES

　　§1．一P〃1’伽肋〃5θ加〃．　　　　，Co〃7肋げ〃％♂ムs〃一

7α舳∫かε81α30㈱θ　　，α舳ω〃6肋0㈱8肋7α1θ∫伽〃6棚励，

れθ〃θ8力〃肋〃伽ω4〃5励〃，θま刎妙舳〃舳〃α〃舳ゐ　　　，

αo伽∫〃〃舳肋πθ〃cα∫∂けθ物θり⑳α肋6α㈱

α6〃S～〃〃0肋∫α昭刎舳まακ0〃S幽加㈱∫ψけ0〃7”0励伽〃㈱，㎜一

まα〃ε〃2θ〃fθ〃　oθ〃〃　621，α7〃o1θ31、

　　工θ∫0㈹な磁ω8㈹δ

伽刎〃α械δ　　　　α納∫肋け0〃〃“0妙加加
1α　∫0〃Z〃2θ　6θ

力0肋〃8〃1θ∫ω秘，ψ〃θ，昭”εS，α妙〃α倣，砂4C肋α〃θ52㍑0肋M老・

μ〃α舳8，σ肋S～刎∫〃12∫伽0〃〃θ∫，肋伽6伽θ∫功肋∫1θ舳Sψ伽0一

〃タ∫｛0舳舳2燃，伽〃ω伽れφθ〃

〃o刎刎6　　　　　　　　　　　　　　Cα加チα肋2

θ∫κ刎65伽馴彦δg76δ
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α〃1”α〃〃力肋50〃刎0初∫ク棚励1〃舳彦〃θSη．Sq㈱，1θS切〃2∫

〃㎜〃9α械伽伽0ψ舳θ〃ま〃0肋伽肋θS伽ακ0〃．

　　P0〃　　　　　　　　伽伽砂鋤肋〃
θ去∫勿0㈹舳肋∫肋肌，伽伽θチ肋伽2∫5’ツ伽チ肋加械

1θ∫〃．∫σ㈱∂力舳〃2

力0〃S励〃功ω〃伽〃θγ∫α〃∫肋妙〃ψ肋〃伽∫口秘’α〃チ2舳2伽勿妙∫

αs8〃〃．

　　§2．一励伽ψ〃θM幼㈱ゐ1α加∫θ肋クo伽so｛伽まδ卯刎伽

ω〃舳〃θ∫τ肋6ターぬ8勿8，6〃舳2㈹C0舳θ伽ψθ861〃ψ鮒α∫∫〃杉

32肋舳れθ刎0舳〃〃舳∫舳力07〃’亙蜥0μ0〃6’〃8伽θ，1α加760伽

6〃0鵬θ刎0兆αS舳老θ惚00〃肋肌舳δ伽〃〃〃〃伽〃〃幼〃ま

加6θ力0〃、肋3グ畑㈱ゐ吻0〃召まゐ刎0τ〃舳励86α㈱σθク0〃

伽〃註1“肋郷伽α醐γ2㈱刎0ツ舳伽〃肋ゐ伽タ肋榊∫力0〃刎〃θ

力0〃“肋〃り〃伽α伽60刎物伽老θ．

　　8〃α〃3θ伽7幼㈱α16α〃脇∫舳α〃肋力0〃2〃θ0θ鮒6’E㈹伽

0〃〆〃敏ξθ，0〃6㈱舳〃励，1α加7〃〃〃0脇吻0兆00刎脇舳〃

伽〃老荻α施吻θ励．

　　”∫ま0〃〃バ伽8介αゐ舳6α∫ゐμ物伽勉ω伽ωα勿〃θ00刎舳〃0θ一

舳〃〃2M幼脇．

　　五∫ま00郷肋％ω刎物力0〃ま0〃肋〃0〃θ∫伽砂伽8力θω励伽08伽

力0〃り嚇θ0肋〃2刎S6㎝〃多1θ舳0ψ67励0伽ω刎舳7α．α1θ3．

　　§3．一∫ク，力o〃彦o肋α〃肋c〃∫り〃θ吻ακ励o〃∫∂1αc肋卿6θ∫

αS∫舳㈱，1〃ω伽吻0〃舳肋〃θゴ0㈱舳∫伽娩，α〃刎0桃，6α伽

舳力o〃（〃σ〃’〃θ∫〃師〃タα〃§2）6’互舳o加o〃♂λ18伽召，〃5伽

伽ま舳〃㈱細ゐか伽θ，1θ〃ω伽〃∫伽〃伽〃タ∫σ㈱伽8α∫∫〃θ㈱．

五α7舳細8伽伽60〃磁閉εゐ1α抑舳刎舳θ肋81抄〃肋，刎0肋∫

功まω械伽θ∫θ〃2〃力0〃70θ〃〃肋燗00刎伽ゆ”彦洲左αあ0〃伽

7初㈱6りo〃μ〃α〃1αク伽o∂〃θ肋物ゴo帆∫．S〃“肋〃螂∫2

加010螂α〃〃δ加ψ〃α肋一幽σノ0㈱，1θ∫ψ励0伽ゐC肋伽幽

舳0励砲肋∫加ψ0棚0舳θ〃㈱θ械力〃0居伽〃”伽θ伽舳0〃φ0刎娩

φ必12∫〃θ〃㈱肋〃チり0㈱．
　　§4．一Sク，δ1’θ幼｛”αあo〃6θs6o〃22〃τoゐα8∫〃”老∫，12〃αク2〃7∫2チ70〃砂召，
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80〃θ〃ω舳庇刎螂，∫0〃〃0ツ螂彦θ舳彬，例吻〃励0刎カ0〃

○肋∫〃’ωα伽∫δ1αo肋惚彦伽α85舳㈱，1θ∫7幼燃∂θ5ω∫〃〃〃7∫

S舳〃伽010κ幽，6α㈱1θ似舳伽¢αS，伽2〃’ω力0伽加42鋤〃励0〃

倣伽伽り0〃吻〃θ川α〃〃伽ω伽桃∫刎θ燃δ0θ刎0舳〃0〃，∫’〃

鮒∫〃1θ∫’，伽σ〃’れ0弼カ0加〃θ伽ま伽肋〃，θま，加郷1θ脇0〃ω3，

伽σ勿’〃’α6肋砂舳励ω刎カ肋伽吻〃励0㈱ωグ彬む〃1θ∫ψ〃8，

刎0ツθ㈱α〃舳伽伽θが0ψ0励0舳θ〃θω1C”肋力〃伽75〃〃6脇肋加

6〃幼㈱．〃桃、㈱ωS幽μ肋S0㈱1’θ妙主〃6θ0θ肋勿010昭α肋〃，

1α抑肋〃舳θ〃0舳〃2ク納0庇ゐ曲㈱6∫鮒“C伽S召例παSW8舳一

　　§5．一工α舳〃θθ∫κ伽肋勉6θ

S8　6タ砂タ∫θ　00〃π〃Zθ　8〃〃：

〃　　　　　吻肋“g”伽伽00ゆ5，ψ〃θ，αg必，肋．
　　　　　　　　　　　　　　　　　γα肋“g”伽伽伽C〃吻θSθ差肌棚0加∫．

　　　　　　　　　　　　　　　　　So閉榊鋤1θ．

　　§　6．一1；〃6α∫6，α砂σクξθ8，　12　κεg1θ〃oθ〃彦　5θプα老まαろ1｛　∂ゐ〃吻cま”〃θ〃ま8〃r

1召∫C0ゆ∫，紬〃θ，昭必，肋．功S〃12S伽C〃㈱ε圭αεε棚0伽S、肋CαS

ゐ〃挑s肋θ〃，1〃鋤舳励脇〃〃吻∫〃〃㈱肋肋．
　　§　7．一1二α　クo〃oθ　力o〃77α　2ま72　κ68〃6彦θ　6’〃勿　60〃z〃z刎吻　αoo07♂　α砂α吻去

1’鋤〃肋”パ鋤∫α∫…乏刎・ヅθ舳〃閉ク∫θ伽・ψ・肋・㍗θ””θ

〃伽カ0〃肋吻刎伽胴αク勉θ〃0〃ω刎㈱郷伽壬0〃ψ6∫，1α卯伽θ

椛θ肋伽肋砂地〃7αα107∫2雌伽θ肋ク0〃7αε肋6ψ伽〃〃δ1α閉0肋6

幽C2肋伽あカ0〃1α伽ク6〃召Sγ畑㈱．

　　§8．一〃θ∫けθ舳ゐω〃φ伽76’θ〃肋7肋郷肋∫クo眺，〃伽2ま

〃伽25，θ〃’刎807〃3α郷〃0ま8〃θ〃7〃肋0榊〃，00閉舳α㈹タ

ゐ〃ω鋤〃，・漱〃α砂・〃θ，∫・〃〃α砂α加・，㈱θ舳θ・・∫伽杉伽〃三

∂θ伽κ肋∫〃刎0η伽騨∫θま5αω吻雛∫，θ〃θ伽伽〃0肋Sα3醐‘8肋伽θ∫，

6肋ま棚例伽q吻12Sα砂〃5θ∫幼”0肋6θ∫伽ω〃∫加㈱功伽〃0伽幽

π㈱0榊螂，励∫0舳彦螂θ㍑’α8幽彦α肌㈹θW0械δ1α伽傲6θS

α∫5舳㈹ψα肋〃ψθ1’0舳％勿’α伽αμ舳72ω肋〃1θ刎0物〃．

　　五〃功鮒θ5ま細1肋吻まω舳彬・肋械∫θM伽・α肋郷，∫・〃吻・〃

6α郷12∫伽尾∫，W1θ抑1θ〃α〃31θ∫6α1θ3曲加∫，W1θ∫妙θ’φ庇7α一
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1舳θ励舳ψ吻刎肋ωσ刎20θ∫0〃，6α伽1θ51伽伽∫庇伽確”肋〃

伽伽ωμ〃功o肋θ，2ま∫刎sα〃’〃∫o〃伽og老〃〃脆1θ31ゐ1’伽似タ刎老一

　　§　9．一工2∫　7勿1θ刎θ〃オ∫∂，α砂α”2S‘0〃Z〃2〃〃θ8　θま62∫α〃砂θまαg召カ0”7”0〃オ

伽θ伽脇ωψ7〃㈱〃δ1α五06介α螂｛∫20〃α脇肋g1θ∫6’γ07后

θ〃’ル砂θγ∫∫66θ肋ω〃〃励40〃θ∫去∫妙〃6〃〃舳サ〃〃’ψ7肋㈱〃．

1）α〃∫12ωsoo〃肋伽，必∂伽o〃6物6肋〃∫ω〃カ舳伽θ〃伽〃oゐ

θτ刎昭8∫伽カ07〃θdθ∫彦づ伽肋〃．

　　§10．一〃2∫㍑り肋∫ω刎θ舳σ〃θ，∫㍑〃ω伽6肋郷舳6〃θタ〃2肋、

126α肋0伽θ∫ま棚0〃S6δ刎加∫が00肋7δ舳砧g1舳㈱〃〃勿励｛一

肋〃力0〃1θ5伽タ∫伽舳％0〃伽舳ま，6〃肋0榊螂，0〃伽肋∫，のα〃

／“伽σ0伽θ∂’〃α伽∫60肋舳㈱，60〃〃妙0物舳3舳クオ肋％κ伽〃

δ1劣ゐ1α0α肋り0まα12∂’α∫∫舳α刎伽〃ψ2鮒∫タ6θ〃θ砂α1θ〃θ∫左

伽伽肋7θδ500，000カ刎c∫θ㍑〃伽8∫〃ακμ85，000伽舳∫タc2肋

秒α12鮒滅鋤1θo〃∫妙676θ舳∂500，000伽伽∫．

　　§11．一肋cαs∂’αろo〃α騨，1θ∫o∫∫〃2㈹〃伽κθ”o〃加〃ω㈱

ク舳0肋θ1ω〃肋1〃ψまα伽0〃0〃α肋〃0刎伽6〃伽妙昭θ幻〃

∫θ7〃伽μ伽1α力肋σ〃θ5〃α舳α壬鮒伽∫励Cα鰍ω刎舳榊α脇

θ〃π．

　　§12．一工α加∫θ肋力o伽ω刎7θ鋤1舳θ励，80〃s漉伽励o〃6θ∫

伽伽〃5θ8θま〃〃C肋〃∫〃伽θ5，1θ∫μ肋5θ〃0閉伽g2∫∫〃〃舳刎〃

ω伽功α脇刎αC〃㈱カ〃〃9晦θ脇伽妙伽伽，伽伽〃0な，伽
刎彦ω〃肋榊0〃ぬ〃0まθ∫，力〃幼10∫｛0〃伽0肋〃肋7召∫，7妙肋〃6’〃一

肋伽00〃6加，0〃μ〃物〃CαC肋伽ω伽0〃θ∫刎α0肋θ5，力0舳〃

μθ0θ3μ肋∫0〃60刎舳8θ∫惚30伽チ加31“㈱勿〃脇〃’舳伽〃ψθ
‘1θ　∫〃7砂θξ11α〃C3　∂2S　αク〃Zαま2〃πS．

　　§13．一τo肋伽ψo肋勿刎舳〃伽θg㈹α〃1’伽伽助α∫醐”6〃刎o一

舳〃幽1α8鋤α肋〃伽1α力0伽，0〃ω〃肋6肋μ〃α〃1α∂舳％

伽7幼㈱，60〃，∫0㈱力θ肋〃〃〃肋〃21’0SWα舳，ε肋肋1α伽

0脇棚肋㈱，2〃α切舳加ツ6θ伽刎肋α加舳〃，δ刎0肋∫ψθ1θ∫

ク7肋㈹伽ψ0肋66α伽∫2〃9〃α〃挑舳りθ伽2刎励∂1’鋤6α伽．

　　§14．一工θ∫〃ω勧肋㈱ψ6〃2sc｛一α卯ε∫，107W’θ〃θs∫o〃ω幼76∫28

6㈱1α舳幼伽〃0〃1αμ肋1〃ω伽2∫サ05S舳6，d0舳θ械肋〃
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0脇舳9肋〃励0〃5幽〃タ舳∫α〃5肋棚，1θ∫〃θ〃召∫〃2∫〃∫88〃

α肌舳θ”〃刎肋〃ψα〃づ1ツα舳肱0〃鮒ま0〃ψθ1θ〃ω加2∫云

α8∫舳6カα〃〃’ωα伽ポ

　　Augmentation　de1劣par　chaque　voyage　au　Canada1’hi∀er，

d6part　du　Canada　du1e『octobre　au31mars．

　　Augmentation　de1％pour　navigation　des　Etats－Unis　sur1’Oc6an

（entre1e　1帥octobre　et1e31　Inars．）

　　Augmentation　de1／2％pour　navigation　au　delきde　Singapoore．

　　Augmentation　de1／2％par　voyage註1a　c6te　orientale　d’Afrique，

avec　maximum　de1％．

　　Augmentat1on　de1／4％par　voyageきdes　p01nts　de1a　c6te　occl－

denta1e　d’Afrique　autres　que　Gor6e，Ruisque，Dakar，et　Gambie，

avec　maximum　de1／2％．

　　工〃ω伽ψγ舳0物γαα〃θ肋加∫α棚・ム0〃6∫舳5舳力α8α舳％

W1θS肋gα1，∂刎0初S励00刎舳肋〃ψC加1θ．

　　Augmentation　de1／2％avec　maximum　de1％pour　navigation

dans1e　golfe　du　Me対que．

　　Augmentation　de1／8％par　voyageき一Bi1bao　avec　un　maximum

de1／2％Par　an．

　　1／2％d’augmentation　chaque　fois　que　le　navire　se　sera　trouv6，

du25octobre主in　f6vrier，en　mer　Noire　ou　au　Maroc　sans　d6passer

1％pour　la　mer　Noire　et2％pour1e　Maroc－

　　Augmentationきd6battre　pour　navigation　d’hiver　en　Baltique　ou

dans　les　mers　po1aires．

119〕1926年1月21目の船舶建造保険証券

　　1926年1月21日のフランス船舶建造保険証券（Po1ice　franCaise　d’assurance

maritime　sur　corps　de　navires　en　construction）が存在する。その全約款

を知ることはできないが，Carles，《Du　recours　de　tiers　dans1・assurance

sur　corps　de　naマires》（1937）によれば，その第2条および第4条は次の通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　93



　94

り定めていた塵o。

　《ART－2。＿Les　risques　de　recours　de　tiers，autres　que　ceux　qui　seront

except6s　par1es　septiさme　et　huitiさme　paragraphes　de1’article4，

exerc6s　contre　1e　navire　assur6　pour　faits　d’abordage　avec　un　autre

navire　ou胎timent　iottant，de　heurt　de　digues，quais，estacades　ou

autres　corps　ixes　ou　Hottants，sontきla　charge　des　assureurs　pour1es

neuf　dixiさmes　des　dommages　allou6s　et　jusqu’au　maximum　des　neuf

di対さmeS　de　la　SOmme　aSSur6e．

　L’assur6supporte　le　dixiさme　des　dommages．

　Il　lui　est　interdit　de　faire　assurer　ce　dixiさme．

　En　cas　d’infraction註cette　interdiction，il　supportera　une　r6duction

d’un　second　dixiさme　ain　que1，int6rεt　du　dixiさme　soit　retabli．》

　「第2条一他船もしくは浮遊建造物との衝突行為，防波堤，波止場，棲橋そ

の他の固定物もしくは浮遊物との追突行為によって，被保険船舶に対してなさ

れる第三者の求償の危険は，第4条第7号および第8号によって免責された場

合を除き，割り当てられた賠償額の10分の9だけ保険者これを負担する。但し，

保険金額の10分の9を限度とする。

　被保険者は賠償額の10分の1を負担する。

　被保1険者はこの10分の1を付保することを禁止され乱

　この禁止規定に違反した場合には，この10分の1の利益を相殺するために，

被保険者は更に10分の1の控除を受ける。」

　《ART．4．＿Les　assureurs　sont　exempts，par　exception　et　d6rogation，

en　tant　que　de　besoin主ce　qui　a6t6dit主1’article　premier　quantき1a

garantie　de　1a　baraterie：

　㍗De　tous　recours　exerc6s　par　qui　que　ce　soit，et　pour　u早e　cause

quelconque，きraison　de　dommages　ou　pr6judices　re1atifs　au　chargement

ou　aux　engage㎡ents　commerciaux　relatifs　au　naYire　assur6．

　8．De　tous　recours　exerc6s　pour　faits　de　morts　ou　de　blessures　et

卿ur　tous　a㏄idents　ouφommages　corpore1s．》
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　r第4条一保険者は悪行の負担に関する第1条の規定にかかわらず，以下の危

険についてはその責に任じない。

　7．いかなる人により，かつ，いかなる原因に基づいてなされるかを間わず，

船積に関する損傷または損害，および被保険船舶に関する商業上の契約に関す

る損害または損失についてなされるすべての求償。

　8　死亡または傷害行為に対して，およびすべての身体的事故または傷割こ

対してなされるすべての求償。」

剛　1928年11月1目の船舶保険証券

　1913年9月1日の船舶保険証券は，既述の通り，1924年10月9日に改正され

たが，更にその後，1928年11月1目に改正された。

　先ず，第1条の保険者の担保危険の中からpiraterie（海賊行為）が削除さ

れ，以後r海賊行為」は免責されることにたっれ

　また，第4条の免責危険の第2号のvice　propre（固有の暇疵）にv6tust6

（自然消耗）が新たに追加されね

　また，第9条の見出しσaleur　agr66e》（協定保険価額）が《D6termma－

tion　de1a　valeur　d’assurance》（保険価額の決定）に，また第10条ないし第

24条の見出しの《Rさg1ement　des　pertes　et　avaries》（減失および海損の精

算）が《Rさg1ement　des　Indemnit6s》（損害の精算）に変更された。

　また，VIのr被保険者の義務」（Obligations　des　assurξs）の項に，保険金

請求に対する時効に関する規定（第28条）が新たに導入され，さらに，㎜とし

てr保険者の責任の制隈」（Limitation　des　engagements　des　assureurs）

の項を設けて，新たに第32条の規定が導入された。

　以下に，1924年証券の相当する約款を併記Lて改正点を示し，続けて1928年

証券（航海保険用）の普通約款および特別約款（航海保険用）の全文を掲げる。
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　　1924年10月9目の船舶保険証券

　《ART－2（1〕。一Les　risques　de　recours

de　tierS，autreS　que　CeuX　qui　SerOnt

except6s　par1es6e　et7e　paragraphes

de　l，article4，exerc6s　contre　le　navire

assur6pour　faits　d’abordage　avec　un

autre　navi1＝e　ou　b盆timent　刮ottant，

de　heurt　de　digu6斗　quais，　estacades

ou　autres　corps　丘xes，　sont　主　　1a

charge　des　assureurs　pour　les　neuf－

dixiきmes　des　domInages　allou6s，et

jusqu，au　maximum　des　neuf－dixiさmes

delasommeassur6e。》

〔第2条第1項一他船もしくは浮遊建造

物との衝突行為，防波堤，波止場，桟橋

その他の固定物との追突行為によって，

被保険船榔こ対してなされる第三老の求

償の危険は，第4条第6号および第7号

によって免責された場合を除き，割り当

てられた賠償額の1O分の9だけ保険老こ

れを負担する。但し，保険金額の10分の

9を隈度とする。〕

　《ART－3．＿Les　risques　de　g皿erre

civi1e　Ou　6trangさre　ne　sont　主　1a

chaτ9e　des　assu1＝e1ユ1＝s　qu’au1＝ant　qu’il

y　a　convention　expresse．　Dans　ce

cas，1es　assureurs　r6pondent　des　dom－

mages　et　pertes　provenant　de　guerre，

hostilit6s，　repr6sailles．　arrεts，　cap－

tures　et　molestations　de　gouverne・

mentS　queICOnqueS，amiS　Ou　ennemiS，

reCOnnuS　Ou　nOn　reCOnnuS，et　g6nξ・

ralement　de　tous　accidents　et　forEu－

nes　de　guerre－

　Les　risques　de　grさves，　1ock・out，

6meutes，mouvements　populaires，et
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　　1928隼11月1目の船舶保険証券

　《ART．2（1〕．＿Les　risques　de　recours

de　tierS，autreS　q1ユe　CeuX　qui　SerOnt

except6s　par　les6e　et7e　paragraphes

de　rar［icle4，exerc6s　cOntre　Ie　navi「e

assur6pou1＝　abordage　de　ce　dernier

avec　un　autre　navire，　ou　heurt　du

navire　assur6　co口tre　un　batiment

日ottant，digues，　quais，　estacades　Ou

autres　corps　五xes，sontきla　charge

des　assureurs　pour　les　neuf－dixiさmes

des　don1mages　allou6s，　et　jusqu’au

maximum　des　neuf－dixiさmes　de　la

SOmmeaSSur6e一》

〔第2条第1項一被保険船舶と他船との

衝突，または被保険船舶と浮遊建造物，

防波堤，波止場，桟橋その他の固定物と

の追突によって，被保険船榔こ対してな

される第三着の求償の危険は，第4条第

6号および第7号によって免責された場

合を除き，割り当てられた賠償額の10分

の9だけ保険老これを負担する。但し，

保険金額の10分の9を限度とする。〕

　《ART．3一＿Les　assureurs　so血t　a伍一

ranchis　des　dom肛1ages　et　pertes

pfOvenant　de　guerre　civile　ou　‘tfa皿・

gさre，　hostilit6s，　repr6saines，　arrεts，

captures　et　mo1estations　de　gouvor－

nements　quelconques，amis　ou　enne・

miS，reCOnnuS　Ou　nOn　reCOnnuS，et

g6n6ralement　de　tous　a㏄idents　et

fortunes　de　guerre，　ainsi　que　de

ceux　provenant　de　piraterie，　9rさves，

lock・out，6meutes，mouvements　po・

pulaires　et　aut1＝es　faits　analogues一》

〔第3条一保険者は，内乱または戦争．

味方であると敵であるとを問わず，また



autreS　faitS　ana10gueS，ne　SOnt6ga1e・

ment　≧　la　charge　des　assureurs

qu’autant　qu’il　y　a　COnVentiOn　eX－

presse一》

〔第3条一内乱または戦争の危険は，明

示の特約がある場合に限り，保険者これ

を負担する。この場合には，保険者は，

戦争，味方であると敵であるとを間わず，

また承認されていると否とを問わず，あ

る政府の敵対行為．報復，抑留，捕獲お

よび迫害，並びに一般にすべての戦争事

故によって生じる損傷および減失につい

て責を負う。

　ストライキ，ロック・アウト，騒擾，

暴動およびその他類似の行為は，同様に，

明示の特約がある場合に限り，保険着こ

れを負担する。〕

　《ART．9（1〕一＿La　valeur　agr66e　du

navire　comprend　indivis6ment　tous

SeS　a㏄eSSOireS，nOtamment－eS　ViCtu－

aiues，avances主I’6quipage，armement

et　toutes　mises　dehors，主moins　qu’il

ne　puisseεtre　justi丘6que　certaines

de　ces　d6penses　cOncernent　un　int‘「εt

distinct　de　ce1ui　de　la　p1＝opri6t6du

naVire一》

〔第9条（1）一船舶の協定保険価額ぱ，船

舶に付属するすべてのもの，就中，食料，

乗組員前渡金，蟻装費およびすべての船

費を不可分に包含する百但し，これらの

費用のいずれかが船舶の所有利益と別個

の利益に関する支出であることを証明で

きる場合はこれを除く。〕
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承認されていると否とを閲わず，ある政

府の敵対行為，報復，抑留，捕獲および

迫害，および一般にすべての戦争事故に

よって生じる損傷および滅失，並びに海

賊行為，ストライキ，ロック・アウト，

騒擾，暴動およびその他類似の行為によ

って生じる損傷および滅失についてはそ

の責に任じない。〕

　《ART．9（1）一＿La　valeur　du　navire，

sans　qu’e1le　puisse　εtre　inf6rieure

aux6valuations五x6es　par　les　accords

en　vigueur　de　I’Union　des　Syndicats，

doitεtre6tab1ie，きd6faut　de　mutueue

entente，　contradictoirement　≧　　dire

d’experts－Cette　valeur，ainsi　agr66e，

comprend　indivis6ment　tous　ses
a㏄eSSOireS，　nOtamment　－eS　YiCtu・

ai11es，　avances主1，6quipage，arme－

ment　et　toutes㎜ises　dehors，主moins

qu，il　ne　puisse　　εtre　justi丘6　　que

certaines　de　ces　d6penses　concernent

un　int6rεt　distinct　de　celui　de　1a

propri‘t6　du　navire．》

〔第9条（1）一船舶の緬額ば，それが傑険

組合連合により現在実施中の協定によっ

て定められる評価額よりも低いのでなげ

れぱ，相互の合意がない場合には，対審

の形式で鑑定人の意見によってこれを定

めなけれぼならない。このよう；こ協定さ
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　《ART．10．＿Dans　les　assurancesき

terme　ou主prime　li6e，chaque　voyage

est　l’objet　d’un　rさglement　distinct　et

s6par6．Chaque　rさglement　est6tab1i

comme　s’il　y　avait　autant　de　polices

disinctes　que　de　voyages．La　somme

assur6e　est，Pour　chaque　voyage，Ia

limite　des　engagements　des　assu－

reurS．》

〔第10条一期間保険または往復航海もし

くは巡行航海の保険においては，各航海

がそれぞれ別個の精算の対象となり，航

海毎にそれぞれ別個の保険証券があった

ものとして精算される。各航淑こついて．

保険金額が保険者の責任の隈度をなす。〕

　《ART．12（1）．＿Le　d61aissement　pour

d‘faut　de　nouve11es　peut　εtre　fait：

aprさs　quatre　mois　pour　tous　mvires

主vapeur；aprさs　six　mois　pour　tous

naVireS註VOileS，autreS　que　CeuX　qui

franchissent　1es　caps　Horn　ou　de

Bonne－Espξrance；aprさs　huit　mois

pour　ces　demiers一》

〔第12条（1）一行方不明による委付は，す

べての汽船については4ケ月後，ホーソ

岬または喜望峰を越える帆船を除くすぺ

ての帆船については6ヶ月後，ホーソ岬

または喜望峰を越える帆船については8

ヶ月後に，これをたすことができる。〕
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れたこの価額は，船脚こ付属するすべて

のもの，就中，食料，乗組員前渡金，蟻

装費およびすべての船費を不可分に包含

する。但し，これらの費用のいずれかが

船舶の所有利益と別個の利益に関する支

出であることを証明できる場合はこれを

除く。〕

　《ART．10．＿Dans　les　assurances≧

terme　ouきprime　Ii‘e，chaque　voyage

est1’objet　d’un　rさglement　distinct　et

s6par6；chaque　rさg1ement　est6tabli

comme　sIi1y　avait　autant　de　polices

distinctes　que　de平oyages．》

〔第10条一期間保険または往復航海もし

くは巡行航海の保険においては，各航海

がそれぞれ別個の精算の対象となり，航

海毎にそれぞれ別個の保険証券があった

ものとして精算される。（以下削除）〕

　《ART．12エ1〕．＿Le　d61aissement　pour

d6faut　de　nouvelles　pourraεtre　fait；

au　long　cours，aprさs　trois　mois　pour

les　vapeurs；aprさs　six　mOiS　pour－es

voiliers　autres　que　ceux　qui　fran・

chissent　les　Caps　Horn　et　de　Bonne－

Esp6rance；aprさs　huit　mois　pour　ces

derniers；　au　cabotage，　aprさs　deux

mois　pour　les　vapeurs　et　quatre　mois

pour　les　voiliers．》

〔第12条（1）一行方不明による委付は，遠

洋航海では，汽船については3ケ月後，

ホーソ岬または喜望峰を越える帆船を除

く帆船については6ケ月後，ホーソ岬ま

たは喜望峰を越える帆船にっいては8ケ

月後に，また沿岸航海では，汽船につい



　《ART．17．＿Les　avaries　ne　sont

pay6esparIesassureursquesous1a

1＝etenue　des　franchises　ci－aprさs，　tOu・

jours　p1＝61ev6es　sur　la　va1eur　d’assu・

rance　du　navire：

　　S11r　les　－18vires　主　vOi18　3▼o0　011

　　　　晩皿smote1πspmp1118㎝■s

　　1％Pour　les　avaries　communes；

　　1％Pour1es　recours　de　tiers；

　　Et，PouI＝1es　avaries　pa竹iculiさres：

　　3％sur　les　voilie1＝s　en　bois　jusqu，主

15ans；

　　326sur1es　voi1iers　en　fer　jusqu’≧

20ans；

　　4％sur　les　voiliers　en　bois　de　p1us

de15ans　jusqu，主20ans；

　　4タ6sur　les　voiliers　en　fer　de　plus

de20ans　jusqu’き25ans；
　　5％sur　les　voi1ie1＝s　en　bois　de　plus

de　20　ans；

　　5％sur　les　T0iliers　en　fer　de　plus

de　25　ans．

　　En　cas　de　concours　de　plusieurs

sOrtes　d1avaries，1a　franchise　retenue

ne　pelユtεtre　sup6rieure主celle　自x6e

ci－dessus　pour　1es　avaries　porticu・

1iさres，augment6e　de1％．

　　　　　Sl1r108皿3vi正es主vap611正

　　Pour　les　avaries　particuliさres：

　　2タ6jusqu’≧20ans；

　　3％　de　plus　de　20　ans　jusqu，ら　25

anS；
　　4％de　plus　de25　ans　jusqu’ら30

anS；
　　5％au　deI主de　30ans．

　　I1ne　sera　retemユaucune　franchise
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ては2ケ月後，帆船については4ケ月後

に，これをなすことができる。〕

　　《ART．17．＿Les　rさglements　ne　sont

e耐eCtu6s　par　les　assureurs　que　sOus

la　rete11ue　des　franchises　ci－aprさs，

toujours　　pr61ev6es　　sur　1a　valeur

d’assurance　du　navire：

　　S11正1es　皿a7i■e8主voi1o畠，3▼oo　011

S2皿S皿［0tellrS　p正0口皿1Se11正S，3i皿S正i　ql10

8皿正1e80㎞1a皿Js，Pξ皿iohesot3u抗es

batiπlo皿ts　a皿81og1l08；

　　1％Pour1es　avaries　communes；

　　1％pour　les　recours　de　tiers．

　　Et，Pour　les　avaries　parEiculiさres：

・・／1射年1しll

　　　　　sur　les　b会timents

　　　　　　　p1us　de　15　ans

　　　　　　　anS；
4％
　　　　　sur　les　batiments

　　　　　　　p1us　de　20　ans

　　　　　　　anS；

・・／ll1淳

en　bois　de

jusqu’き　20

en　fer　de

jusqu’主　25

en　bois　de

en　fer　de

　　S’i1y　a　concours　de　p1usieurs　de

ces　chefs　de　r6clamation，1a　franchise

retenue　ne　peut　εtre　sup6rieure　≧

celle丘x6e　ci－dessus　pour1es　avaries

particuliさres，augment6e　de1％、

　　S11正1εs　皿3▼ires主Tapellr　ot　oellx

皿冊ig113皿t帆ol11si▼eme皿t主1’3i化de

lI10te11正S：

　　1％Pour1es　recours　de　tiers．

　　Et，Pour1es　avaries　particu1iさres：
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sur　les　avaries　communes　et工es

recours　de　tiers．

　L’身ge　du皿avire　compte　de1a　date

de　son　premier　permis　de　navigation，

0u，註d6faut　de　justiication　de　cette

date，du1e正janvier　de　l’ann6e　de　sa

const】＝uction，　jusqu’au　jour　de　son

entr6e　au　p01＝t　o心　s，e伍ectuent　ses

r6parations．》

〔第17条一海損は，船舶の保険価額から

常に以下の免責歩合額を控除して保険考

これをてん補する。

　推進機関の有無を問わず帆船の場合

　共同海損に。ついては，1パーセソト。

　第三者の求償については，1パーセソ

ト。

　また，単独海損については，

　15年未満の木造帆船の場合3パーセソ

ト。

　20年未満の鉄製帆船の場合3パーセソ

ト。

　15年以上20年未満の木造帆船の場合4

バーセソト。

　20年以上25年未満の鉄製帆船の場合4

パーセソト。

　いくつかの種類の海損が競合する場合

には，控除される免責歩合は個々の単独

海損について上に定める免責歩合に1パ

ーセソトを加えたものを超えない。

　汽船の場合

　単独海勧こついては，

　20年未満は2パーセソト。

　20年以上25年未満は3バーセソト。

　25年以上3咋未満は4バーセソト。

　30年以上は5バーセソト。

共同海損および第三者求償については

いかなる免責歩合の控除も行なわない。

　船令は最初に航海を許された日，また

1Q0

　2％jusqu’き20ans；

　3％de　plus　de20ans　jusqu’き25

anS；

　4％de　plus　de25ans　jusqu’≧30

anS；

　5％au　de1え　de30ans－

　Il　ne　sera　retenu　aucune　franchise

pour1esavariescommu皿es一》

〔第17条一精算は，保険者によって，船

舶の保険価額から常に以下の免責歩合額

を控除して行たわれる。

　捷進機関の有無を問わず帆船の場合，

並びに艀舟，乎底船およびその他類似の

船舶の場合

　共同海損については，1パーセソト。

　第三老の求償については，1パーセソ

ト。

　また，単独海損については，

l1葦11111111／・一一一一ト血

1：寮11；ド

l1葦11111111トト回

　これらの項目の請求のうちいくつかが

競合する場合には，控除される免責歩合

は個序の単独海損について上に定める免

責歩合に1パーセソトを加えたものを超

えない。

　汽船および専らモーターのカを借リて

航行する船舶の場合

　第三者の求償については，1パーセソ

ト。

　また，単独海損については，



は，その目が証明できないときは，建造

の年の1月1目から，修繕をなす港に入

った目までを計算する。〕

　《ART．18（1〕．＿I1n’est　admis，dans

Ies　rさglements　d’avaries，qui　le　co砒

des　remplacements　et　r6parations

reconmsn6㏄ssalrespar1esexperts
po口r　remettre1e　navire　en　bon6tat

de　navigabi1it6，1，assur6　ne　pouTant

pr6tendre主auc㎜1e　autre　indemnit6，

ni　pour　d6pr6ciation，ni　pour　quelque

autre　CauSe　que　Ce　SOit．

　　（2）　Les　assureurs　auront　le　droit

d’exiger　que　ces　remplaCements　et

r6parations　soient　ex6cut6s　par　voie

d’adjudication　ou　de　soumissions．

　　（3）Au　cas〇七1’assur6passerait　ou－

tre　註　cette　exigence，　il　serait　d6duit

25％sur1e　montant　tota1des　rem－

p1acements　et　r6parations，sans　pr6－

judice　des　franchises　et　r‘ductions

pr6vues　tant　乞　1’article　17　qu，aux

paragraphes　suivants　du　pr6sent　ar－

tiC－e．

　　（4）Pendant1e　d61ai　qui　s’6c01ユIera

entre　Ia　date　de　r6tablissement　du

cahier　des　clユarges　et　celle　de　radju－

dication，et主1a　coandition　toutefois

que　ce　d61ai　d6passe　trois　jours，1es

assureuI＝s　prendront　a　Ieur　charge

Ies　vivres　et　gages　d’6quipage，et　la

prime，dans　les　assurances≧terme，

CeSSera　de　C0口rir、
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　20年未満は2バーセソト。

　20年以上25年未満は3バーセソト。

25年以上30年未満は4バーセソト。

　30年以上は5バーセソト。

　共同海損については，いかなる免責歩

合の控除も行なわない竈

（最終項は，1924年約款第17条最終項と

同じ。）〕

　《ART．18（1）．一II　n’est　admis　dans

les　rさglements　d’avaries　que　le　co航，

justi丘6　par　des　factures　acquitt6es，

des　remplacements　et　r6paratio－ls

reconnus　n6cessaires　par　les　exper［s

pour　remettre1e　navire　en　bon6tat

de　navigabilit6，　1’assur6　ne　pOuvant

pr6tendre主aucune　autre　indemnit6，

ni　pour　d6pr6ciation，1＝ii　pour　ch6－

mage，ni　pour　une　autre　cause　que1・

conque，　que　ce　soit≧titre　d，avaries

particuliさres　ou　d’avaries　communes．

　　（2）Les　assureurs　ont1e　droit　d，exi－

ger　que　ces　remplacements　et　r6pa－

rations　　soient　ex6cut6s　par　vo…e

d’adjudication　ou　de　soumission・

　　（6）S11正1es‘16p‘≡11ses　sp‘oi31es主1a

62rε皿o　ot　a皿d011b18go，i1sera　op6r6

1es　r6ductions　suivantes：

　　月o〃71θ∫伽砂加25肋あoゐ，　d’un　qua・

τmte－huitiさme　par　mois6cou16，主

1，exception　de　ceux　construits　sur

franc－bord，　1esquels　subissent　tou＿

jOurs　u皿e1＝6duction　du　tiers．

　　月伽〃25伽砂伽8舳力7㎝醐伽｛〃，

d’un　douziさme　par　mois6cou16pour

les　navires主voiles，et　d’un　huitiさme

par　mois6cou16pour1es　mvires主
vapeu】＝・

　　Pour1，apPlication　de　ces　r6ductions，

工o1
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　（5）Sur　tOutes　d6penses　autres　que

ce11es　qui　sont　sp6cia1esき　la　carさne

et　au　doublage，　il　est　op6r6，　pOur

di丘6rence　du　vieux　a11　neuf，　les　r6－

ductions　suivantes：

　　P0皿r　le目　11aTires

　　　　　60mSt正11itS　e皿　bOiS：

　Pendant　la　premiさre　am6e　de　la

construction，Pas　de1＝6duction；

　Pendallt　la　deuxiさme　a－m6e，r6duc－

tion　de　1／5；

　Au　de1きde　deux副ns，r6duction　de

1／3．

　P011r　les皿a▼i正es

　　oo皿strllits011fe正011　0皿a6ier：

　Pendant　la　premiさre　et1a　deuxiさme

ann6e　de　la　　construction，　Pas　de

r6duction；

　Pendant　la　troisiさme　et　la　quat－

riさme，r6duction　de1O％；

　Aprさs4ans　jusqu’き15ans，15％；

　Aprさs15ans　jusqu’き20ans，20％；

　Aprさs20ans　jusqu’き25ans，25％；

　Au　de1きde25ans，1／3－

　Pour　ces　mvires，1es　remp1acements

et　r6parations　sp6ciauxき　1a　T0ilure

et　au　gr6ement　subissent　les　r6duc－

tions　pr6vues　pour　Ies　navires　en　bois．

　Pour　tous　navires，　1a　l＝6duction

sur　les　ancres　et　chaines－c自b1es　n’est

jamais　sup6rieureら　15％．

　Pour　le　calcu1　des　r6ductions　ci．

dessus，　1’盆ge　du　navire　est　compt6

comme　il　est　ditきrarticle17、

　（6〕S旧11e8d‘Po皿s098p‘6ia1e8

　　　主1308「6皿6et811do皿b13ge：

　Pour　les　navires　en　bois，1a　r‘duc－

tion　est　d’m　quarante・huitiさme　par

l02

1es　d61ais　courent　depuis　1e　jour　o亡

1a　demiさre　carさnξa6t6faite　ou　le

dernier　doublage　apPliqu6．》

〔第18条（1）一単独海損であると共同海損

であるとを問わず，海損の精算に当って

は，船舶を堪航状態に回復するために必

要であると鑑定人によって証明された取

替費および修繕費のみが考慮される。被

保険者はこの他には減価，休業，その他

の原因に対するいかなるてん補を請求す

ることもできない。

　（2）保険者はこれらの取替えおよび修

繕が入札の方法により行なわれるよう要

求することカミできる。

　（6）船底およぴ金属被覆部に特右な費

用については，以下の控除が行なわれる。

　木造船の場合，1ケ月経過する毎に48

分の1。但し，乾舷になされる金属被覆に

ついては，常に3分の1の控除を受ける。

　鉄船または鋼船の場合，帆船について

は1ケ月経過する毎に12分の1，また汽

船については1ケ月経過する毎に8分の
1。

　これらの控除の適用に当っては，期間

は最後に船底が造られた日，または最後

に被覆が実施された日から開始する。

（上記以外の各項は変更たし。）〕



］＝口0is　6cOui6，身　1’exceptio皿　de　ceux

construits　sur　franc－bord，　lesque1les

subissent　toujours　une　r6duction　du

tierS．

　　Pour1es　navires　en　fer　ou　en　acier，

la　r6duction　est　d，un　douziさme　par

mois6cou16pour　les　navires身voiles，

et　d’un　huitiさme　par　mois6cou16

pour　les　navires註vapeur．

　　Pour　l’apPlication　de　ces　r6ductions，

1es　d6工ais　courent　depuis　le　jour　o凸

1a　derniさre　carさne　a6t6　faite　ou　le

dernier　doublage　apP－iqu6．

　　｛7）Dans　tous　les　cas　o亡il　y　a1ieu

主1a　r6duction，en　sont　seuls　except6s

les　frais　de　pi1otage，de　remorquage，

de　port，d’expertises，frais　judicia三res

ou　consulaires，et　le　remp1acement

des　viTres　perdus．　La　r6duction　n’a

pas　lieu　non　plus　sur　les　d6penses　de

r6parations　provisoires　qui　n’auront

pas　prOit6au　navire，　10rsqu，il　a　re－

1ev6pour　comp16ter　ses　r6parations．

La　r6ductiOn　est　oP6「6e　su「　toutes

autres　d6penses，mεme　celles　de　loca－

tion　d’apParaux，Pontons，9rils，chan－

tiers　ou　bassins，totali誌es　comme

si　la　r6paration　avait　6t6　adjug6e註

forfait　et　≧　re聰treprise，　mais　sous

la　d6duction　du　produit　net　des　v三eux

doublages　et　autres　d6bris．

　　（8）Lorsque，sur　1’avis　des　exper［s，

des　membrures，t61es　ou汕tres　piさces

avari6es　du　navire　auront6t6simple－

l1nent　6CarV6eS，　SεCtiOnn6eS，　redreS・

s6es　ou　r6par6es，　au　lieu　d’εtre

int6gfaleInent　re工nplac6es，les　r6para－

tions　ainsi　faites　ne　subiront，　Par
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d6正ogation　さ　ce　qui　pr6cさde，aucune

r6duction　pour　di丘6rence　du　vieux

au　neuf．

　　（9）Dms　Ies　rさgIements　d’avaries

particuliさres，　1es　vivres　et　gages

d’6quipage　ne　sont　en　aucun　cas≧la

charge　des　assureurs，sauf　ce　qui　est

dit　au　paragrapbe4du　pr6sent　a㎡icle

et　主　rartic1e　20　ci－aprさs一

　　（1◎Les　frais　de　recotation　du　navire

au　Veritas　ou註tout　autre　registre

de　c1assiication　ne　sont，　en　aucu口

cas，き1a　charge　des　assure1且rs．

　　σ屯Les　r6ductions　pour　di舐6rence

du　vieux　au　neuf五x6es　par　les　pr6・

c6dents　paragraphes　du　prξsent　arHcle

s，apPliquent6galement　aux　r6para・

tions　du　navire　qui　auraie皿t　6t6ad・

miSeS　en　aVarieS　COmmuneS．

　　（1オLa　contribution　du　navi】＝e　aux

avaries　communes　n’incombe　aux

assureurs　que　propoれ三0nnellementき

la　valeur　assur6e，d6duction　faite，s’il

y　a　lieu，des　avaries　pal＝ticuliさresえ

1eur　charge一

　　⑬Les　primes　des　emprmtsきla

grosse　contract6s　dans　un　port　de

relache，commissions　d，avances　de

fonds，int6rεts　ou　tous　a1ユt1＝es　fl＝ais

prOpOrtiOnnels，　sont　venti16s　et　ne

sont　supPort6s　par　les　assureurs　que

proportiome11e㎜ent註1’indemnit6ne－

tte乞1eur　charge，6tabHe　d’aprさs　les

bases　ci－dessus．

　　⑪劣Si　1’e口1prunt　≧1a　grosse　a6t6

contract6pour　un　terme　plus61oign6

qlle　ce1ui　du　vOyage　en　cOurs，　la

prime　est　r6du…teきce　qu’elle　e自t6t6

1o4



pour1e　terme　dudit　voyage　en　cours，

suivant　apPr6ciationらfaire　par　am三s

COmmunS．》

〔第18条（1〕一海損の精算に当っては，船

舶を良好な堪航状態に回復するために必

要であると鑑定人によって鑑定された取

替費および修繕費のみが考慮される。被

保険老はこの他には減価，休業，その他

の原因に対するいかなるてん補を請求す

ることもできない。

　（2）保険者はこれらの取替えおよび修

繕が入札の方法により行なわれるよう要

求することができる。

　（3）被保険者がこの要刺こ従わなかっ

たときは，第17条および本条以下の各項

に定める免責歩合および控除額とは関係

なく，取替費および修繕費の総額から25

バーセソトが減額される。

　（4）修繕費明細書の作成目と入札日と

の間の期間が3日を超えたときぱ，保険

老は超えた期間の船員の食料および給料

を負担し，期間保険では保険料の経遇は

停止する。

　（5）船底および金属被覆都に特有な費

用以外のすべての費用については，新旧

交替額として以下の控除が行なわれる。

　木造船について。

　建造後1年以内については，控除され

ない。

　第2年目，5分の1の控除。

　2年以上経過後，3分の1の控除。

　鉄船または鋼船について。

　建造後1年以内および第2年目，控除

されない。

　第3年目および第4年目，10バーセソ

トの控除。

　4年後15年未満，15バーセソト。

　15年後20年未満，20バーセソト。
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　20年後25年未満，25パーセソト。

　25年以上経遇後，3分の1。

　これらの船舶の場合，帆および索具に

特有な取替えおよび修繕は，木造船につ

いて定められた控除による。

　すべての船舶について，錨および錨鎖

についての控除は，15パーセントを超え

ない。

　上記控除割当を計算するに当って，船

令は第17条に定める通りに計算される。

　（6）船底および金属被覆部に特有な費

用について。

　木造船の場合，1ケ月経遇する毎に48

分の1の控除がなされる。但し乾舷に

なされる金属被覆については，常に3分

の1の控除を受ける。

　鉄船または鋼船の場合，帆船について

は1ケ月経過する毎に12分の1の控除，

また汽船については1ケ月経過する毎に

8分の1の控除がなされる。

　これらの控除の適用に当っては，期問

は最後に船底が造られた日，または最後

に被覆が実施された日から開始する。

　（7）控除がなされるすべての場合にお

いて，水先案内，曳船，出入港，鑑定の

費用，裁判費用または領事費用，および

喪失食料の補充は控除から除外される。

修繕のために必要であり，船舶の利益と

はならない仮修繕費についても，控除は

行なわない。属具の賃借料，平舟，船台，

船渠または碇泊区の費用などその他すぺ

ての費刷こついては，修繕が入札によっ

て行なわれた場合に準じてこれを合計し，

それについてこの控除を行なう。合計に

際し，金属被覆，その他残存物の純売却

額は，これを控除する。

　（8〕鑑定人の意見に基づき，肋材，鉄

板その他船舶の海損部分が敢替えられる

l06



ことなく，単に接合，分割，矯正または

修理されたときは，その修繕についてば，

前項の規定にかかわらず，新旧交替額に

ついていかなる控除も行なわれない。

　（9）単独海損の精算においては，船員

の食料および給料は，本条第4項および

以下の第20条に定める場合を除き，いか

なる場合においても保険老その責に任じ

底い。

　（1◎　ヴェリタスまたはその他のすべて

の船級協会における船舶の再格付け費用

は，いかなる場合においても保険老その

責に任じない。

　ω本条前各項に定める新旧交替額の

控除は，共同海損に認容された船舶の修

繕についても同様に適用される。

　⑲　船舶の共同海損分担額は，協定保

険価額に比例してのみ保険者これを負担

する。保険者の負担に帰する単独海損が

あるときは，これを協定保険価額より控

除する。

　⑬　避難港で契約された冒険貸借の利

息，前渡金手数料，利子またはその他す

べての比例的費用は分割評価され，上に

定める基礎によって保険老の負担となっ

た本来の責任額に比例して保険者こ；れを

負担する。

　⑭　冒険貸借が当航海の期間より長い

期間について契約されたときは，利息は

協議によってなされる評伽こしたがい，

当航海期間について支払われた筈の禾嶋

に減額される。〕

　《ART－19．＿En　cas　d’6chouement

suivi　de　remiseき｛ot，tous　les　frais

き　la　charge　du　navire，　faits　pour　le

reniouement．sont　rembours6s　sans

retenue　　au　　prorata　　des　　sonlmes

assur‘es，　mεme　dans　les　risques
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　《ART．19．＿En　cas　d’6ch01ユe㎜ent

suivi　de　remise　主　Oot，　ainsi　que

d，assu1＝ance　au　navire　en　d6tresse　et

de　sauvetage　en　nler，to1ユs　les　frais

expos‘s　pour　le　ren伺ouement，raSsis・

ta口Ce　et　le　SauVetage　SerOnt　rem一
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souscrits　francs　d，avaries．

　Sont　re㎜bours6s　dans1es　mεmes

cOnditions　les　frais　d，assistance　au

navife　e亙d6t】＝esse　et　de　sauvetage

en　mer．

　Il　est　toutefois　bien　entendu：

　P　Que　lorsque　des　objets　du　navire

ont6tξsacri£6s，　leur　re－nplacement

subit1es　r6ductions　pr6vues　par1’ar－

ticle18；

　2o　Que　1orsque　1e　navire　a　un

chargement主bord，les　ass㎜＝eurs　ne

doivent，au　prorata　des　sommes
assur6es，et　dans　les　limites　fix6es

par　rarticle　18，　§　12，　q1ユe　la　pa1＝t

contributive　incombant　au　navire

dans－es　frais　ci－dessus．

　Les　dispositions　du　pr6sent　ar［ide

ne　s，apPliqueront　pas　auxξchouages

r6sultantdujeunormaldesmar6es，
non　plus　qu’aux　6choue工nents　sur－

Yenus　soit　dans　les　canaux　maritimes，

soit　dans　1es　温euves　et　riviさres　en

amont　des　points　atteints　par　les

mar6eS．》

〔第19条一引卸しを必要とする座礁の場

合に，離礁のために支出された費用であ

って，船舶の負担となるすべての費用は，

単独海損不担保の条件で引受げられた危

険の場合においても，控除を行なわずに，

保険金額に比例しててん補され肌

　難破船の救援および海上救助の費用も，

同様の条件でてん補される。

　但し，以下の通り了解される。

　（1）船舶の一部が犠牲に供されたとき

は，その部分の取替えは第18条に定める

控除を受げる。

　（2）船舶が積荷を積載しているときは，
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bours6s　sans　franchise，　au　p】＝0rata

des　sommes　assur6es，mεme由Ils　les

aSSuranCeS　SOuSCriteS　fra口C　d，aVarieS．

　I1en　est　de　mεme1orsque　des

objets　du　navire　ont6t‘sacrii6s　au

cours　de　ces　op6rations，mais　le11r

remplacement　subira　les　r6ductions

prξvues　paエ1，a討icle　18．

　Lorsque　le　navire　a　un　charge㎜旧nt

註　bord，les　assureu1＝s　ne　devront，au

prorata　des　sommes　assur6es　et　da皿s

les　linlites丘x6es　par1’article　18§12，

que　la　part　contributive　incombant

au　naVire　danS　leS　fraiS　et　SaCrifiCeS

Ci・deSSuS。》

〔第19条一引卸しを必要とする座礁並び

に難破船の救援および海上救助の場合に，

離礁，救援および救助こ必要な費用は，

単独海損不担保の条件の保険においても，

免責歩合の控除を行なわずに，保険金額

に比例しててん補される。

　上記の作業中に船舶の一都が犠牲に供

されたときも同様である。但し，その取

替えについては第18条に定める控除が適

用される。

　船舶が積荷を積載しているときは，保

険者は，保険金額に比例し、かつ第18条

第12項の定めるところを隈度として，上

記の費用および犠牲に対する船舶の分担

額についてのみ，その責に任ずる。

（第4項は，1924年約款第19条第4項と

同じ。）〕



保険者は，保険金額に比例し，かつ第18

条第12項の定めるところを隈度として，

上に定める費用に対する船舶の分担額に

ついてのみ，その責に任ずる。

　本条の規定は，潮の通常の干満によっ

て生じた座洲，および運河または河川に

おいて潮の到達する上流地点で生じた座

礁にっいては，適用されない。〕

　《ART．22一＿En　cas　de　pe村e　du

navire，si　le　captaine　en　est　proPri6－

taire　ou　coproPri6taire，　il　est　sursis

au　rさglement　de　sa　part　dans1’assu－

rance　jusqu’≧Production　du　certi丘cat

co血statant　1e　r6sultat　de　　renquξte

administrative主1aquelle　sa　conduite

doitεtre　soumise．

　（2）S’il　es1：6tabli　par　cette　enquεte

que　la　perte　est　imputab1e　≧　des

fa皿tes　du　capitaine，　et　si，　Par　suite，

son　breマet　Iui　est　retir6，　quoique

sans　imputation　de　dol　ni　de　fraude，

1es　assureurs　sont　valableme聰t　lib6r6s

de　la　pa1＝t　assur6e　du　capitaine，　en

1ui　payant　par　conipositio皿　50％　de

rindemnit6si　son　brevet1ui　aさt6

retir6d餉nitivement，75％s’iI　ne　lui

a　6t6　retir6　que　pour　1ユn　teInps．》

〔第22条一船舶が滅失した場合において，

船長が同船の所有者または共同所有者で

あるときは，彼の行動を拘束する官公庁

の調査結果を証明する証明書が提出され

るまで，保険における彼の部分の精算を

延期される。

　（2）この調査によって，滅失が船長の

過失によると立証され，その結果，船長

の免許が取消された場合には，それが詐

蜘こよると否とを問わず，免許が決定的

に敢消された場合には，妥協により，県
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　《ART．22（2）一＿S’i1　est　6tabIi　par

cette　enquεte　que1a　perte　est　im－

putable　註　des　fautes　du　capitaine，

quOique　sans　imputation　de　do1　ni

de　fraude，1es　ass口reurs　sont　valable・

ment　Iib6r6s　de　la　part　assur6e　du

capitaine　en　lui　paya皿t　par　composi－

tion50％de1’indemnit6．》

〔第22条一（第1項は，1924年約款第22

条第1項と同じ。）

　（2）この調査によって，滅失が船長の

過失によると立証された場合には，それ

が詐歎によると否とを間わず，妥協によ

り，保険金の50パーセントを船長に支払

うことによって，保険考は，船長の被保

険部分から有効に免除される。〕

l09
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険金の50パーセントを船長に支払い，免

許が一蒔帥こ取消された場合には，75パ

ーセソトを船長に支払うことによって，

保険者は，船長の被保険部分から有効に

免除される。〕

　《ART．26．一Les　assur6s　s’interdi・

sent　express6ment：

　1o　Les　ass1ユrances　sur　bonne　arriv6e

du　n副マire；

　2o　Les　assurances　sur　fret　exc6dant

60％du　fret差　justifier．

　Toute　assurance　faite　par1es　pm－

pri6taires　des　navires，Par　leur　ordre，

0u　pOu］＝1eur　cOmpte，　contrairement

aux　presc1＝iptions　du　pr6sent　article，

r6duit　d’autant，　en　cas　de　d‘1aisse－

nlent，　1a　somme　assur6e　　sur　　le

naVire一》

〔第26条一被保険老は以下の保険を明ら

かに禁止される。

　1．船舶の安全な到達についての保険。

　2．正当な運賃を60パーセソト超過す

る運賃の保険。

　本条の規定に反して，船舶の所有者に

より，もしくは所有者の指図により，ま

たは所有老のためになされたすべての保

険は，全損または委付の場合には，船舶

についての保険金額をそれだけ減額させ
る。〕

一10

　《ART．26．＿Les　assur6s　s’interdi－

sentexpress6m㎝t：

　1o　Les　assurances　sur　bonne　arriv6e

du　口avi1＝e；

　2o　Les　assurances　des　exc6dents

d’aVarieS　COmmmeS；

　3o　Les　assurances　sur　fret　exc6dant

60％du　fret主justiier－

　Toute　assurance｛aite　par1es　pro－

pri6taires　des　na7ires，Par1eur　ordre，

ou　pour　leur　compte，　contrairement

aux　prescriptions　du　pr6sent　article，

r6duit　d’autant，en　cas　de　d61aisse－

ment，la　sonme　assur6e　sur　le　navire．》

〔第26条一被保険者は以下の保険を明ら

かに禁止される。

　工．船舶の安全な到達についての保険。

　2．共同海損超過額の保険。

　3．正当な運賃を60バーセソト超過す

る運賃の保険。

（第2項は変らず。）〕

　《ART．28．＿Seront　irrecevab1es　tou－

tes　工6clamations　き　1a　charge　des

assureurs　qui1eur　seraient　pr6sent6es

aprさs1’expiration　du　d61ai　maximum

de15moisえdater　de　raccident，差

1’exception　des　r6clamations　pour

avaries　communes　et／ou　sauvetage，

ainsi　que　de　cel1es　afr6rentes　主　des

工eCOurS　de　tierS　eXerC‘S　COntre　le

－laVire　aSSu1＝6一》

〔第28条一事故が発生した目から15ケ月

経過後になされる保険者の責任について



　《ART，31．＿La　pri㎜e　stipu16e　dans

1a　pO1ice　est　ind6pendante　des　aug－

mentations　q口i　sero凪t　dues　主　raison

des　chargements　lourds　sur　1es

navires主　voiles，et，Pour　les　vapeurs

et　les　voiliers，　de　navigatiOns　sp6－

cialement　dangere1ユses　ou　de　saisons

d’hivernage，auxquels　cas　les　ass1ユr6s

ne　SerOnt　garantiS　qu’autant　qu’ilS

en　auront　dom6pr‘alab1ement　avis

auX　aSSureurS．

　　Ces　augmentations　sont　stipu16es

par　le　tarif　de　la　p1ace．

　　Elles　ne　serOnt　pas　dues　dans　le

cas　de　re1盆che　forc6e．

　　Dans　tous　les　cas　o直1e　calcul　de

la　prime　se　fait　par　p6riodes　men・

111

のすべての講求は，受理されない。但し，

共同海損および／または救助に対する請

求，並びに被保険船舶に対してなされる

第三老の求償に関する請求については，

この限りでないo〕

　《ART．32．＿Dans　tous1es　cas　en－

trainant　la　responsabilit6　des　assu－

reurs，　chacun　　d’eux　　n’est　engag6

qu’au　prorata　de　la　somme　par　lui

souscrite，1aque1le　for皿e，Pour　chaq1ユe

voyage，1a1imite　de　ses　engagements；

i1　ne　peut　jaInaisεt1＝e　tenu　de　payer

au　de1主，　き　quelque　tit1＝e　et　pour

quelque　CauSe　que　Ce　SOit．》

〔第32条一数人の保険老の責任を生ぜし

めるすべての場合において，各保険者は

その引受金額に比例してのみその責に任

ずる。各航海毎に引受金額がその責任の

隈度をなし，いかたる名目およびいかな

る原因においても，この隈度をこえて支

払いの責に任ずることはない。〕

　　《ART．33一＿La　prime　stipu16e　dans

工a　police　est　ind6penda皿te　des　aug－

mentatio皿s　qui　seront　dues主raiso皿

des　charge正nents1ourds　sur　les　navi．

res　主　voi1es，et，Pour　les　vapeurs　e1；

1es平oiliers，de　na7jgations　sp6da1e，

ment　dangereuses　ou　de　saisons
d’hi甲er皿age，auxquels　cas　les　assur6s

ne　SerOIlt　garantiS　qu’autant　qu’i1S

en　auront　donn6　pr6alab1enle血t　avis

auX　aSSureurS．

　　Ces　a1ユgme11t包tions　seront　stipu16es

par　le　tarif　arrεt‘au　1航　janvier　de

chaque　ann6e　par1’Union　des　Syndi－

cats　de　Compagnies　d’Assurances

contre－es　risques　de　transports　de

tOute　nature．

1工1
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sueues　ou　autres，toute　p6riode　con1－

n1enC6e　eSt　CO一皿pt6e　COIIlrne丘nie．

　　Les　taxes，　ti一皿bres　et　cOOt　des

po1ices　sonl＝≧　1a　charge　des　assur6s・》

〔第3ユ条一保険証券に規定された保険料

は，帆船への過積みに対Lて支払われる

割増，汽船および帆船については，特に

危険な航海または冬期航海に対して支払

われる割増とは別個のものである。これ

らの場合には，被保険老は，前もって保

険者に通知した場合にのみ担保される。

　　この割増はその地の料率によって定め

られる。

　　この割増はやむを得ない避難の場合に

は支払われない。

　　保険料計算が月毎になされるすべての

場合において，すべての開始した期閻は

経過したものとして言十算される。

　　租税，印紙および保険証券の費用は，

被保険老これを負担する。〕

　　《ART－32一＿Comp6tence一＿Si　p1us

de　moiti6　de　1a　valeur　agr66e　du

naVire　eSt　aSSur6e　　Sur　　un　1＝皿enle

lieu，rassu］＝6peut　assigner　devant　1e

tribunal　de　ce　lieu，　d6j主　saisi　d’un

工itige，1es　autres　assureurs　pour壬aire

juger註1eur6gard　le血εme1三tige－

　　Hors1ecasci－dessus，1esassureurs

ne　peuventεtre　assign‘s，mε㎜e　par

voie　d，apPel　en　garantie，que　devant

工e　Tribunal　de　Com皿■erce　du1ie1ユo直

Ie　COntrat　a　‘t6　S01ユSCrit，　1，aSSurξy

faisant61ection　de　do血icile，　ou，　au

choix　de　rassur6，si　le　contrat　a　6t6

souscrit　par　m　agent　ou　mandataire，

devant　le　Tribunal　de　Commeτce　du

siさge　de　la　Cofnpagnie　ou　du　domicile

de　raSSureur．
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　　Eues　ne　seront　pas　dues　dans　le

cas　de　re1乞che　forcξe．

　　Dans　tous　les　cas〇五　Ie　calcu－de

工a　prime　se　fait　par　p6riodes　men・

sueues　ou　autres，toute　p6工iode　com－

menc6e　est　co㎜ptξe　comme肋ie．

　　Les　taxes，timbres　et　co趾　des

p01ices　sont主1a　charge　des　assur6s一》

〔第33条一（第1，3，4，5項は，1924

年証券第31条と同じ。）

　　2．この害曲増は，あらゆる種類の運送

危険に対して保険会杜組合違合が毎年工

月工日に取決める料率によって定められ
る竈二

　　《ART－34一＿Comp6tence。§1。＿Par

d6rogation　き　toutes　dispositions　cont－

raires　des　lOis　relatives註　1a　conユpさ一

tence，les　assureurs口e　peuvent　εtre

assign6s　que　devant1e　TribunaI　de

Conユmerce　du　lieu　o亡　1e　contrat　a

6t6souscrit，ou，au　choix　de1’assur6，

si1econtrata6t6souscritparun

ageIlt　ou　mandataire，　dev帥t　Ie

Tribunal　de　Com㎜erce　du　siさge　de

1a　Compagnie　ol1du　domici1e　de

raSSureur．

　　§2．＿Toutefois，si　plus　de　la　moiti6

de　la　va1eur　ag1＝‘6e　du　navire　est

souscrite　sur　un　m6me1ieu，1’assur6

peut　assig皿er　devant　le　Tfibunal　de

Commerce　de　ce1ieu，d6j主saisi　dlun

litige，1es　autres　assure1】rs　pour　faire
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　I1　est　d61＝og6aux　dispositions　du

Code　de　proc6dure　civile　qui　seraient

COntraireS主Ce1leSdupr6SentartiCle。》

〔第32条一管轄一船舶の協定保険価額の

2分の1以上が同一地で保険に付された

ときは，被保険老は既に訴訟が提起され

たことを条件として，同じ訴訟について

判決を受げるために，その他の保険者を

その地の裁判所に召喚することができる。

　上記の場合を除いて，保険者は，訴追

によってさえも，契約が締結された地に

被保険者が住所を選定Lたときはその地

の商事裁判所に，または被保険老の選択

により，契約が代理人によって締結され

たときは，保険老の会杜の所在地もしく

は住所の商事裁判所にのみ，召喚される

ごとができる。

　本条の諸規定に反する民事訴訟法の諸

規定を排除する。〕

juger主ヱeur6gard1e㎜εme肚ige．

　§3一一L，assur6pOurra　tOujOursεtre

assign6par　les　asSureurs　devant　le

Tribmal　de　Commerce　du1ieu〇七1e

contrat　a　　6t6　souscrit，　1，assur6　y

faisant61ection　de　don1icile．》

〔第34条一管轄一1．管轍こ関する法律

のこれに反するすべての規定にかかわら

ず，保険者は契約が締結された地の商事

裁判所，または被保険者の選択により，

契約が代理人によって締結されたときは，

保険者の会杜の所在地もLくは住所の商

事裁判所にのみ，召喚されることができ

る。

　2一但し，船舶の協定保険価額の2分の

1以上が同一地で契約されたときは，被

保険者は，既に訴訟が提起されたことを

条件として，同じ訴訟について判決を受

げるために，その他の保険者をその地の

商事裁判所に召喚することができる。

　3．被保険者は，契約が締結された地に

住所を選定して，保険者からいつでもそ

の地の商事裁判所に召喚されることがで

きる。〕

Po1i㏄Fmn脾ise　d，Assi1r汕㏄皿aritime　s㎜正Co岬s　de　N研i鵬s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Assurance　au　voyage）

　　　　　　　　　　　1e「NOVEMBRE1928

Assur6：M
Navire

Capitaine

Voyage

du 19　　F 　　　　註　　　　％F

　　　Po1ice　et　Timbre

Droit　d’enreg三strement

　　　Taxe　de　gestion

　　　　　　Tota1　　F

H3
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I．一I已iSql1eS　6011∀ertO．

ART．1唱「．＿Sont　aux　risques　des　assure皿＝s，dans1es　conditions　ci・aprさs

　　　d6termin6es，les　doInmages　et　pertes　qui　arriYent　au　navire　assur6

　　　par　temp6te，naufrage，6chouement，abordage，changement　forc6

　　　de　route　Ou　de　YOyage，jet，feu，exp1osion，pi11age，baraterie，et

　　　g6n6rale肌ent　tous　accidents　et　fortmes　de　mer．

ART．2．＿Les　risques　deτecours　de　tiers，autres　que　ceux　qui　serOnt

　　　except6s　par　les6・et7色paragraphes　de　l’artic1e4，exerc6s　cOntre

　　　1e　navire　assur6pour　abordage　de　ce　dernier　avec　un　autre　navire，

　　　ou　heurt　du　na▽ire　assur6contre　un　b盆timent五〇ttant，digues，

　　　quais，estacades　ou　autres　corps　ixes，sontきla　charge　des　assu－

　　　reurs　pour　les　neuf　dixiさmes　des　dom血ages　a11ou6s　et　jusqu’au

　　　maximum　des　neuf　dixiさmes　de　la　somme　assur6e．

　　　　　L’assur6supporte　le　dixiさme　des　dommages．

　　　　　I11ui　est　interdit　de　faire　assurer　ce　dixiさme．

　　　　　En　cas　d，infraction註cette　interdiction，i1supPortera　une　r6duc－

　　　　tion　d’un　second　dixiさine，ain　que　rint6rεt　du　dixiさme　soit1．6tabli．

II．一Risq鵬s甑61us．

ART．3．＿Les　assureurs　sont　a伍ranchis　des　dommages　et　pertes　pro－

　　　Yenant　de　guerre　civi1e　ou6trangさre，hosti1it6s，repr6sai11es，arrεts，

　　　captures　et　molestations　de　gouvemements　que1conques，amis　ou

　　　ennemis，　reconnus　Ou　nOn　recOnnus，　et　g6n6ra1ement　de　tous

　　　accidents　et　fortunes　de　guerre，ainsi　que　de　ceux　provenant　de

　　　piraterie，grさves，1ock－out，6meutes，mouvements　populaires　et

　　　autreS　faitS　ana10gueS．

ART．4－Les　ass1皿eurs　sont　exe㎜pts，Par　exception　et　d6rogation　en

　　　tant　que　de　besoin註ce　qui　a6t6ditき1，article　premier　quant註1a

　　　garantie　de1a　baraterie：

　　　　　r　Des　faits　de　do1et　de　fraude　du　capitaine；

　　　　　De　tous6v6nements　quelconques　r6sultant　de　violation　de　blocus，

　　1I4
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　　　de　contrebande　ou　de　commerce　prohib6ou　c1andestin；

　　　　　Le　toutきmoins　que1e　capitaine　n’ait　6t6　chang6　sans　1’agr6－

　　　ment　de1’amateur　ou　de　son　repr6sentant　et　remp1ac6par　m

　　　autre　que　par　le　second；

　　　　　2．Des　dommages　et　pertes　provenant　de　vice　propre　ou　de

　　　VetuSte；

　　　　　㌍De1a　piqOre　des　vers　sur1es　parties，du　navire　non　prot696es

　　　par　un　doublage　m6ta11ique；

　　　　　少De　tous　frais　d’hivemage，de　quarantaine　et　de　jours　de

　　　p1anche；

　　　　　㌍De　toutes1es　cons6quences　qu，entrainent　pour1e　navire　1es

　　　faits　quelcOnques　du　capitaine　ou　de1’6quipage主terre；

　　　　　ぴDe　tous　recours　exerc6s，Par　qui　que　ce　soit，et　pour　une

　　　cause　quelconque，きraison　de　dommages　ou　pr6judices　re1atifs　au

　　　chargement　et　aux　engagements　du　navire　assur6；

　　　　　7．De　tous　recours　exerc6s　pour　faits　de　mort　ou　de　b1essuエ’es，et

　　　po岨tous　accidents　ou　dommages　corpore1s．

ART．5．一I1est　express6ment　convem　que1es　assl∬eurs　so工1t　et　de・

　　　meurent6trangerS：

　　　　　1．Aux　primes　des　emprunts差1a　grosse　contract6s　ainsi　qu・aux

　　　commissions　de　consignation　et　d’aYances　de　fonds　pay6es　en　tous

　　　autres　lieux　que　dans　un　port　de　re1ache；

　　　　　がA1asaisieetventedunavire，dansquelque1ieuetpour
　　　quelque　cause　que　ce　soit，ainsi　qu’aux　frais　de　la　caution　qui

　　　pou耐aitεtre　fournie　pour　le1ib6rer　de　cette　saisie；

　　　　　3．Aux　e丘ets　de　toutes　d6terminations　de　l’armateurき1’6gard　des

　　　cr6anciers，prises　en　vertu　de　l’班tic1e216du　Code　de　Commerce．

ART．6．一Dans　les㎡sques　de　pεche，les　assureurs　sont　exempts　de

　　　toutes　pertes　et　avaries　sur1es　embarcations，ustensiles　de　pεche，

　　　ancres，chaines，cables　et　d6pendances，pendant　la　pεche　et　pendant

　　　le　moui11age．I1s　sont　pareil1ement　exempts　des　pertes　d’ancres，

　　　chaines，c盆bles　et　d6pendances，dans1es　divers　mouiIlages　de　rIle
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　　de1a　R6union．

III．一肋r6edeSriS叩eS．

ART．7．＿Les　risques　de　rassurance　au　voyage　courent　du　moment　o亡

　　　1e　naVire　a　d6ma耐60u　leV61’anCre，et　CeSSent　au　mOment0亡i1a

　　　6t6ancr6ou　amarre　au1ieu　de　sa　destination．Toutefois，s’il　a

　　　regu　des　marchandises主bord，1es　risques　courent　dさs　le　moment

　　　oi　i1a　con1menc6註embarquer1a　marchandise，et　cessent　aussit6t

　　　1e　d6barquement　termin6，sans　exc6der　m　d61ai　de15jours　aprさs

　　　I’arriv6e　au工ieu　de　destination，差moins　qu，il　n’ait　charg6dans　ce

　　　1ieu　des　marchandises　pour　m　autre　voyage　avant　l，expiration　de

　　　ce　d61ai，auque1cas　les　risques　cesseront　aussit6t．

ART．8．＿La　quarantaine　est　consid6r6e　comme　faisant　partie　du　voyage

　　　qui　y　dome1ieu；n6anmoins，si1e　na∀ire　assur6au　voyage∀a

　　　faire　quarantaine　ai11eurs　qu’au　point　de　destinatiOn，1es　assureu「s

　　　ont　droitきune　augmentation　de　priIne　de　trois　quarts　pour　cent

　　　par　mois，depuis　le　jour　du　d6part　pour　la　quarantaine　jusqu’註ce1ui

　　　du　retour．

　　　　　Les　memes　augmentations　de　prime　sont　app1icab1es　au　cas　od

　　　un　navire，trouyant　son　port　de　destination　bloqu6，s6jou工ne　devant

　　　ce　poれou　reIさマe　pour　d’autres．　Dans　ce　cas，1es　assureurs　conti－

　　　nuent　de　courir　les　risques　pendant　tous　s6jours　et　relさvements，

　　　sans　cependant　que　cette　pro1ongat1on　pu1sseεtre　de　plus　de　s1x

　　　mois註dater　de1’a蛆iv6e　devant　le　port　bloqu6；mais　ils　ne　r6pon－

　　　dent　d’aucuns　frais　ni　augmentations　de　d6penses　r6su1tant　de　ces

　　　re1さVen1entS　et　S6jOurS．

　　　　　L’assur6peut　toujours勉ire　cesser　les　fisques　註son　gr6avant

　　　1eS　SiX　mOiS．

　　　　　En　cas　d’assuranceきprime　li6e，i1est　accord6，sans　augmentation

　　　de　pri㎜e，quatre　mois　de　s6jourきpartir　du　moment　o也1e　naYire

　　　aura　abord6au　premier　port　o心il　doit　commencer　ses　oφrations．

　　　Si　le　s6jour　dure　plus　de　quatre　nユois，il　sera　d直　aux　assureurs
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me　augmentation　de　deux　tiers　pour　cent　par　chaque　mois　sup－

p16mentaire．

I▽、一D6te正1ni皿atio皿　de　1a　v31611r　d，assl1ramce．

ART．9．＿La　valeur　du　navire，sans　qu’el1e　puisseεtre　inf6rieure　aux

　　　6valuations丘x6es　par1es　accords　en　vigueur　de　l’Union　des　Syn－

　　　dicats，doitεtre6tablie，差　d6faut　de　rαutue1le　entente，　contradic－

　　　toiremeut註dire　d’experts．Cette∀aleur，ainsi　a罫66e，comprend

　　　indivis6ment　tous　ses　accessoires，notamment1es　victuai1les，avan・

　　　ces差1’6quipage，armement　et　toutes　mises　dehors，註moins　qu’il

　　　ne　puisseεtre　justi丘6que　certaines　de　ces　d6penses　ccncernent　un

　　　int6rεt　distinct　de　ce1ui　de　la　propri6t6du　navire．

　　　　　Ad6fautdecettejustiication，lesassure㎜＝sdunavireseronten

　　　droit，en　cas　de　d61aissement，de　r6duire　sa　valeur　agr坐e　du

　　　montant　de　toutes　ass皿ances　faites　s6par6ment　sur　amement，

　　　victuai11es　ou㎜ises　dehors　ava工1t　ou　aprさs　rassura皿ce　du　navire．

　　　　　N6anmoins，dans　les　risques　de　pεche，1a　va1eur　de1’armement

　　　sp6cial　de　la　pεche　peut　toujoursεtre　assur6e　s6par6ment．

V．一Rさglement　dos　Indem皿it6s．

ART．10．＿Dans1es　assurances≧terme　ou註prime1i6e，chaque　voyage

　　　est1’objet　d’m　rさg1ement　distinct　et　s6par6；chaque　rさglement　est

　　　6tab1i　com㎜e　s’il　y　avait　autant　de　po1ices　distinctes　que　de　vo－

　　　yageS・

ART．11．一Il　y　a　voyage　distinct，en　ce　qui　touche1’app－iα1tion　de

　　　1’artic1e10de工a　pr6sente　poIice，　dans　la　travers6e　que　fait　un

　　　navire　su工一1est　pour　aller　prendre　chargement．

　　　　　S’i1prend　charge　pour　un　ou　plusieurs　ports，i1y　a　un　seu1vo・

　　　yage　depuis　le　commencement　du　chargement　jusqu’きIa　fn　du

　　　d6barquement，en　tant　toutefois　que　la　dur6e　de　ce　d6barqueInent

　　　n’excさdera　pas　le　d61ai　de　quinze　jours　aprさs　l’arriv6e　au　lieu　de

　　　destination．

l　l？
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ART，12．＿Le　d61aissement　pouエーd6faut　de　nouve11es　pou］コ＝aεtre　fait：

　　　au　long　col■rs，aprさs　trois　mois　po1ユr1es　vapeurs；aprさs　six　mois

　　　pour1es　voiliers　autres　que　ceux　qui　franchissent1es　Caps　Horn

　　　et　de　Bonne　Esp6rance；aprさs　huit㎜ois　pour　ces　derniefs；au

　　　cabotage，aprさs　deux　mois　pour　les　vapeurs　et　quatre蛆ois　pour

　　　leS　VOilierS，

　　　　　Les　d61ais　se　comptent　au1ieu　de　destination　du　dernier　voyage

　　　entrepris，et　de1a　date　des　derniさres　nou▽e1les　regues．

　　　　　L，assur6est　tenu　de　justi五er　de　la　non　arriv6e．

ART．13．＿Par　d6rogation　expresse　au　Code　de　Commerce，1e　d61aisse－

　　　ment　ne　peutεtre　fait　que　pour1es　seuls　cas：

　　　　　r　De　disparition　ou　destruction　totale　du　navire；

　　　　　がD’innavigabilit6produite　par土ortune　de　mer．

ART．14．＿Si1e　montant　total　des　d6penses乞faire註un　navire　pour

　　　r6parations　d，avahes　（d6duction　faite　de1a　valeur　des　vieux　doub－

　　　1ages　ou　autres　d6bris，ainsi　que　des　r6ductions　pour　di鉦6rence　du

　　　マieux　au　neuf）d6passe　les　trois　quarts　de　la　valeur　agr66e，et　si，

　　　par　suite，la　condamnation　du　navire　est　prononc6e，il　est　r6put6

　　　innaYigab1e註1’6gard　des　assureurs　et　peut　leurεtre　d61aiss6．

　　　　　Ne　devront　entrer　en1igne　de　compte　dans1e　ca1cu1des　trois

　　　quarts　que1es　r6parations　d’avaries　r6su1tant　de　fortune　de　mer　et

　　　prescrites　par1es　experts　pour1a　remise　du　naYire　en　bon6tat

　　　de　nav1gab11it6　I1ne　pourra，notamment，yεtre　compr1s　aucun

　　　ch雌re　pour　d6penses　impr6vues，gages　et　viYres　d’6quipages，

　　　primes　de　grosse，frais　d’expertises，de　proc6dure　ou　de　sauvetage，

　　　etc、、．nOn　p1us　que　Pou「「6Pa「ations　pr0▽isOires．

　　　　　Si1e　navire，e脆ctivement　r6par6，est　pa岬enu註destination，le

　　　d61aissement　n，est　point　recevab1e，quoique　le　coOt　des　r6parations

　　　ait　d6pass6　1es　trois　quarts－　Dans　ce　cas，1’action　d’avaries　est

　　　seu1e　Ouverte註1，assu工6，sOus　les　retenues　et　franchlses　pr6vues

　　　par　les　articles17et18，et1a　mεme　action　est　ouverte註1・assurξ

　　　｛ranc　d’a▽aries．

エエ8
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ART．15．＿Est　pareinement　r6put6innavigable，et　peutεtre　d61aiss6

　　　aux　assureurs，1e　navire　condamn6faute　de　moyens㎜atξrie1s　de

　　　r6paration，mais　seulement　s’il　est6tabli　que1e　naYire　ne　po岬ait

　　　pas　re1ever　avec　s6curit6，au　besoin　aprさs　anさgement　ou　par1’aide

　　　d’un　renユorqueur，Pour　un　autre　port　o直il　e直t　trou∀61es　ressources

　　　n6cessaires，et，de　plus，que　Ies　armateurs　ne　pouvaient　pas　faire

　　　parvenir　au　lieu　de　la　re1盆che　Ies　piさces　de　rechange　indispensables

　　　quiyferaientd6faut．

　　　　　Ne　pourra，au　contraire，εtre　r6put6innavigab1e，niεtre　d61aiss6

　　　aux　assureurs，1e　navire　qui　aura6t6　condamn6　en　raison　seule－

　　　　ment　du　manque　de　fonds　n6cessaires　au　paienエent　des　d6penses

　　　de　r6paratiOns　Ou　aut「es－

ART．16．一Dans　tous　les　cas　donnant1ieuきd61aissement，1es　assureurs

　　　　auxque1s　auront6t6d61aiss6s1es　objets　assur6s　auront　toujours　la

　　　　facult6d’opter　entre1’acceptation　du　d61aissement　et　le　rさglement

　　　　en　per［e　totale　sans　transfert　de　propri6t6．

　　　　　En　cas　de　d61aissement，1es　assureurs　du　navire　n’ont　pas　droit

　　　　au　fret　sauv6（loi　d・u12ao亡t1885），non　plus　qu’aux　subventions

　　　　de　l’Etat．

　　　　　Les　gagas　et　vivres　qui　pourrontεtre　dむs　par1’armementき

　　　　1’6quipage，ainsi　que　tous　rapatriements，vivres　supP16mentaires　ou

　　　　autres　frais　de1’6quipage，ne　seront　jamais　supPor仁6s　par　les　assu－

　　　　reurs　du　naマil＝e　dans　la　1iquidation　de　sauvetage；　s’i1s　ont　6t6

　　　　pr61ev6s　sur　les　produits　du　navire　ou　de　ses　d6bris，　ils　seront

　　　　r6p6t6s　contre1es　assur6s．

　　　　　　I1en　sera　ainsi　a1ors　mεme　qu’i1n’y　aurait　ni　fret　sauv6，ni　fret

　　　　pay6d’avance，ni　subYention　de1’Etat．

ART．17．＿Les　rさg1e㎜ents　ne　sont　e丘ectu6s　parエes　assureurs　que　sous

　　　　1a　retenue　des　franchises　ci－aprさs，toujours　pr61ev6es　sur　la　va－eur

　　　　d’assurance　du　navire：

l19
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Su正1・s皿avi■e・主Y0皿es，3醐㎝醐msmot㎝困胆・剛蜘・s，3im・i

叩es皿rle8山a1㎜ds，P6皿i6heset別伽esb批im㎝tsaηalo馴es：

　　1劣Pour　les　avaries　commmes；

　　1劣　Pour　les　recours　de　tiers．

　Et，Pour1es　avaries　particu1iさres：

・劣／11；：llllご鷺㌶jζ1二鴛：；

・劣／111：ll1簑1芸11：ll1鷺s，le、鷺1s，le215ニニs賦1：lll‘

・劣／11；lll1簑1慧11：1：1鷺s，le、讐1s，le2：O，ll：；

　　　　　　S’i1y　a　concours　de　plusieurs　de　ces　chefs　de　r6c1aInation，　la

　　　　｛ranchise　retenue　ne　peut　εtre　supさrieureきcelle　丘x6e　ci－dessus

　　　　pour1es　avaries　particuliさres，augment6e　de1劣．

　　　　　　Sl1r1es皿aYires主∀叩e1lr　et6ellx皿帆igI1311t　ex61msiwme皿t主

　　　　1，aide　de　皿ユ0te11rS：

　　　　　　1％　Pour1es　recours　de　tiers．

　　　　　Et，Poul＝les　avaries　particu1iさres：

　　　　　2劣jusqu’主20ans；

　　　　　3劣de　plus　de20ans　jusqu’註25ans；

　　　　　4％de　p1us　de25ans　jusqu，註30ans；

　　　　　5劣au　de1主de30ans．

　　　　　I1ne　sera　retem　aucune　franchise　pour1es　avaries　communes，

　　　　　D’age　du　navire　compte　de　la　date　de　son　premier　permis　de

　　　navigation，ou，註d6iaut　de　justi丘cation　de　cette　date，du16「janvier

　　　de　l’ann6e　de　sa　construction，jusqu’au　jour　de　son　entr6e　au　port

　　　〇七s’e赦ectuent　ses　r6parations．

ART．18．一§1．一Il　n’est　admis　dans1es　rさg1ements　d’aマaries　que1e

　　　co趾，justi舶par　des　factures　acquitt6es，des　remplacements　et

　　　r6parations　recomus　n6cessaires　par　les　expe肘s　pour　remettre1e

　　　navire　en　bon6tat　de　navigabiIit6，1’assur6ne　pouvant　pr6tendre

　　　きaucume　autre　indemnit6，ni　pour　d6pr6ciation，ni　pour　ch6mage，
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ni　pour　une　autre　cause　que1conque，que　ce　soit　き　titre　d’aYaries

particu1iさres　ou　d’avaries　communes．

　　§2．＿Les　assureurs　ont　le　droit　d’exiger　que　ces　remp1acements　et

r6parations　soient　ex6cut6s　par　voie　d’adjudication　ou　de　soumission。

　　§3．＿Au　cas〇七1’assur6passerait　outreきcette　exigence，i1serait

d6duit25％sur　le　montant　total　des　remplacements　et　r6pa蘭tions，

sans　pr6judice　des　franchises　et　r6ductions　pr6vues　tant註1’article

17qu’aux　paragraphes　sui▽ants　du　pr6sent　artic1e、

　　§4．＿Pendant　le　d61ai　qui　s’6cou1era　entre1a　date　de　l，6tablisse－

ment　du　cahier　des　charges　et　cel1e　de　l’adjudication，etきla

condition　　toutefois　que　ce　d61ai　d6passe　trois　jours，1es　assureurs

prendront註1eur　charge1es　vivres　et　gages　d，6quipage，et王a　prime，

dans1es　assurancesきterme，cessera　de　courir．

　　§5．一一Sl1r　t011tes　d6pe皿ses　autres　que　ce11es　qlli　so皿t　sp6d31es乞

1a6arさ皿e　et　au　d011b13ge，　i1est　op6r6，Pour　di雌6rence　du　マieux

au　neuf，1es　r6ductions　suivantes：

　　P0〃7　12∫　〃α砂ξ7θ5　60〃∫まグ〃”∫　2”　ろ0ゐj

　　Pendant　Ia　premiさre　am6e　de1a　construction，pas　de　r6duction；

　　Pendant　la　deuxiさme　am6e，r6duction　de1／5e；

　　Au　de1きde　deux　ans，r6duction　de1／3．

　　P0〃12∫〃ω伽8ω〃S肋タま8例力70〃肋α肋ダ

　　Pendant1a　premiさre　et　la　deuxiさme　ann6e　de1a　construction，

pas　de　r6duction．

　　Pendant1a　troisiさme　et1a　quatriさme，r6duction　de1O％；

　　Aprさs4ans　jusqu’き15ans，15％，

　　Aprさs15ans　jusqu’差20ans，20劣，

　　Aprさs20ans　jusqu’註25ans，25％，

　　Au　de1註de25ans，1／3．

　　Pour　ces　nav1res，1es　remplacements　et　r6paratlons　s庫c1aux主

1a　voilure　et　au　gr6ement　subissent　les　r6ductions　pr6vues　pour

1es　I1avires　en　bois．

　　Pour　tous　na∀ires，1a　rξduction　sur　les　ancres　et　chaines・cab1es

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　121



122

　　n，est　jamais　sup6rieureき15劣一

　　　　Pour1e　ca1cu1des　r6ductions　ci－dessus，1’age　du　na▽ire　est　compt6

　　comme　i1est　ditき1’a廿ic1e17．

　　　　§6．→u正1・s他p㎝se8叩6ciales主1“趾さ皿eetaud㎝b1age，i1

　　sera　op6r61es　r6ductions　suivantes：

　　　　Po〃1θ∫〃ω伽8伽ろoゐ，d’un　quarante－huitiさme　par　mois6cou16，

　　き1’exception　de　ceux　construits　sur　iranc－bord，　lesque1s　subissent

　　toujours　une　r6duction　du　tiers．

　　　　Po〃1θs伽砂伽3舳声70〃θπ”伽，d’m　douziさme　par　mois

　　6cou16pour1es　naYires主voi1es，et　d’un　huitiさme　par　mois6cou16

　　pOur1es　navires註vapeur．

　　　　Pour　l’app1ication　de㏄s　r6ductions，Ies　d61ais　courent　depuis1e

　　jour　od　la　derniさre　carさne　a　6t6　faite　ou　1e　dernier　doub1age

　　apPliqu6．

　　　　§7．＿Dans　tous1es　cas　od　i1y　a1ieu主1a　r6duction，en　sont

　　seuls　except6s1es　frais　de　pilotage，de　remorquage，de　port，

　　d’expertises，frais　judiciaires　ou　consulaires，et1e　remp1acement

　　des　vivres　perdus．La　r6duction　n，a　pas　1ieu　non　p1us　sur　1es

　　d6penses　de　r6parations　pr0Yisoires　qui　n，auront　pas　proit6　au

　　navire，1orsqu’i1a　relev6　pour　compI6ter　ses　l＝6parations．　La　r6－

　　duction　est　op6r6e　sur　toutes　autres　d6penses，mεme　celles　de

　　location　d’apParaux，Pontons，9ri1s，chantiers　ou　bassins，tota1is6es

　　comme　si　la　r6paration　avait6t6adjug6e註fo曲it　etき1’entreprise，

　　mais　sous　la　d釦uction　du　produit　net　des　vieux　doub1ages　et

　　autres　d6bris．

　　　　§8．＿Lorsque，sur1’av1s　des　experts，des　membrures，t61es　ou

　　autres　piさces　avari6es　du　navire　auront6t6simplement6carv6es，

　　sectionn6es，　redress6es　ou　r6par6es，　au　lieu　d’εtre　int6grale－nent

　　remplac6es，les　r6parations　ainsi　faites　ne　subiront，par　d6rogation

　　註　ce　qui　pr6cさde，aucune　r6duction　pour　di妊6rence　du　▽ieux　au

　　neui．

　　　　§9．＿Dans　les　rさglements　d’avaries　pa前iculiさres，les　viwes　et
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　　　gages　d’6quipage　ne　sont　en　aucun　casきla　charge　des　assureurs，

　　　sauf　ce　qui　est　dit　au§4du　pr6sent　artic1e　et　主　1’ar［ic1e20ci－

　　　aprさs．

　　　　　§10．＿Les　frais　de　recotation　du　navire　au　Veritas　ou　き　tout

　　　autre　registre　de　c1assificatiOn　ne　sOnt，en　aucun　cas，ら　1a　cha「9e

　　　des　assureurs、

　　　　　§11．＿Les　r6ductions　pour　diff6rence　du　vieux　au　neuf　ix6es

　　　par　les　pr6c6dents　paragraphes　du　pr6sent　artic1e　s’apPliquent

　　　6ga1ement　aux　r6parations　du　navire　qui　auraient6t6admises　en

　　　aマadeS　COmmmeS．

　　　　　§ユ2．＿La　contribution　du　mvire　aux　aYaries　commmes　n’in－

　　　combe　aux　assmeurs　que　proportiome11ement註1a　valeur　assur6e，

　　　d6ductionfaite，s’ilya1ieu，desavariesparticu1iさres差1eurcharge．

　　　　　§13．＿Les　primes　des　empruntsき1a　grosse　contract6s　dans　un

　　　port　de　re1ache，commissions　d’avances　de　fonds　int6rεts　ou　tous

　　　autres　frais　prOportionne1s，sOnt　venti16s　et　ne　sOnt　suppor［6s　par

　　　les　assureurs　que　propOrtiomellement註1’indemnit6nette註1eur

　　　charge，6tablie　d’aprさs　les　bases　ci－dessus．

　　　　　§14．一Si　l’emprmtき1a　grosse　a6t6contract6pour　un　terme

　　　p1us6Ioign6que　celui　du　voyage　en　cours，Ia　prime　est　r6duite註

　　　ce　qu’el1e　eat6t6pour　le　terme　dudit　voyage　en　cours，suivant

　　　apPr6ciationきfaire　par　amis　commms．

APT．19．＿En　cas　d’6chouement　suivi　de　remiseき坦ot，ainsi　que

　　　d’assistance　au　navire　en　d6tresse　et　de　sauvetage　en　mer，tous　les

　　　fra1s　expos6s　pour　le　ren血ouement，1’ass1stance　et1e　sauvetage

　　　seront　rembours6s　sans　f㎜nchise，au　prorata　des　so工nmes　assur6es，

　　　mε㎜e　dans　les　assurances　souscrites　franc　d’avaries．

　　　　　I1en　est　de　mεme　lorsque　des　objets　du　navire　ont6t6sacri舵s

　　　au　cours　de　ces　op6rations，mais1eur　remplacement　subira　les

　　　rεductions　pr6vues　par1’ar［ic1e18．

　　　　　Lorsque　Ie　navire　a　m　chargement主bord，1es　assureurs　ne

　　　deYront，au　pro耐a　des　sommes　assur6es　et　dans　les　limites坦x6es
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　　　　par　I’artic1e18§12，que　la　pa耐contributive　incombant　au　navire

　　　　dans1es　frais　et　sacri丘ces　ci－dessus．

　　　　　Les　dispositions　du　pr6sent　a廿icle　ne　s’app1iqueront　pas　aux

　　　　6chouages　r6su1tant　du　jeu　normal　des　mar6es，non　p1us　qu，aux

　　　　6chouements　sur∀enus　soit　dans　1es　canaux　maτitiInes，　soit　dans

　　　　1es　ieuves　et　riYiさres　en　a皿ont　des　points　atteints　par1es　mar6es．

ART．20．一Lorsque　le　navire　a6prou▽6des　avaries註1a　charge　des

　　　　assureurs，et　qu’i1se　trouve　dans　un　port　de　relache　〇七　1es　r6pa・

　　　　rations　seraient　impossib1es　ou　trop　dispendieuses，1e　capitaine，sur

　　　　l’avis　conforme　de1’agent　des　assureurs，ou，主d6faut，du　consul　de

　　　　France，devra　s’y　borner　aux　r6parations　jug6es　indispensables，et

　　　　a11er，au　besoin　avec1’aide　d’un　remorqueur，1es　con1p16ter　au　port

　　　　le　p1us　convenable　o心e11es　pourraient　s，e鉦ectuer　avec6conomie・

　　　　　Pendant　les　trajets　ainsi　faits，en　dehors　des　op6rations　com－

　　　　merciales　du　navire，Pour　a11er　du　port　de　relache　au　por［　de

　　　　r6paτations　et　en　revenir，la　pτi－ne　ne　court　pas　dans　les　assufan－

　　　　cesきterme；1es　vivres　et　gages　d’6quipage　et1es　frais　de　remor－

　　　quage　sont主1a　charge　des　assureurs・

　　　　　Le　capitaine　devra　6ga1ement　ne　point　faire　doub1er　ou　car6ner

　　　son　navire　a1ユport　de　re1含che，s’i1est　reconnu　par　les　experts　que

　　　cette　d6pense　peutεtre　ajOurn6eきun　mOn1ent　P1us　oPPo「tun．

　　　　　Pendant1e　temps　o亡1e　naYire　s6journe　dans　le　port　de　re工ache

　　　en　attendant　des　piさces　de　rechange　qui1ui　sont　enY0y6es　d’ai11eurs

　　　et　sans1esquel1es　i1ne　pourrait　continuer　son　voyage，1es　vi∀res

　　　et　gages　d’的uipage　sontξgalement≧1a　charge　des　assureurs，et

　　　la　pri㎜e，dans1es　assurances註teme，cesse　de　courir・

ART．21．一Le　po竹d，exp6dition　est　r6put6po竹de　felache，si1e　naYire，

　　　aprさs1’avoir　quitt6en　bon6tat，y　rentre　pour　r6parations　d，avaries

　　　6prouv6es　depuis　sa　sortie・

ART．22．＿En　cas　de　perte　du　navire，si　le　capitaine　en　est　propri6taire

　　　ou　copropri6taire，i1est　sursis　au　rさglement　de　sa　part　dans

　　　1’assurance　jusqu’主production　du　certi丘cat　constatant　le　r6sultat
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　　　　de1’enquεte　adm1㎜strat1veき1aquene　sa　condu1te　d01tεtre　soum1se

　　　　　S’il　est6tab1i　par　cette　enquεte　q11e1a　pe拭e　est　imputab1eき

　　　des　fautes　du　capitaine，quoique　sans　imputation　de　do1ni　de

　　　fraude，les　assureurs　sont　valab1ement　1ib6r6s　de　工a　part　assur6e

　　　du　capitaine　en　lui　payant　par　con1positio】〕50劣　de1’indemnit6．

ART．23．＿Toutes　pe竹es　et　avaries差1a　charge　des　assureurs　sont

　　　pay6es　co㎜ptant，trente　jours　aprさs　la　remise　comp1さte　des　piさces

　　　justi丘catives，a1ユporteur　de　ces　piさces　et　de　la　pr6sente　police，sans

　　　qu’il　soit　besoin　de　procuratiOn．

ART．24．＿Lors　du　remboursement　d’me　perte　ou　d’une　aマarie，toutes

　　　primes　6chues　et　non　6chues，dues　par　1’assur6，sont，en　cas　de

　　　fail1ite　ou　de　suspension　de　paiements，compens6es，et　les　bi1lets

　　　acquitt6s　dom6s　et　regus　pour　comptant．

　　　　　S’i1n’y　a　pas　fai11ite　ni　suspension　de　paiements，1es　assureurs

　　　n’ont　droit　de　compenser　que　la　prime，mε皿e　non＆hue，de　Ia

　　　po1ice　objet　de　la　r6clamation，et　toutes　autres　primes6chues．

VI．一〇阯ig批io皿s　des鴉sur6s．

ART．25。＿Paiement　des　pr三mes．＿Les　pri㎜es　sont　payab1es　au　comp－

　　　　tant，1es　risques　des　assureurs　ne　com㎜enCant，en　aucun　cas，avant

　　　　leur　entier　paiement．

ART－26。＿Les　assur6s　s’interdisent　express6ment：

　　　　　1o　Les　assurances　sur　bonne　arriv6e　du　navire’

　　　　　2．Les　assurances　des　exc6dents　d’a∀aries　communes’

　　　　　3o　Les　assurances　sur　fret　exc6dant60％du　fret主justiier．

　　　　　Toute　assurance　faite　par1es　propri6taires　des　navires，par1eur

　　　ordre　ou　pour　leur　compte，contraire㎜ent　aux　prescriptions　du

　　　pr6sent　article，r刮uit　d’autant，en　cas　de　d61aissement，1a　so㎜me

　　　assur6e　sur1e　navire．

ART．27．＿En　cas　d’6v6nement　pou∀ant　donner　lieu註recours　contre

　　　1es　assureurs，et　tous　droits　r6ciproquement　r6serv6s，1’assur6　doit

　　　et　les　assureurs　peuYent　prendre　ou　requ6rir　toutes　les　mesures　de
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　　　conse岬ation　ou　de　sauvetage　que　compo武e1a　situation．L，assur6

　　　doit　foumir　aux　assureurs　tous　documents　ou　renseigne㎜ents　en

　　　son　pou▽oir　pou工一aider乞1’ex6cution　des　mesures　conservatoires．

　　　I1doit6galement，en　cas　de　pertes　ou　dommages　imputab1esきdes

　　　tiers，Prendre　toutes　mesures　n6cessaires　pour　conse岬er，au　proit

　　　des　assureurs，　1e　recours　en　responsabilit6　que　1a　loi　peut　1ui

　　　accorder　contre　ces　tiers，et1eur　prεter　son　concours　sans　r6serve

　　　pOur　engager6ventuellement　les　poursuites　n6cessaires．

　　　　　L’assur6est　responsable　de　sa　n6gligenceきpr6venir　les　assureurs

　　　ou1eurs　agents，主prendre1ui－mεme1es　mesures　de　conservation，

　　　ou註donner主son　capitaine　les　instructions　n6cessaires主cet　e伍et，

　　　ainsi　que　des　obstacles　qu’i1apPorteraitら1’action　des　assureurs．

ART．28．一Seront　irrece▽ab1es　toutes　r6c1a醐ationsき1a　charge　des

　　　assureurs　qui1eur　seraient　pr6sent6es　aprさs　1’expiration　du　d61ai

　　　maximum　de15mois≧dater　de1’accident，主1，exception　des

　　　r6clamations　pour　avaries　commmes　et／ou　sauvetage，ainsi　que　de

　　　ce11es　a任6rentes註des　recours　de　tiers　exerc6s　contre　1e　navire

　　　aSSure1

YII．一N111lit6o皿　rるsi1iation　ae　1，assuran6e．

ART．29．一Par　app1ication　de1’artic1e365du　Code　de　Commerce，

　　　1’assur6et1es　assureurs　sOnt　toujours　pr6sum6s　avoir　regu　COn－

　　　naissance　imm6diate　des　nouvel1es　concemant　le　navire　assur6

　　　qui　sont　par▽emes　au1ieu　o亡ils　se　trouvent　respectivement，

　　　mεme註des　tiers　incomus　d’eux，Par　un　joumal，me　lettre，me

　　　d6pεche，un　exprさs，ou　de　toute　autre　maniさre．

　　　　　En　cons6quence，1’assurance　est　nu11e　s’i1est　justi丘6　que　1a

　　　nouve11e　de　1’ani平6e　du　navire，ou　d’un　sinistre　le　concernant，

　　　6tait　connue，　soit　au　1ieu　od　se　trouvait　l’assur6，　avant　1’ordre

　　　d’assurance　dom6，soit　sur　la　place　du　domicile　de1’assureur，

　　　avant1a　signature　de1a　police，sans　qu’i1soit　besoin　d’administrer

　　　auc一ユne　preuve　directe　de　connaissance　acquise　de　1a　nouve1le　par

　工26
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　　　1’aSSur6ni1’aSSureur．

　　　　　Quiconque，aprさs　avoir　donn6de　bonne　foi　un　ordre　d’assurance，

　　　apprend　un　sinistre　concernant　1e　navire　avant　d，εtre　avis6de

　　　1’ex6cution，est　tenu　de　domer　aussit6t　contre－ordre，皿εme　par1e

　　　t616graphe，註peine　de　nuIlit6de1a　po1ice，1aque11e　sera　Inaintenue

　　　si1e　contre－ordre　ainsi　donn6n，arrive　qu’aprさs1，ex6cution．

　　　　　I1est　entiさrement　d6rog6aux　aれicles366et367du　Code　de

　　　Commerce．

ART．30＿En　cas　de　fa1l11te　ou　de　suspens1on　not01re　de　pa1ements　de

　　　l’assur6，ou　en　cas　de　non　paiement　d’une　prime6chue，les　assu－

　　　reurs，aprさs　sommation　rest6e　infmctueuse，faite　au　domici1e　de

　　　l’assur6，d’avoir註payer　ou　fournir　caution　va1able　dans　1es　Yingt－

　　　quatre　heures，peuvent　annu1er，き　partir　des　derniさres　nouve11es，

　　　par　une　sin1ple　noti丘cation，　mεme　par　une　lettre　recorn工nand6e註

　　　1a　poste，toute　assurance　en　cours　d6sign6e　dans　la　notiication，1es

　　　assureurs　renongant主1a　prime　proportionne11ement註1a　dur6e　des

　　　r1sques　restantきcour1r，et　demeurant　cr6anc1ers　du　surp1us，P1us

　　　des　frais　d’enregistrement　et　de　signiication．

　　　　　Cette　so㎜mation　et　cette　noti丘cation　pourront　toutefoisεtre

　　　faites　par　un　seul　et　mεme　acte．

　　　　　L’assur6r6sidant　hors　de　France，qui　aura　trait6par1’entremise

　　　d’m　courtier土ranCais，est　pr6sum6a▽oir61u　domicile　chez　ce

　　　COurtier．

　　　　　En　cas　de　failIite　ou　de　suspension　notoire　de　paiements　de

　　　1’assureur，1’assur6a1a　r6ciprocit6des　mεmes　droits．

ART．31．一La　vente　pub1ique　du　navire　fait　cesser　de　p1ein　droit1’assu－

　　　rance　au　jour　de　1a　vente．

　　　　　L，assurance　continue　de　plein　droit　en　cas　deマente　priv6e　s’ap－

　　　pliquant註moins　de　moiti6de1’int6rεt　assur6．

　　　　　En　cas　de　vente　priv6e　s’app1iquant主moiti6au　moins　de1’in－

　　　t6rεt　assur6，et　mentionn6e　sur　I’acte　de　francisation，　1’assurance

　　　de1，int6rεt　vendu　ne　continue　que　si1’acqu6reur　l’a　demand6aux
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　　assureurs，a6t6agr6e　par　eux，et　s’engage註payer　1a　totalit6de

　　1a　prime　si　e11e　n’a6t6d6浪r6g16e．

　　　　Dans1e　cas　o直I’assurance　de　l’int6rεt　vendu　ne　continue　pas，

　　1es　assureurs　ont　droit主m　minimum　de　prime　de　trois　mois．

　　　　De　mεme，en　cas　de1ocation　du　naYire，1’assurance　ne　subsiste

　　que　si1e1㏄ataire　a6t6agr66par　les　assureurs．

yIII．一Limi佃tiOm　deS　e皿gagementS　deS　aSSure11rS．

ART．32．一Dans　tous1es　cas　entrainant1a　responsabilit6des　assureurs，

　　　　chacun　d’eux　n’est　engag6qu’au　prorata　de工a　somme　par　lui

　　　　souscrite，1aque11e　forme，　Pour　chaque　voyage，　1a　1iInite　de　ses

　　　　engagements；i1ne　peut　jamaisεtre　tenu　de　payer　au　delき，註

　　　　quelque　titre　et　pour　que－que　cause　que　ce　soit。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IX．一Di8p08itiomsぷ平erses．

ART．33．＿La　pri㎜e　stipu16e　dans－a　po1ice　est　ind6pendante　des　aug・

　　　　mentations　qui　seront　dues註raison　des　chargements1ourds　sur

　　　　1es　navires註voi1es，et，Pour　les　vapeurs　et　1es　voiliers，　de　navi－

　　　　gations　sp6cia1ement　dangereuses　ou　de　saisons　d’hivemage，aux－

　　　　que1s　cas　les　assur6s　ne　seront　garantis　qu’autaI1t　qu’i1s　en　auront

　　　　donn6pr6a1abIement　av1s　aux　assureurs

　　　　　Ces　augmentations　seront　stipu16es　par1e　tarif　arr針6au1e「

　　　　janvier　de　chaque　am6e　par　l’Union　des　Syndicats　de　Compagnies

　　　　d’Assurances　contre1es　risques　de　transports　de　toute　nature－

　　　　　Enes　ne　seront　pas　dues　dans　le　cas　de　re1盆che　forc6e．

　　　　　Dans　tous1es　cas　o心1e　ca1cul　de1a　prime　se　fait　par　p6riodes

　　　　mensue1les　ou　autres，toute　p6riode　commenc6e　est　compt6e　cOmme

　　　　finie．

　　　　　Les　taxes，timbres　et　co肚des　polices　sont註1a　charge　des

　　　　aSSureS．

ART．34．＿Co㎜凶tence．§1．一Par　d6rogation主toutes　dispositions　cont－

　　　　raires　des　lois　re1ati∀esき1a　cornp6tence，　1es　assureurs　ne　peuvent
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εtre　assign6s　que　devant　le　Tribmal　de　Commerce　du1ieu　o泣1e

contrat　a6t6souscrit，ou，au　choix　de1’assur6，si1e　contrat　a6t6

souscrit　par　un　agent　ou　mandataire，devant1e　Tribunal　de　Co正n－

merce　du　siさge　de1a　Compagnie　ou　du　domicile　de　l’assureur一

　　§2．＿Toutefois，si　p1us　de　la　moiti6de－a　valeur　agr66e　du　navire

est　souscrite　sur　un　mεme　lieu，1’assur6peut　assigner　devant1e

Tribuna1de　Commerce　de　ce1ieu，d6j註saisi　d’m1itige，les　autres

assureurs　pour　faire　juger註1eur6gard1e　mεme1itige・

　　§3．一L’assur6pourra　toujoursεtre　assign6par　les　assureurs　de－

vant　le　Tribuna1de　Commerce　du　lieu　o亡1e　contrat　a6t6souscrit，

1’assur6yfaisant61ectiondedomici1e一

CONDITIONS　PARTICULI亙RES

　　§1．一Pα7㌘θ〃〃ω〃8θ62〃．．＿＿一＿．．一，Co〃γ〃〃ゾ〃柘〆λ∫8z〃α〃oθ5

淋1α3・㈹，．．．．．．．．．．．．，α舳・・物洲・伽幽棚θ∫伽加・肋枕δ

・θ〃θ・〃伽肋州・1・・伽・彦勿刎・ツ舳α〃1α加舳6θ…・・……・・
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螂ε∫，ψ妙α脇，棚・α〃舳㍑・肋∫66妙伽燃伽舳伽…・……
〃o刎〃．．．．．．．．．．．、Cφ肋伽．．．．．．．．．．．．召5伽あ加ψδg％δ…・……・・σ”・

砂・〃脇ま〃∫・・刎・伽∫力θ〃伽りα伽老θ伽胸…。Zθ∫〃肋∫

閉0肋ρ棚庇伽0α〃舳θ〃〃0肋α〃肋θ∫伽〃ク0〃・

　　P・〃1θ砂・ツ昭〃θ．．．．．、．．．．．．θま吻・㈹舳肋∫肋狐，κα6舳川・伽∫
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§2．一工θ∫雌1舳励∫6’ω・〃召∫ω舳〃㈱θ”・∫α舳士α雛力・舳・”
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　　召〃λ刎㈱，∫｛Cθ肋・0伽2肋0“∫彦S妙〃肋脇舳物〃ψ始ま舳励．

　　1）㈱Zθ㈱ω肋肋加，〃∫6伽o〃伽θ伽棚5ω幼舳6伽械α鮒1oゐ

　　ε～SαgεS伽力0γま幽伽左｛伽肋肋．

　　　　Zθ伽6∫励力伽g吻加〃θ伽0幽θ〃伽σ脇荻功0醐．τ60郷伽〃舳一

　　似伽6θ“2伽C0伽舳21〃鋤舳θ械伽肋α∫S舳〃7∫θ彦α∫∫伽6，θ彦，

　　伽ω〃吻刎伽，1θ∫砲1伽励∫6’ωσ伽∫ω刎伽㈱蜥0勉ま，1θω8

　　老C脇〃，γθ伽SSあθ〃00〃伽刎肋6θ8∂伽∫；励功0∫励0伽．

　　　　§3［助cα∫6’σあo肋騨，1θs二ω∫舳㈱〃’脇κθ舳左∂θ脇o㈱

　　力㈱0舳θ1ω〃肋1θ妙｛肋〃θ0〃サ0〃α〃肋ゐ0肋刎θ伽1’伽伽幽δ

　　伽8舳〃妙〃杉θ1α力〃彦り惚5〃’〃伽肋7切8αクま伽∫“0刎舳刎

　　α砂θcθ〃κ．

　　　　§4．一Zα加∫θ〃加力o伽oo〃榊伽Z舳θ〃，80狐％伽肋π必

　　伽〃0〃5θ8θ〃物0肋〃8抑伽25，1θ∫μ肋∫3チ60物舳妙8〃〃舳8

　　伽θ肋肋〃〃ωゆ力〃S〃〃’α㏄〃棚5肋00㈱加伽榔刎励，
　　肋加㎎舳伽τ，0勿幽伽舳肋肋π6θ1α6α螂タ舳，0〃006α∫タ0〃炊妙

　　砲晦伽θ伽ゆ伽伽，伽8㈱伽刎鮒0〃伽〃0まθ8，0〃加7舳
　　∂物〃6切6肋伽60ゆ8，力0舳・1榊・θ∫妙まθ80〃60刎刎螂∫〃θ∫06〃

　　伽1〃彦8〃肋∂’舳伽幽〃26θ5舳θ〃α刎召0〃庇6タ晦舳2，80〃

　　伽α舳肋㈱，0〃6〃㈱6’鮒，∫0〃ゐ1鮒W伽老撒肋〃ま∫、

　　　　刀θ∫り0〃ψゐ功あ炊2〃’θπωC舳㈱，12〃妙1α0θ肋〃0〃σ

　　吻伽α肋〃θ∫力伽・砺θ肋・∂’舳伽伽肋舳・舳ポα・肋榔
　　庇8α∫∫〃θ鮒∫．

　　　　§5．一τo娩伽ψo肋伽θ刎〃肋刎297ωα〃1’〃6熾α∫∫〃”老ω刎o一

　　物刎〃θ1α5鋤α伽〃〃αカ0肋θ，0〃60物肋C伽加〃α勿〃α6〃励伽

　　γ幼㈱，60〃，80〃∫μ伽加伽倣6伽1’α3∫〃α脇，伽〃〃伽62伽κ

　　α∫舳鮒∫，θ〃α〃㈱勿ツ6θ伽〃6励α’刎脇チ，δ〃0伽榊1θ∫彬一

　　チθ㈱肋0ま肋α伽∫θ〃8α舳眺洲〃θ〃舳例オ∂肋脇刎θ．

　　　　§6．一〃θ5ま伽脇〃伽〃2〃伽伽μ1召sα舳肋㈱，卿卯励α伽s

　　0〃ψ脇θ㈹6〃〃伽∫α∫∫〃砥∫’〃θ〃65θ〃〃θ6乃α惚〃刎θψα〃肋6

　　鋤αSSα〃，刎φ0ξゐ，1α伽g〃召肋，舳6吻㈱，ろ吻〃2肋S，鮒脇脇，

　　〃〃∫砿伽初伽ゐ，σ肋1’α〃伽螂θ〃θ5ψα〃肋∫oクθ〃肋αo鋤％5

　　カ〃刎C功伽伽狐｛9加カ鮒1θSαSS㈱㈱，S0㈱力θ伽加伽〃肋ゐ
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1α　30〃∫67抄ガ0〃．

　§7．一P〃％”ogα肋刎〃’〃彦肋12加〃妙グ伽6，1α力θ物8α〃∫

㎜肋θ〃θ∫，θ〃肋～〃’θ〃召ω伽θ舳1θ8α∫S舳㈱幽肋加閉チθ力0肋θ，

脇〃伽肋3伽り〃6〃肋〃α〃〃θ∫伽〃伽θ∫肋舳〃θ∫，伽〃ま
ん2〃κ6θ■Pα〃∫．．

帥　一929年6月6日の係船保険証券

　1929年6月6日に，r係船海上保険証券」（Police　d’assurance　maritime

sur　corps　de　navires　en　s6jour　dans　un　port）が作成された。

　同保険証券および普通保険絢款の内容は次の通りである。

Imprlm6du6Ju1n1929

　　　　　　　　　　　　　　POLICE　FRANCAISE

　　　D，ASS1JRANCE皿AR1TIME　SUR　CORPS　DE　NAyIRES
　　　　　　　　　　　EN　S重JOUR　DANS　UN　PORT

Courtier：M

Navire

S6jour

du 19　F．　　き　劣　　F．
　　　　　　　Po1ice　et　Timbre

　　　Droit　d’Enregistrement

　　　　　　　Taxe　de　Gestion

Tota1F．

I．一脳q1棚60皿▽飢tS．

ART．1甑．一Sont　aux　risques　des　assureurs，dans1es　conditions　ci－aprさs

　　d6termin6es，les　dommages　et　pertes　qui　arri∀ent　au　navire　assurξ

　　par　teInpete，　naufrage，6chouement，abordage，jet，feu，exp1osion，

　　pillage　et　g6n6ralement　tous　accidents　et　fortmes　de　mer．

ART．2．一Les　risques　de　recours　de　tiers，autres　que　ceux　qui　seront

　　except6s　par1es5e　et6e　paragraphes　de1’artic1e4，exerc6s　contre

　　1e　na椚re　assur6pour　abDrdage　de　ce　dern1er　a∀ec　un　autre　nav1re，
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　　ou　heurt　du　navire　assur6contre　m　batiment　nottant，digues，quais，

　　estacades　ou　autres　corps　ixes，sont　主　1a　charge　des　assureurs

　　pour1es　neuf　dixiさmes　des　dommages　a11ou6s　et　jusqu’au　maximum

　　des　neuf　dixiさmes　de1a　somme　assur6e．

　　　　L’assur6supporte1e　dixiさme　des　dommages，

　　　　I1lui　est　interdit　de　faire　assurer　ce　dixiさme．

　　　　En　cas　d’infraction註cette　interdiction，i1supportera　une　r6duction

　　d’m　second　dixiさme，ain　que　l’int6rεt　du　dixiさme　soit　r6tabli．

II．一RiSq鵬SeX伽S．

ART．3．＿Les　assureurs　sontaffranchisdesdommages　et　pertes　provenant

　　　　de　guerre　civi1e　ou6trangさre，hostilit6s，repr6sai1les，arrεts，captures

　　　　et　molestations　de　gouvernements　quelconques，amis　ou　ennemis，

　　　　recomus　ou　non　reconnus，et　g6n6ralement　de　tous　accidents　et

　　　　fortunes　de　guerre，ainsi　que　de　ceux　provenant　de　piraterie，9rさves，

　　　　lock－out，6meutes，mouvements　popu1aires　et　autres　faits　ana1ogues．

ART．4．＿Les　assureurs　sont　exempts：

　　　　　r　Des　fautes　du　ou　des　gardiens≡

　　　　　2．Des　dommages　et　pertes　pr0Yenant　de　vice　propre　ou　de

　　　　V6tuSt6；

　　　　　3．De1a　piq自re　des　vers　sur1es　parties　du　navire　non　prot696es

　　　　par　un　doublage　m6tallique；

　　　　　4．De　tous　frais　d’hiYernage　et　de　quarantaine；

　　　　　ヂDe　tous　recours　exerc6s　par　qui　que　ce　soit，et　pour　une

　　　　cause　quelconque，きraison　des　engagements　du　navire　assur6；

　　　　　6．De　tous　recours　exerc6s　pour　fait　de　mort　ou　de　blessures，

　　　　et　pour　tous　accidents　ou　dommages　corpore1s，

ART．5．＿I1est　express6ment　convem　que　les　assureurs　sont　et

　　　demeurent6trangers：

　　　　　1．Aux　commissions　de　consignation　et　d’aYances　de　fonds；

　　　　　㌍Alasaisieetventedunavire，pourque1quecausequece
　　　soit，ainsi　qu’aux　frais　de1a　caution　qui　pourraitεtre　fournie　pour
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1e1ib6rer　de　cette　saisie．

　　3．Aux　e伍ets　de　toutes　d6termmat1ons　de1’armateur註1’6gard

des　cr6anciers，prises　enマertu　de　i’article216du　Cωede　Commerce一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　III．一Dl1rるeaeSriSql1eS．

ART．6．一Les　risques　de1’assurance　courent　de1a　date　indiqu6e　aux

　　　conditions　particuliさres，en　tant　qu’きcette　date，1e　I1avire　est　en

　　　s6jour，ayant　termin6ses　op6rations　commercia1es，et　cessent　dさs

　　　que　le　navire　est　r6arm6en　vue　d’un　voyage，ou　qu’i1a　co㎜menc6

　　　註charger　des　marchandises・

　　　　　La　p6riode　assur6e　ne　sera　pas　renouve1ab1e　par　tacite　recon－

　　　duction．Si　e1le　est　inf6rieure註m　mois，1a　prime　d’m　mois　au

　　　minimum　sera　toujours　exigible．

　　　　　Pendant　toute　la　dur6e　du　s6jour　assur6，le　navire　ne　devra　avoir

　　　aucune　marchandiseきbord．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IY．一Valel1r　agr66e．

ART，7．＿La　valeur　agr66e　du　navire，sans　qu’e11e　puisseεtre　inf6rieure

　　　aux6valuations　ix6es　par1es　accords　en　vigueur　de1’Union　des

　　　Syndicats，doitεtre6tab1ie，きd6faut　de　mutue11e　ententさ，con－

　　　tradictoirement註dire　d’expert．

　　　　　　　　　　　　　　　　　V．一跳g16ment　des　i皿demni胎s・

ART．＆一Chaque6v6nement　est，au　point　de　vue　des　franchises，1’objet

　　　d’m　rさglement　distinct　et　s6par6．

ART．9．＿Par　d6rogation　expresse　au　Code　de　Commerce，led61aissement

　　　ne　pourraεtre　fait　que　pour　Ies　seuls　cas：

　　　　　P　De　disparition　ou　destruction　totale　du　navire；

　　　　　2．D’innavigabi1it6prωuite　par　fortune　de　mer．

ART．10．一Si1e　montant　total　des　d6penses註faire　au　navire　pour

　　　．6p…ti…d’・…i・・（湖・・ti・・f・it・d・1…　1…d…i…

　　　d。。b1・g・・・…t…d6b・i・，・i・・iq・・d…6d・・ti…p…di舵・・…
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　　　du　vieux　au　neuf），d6passe1es　trois　quarts　de1a　valeur　agr66e，et

　　　si，par　suite，1a　condamnation　du　navire　est　prononc6e，il　est　r6put6

　　　innavigableき1’6gard　des　assureurs　et　peut　leurεtre　d61aiss6．

　　　　　Ne　deYront　entrer　en1igne　de　compte　dans　le　ca1cu1des　trois

　　　quarts　que1es　r6parations　d’a▽aries　r6sultant　de　fortunes　de　mer　et

　　　prescrites　par　les　experts　pour1a　remise　du　navire　en　bon6tat　de

　　　na∀igabiIit6．I1nepourra，nOtamment，yεt「ecomP「isaucun

　　　ch雌re　pour　d6penses　impr6vues，frais　d’expertises，de　proc6dure

　　　ou　de　sauvetage，etc．．。，non　plus　que　pour　r6parations　provisoires．

　　　　　Si1e　navire　est　e任ectivement　r6par6，le　d61aissement　n’est　point

　　　recevab1e，quoique　le　coit　des　r6parations　ait　d6pass6　1es　trois

　　　quarts．　Dans　ce　cas，1’action　d，avaries　est　seule　ouverteき1’assur6，

　　　sous1es　retenues　et　franchises　pr6vues　par1es　artic1es13et14，et

　　　1a　mε一ne　action　est　ouマerte主1，assur6franc　d’avaries．

ART．11．＿Est　pareil1ement　r6put6imavigable，et　peutεtre　d61aiss6

　　　aux　assureurs，王e　navire　condamn6faute　de　rnoyens　Inat6riels　de

　　　r6paration，mais　seule㎜ent　s’i1est6tabli　que1e　navire　ne　pouvait

　　　pas　re1ever　avec　s6curit6，au　besoin　par1’aide　d’m　remorqueur，

　　　pour　un　autre　port，oセil　eit　trouv61es　ressources　n6cessaires，et，

　　　de　plus，que　les　armateurs　ne　pouvaient　pas　faire　parvenir　au

　　　1ieu　o亡　i1　s6journe　1es　piさces　de　rechange　indispensables　qui　y

　　　feraient　d6faut．

　　　　　Ne　pourra，au　contraire，εtre　r6put6imavigab1e，niεtre　d61aiss6

　　　aux　assureurs，1e　navire　qui　aura6t6condamn6en　raison　seu1ement

　　　du　manque　de　fonds　n6cessaires　au　paiement　des　d6penses　de

　　　r6parations　Ou　autres．

ART．12．一Dans　tous　les　cas　domant1ieu註d61aissement，1es　assureurs

　　　auxque1s　auront　6t6　d61aiss6s　les　objets　assur6s　auront　toujours

　　　la　facu1t6d’opter　entre　racceptation　du　d61aissement　et　Ie　rさglement

　　　en　perte　totale　sans　transfert　de　propri6t6．

　　　　　Les　assureurs　du　navire　n’ont　pas　droit　aux　subYentions　de

　　　1’Etat．En　cas　de　peれe　totale　ou　de　d61aissement，il　leur　sera
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　　　acquis，au㎜inimu㎜，me　prime　correspondant註six　mois　de　risques．

ART．13．＿Les　rさg1ements　ne　sont　e妊ectu6s　par1es　assureurs　que　sous

　　　1a　retenue　des　franchises　ci－aprさs，toujours　pr61ev6es　sur1a　Ya1eur

　　　d’assurance　du　navire：

　　　　　S1皿1es　llavire9主▼oiles，awc011醐皿s　mote1lrs胆叩111se1lrs，

　　　枇si叩es皿1es蝸vi正es㎝bois，1es6h31㎜ds，P6皿i曲eset311t醐

　　　b銚ime皿tS㎜a1090eS1

　　　　　1％　pour1es　recours　de　tiers．

　　　　　Et，Pour1es　avaries　particuliさres：

・・／：1；ll：ll二意：1：：：1鷺sjlllぱ215、：1：；

・劣／：1；：1：二簑1意1：：：l1鷺s、二e、鷺1s、二e2二5a：ls，ll1鮒慧＝’

・・／：1；ll：llζ簑1二：：：二1二s，le㌫e210二11；

　　　　　Sl1r　les　皿a▼ires　en　fer　o㎜　en　acier，　乞　vapellr，　ou　na平igI1ant

　　　exc111si7eme皿t主1，aide　de　motellrs：

　　　　　1％　Pour1es　recours　de　tiers．

　　　　　Et，Pour1es　avaries　particuliさres：

　　　　　2％jusqu’註20ans；

　　　　　3％de　p1us　de20ans　jusqu’註25ans；

　　　　　4％de　plus　de25ans　jusqu’き30ans；

　　　　　5％au－delきde30ans．

　　　　　L’age　du　navire　compte　de1a　date　de　son　premier　pemis　de

　　　navigation，ou，註d6faut　de　justiication　de　cette　date，du1e「Janvier

　　　de　l’ann6e　de　sa　construction，jusqu’au　jour　de　son　entr6e　au　port

　　　od　s，e舐ectuent　ses　r6parations．

ART．14．一§1・一Il　n’est　admis　dans1es　rさg1ements　d’avaries　que　le

　　　coat，justi丘6par　des　factures　acquitt6es，des　remp1acements　et

　　　r6parations　reconnus　n6cessaires　par1es　experts　pour　remettre　le

　　　navire　en　bon　6tat　de　navigabi1it6，1’assur6ne　pouvant　pr6tendre

　　　註aucune　autre　indemnit6，ni　pour　d6pr6ciation，ni　pour　ch6mage，
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　　ni　pour　une　autre　cause　que1conque．

　　　　§2．＿Les　assureurs　ont　Ie　droit　d’exiger　que　ces　remp1acements　et

　　r6parations　soient　ex6cut6s　par　voie　d’adjudication　ou　de　soumission．

　　　　§3．一Au　cas　oi1’assur6passerait　outre主cette　exigence，i1serait

　　r6duit25％sur1e　montant　tota1des　remp1acements　et　r6parations，

　　sans　pr6judice　des　franchises　et　r6ductions　pr6vues，tant註1’artic1e

　　13qu’aux　paragraphes　suivants　du　pr6sent　artic1e．

　　　　§4．一Sllr　to11tes　d6pemses　al1tres　ql1e　6e1los　q㎜1sont　sp66iales　主

　　I3carさ11e　et　a11　do皿blage，　il　est　opξr6，Pour　di丘6rence　du　vieux

　　au　neuf，1es　r6ductions　suiマantes：

　　　　■1？0〃7　1θ∫　〃α砂ク7θ∫　60〃5チ7〃”S　θ〃　ろ0ク∫j

　　　　Pendant1a　premiさre　am6e　de　la　construction，Pas　de　r6duction；

　　　　Pendant　la　deuxiさme　ann6e，r6duction　de1／5；

　　　　Au　de1註de　deux　ans，r6duction　de1／3．

　　　一P0鮒1θ∫〃ω伽8ω伽肋ク彦5伽力70〃伽α0伽j

　　　　Pendant1a　premiさre　et1a　deuxiさme　ann6e　de1a　construction，

　　pas　de　r6ductiOn；

　　　　pendant1a　troisiさme　et1a　quatriさme，r6duction　de10％；

　　　　Aprさs4ans，jusqu’註15ans，15劣；

　　　Aprさs15ans，jusqu’註20ans，20％；

　　　　Aprさs20ans，jusqu’註25ans，25％；

　　　Au　de1きde25ans，1／3．

　　　　Pour　ces　navires，1es　remp1acements　et　r6parations　sp6ciaux註

　　1a　voi1ure　et　au　gr6eInent　subissent　les　r6ductions　pr6vues　pour

　　les　navires　en　bois．

　　　　Pour　tous　navires，la　r6duction　sur　les　ancres　et　chaines－c倉b1es

　　n’est　jamais　sup6rieure註15劣．

　　　Pour1e　calcul　des　r6ductions　ci－dessus，1’倉ge　du　navire　est　compt6

　　comme　i1est　ditき1’article13．

　　　§5．一P011r　les　d6pe皿ses　sp6cia1es　ら　la　6arさne　et　a皿　d011blage，

　　il　sera　op6r61es　r6ductions　suivantes：

　　　Po〃〃ω吻ω伽∫舳あoお，d’un　quarante－huitiさme　par　mois6cou16，

　　き1’exception　de　ceux　construits　sur　franc・bord，1esquels　subissent
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　　　toujours　une　r6duction　du　tiers．

　　　　　Po〃1θs刎α〃θ∫刎加τo〃θ〃αc伽，d’m　douziさme　par　mois

　　　6cou16pour1es　na▽ires差▽oiles，et　d’m　huitiさme　par　mois6cou16

　　　pour1es　naviresきvapeur．

　　　　　Pour1’app1icatiOn　de　ces　r6ductions，les　d61ais　courent　depuis1e

　　　jour　oMademiさrecarさnea6t6faite，ou　le　demierdoub1ageapp1iqu6．

　　　　　§6．一Dans　tous1es　cas　o心　i1y　a1ieuきla　r6duction，en　sont

　　　seu1s　except6s　les　frais　de　pilotage，de　remorquage，de　port，

　　　d’expertises，frais　judiciaiエes　ou　consulaires．La　r6duction　n’a　pas1ieu，

　　　non　plus，sur1es　depenses　de　r6parations　provisoires　qui　n’auront

　　　pas　proit6au　navire，1orsqu’il　a　re1ev6pour　comp16ter　ses　r6parations．

　　　La　r射uction　est　op6r6e　sur　toutes　autres　d6penses，mεme　ce11es

　　　de1ocation　d’apParaux，Pontons，9ri1s，chantiers　ou　bassins，totalis6es

　　　comme　si1a　r6paration　avait6t6adjug6e乞forfait　et註1’entreprise，

　　　mais　sous1a　d6duction　du　produit　net　des　vieux　doublages　et　autres

　　　d6bris．

　　　　　§7．＿Lorsque，sur1’avis　des　experts，des　membrures，t61es　ou

　　　autres　piさces　avari6es　du　navire　auront6t6simplement6carv6es，

　　　sectiom6es，redress6es　ou　r6par6es，au1ieu　d’εtre　int6gralement

　　　remplac6es，1es　r6parations　ainsi　faites　ne　subiront，Par　d6rogation

　　　き　ce　qui　pr6cさde，aucune　r6duction　pour　di血6rence　du　vieux　au

　　　neuf．

　　　　　§8．＿Dans1es　rさg1ements　d’avaries　particu1iさres，1es　viYres　et

　　　gages　du　gardien　ne　sont，en　aucun　cas，註1a　charge　des　assureurs．

　　　　　§9．＿Les　frais　de　recotation　du　navire　au　Veritas　ouえtout　autre

　　　registre　de　classi丘cation　ne　sont，en　aucun　cas，註　1a　charge　des

　　　aSSureurS．

ART．15．＿En　cas　d’6chouement　sui▽i　de　remiseきnot，ainsi　que

　　　d’assistance　au　navire　en　d6tresse　et　de　sauvetage，tous1es　frais

　　　expos6s　pour　le　rennouement，1’assistance　et　le　sauvetage　seront

　　　rembours6s　sans　franchise，au　prorata　des　sommes　assur6es，mεme

　　　dans1es　assurances　souscrites　franc　d’avaries．

王37



　138

　　　　　Il　en　est　de　mεme　lorsque　des　objets　du　navire　ont6t6sacri館s

　　　au　cours　de　ces　op6rations，㎜ais1eur　re㎜p1acement　subira　les

　　　r6ductions　pr6vues　par　rartic1e14．

　　　　　Les　dispositions　du　pr6sent　artic1e　ne　s’apP1iqueront　pas　aux

　　　6chouages　r6sultant　du　jeu　normal　des　mar6es，non　p1us　qu’aux

　　　6chouements　survenus，soit　dans1es　canaux　maritimes，soit　dans

　　　1es　ieuマes　et　riviさres　en　amont　des　points　atteints　par1es　mar6es．

ART．16．＿Toutes　pertes　et　avaries註1a　charge　des　assureurs　sont

　　　pay6es　comptant，trente　jours　aprさs1a　remise　co㎜plさte　des　piさces

　　　justi£catives，　au　porteur　de　ces　piさces　et　de1a　p工6sente　po1ice，

　　　sans　qu’i1soit　besoin　de　procuration．

ART．17．＿Lors　du　remboursement　d’une　perte　ou　d’me　avarie，toutes

　　　primes6chues　ou　non6chues，dues　par1’assur6，sont，en　cas　de

　　　｛ai11ite　ou　de　suspension　de　paiements，compens6es，et1es　billets

　　　acquitt6s　donn6s　et　reCus　pour　comptant．

　　　　　S’iI　n’y　a　pas　faillite　ni　suspension　de　paiements，les　assureurs

　　　n’ont　droit　de　compenser　que1a　prime，mεme　non6chue　de－a

　　　po1ice　objet　de　la　r6clamation，et　toutes　autres　primes6chues．

ART．18．＿Lorsque，par　d6rogationき1’artic1e6，le　navire　a6t6autoris6

　　　par1es　assureurs註avoir　des　marchandises註bord，les　dispositions

　　　suivantes　sont　apPlicab1es：

　　　　　1．Les　assureurs　sont　exempts　de　tous　recours，exerc6s　par　qui

　　　que　ce　soit　et　pour　une　cause　que1conque，註raison　de　dommages

　　　ou　pr6judices　re1atifs≧ces　marchandises；

　　　　　2．Suf1es　navires主voiles，avec　ou　sans　moteurs　propulseurs，

　　　ainsi　que　sur　les　cha1ands，p6niches　et　autres　b色tiInents　ana10gues，

　　　1es　contributions　d’avaries　commmes　ne　seront　rembours6es　par

　　　les　assureurs　que　sous1a　retenue　d，une　franchise　de1劣，ca1cu1ξe

　　　sur　la　va1eur　d’assurallce　du　navire．

　　　　　3o　Les　r6ductions　pour　di丘6rence　du　vieux　au　neuf　ix6es　par

　　　les　§§4　et　suiYants　de　l’article　1臭，s，app1iquent　6galement　aux

　　　r6parations　du　navire　qui　auraient6t6admises　en　a▽aries　com㎜unes．
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　　　　　4㌦contribution　du　navire　auxayariesco㎜mesn’incombe

　　　aux　assureurs　que　proportiomellement主1a　va1eur　assur6e，d6duction

　　　faite，s’i1y　a1ieu，des　avaries　particuliさres主1eur　charge．　E1le

　　　ne　peut　comprendre　aucme　indemnit6pour　ch6mage．

　　　　　ヂDans1es　cas　vis6s　par1’artic1e15，1es　assureurs　ne　doivent，

　　　au　prorata　des　sommes　assur6es，et　dans　les　limites丘x6es　par

　　　1a　disposition　qui　pr6cさde，que　la　part　contributive　incombant　au

　　　navire　dans　les　frais　et　sacriices　faits　pour　le　reniouement，

　　　1，assistance　et　le　sauvetage－

ART．19．＿L’armateur　devra　assurer　un　gardiemage　e伍cace　et　continu

　　　きbord　du　navire　assur6．

VI．一一0b1ig批ions　des　ass11正6s．

ART．20．＿Paiement　des　primes．＿Les　primes　sont　payab1es　au　co血ptant，

　　　les　risques　des　assureurs　ne　commenCant　en　aucun　cas　avant1eur

　　　entier　paie㎜ent．E11es　restent　d餉nitivementacquises　aux　assureurs，

　　　dさs　que　les　risques　ont　commenc6註courir．

ART．21．＿Les　assur6s　s’interdisent　express6ment　toute　assurance，que11e

　　　qu’en　soit　la　d6nomination，qui　porterait，　au　de1註　de　la　valeur

　　　agrさ6e，sur　des　int6rεts　autres　que　ceux　couverts　par1a　pr6sente

　　　po1ice．

　　　　　Toute　assurance　faite　par　Ie　propri6taire　du　navire，par　son　ordre

　　　ou　pour　son　compte，contrairement註1’interdiction　qui　pr6cさde，

　　　r6duit　d’autant　la　somme　assur6e　sur　le　navire．

ART．22．＿En　cas　d’6v6ne血ent　pouvant　donner　lieuきrecours　contre

　　　1es　assureurs，et　tous　droits　r6ciproquement　r6serv6s，1’assur6doit

　　　et1es　assureurs　peuvent　prendre　Ou　requ6rir　toutes1es　mesures

　　　deconservationou　de　sauvetage　que　comporte　la　situation，L’assur6

　　　doit　foumir　aux　assureurs　tous　documents　ou　renseignements　en

　　　son　pouvoir　pour　aider註1’ex6cution　des　mesures　conservatoires．

　　　　I1doit6galement，en　cas　de　pertes　ou　dommages　imputab1es主des

　　　　tiers，Prendre　toutes　mesures　n6cessaires　pour　conserver，au　pro丘t
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　　　des　assureurs，1e　recours　en　responsabilit6que1a1oi　peut1ui　accorder

　　　cOntre　ces　tiers，et　1eur　prεter　son　cOncOurs　sans　r6serve　pOur

　　　engager6ventue11ement1es　poursuites　n6cessaires．

　　　　　L’assur6est　responsab1e　de　sa　n6g1igence主pr6マenir1es　assureurs

　　　ou1eurs　agents，きprendre1ui・mεme1es　mesures　de　conservation，

　　　ainsi　que　des　obstacles　qu’il　apPorteraitき1’action　des　assureurs．

ART．23、＿Seront　irrecevables　toutes　r6clamations註1a　charge　des

　　　assureurs　qui　1eur　seraient　pr6sent6es　aprさs1’expiration　du　d61ai

　　　maximum　de15mois，差dater　de1’accident，主1’exception　des

　　　r6da工natiOns　pOur　sauvetage，ainsi　que　de　ce11es　a笛6rentes　き　des

　　　recours　de　tiers　exerc6s　contre　le　navire　assur6．

VII．＿N1111it6011r6si1iation　de　l，ass11r汕ce．

ART．24．＿Par　app1ication　de1’artic1e365du　Code　de　Commeエce，1’assur6

　　　et　les　assureurs　sOnt　toujourS　pr6sum6s　avOir　regu　connaissance

　　　imm6diate　des　nouvelles　concemant1e　navire　assurξqui　sont

　　　pa工vemes　au　lieu　o心ils　se　trouvent　respectivement，mεme註des

　　　tiers　incoI1nus　d’eux，Par　un　journal，une　Iettre，une　d6pεche，un

　　　exprさs，ou　de　toute　autre　Inaniさre・

　　　　　En　COnS6quenCe，1’aSSuranCe　eSt　nu11e　S’i1eSt　juSti丘6que1a　nOuVe1le

　　　de　la　cessation　des　risques，ou　d’un　sinistre　concernant1e　navire，

　　　6tait　connue，　soit　au　1ieu　o亡　se　trouvait　rassur6，avant　1’ordre

　　　d’assurance　donn6，soit　sur1a　place　du　domicile　de1’assureur，avant

　　　la　signature　de1a　po1ice，sans　qu’il　soit　besoin　d’administrer　aucme

　　　P・・…di…t・d…m・i・・・・・…q・i・・d・1・・・…l1・p・・1’・・…6

　　　ni1’assureur．

　　　　　Quiconque，aprさs　a▽oir　donn6de　bonne　foi　un　ordre　d’assurance，

　　　apPrend　un　sinistre　concernant　1e　navire　avant　d’εtre　avis6de

　　　l’ex6cution，est　tenu　de　donner　aussit6t　contre－ordre，mεme　par

　　　t616g・・phe，註pein・d・nul1it6del・p・li・・，1・q・・l1・・…maint・m・

　　　si　le　contre－ordre　ainsi　donn6n，arrive　qu，aprさs1’ex6cution．

　　　　　Il　est　entiさrement　d6rog6aux　articles366et367du　Code　de

14o
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　　　　Commerce．

ART．25。一En　cas　de　fai11ite　ou　de　suspension　notoire　de　paiements

　　　　de1’assur6，ou　en　cas　de　non－paiement　d’une　prime6chue，1es

　　　　assureurs，aprさs　sommation　rest6e　infructueuse，faite　au　domici1e

　　　　de1’assur6，d’avoir　註　payer　ou　fournir　caution　Ya1ab1e　dans　Ies

　　　　マingt－quatre　heures，Peuvent　annuler，主partir　des　derniさres　nouv－

　　　　e11es，Par　une　simp1e　noti丘cation，mε皿e　par　me　lettre　recommand6e

　　　主1a　poste，toute　assurance　en　cours　d6sign6e　dans　1a　notiication，

　　　　1es　assureurs　renonCantき1a　prime　proportiome1lement註1a　dur6e

　　　des　risques　restant　註　col］エir，et　de正neurant　cr6anciers　du　surp－us，

　　　p1us　des　frais　d’enregistrement　et　de　signiication．

　　　　　Cette　sommation　et　cette　notiication　pourront　toutefoisεtre　faites

　　　par　m　seu1et　mεme　acte．

　　　　　L’assur6r6sidant　hors　de　Fra皿ce，qui　aura　trait6par工’entremise

　　　d’un　courtier　frangais，est　pr6sum6avoir61u　domicile　chez　ce　courtier，

　　　　　En　cas　de　fai1lite　ou　de　suspension　notoire　de　paiements　de

　　　l’assureur，1’assur6a1a　r6ciprocit6des　mεmes　droits．

ART．26．一La　Yente　pub1ique　du　navire　fait　cesser　de　p1ein　droit

　　　l’assurance　au　jour　de　la　vente，

　　　　　L’assurance　continue　de　plein　droit　en　cas　de　vente　priv6e

　　　s’app1iquant註moins　de　moiti6de1’int6rεt　assur6．

　　　　　En　cas　de　vente　pri▽6e　s’appliquant註㎜oiti6au　moins　de1’int6rεt

　　　assur6，et　mentiom6e　sur1’acte　de　francisation，1’ass1ユrance　de

　　　1’int6r♂t　vendu　ne　continue　que　si　racqu6reur1’a　demand6aux

　　　assureurs　et　a6tξagr66par　eux．

　　　　　De　mεme，en　cas　de　location　du　navire，rassurance　ne　subsiste

　　　que　si　le　locataire　a6t6agr66　par　les　assureurs．

YIII．一Limitati0皿deS　e皿gagementS　deS　aSSllreu正S．

ART．27．一La∀a1eur　assur6e　du　navire　constitue，pour1a　dur6e　de1a

　　　pr6sente　ass岨ance，la　limite　des　engagements　des　assureurs；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14工



142

　　toutefois，1es　assur6s　ont　1a　facu1t6，aprさs　chaque6v6nement主1a

　　charge　des　assureurs，de　reconstituer1e　capital　assur6，moyemant

　　m　taux　proportiomel　au　temps　restant註courir　et　apP1iqu6sur

　　le　mOntant　n6CeSSaireきCette　reCOnStitutiOn．

IX．一Dispositio皿s　di7erses．

ART・28．一Dans　tous　les　cas　o亡1e　calcul　de　la　prime　se　fait　par　p6riodes

　　　mensuelles　ou　autres，toute　p6riode　commenc6e　est　compt6e　comme

　　　丘nie．

　　　　　Les　taxes，timbres　et　co血t　des　polices　sontき1a　charge　des

　　　aSSureS．

ART．29．一Comp6tence：§1．一Par　d6rogation　き　toutes　dispositions

　　　contl＝aires　des　1ois　工elatives　註　1a　co－np6tence，　1es　assureurs　ne

　　　peuventεtre　assign6s　que　devant　le　Tribuna1de　Commerce　du

　　　lieu　od　1e　contrat　a　6t6　souscrit，ou，au　choix　de　1’assur6，si1e

　　　contrat　a6t6souscrit　par　m　agent　ou　mandatai肥，devant1e

　　　Tribuna1de　Commerce　du　siさge　de　la　Compagnie　ou　du　domicile

　　　de1，assureur．

　　　　　§2．＿Toutefois，si　plus　de1a　moiti6de1a　valeur　agr66e　du　navire

　　　est　souscrite　sur　un　mε㎜e1ieu，1’assur6peut　assigner　devant1e

　　　Tribmal　de　Commerce　de　ce　lieu，d6j乞saisi　d’m1itige，les　autres

　　　assureurs　pour　faire　juger註1eur6gard－e　mεme1itige．

　　　　　§3．＿L’assur6　pourra　toujours　εtre　assign6　par　les　assureurs

　　　devant　le　Tribmal　de　Commerce　du　lieu　od1e　contrat　a6t6souscrit，

　　　1’assuτ6y　faisant61ection　de　domicile．

CONDITIONS　PムRTICULI通RES

　　§1．一肋〃’θ〃肋〃∫θゐ〃．．．．．．．．．．．．．．．，Coz〃伽〃杉”ん∫舳α刎㈱

加∫1α30㈱θ一・………・一・，伽“0〃6肋0〃∫8肋7α1θ5伽加0肋〃，

れθ肋∫力肋肋肋㈱σ〃タ∫肋〃，θf吻0ツ舳伽〃1α〃舳ゐ、．．．．．．．
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勿〃肋伽〃8＿＿．．。．＿＿＿。．＿＿．．．＿＿＿＿＿・・…．＿＿＿……一・・一一

　　工θ∫0〃∫∫な％α∫∫〃〃δ．．．．一。．。一．＿＿＿．．．．．．＿＿＿＿＿．．。．．一…………

ゐ舳舳肋まδ．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．鋤8∫脇け0〃1θω妙加∂θ＿＿＿＿＿．．．．．・

1α　∫0〃2〃竈θ　6θ、．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．

力0〃α〃W1θSωゆ8，伽〃θ，昭必，α妙舳α脇，θ㍑0肋∫鋤θ〃α〃0θS，

α肋8｛ψθ∫〃12∫伽6脇θS，0加〃肋7θ∫2f〃0チθ㈱6〃〃ω伽……一・

吻0〃〃．．．．．．．．．．．、、．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．θS伽彦S加g％δg％

α．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．。．．．、．．．．．．．．．．．．．．．。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．。．．

σ〃1∫〃α〃励〃80〃刎0伽∫加〃α〃1α励伽此∫桃σ㈱，1θ∫クα励θS

閉0〃9肋け66伽0〃舳θ励〃0肋肋肋θSチ伽励60〃。

　　P0〃．．．．．．．．．．．．．．．．．．．。．．．＿．．I．＿＿ゐ吻0〃7＿．．．．＿＿＿＿＿．．＿＿．．．．。

1θ∫グ幼㈱δ力舳〃召．．、＿、一．＿＿＿＿・＿＿＿＿＿．．・．・．…・一………・……

力0〃5〃伽“㍑0〃伽〃θγ5㈱〃鮒妙肋〃伽σ〃’α〃柳舳伽加妙∫

α∫∫〃〃．

　　§2．＿1二α∫〃∫6”θθ5κ〃τα”0〃6θ．．．．．．．““．．．一．．．．・・・・・・・・・・・・…　“・・・・・・・・・・・・・・…　．

5θ　∂タ砂タ∫θ　00勿螂刎θ　S〃〃j

　　　　　　　　　　　　吻肋γαg励〃θ∫00ゆ∫，伽〃θ，αg必，肋．

　　　　　　　　　　　　吻1θ〃ゐ∫〃α0肋㈱，0肋〃伽召8，吻0肋附功α㏄棚0伽5、

S0刎舳勿α12．

§3．一肋伽∂’舳伽〃地〃肋㈱舳伽θ〃28，1“鋤舳θ〃∫θ〃

伽脇挑伽碗舳〃5カ〔θ500伽，伽〃θ，昭7あ，枕．，θま∫〃125

舳C〃㈱，伽〃肋〃∫，刎0τθ舳功α0Cθ880伽3．肋ωS伽〃αタ∫∫θ脇〃，

1〃鋤舳励α〃α〃刎∫〃〃㈱舳肱

　　§4．一Zθ舳伽2∫ま鋤1舳肋まω舳〃加〃α〃∫ω吻α〃肋〃∫，80〃

∫勿0〃6㈱1θS伽桃，W1θg〃2〃伽1ω0α1θS3棚θ∫，W1θ5物

勿μ〃”Zま㈱鋤1α0θ〃θ痂力κゐ∂α郷1り0〃・

　　§5．一τo肋肋o肋勿脇伽〃｛舳g・ωα〃〃’〃6励α∫∫〃％α〃刎o刎肋

励1α∫妙αま舳伽1α〃タ・θ，0〃舳肋・伽μ〃α〃〃α伽・6〃θ87幼㈱，
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伽ま，50㈱力θ伽ゐ伽脇6ゐ1’α5鮒α舳，肋〃661α伽α伽α5W召〃π∫．

胸　1941年12月1日の船舶保険証券

　前記1928年の船舶保険証券は，引続き1929年11月21日，1932年6月9日，

1934年3月22目および1938年10月27日に改正されたが，それは主に特別約款に

ついてであって，普通約款については改正がなされていないように思う。

　この問，汽船用と帆船用という2つの保険証券様式およびそのそれぞれにつ

いて航海保険用と期間保険用の区別は，依然として存続していた。

　更に，これらの保険証券は追加約款によってしばしば修正され，その結果非

常に複雑なものとなり，当事者間のハーモニーが失なわれることもしばしばで

あっれすなわち，一方においては汽船と他方においては帆船のそれぞれ2つ

ずつの保険証券の普通約款が類似しているために，これらの保険証券は，航海

保険であるか期間保険であるかに従って変るところの，これまた印刷された追

加約款によって補足され，かくして普通約款を構成している条文を補足したり，

削ったり，修正したり，緩和したり，廃止したりしていた。それ故，契約者が，

契約のあらゆる点において誤りを犯さないようにするためには，普通約款と特

別約款という別々の印刷様式を併せて読み，一方を他方に組み入れるという操

作が必要であった。そして，これは必ずしも容易な術ではなかった。凶

　それ故，船舶の種類，保険期間の違いに応じてそれぞれの印刷保険証券がで

きたにもかかわらず，フランスの船舶保険証券は，現実には全く一貫性と等質

性を欠いていれその結果，フラソスの海上保険市場は，数多くの訴訟と際隈

のない議論に大いに1悩まされることになった。幽

　1941年に，このような不安定な清況に終止符が打たれた。すなわち，簡素

化の要請の下に，漁船，遊覧船，帆船および機帆船を除くすべての船舶用の

保険証券（POlice　franCaise　d’assurance　maritime　sur　corps　de　tous

navires註1’exclusion　des　navires　de　pεche，　de　plaisance，　des　∀oiliers
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et　des　navires註moteur　a岨iliaire）が作られた。これが，1941年12月1目

の船舶保険証券である。

　これは，その多くの規定をそれ以前の保険証券の諸規定に負いながら，それ

までの保険証券のように保険老によって一方的・排他的に作成されたものでは

なく，その後に作成された19μ年8月17目の積荷保険証券と同様，保険老の正

当な利益と，被保険者の少なからず尊重されうべき利益とに衝平を期する目的

で，相互の協力によって作成されたいわゆる客観的保険証券である。従って，

統一と衡平と総括を期して作成されたこの保険証券は，これまでの船舶保険証

券と比べて，船主にとってずっと好ましいものとなった。

　既述の通り，この保険証券が漁船，遊覧船，帆船および機帆船を除く船舶を

対象とするものであるために，専らこれら漁船等の船舶を対象とする規定が排

除され，また，これまで定型的特別約款の一部を構成していた多くの規定が，

この1941年12月1日の船舶保険証券の普通約款に編入され（例えば，普通約款

第9，10，11，15，17，18，19（4），26，29条等），さらに，これらの普通約款を

補足する21の追加約款も同蒔に作成された。

　かくして，具体的な改正点は後掲の通りであるが，被保険者は，以後，船舶

の種類，保険の種類（航海保険か期間保険か）の相違によって多くの種類の約

款中から自分の必要なものを選び出すといった煩雑さが解消され，この新証券

の規定だけを読めぼ，十分約款の内容を理解できるようになった。

　このように，この1941年証券は以前のものと比べて大幅に修正されているの

で，前記1928年証券の相当する約款を併記しながら，この1941年証券（1946年

10月1日改正）の改正点を示そう。

　　1928年11月11ヨの船舶保険証券

　《ART．1or一＿Sont　aux　risques　des

assureurs，dans1es　conditions　ci・aprきs

d6terminξes，1es　dommages　et　pertes

　　1941年12月1日の船舶保険証券

　《ART．1趾．＿Sont’aux　risques　des

assureurs，dans－es　conditions　ci－ap1＝さs

d6termin6es，1es　dommages　et　pertes
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qui　arrivent　au　　navire　assur6　par

tempεte，血aufrage，6chouement，abor－

dage，changement　forc6de　rolユte　ou

de　voyage，jet，｛eu，explosion，Pillage，

baraterie，et　g6n6ra1ement　tous　acci－

dents　et　iortmes　de　meL》

〔第1条一保1険者は，暴風雨，難破，座

礁，衝突，航路または航海のやむをえ肢

い変更，投荷，火災，爆発，掠奪，海賊

行為，船員の悪行，および一般にすぺて

の海上事故によって被保険船舶に生じた

損傷および滅失を，以下に定める条件の

下に負担する。〕
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qui　arrivent　au　l1avire　asSur6　Par

tempεte，1ユa1ユfrage，6chouement，abor－

dage，jet，　feu，　explosion，　Pi11age　et

g6n6ra1ement　par　tous　a㏄idents　et

fortmes　de　mer．

　Ces　risques　demeurent　couverts

m6me　en　cas　de　changement　forc6

de　route　ou　de　voyage，　ainsi　qu’en

cas　de　baraterie　de　patron，faute　du

capitaine，des　g釦s　de　mer　ou　des

pi10teS．

　Sont6galement　aux　risques　des

assureurs，dans1es　mεmes　conditions，

1es　dommages　et　pertes　caus6s　au

navire　par　des　｛autes　des　pr6pos6s

terrestres　de1’assur6，きcondition　que

ces　fautes　n，aient　pas　1e　caractさre

d’un　dol　ou　d’une　fraude，　ainsi　que

ceux　p1＝0vOqu6s　par　un　vice　cach6

du　corps　ou　des　apParei1s　mote一ユrs，

pourvu　que　ces　dom㎜ages　et　pertes

ne　soient　pas　le　r6suitat　d’une　faute

caract6ris6e　des　aI＝mateurs，　ou　de

run　d’eux，de　leurs　dlrecteurs，　chefs

d’agences，capitaines　d’armement　ou

che｛s　du　seτvice　technique．　I1　est

toutefois　sp6ci丘6qu’en　aucun　cas　le

remplace㎜ent　ou　la　r6paration　des

piさces　a丘ect6es　d’un　vice　cach6　ne

sera註1・cha工gedesassuτeurs．》

〔第1条一保険者は，暴風雨，難破，座

礁，衝突，投荷，火災，爆発，掠奪によ

って，および一般にすぺての海上事故に

よって被保険船舶に生1二た損傷および滅

失を，以下に定める条件の下に負担する百

　上記諸危険は，航路または航海のやむ

をえない変更がある場合，および船員の

悪行，船長，海員または水先人の過失が



　《ART．2．＿Les　risques　de　recours

de　tierS，autreS　que　CeuX　qui　SerOnt

except6s　par　les66et76paragraphes

de　l，article4，exerc6s　contI＝e1e　navire

assur6　pour　abordage　de　ce　dernier

avec　l1n　autre　navire，ou　heurt　du

navire　contre　un　batiment　Hottant，

digueS，　quaiS，　eStaCadeS　Ou　al1treS

corps　塩xes，　sont　き　la　cllarge　des

assureurs　pour　les　neu｛　dixiさmes

des　dommages　a11ou6s　et　jusqu，au

maximum　des　neuf　dixiさmes　de1a

SOmme　aSSlユr6e．

　L’assur6supporte1e　dixiさme　des

d01＝皿11nages．

　I11ui　est　interdit　de　faire　assurer

ce　dixiさI＝ne．

　En　cas　d’in｛raction　え　cette　inter・

diction，　il　suppor1：era　一ユne　r6d1ユction

d，un　second　dixiさme，a五n　q1ユe1，int6rεt

du　dixiさme　soit　r6tab1i、》

〔第2条一被保険船舶と他船との衝突，

または被保険船舶と浮遊建造物，防波堤，

波止場，桟橋その他との追突によって，

被保険船舶に対してなされる第三者の求
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ある場合にも，担保が継続される。

　保険者はまた，その遇失が詐欺の性質

をもたない隈り，被保険老の陸上使用人

の過失によって船舶に生じた損傷および

滅失，並びに，それが数人の船舶蟻装老，

またはその一人，支配人，代理店主，船

舶管理者もしくは技術部門の長の特有な

過失によらたい眼り，船体または機関の

隠れた暖疵によって生じた損傷および減

失についても，同じ条件の下に負担する。

但し，いかなる場合においても，隠れた理

疵を有する部分の取替えまたは修理は保

険老これを負担Lないことを明記する。〕

　《ART．2。＿Re6011正s他Tie閑．一Sont

主1a　charge　des　assureurs，mεme

dans　les　cas　pr6マus　主1’alin6a3de

1，artic1e　1or，　les　risques　de　recours

de　tiers，　autres　que　ceux　except6s

par　les　paragraphes6et7de　rarticle

4［A，exerc6s　contre　le　navire　ass岨6

pour　abordage　de　celui－ci　avec　un

autre　navi1＝e　ou　heurt　du　　naYire

assur6contre　des　batiments週ottants，

digues，　quais，　estacades　ou　autres

corps　fixes，mobiles　ou　nottants．

　I1en　sera　de　mεme，et　dans　les

mεmes　conditions，des　recours　de

tiel＝S　eXerC6S　COntre　1e　naVire　aSSur6

pour　dommages　occasiom6s　par　ses

ancres　et　chaines，　en　tant　qu’el1es

SOnt1＝e1i6eS　au　naVire．》

〔第2条一第三者の求償一被保険船舶と

他船との衝突または被保険船舶と浮遊建

造物，防波堤，波止場，桟橋その他の固

定物，可動物もしくは浮遊物体との追突

によって，被保険船舶に対してなされる

第三者の求償の危険は，第4条A第6号
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償の危険は，第4条第6号および第7号
によって免責された場合を除き，割り当

てられた賠償額の10分の9だげ保険者こ

れを負担する。但し，保険金額の10分の

9を限度とする。

　被保険老は賠償額の10分の工を負担す

る。

　被保険者はこの10分の1を付保＝するこ

とを禁止される。

　この禁止規定に違反した場合には，こ

の10分の1の利益を相殺するために，被

保険者は更㌃こ10分の1の控除を受ける。〕

　《ART4－Les　assureurs　sontexe㎜一

pts，Par　exception　et　d6rogation　en

tant　que　de　besoin≧ce　qui　a6t6dit

え1，a1＝ticle　pl＝elnier　quant主1a　garantie

de　la　baraterie：

　1o　Des　faits　de　dol　et　de　fraude

du　capitaine；

　De　tous6v6nements　qlユelconques
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および第7号によって免責された場合を

除き，第1条第3項に定めた場合におい

ても，保険者これを負担する。

　被保険船舶の錨または錨鎖によって生

じた損傷について，被保険船舶に対して

なされる第三老の求償についても，錨お

よび錨鎖が船榔こ連結していたときに隈

り，同様にまた同じ条件の下に保険老こ

れを負担する邊〕

　《ART．3．＿Ch3rgeme皿t．＿I1est　per－

mis　d’embarquer　des　hom皿es，des

chevaux，du　mat6rie1，des　munitions，

des　matiさres　innammables，exp1osibles

Ou　COrrOSiTeS，et　g‘n6raIement　tOuteS

facuIt6s　quelconque，tant　dans　la　ca1e

que　sur　le　pont，dans　les　conditions

pr6vues　par　les　rさglements，1es　usages

reconnus　du　commerce　ou　par　une

autorisation　de1’autoτit6comp6tente。》

〔第3条一積載貨物一人，馬，資材，軍

需晶，可燃性・爆発性または腐蝕性物質，

および一般にすべての貨物を，船鎗内で

あると甲板上であるとを問わず，積載す

ることができる。但し，法規，商業上一

般に認められた慣習，または主務官庁の

認可によって定められた条件に従わなけ

れぱならなし・。〕

　《ART．4．＿A．＿Les　assureurs　sont

exempts，Par　exception　et　d6rogatio口

en　tant　que　de1〕esoin主ce　qui　a6t6

dit　註　1’article　pre－nier　quant　主　1a

garantie　de工a　baraterie　de　patrOn：

　P　Des　faits　de　dol　et　de　fraude

du　capitai1le；

　De　tous　6v6ne㎜ents　que1conques



r6su1tant　de　violation　de　b1ocus，de

contrebande　ou　de　commerce　prohib6

ou　c1andestin；

　　Le　tout主　moms　que1e　capltame

珂’ait6t6cha皿gさ　sa皿s　ragr6エロent　de

1，armateur　ou　de　son　repr6sentant　et

ren1plac6　par　un　autre　que　par　1e

second；

　　2o　Des　domnlages＿et　pertes　prove・

nant　du　vice　propre　ou　de　v6tust6；

　　γDe　la　piqOre　des　vers　sur　les

parties　du　navire　non　prot696es　par

un　doub－age　m6tal1ique；

　　少　De　tous　frais　d’hivernage，de

qua士antaine　et　de　jours　de　planche；

　　5o　De　toutes　les　cons6quences

qu，entrainent　pour1e　navire　les　faits

quelconques　du　capitaine　ou　de　r6・

quipageきtel＝re；

　　ぴ　De　tous　recours　exerc6s，Par

qui　que　ce　soit，　et　pou1＝　une　cause

q口elconque，　き　raison　de　do工nn－ages

ou　pr6judices　relatifs　au　chargelnent

et　auX　engagementS　du　naVire　aSSur6；

　　㍗De　tous　recours　exerc‘s　pour

faits　de　mort　ou　de　b1essures，et

pour　tous　accidents　ou　dommages

corporels．

　　ART－5．＿Il　est　express6ment　cOn－

venu　que1es　assureurs　sont　et　de・

meurent6tra皿gerS：

　　1．Aux　primes　des　e㎜prunts註1a

grOSSe　COntraCtξS　ainSi　qu’auX　COm－

missions　de　consignation　et　d’avances

de　fonds　pay6es　en　tous　autres1ieux

que　dans　un　port　de　re1盆che；

　　γA1asaisieetventeduI1avire，

dans　que1que　lieu　et　pour　que1que
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r6sultant　de　vio1ation　de　bIocus，　de

contrebande　ou　de　commerce　prohib6

ou　clandestin；

　　Le　tout，主moins　que　le　capitaine

n’ait6t6chang6　sans　1’agr6正nent　de

l，arnlateur　ou　de　son　l＝epr6sentant　et

remplac6par　un　autre　que　par　le

second；

　γDes　dom㎜ages　et　pertes　prOve・

nant　de　vice　propre　ou　de　マ6tust6，

sauf　ce　qui　est　dit主1’artide　premier

au　sujet　du　vice　cach6；

　　ザDe　la　piφre　des　vers　s岨1es

parties　du　navire　nOll　prOt69ξes　Par

un　doublage1n6tallique；

　　少　De　tous　frais　d’hivernage，de

quarantaine　et　de　jo口rs　de　planche；

　　ヂ　De　toutes　les　cons6q1ユences

qu’entrainent，Pour　le　navire，1es　faits

quelconques　du　capitaine　ou　de1’6q1ユi・

pageきterre；
　　ポDe　tous　reco1］工s　exerc6s，Par　qui

que　ce　soit，et　pour　une　cause　que1con－

que，きraison　de　dommages　ou　pr6－

judices　relatifs　au　charge皿1ent　et　aux

engage皿1entS　d口naVire　aSSur6；

　　㍗De　tous　recou正s　exe1＝c6s　pour

faits　de　nエort　ou　de　blessufes　et

pour　tous　a㏄idents　ou　dom血ages

corpore－s；

　　B．一Il　est　express6ment　convenu

que　les　assureurs　sont　et　demeurent

6trangerS1

　　1．Aux　primes　des　empmnts主1a

gmSSe　COntraCt6S，ainSi　qu，auX　COm・

miSSiOnS　de　COnSignatiOn　et　d，aVanCeS

de　fonds　pay6es　en　tous　autres　lieux

que　dans　un　port　de　re1盆che；
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CauSe　que　Ce　SOit，ainSi　qu，auX｛raiS

de1a　caution　qui　pourraitεtre　fournie

pOur　le　lib6rer　de　cette　saisie；

　3．Aux甜ets　de　toutes　d6termi－

nations　de1’arm包teur　き　r6gard　des

cr6anciers，Prises　en　vertu　de　1’article

2ヱ6du　Code　de　Com血eme一》

〔第4条一保険老は，船員の悪行の負担

に関する第1条の規定にかかわらず，以

下の危険についてはその責に任じない。

　1．船長の詐歓的行為。

　封鎖侵破，密輸または禁止商業もしく

は秘密商業から生じるすべての事故。

　但し，上記のいずれの場合においても，

船長が鉛主またはその代理入の伺意なし

に変更され，別の者によって交代された

ときは，この限りでない。

　2．固有の理疵および自然消耗から生

じる損傷および滅失。

　3、金属被覆によって保護されていな

い船舶部分についての虫害。

　4．寵港，検疫および荷卸し期間のす

べての費用。

　5．船長または船員が陸上でなした行

為が船舶に及ぼすすべての結果竈

　6．　いかなる人により，かついかなる

原剛こ基づいてなされるかを間わず，船

積および被保1険船舶の契約に関する損害

または損失についてなされるすべての求

償。

　7、死亡および傷害行為に対して，お

よび身体的事故または傷害に対してなさ

れるすべての求償。

　第5条一保険著は以下の事項にっいて

は無関係であることを明白に約定する。

　1．避難港以外の場所で契約された冒

険貸借の利息並びに避難港以外の場所で

支払われた供託金および前払金にっいて

ヱ50

　γAlasaisieetventedunavire，
da口s　quelque　lieu　et　pour　q1ユelque

Ca口Seq口eCeS0庇，ai船iq幽帆fr宴jS

de1a　caution　qui　pOurrait合tre　fOur－

nie　pour　le　lib6rer　de　cette　saisie；

　3．Aux　e舐ets　de　toutes　d6termina－

d㎝sdεrar加a肋r主r69班ddes
cr6a口ciers，Prises　en　vertu　de　l’article

216d1ユCode　de　Commefce。》

〔第4条一AF保険老は，船員の悪行の

負担に関する第1条の規崖にかかわらず，

以下の危険にっいてはその責に任じない。

（第2号以外は，すべて1928年証券第4

条各号と同じ。）

　2．固有の堰疵または自然消耗から生

じた損傷および滅失。但し，隠れた理漉

について第1条の定めるところを除㍍
　B、一（1928年証券第5条と同じ。）〕



の手数料。

　2．いかなる場所およびいかたる原因

であるとを問わず，船舶の差押えおよび

売却並びにこの差押えを解除するために

提供される担保費用。

　3．商法第216条に基づいて船主が債

権着に対してとったあらゆる決定の効
果。〕

　《ART－3。＿Les　assureurs　sont　a伍一

ranchis　des　dommages　et　pe雌s
proVenant　de　guerre　civi1e　Ou6tran－

gさre，　hostilit6s，　fepr6sailles，　arrεts，

captures　et　mo1estations　de　go岬er一

口e匝1entS　q口elCOnqueS，a口1iS　Ou　enne－

miS，reCOnnuS　Ou　nOn　reCOnnuS，et

g6n6ralement　de　tOuS　aCCidentS　et

fortunes　de　g口e1＝re，ainsi　que　de　ceux

prove皿ant　de　piraterie，grさves，　1ock－

out，6meutes，mouvements　popu1aires

et　autreS　faitS　ana10gueS．》

〔第3条一保険者は，内乱または戦争，

味方であると敵であるとを問わず，ある

政府の敵対行為，報復，抑留，捕獲およ

び迫害，および一般にすべての戦争事故

によって生じる損傷および滅失，並びに

海賊行為，ストライキ，ロヅク・アウト，

騒擾，暴動およびその他類似の行為によ

って生じる損傷および減失についてはそ

の責に任じない。r
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　《ART．5．＿Risqllos化Gl1ome．＿Les

ass口reurs　sont　a伍rancbis　des　do工n．

n1ages　et　pertes　proveI1ant　de　guerre

civile　ou　6trangさre，　dIhosti1it6s，　】＝e・

pr6sailles，　captures，　arrεts，　saisies，

co皿traintes，　工nolestations　ou　　d6ten－

tions　par　tous　gouvemements　et

autor1t6s　que1conques，d，exp1oslon　de

torpilles，de　正口ines　so－1s　inari皿es，et

96n6ralenlent　de　tous　accidents　et

fortunes　de　guerre，　ainsi　que　de

piraterie．

　ART．a－Risques　de　G帖7e、’Les

assureurs　soI1t　6ga1ement　a伍ranchis

des　dommages　et　pertes　provenant

d，6meutes，mouvements　populaires，

grさves，1ock－out，et　al＝1tres　fai1：s　analo－

gueS・》

〔第5条一戦争危険一保険者は，内乱ま

たは戦争，すべての政府および官憲によ

る敵対行為，報復，捕獲，抑留，寧掩，

強留，迫害または抑止，魚雷，水面下の

機雷の爆発，および一般にすべての戦争

事故並びに海賊によって生じる損傷およ

び滅失についてはその責に任じない。

　第6条一ストライキ危険一保険はまた，

騒擾，暴動，ストライキ，回ツク・アウ

トおよびその他類似の行為によって生じ

た損傷および滅失についても，その責に

任じない。〕
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　　《ART．7、＿Les　fisques　de　l’assuran－

ce　au　voyage　co皿一ent　du　moment　o也

1e莇aΨiread6marr6oulev61’ancre，

et　CeSSent　au　mOment　Oi三I　a‘t6

ancrξou　amarrξau1ieu　de　sa　desti．

nation．Toutefois，s’i1a　reCu　des

正narchandises　差　bord，　Ies　risques

cour㎝t　dさs　le　moment　o亡il　a　com－

menc6きembarquer　la　marchandise，

et　cessent　aussit6t　－e　d6barquement

tefInin6，sans　exc6de］＝un　d61ai　de15

三〇urs　aprさs1’arriマ6e　au　lieu　de　desti・

natio莇，註　moins　qu’i1皿’ait　charg6

dans　ce　lieu　des　marchandises　pour

un　a1ユtre　voyage　avant　rexpiration

de　ce　d61ai，　auque1　cas　1es　risques

CeSSerOnt　auSSit6t．》

〔第7条一航海保険の危険は，船舶が解

績または揚錨した時に始まり，目的地に

おいて投錨または結績した時に終る。船

舶が貨物を積載するときは，危険は貨物

の積込みを開始した時に始まり，荷卸し

が終了した時に終る。但し，目的地に二到

達後15目を超えない。船舶が他の航海の

ためにその地で貨物を積載したときは，

危険は直ち；⊂終了する。〕

　《ART－8。＿La　q1ユarantaine　est　con－

sid6r6e　co工nme　　faisant　partie　du

voyage　qui　y　donne1ieu；n6aImoins，

Si　le　莇aVire　aSSur6　au　VOyage　Va

faire　quarantaine　aineurS　qu’au　POint

de　　deStinatiOn，　leS　　aSSureutS　　Ont
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　　《ART．7一一D6te正㎜hatio皿dl1T0・

yage。一Les　risques　de1’assurance　au

voyage　courent　du　moment　oi　le

navire　a　d6marr6ou1ev61，ancre，et

CeSSent　au　mOment0也il　a6t6anCr6

ou　amal＝r6au　lieu　de　sa　desti皿ation．

Toutefois，s’il　a　reCu　des　marchan－

dises主bord，1es　risques　courent　dさs

le　mOment0亡　i1a　CO血meI1C6　き

embarquer　ia　marchandise，et　cessent

aussit6t　le　d6barque㎜ent　termin6，

sans　excξder　un　d61ai　de　15　jOurs

aprさs1’arriv6e　au1ieu　de　desti口ation，

主moins　qu，il　n，ait　charg6dans　ce

1ieu　des　marchandises　pour　un　autre

vOyage　avant　l，expiration　de　ce　d61ai，

auquel　　cas　　les　　risques　　cesseront

auSSit6t．

　　2．Le　co口trat　ne　peut　produire

aucun　e伍et　au　prOit　de1’assur6p01ユr

toute　assurance　au　voyage　dont　les

fisques　n’auraient　paS　Co㎜menc6

dans1e　mois　de　la　date　de　sa　s01ユs－

cription，きlI1oins　qu’un　autre　d61ai

n’ait6t6express6ment　con7e！lu．》

〔第7条一航海の決定一（第1項は，1928

年証券第7条と同じ。）

　　2一契約は，これと異なる期聞が明自

に約定されていたい限り，契約締結後1

ケ月以内にその危険が開始しない航海の

すぺての保険について，被保険者のため

にいかなる効果も生じない。〕

　　《ART．8．一Qua■舳伽im．一La　qua－

rantaine　est　consid6r6e　comme　faisant

partie　du　voyage　qui　y　donne　lielユ；

n6an1nOinS，Si1e口aVire　aSSur6au　VOy－

age　va　faire　quarantaine　aiueurs　qu，au

point　de　destination，1es　assureurs　Ont



droitきune　augmentation　de　prime

de　trois　quarts　pour　cent　par　mois，

depuis　－e　jo1ユr　du　　d6part　pour　Ia

quarantai皿e　jusqu’らce1口i　du　retOur．

　Les－nεmes　augmentations　de　prime

sont　apPlicables　au　cas　oi　un　navi1＝e，

trouvant　son　　port　de　destination

bloqu6，　sξjourne　devant　ce　pOl＝t　Ou

relさve　pour　d’autres，　Dans　ce　cas，

IeS　aSSureurS　COntinuent　de　COurir

1eS　riSqueS　pendant　tOuS　S6j0凹rS　et

relきvements，sans　cependant　que　cette

prolongation　puisse　εtre　de　plus　de

six　mois，主dater　de　I’arriv6e　devant

le　port　bloqu6，如ais　j1s　ne　f6pondent

d’aucun　frais　ni　augmentations　de

d6penses　r6sultant　de　ces　re1さvements

etS6jOurS．

　　L’assur6peut　toujours　faire　cesser

les　risquesきson　gr6　avant　1es　six

mOiS．

　　】≡；n　cas　d，assurance差　prinユe1i6e，i1

est　a㏄ord6，sans　augmentation　de

prime，quatre　mois　de　s6jo岨主partir

du　mon1ent　o直1e　navire　aura　abord6

au　pre皿ier　port　o直i1doit　com血encer

ses　op6rations．Si　le　s6jour　dure　pIus

de　quatre　mois，i1sera　砒　aux
assureurs　une　augnle口tatio皿de　deux

tiers　pour　cent　Par　chaque　mois

supP16n1ent乱ire。》

〔第8条一検疫期間はそれが生じた航海

の一部をなすものとみなされる。但し，

航瀞こついて保険に付された船舶が・目

的地以外の地において検疫を受けるとき

は，保険著は，検疫のために出発した日

から帰る同まで保険料を1ケ月につき4

分の3バーセソト割増する権利を有する。
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droit主㎜e　augmentation　de　pr三me

de　trOiS　quartS　pOu］：Cent　par　mOiS，

dePl1is　ie　jOur　du　d6part　po口r　la

quarantaine　jusqu’註celui　du　retour．

　La　mεme　augmentation　de　prime

est　apPlicable　au　cas　oi　le　navire

assur6a口voyage，tro岬antsonport
de　destination　b1oqu6，s6jour1＝ie　de－

vant　ce　port　ou　relさve　pour　d’autres．

Dans　ce　cas，les　assureurs　continuent

de　courir　1es　risques　pendant　tous

s6joursetre1さvements，sanscepen－

dant　que　cette　prO10ngation　Puisse

εtre　de　p1us　de　six　エnois，≧dater　de

1，arriv6e　devant　ce　port　bloqu6，mais

ils　ne　r6pondent　d’alユcun　frais　ni

augmentations　de　d6penses　r6sultant

de　ces　relさve工nents　et　s6jours．

　　L，ass口r6peut　toujours　faire　cesser

leS　riSqueS≧SOn　gr6　aVant　leS　SiX

mOiS．

　　En　cas　d’assuranceきpriI皿e1i6e，il

eSt　a㏄Ord6，SanS　augmentatiOn　de

prime，q皿atre　mois　de　s6jour註partir

du　r口oI＝nent　o缶Ie　navire　aura　abord6

au　premier　port　oさil　doit　commen－

cer　ses　op6rations．　Si　le　s6jour　dure

plus　de　quatre　mois，　i1sera　dせ　aux

assure1ユrs衙ne　a咀g加e皿tation　de　deux

tiers　pour　cent　par　chaque　mois

supP16mentaire．》

〔第8条一検疫期間一（第1，3，4項は，

1928年証券第8条の各項と同じ。）

　　航激こつき保険に付された船舶が，目

的港が封鎖されたために，その港の前で

碇泊しまたは他の港へ回航された場合に

も，上と同じ保険料の割増が適用される。

この場合には，すべての碇泊および回航
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　船舶が，目的港カミ封鎖されたために，

その港の前で碇泊しまたは他の港へ回航

された場合にも、上と同じ保険料の割増

が適用される。この場合には，すべての

碇泊および回航の問，保険者は危険の担

保を継続する。但し，この延長は封鎖港

の前に到達した日から6ケ月を超えない。

この回航および碇泊から生じる費用また

は経費の増加については，保険者は一切

その責に任じない。

　被保＝険老は，いかなる場合においても，

自らの意恩によって6ケ月前に危険を終

了させることができる。

　往復航海または巡行航海の保険の場合

には，船舶が活動を開始すべき最初の港

に到達した時から4ケ月の碇泊を，保険

料の割増なくして，承認す乱碇泊が4

ケ月を超えるときは，超えた月につき3

分の2バーセントの割増保険料を保険着

に支払わなげれぱならない。〕
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の間，保険者は危険の担保を継続する。

但し，この延長はこの封鎖港の前に到達

した目から6ケ月を超えない。この回航

および碇泊から生じる費用または経費の

増加については，保険者は一切その責に

任じない。〕

　《ART．9．＿Pmlo皿gatio皿ε70皿伽e1－

le．一Da回s1es　assurancesきterme，1es

riSqueS　deS　aSSureurS　CeSSerOnt註1a

datepr6vuedanslapoiicepourson

expiration，6poque丘xe　q1ユel　que　soit，

主cette　date，1e　lieu　o亡　se　trOuvera

1e　navire．Toutefois，si，きce　moment，

le　navire　fait　robjet　de　r6parations

pOur　cause　d，avaries主1a　charge　des

aSSureufS，　0u　Se　tfOuVe，　au　COurS

d’un　VOyage，en6tat　d’aVarieS主　1eur

charge，　1es　risques　couverts　par　la

pr6sente　police　seront　prolong6s，dans

le　premier　cas，jusqu’主1’achさvement

conlplet　des　r6paratio口s，　certii6par

les　experEs，et，　dans　le　second，　jus・

qu，主1，achさve］＝nent　du　voyage，le　tout，

moyennant　surprime　calcu16e　par　jour
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supP16mentaire　de　risques．En　cas

de　perte　sous　l，empire　de　cette　pro－

1ongation，1a　prime　d’me　nouveue

p6riode　de　six　mois　sera　acquise　aux

aSSureurS。》

〔第9条一保険期間の延長一期間保険に

おいては，保険者の危険は保険証券に定

められた特定日に終了する。その日に船

舶がいかなる地にあるかを間わない。但

し，この時，船舶が保険老の負担となる

海損のために修繕中である場合，または

保険老の負担となる海損を被った状態で

航海中である場合には，本保険証券によ

って担保される危険は，前者の場合には，

修繕が完了し鑑定人の証明あるまで，童

た後者の場合には，航海の終了まで，延

長される。いずれの場合にも，延長され

た日数に対して割増保険料が支払われる。

この廷長期間中に船舶が減失した場合に

は，保険考は，6ケ月の新たな期間に対

する保険料を徴収することができる。〕

　《ART－10。＿Il　est　permis　au　n帥ire

d，entrer　ou　de　se　faire　remorquer

dans　1es　ports，　rades，　riviさres　et

canaux，　et　d’en　sOrtir　sans　pi10te．

I1lui　est6ga1ement　permis　de　navi－

guer，soit乞　1a　voile，　soit　avec　ses

apPareils　moteurs，ensemble　ou　s6pa－

r6ment；de　faire　tous　remorquages

et　sauvetages，　et　de　prεter　toutes

assistances，　6tant　entendu　que　les

avaries　6prouv6es　au　cou1＝s　de　ces

op6rations　de　remOrquage，de　sau－

vetage，et　d’assistance　正ie　seront　≧

la　charge　des　assure1ユrs　qu，autant

que1，assur6n，aura　pu　en　recouvrer

1e　mOntant．

　Le　navire　est6galement　couTert
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pendant　ses　r6parations，　son　s6jour

dans　les　docks，sur　le　gril　et　dans

1es　ca1es　sさches，sur　le　slip　et　g6n6－

ra1e皿ユent　en　que－que　lieu　que　Ce　SOit，

dans　les　limites　de　na平igation　pr6－

vues　par　la　poHce一》

〔第10条一船舶は，水先人なくして港，

錨地，川および運河に入り，または曳航

され，かつそこから出ることができる竈

船舶は重た，帆を以て，または推進機関

の全部もしくは一部を以て航行し，あら

ゆる曳航および救助作業を行ない，かつ

あらゆる救援を提供することができる。

但し，これら曳航，救助および救援活動

中に生じた海損は，被保険老がその金額

を回収できなかったときに限り，保険老

の負担となるものとする。

　船舶はまた，修繕中，船渠，船台，乾

船渠，船架および一般にその場所のいか

んを間わず，保険証券に定めた航海の範

囲内において負担される。〕

　《ART－11一＿NaYigations叩ξcia1os．

一Les　navigations　ci－aprさs　sont　inter－

dites，mεme1orsqu’e11es　peuventεtre

couvertes　sous　r6serve　de　d6cIaration

pr6alab1e　et　moyemant　surprime．

Toutefois，si　le　navire　assur6se　trouve

dans　1’ob1igation　de　p6n6trer　dans

Ies　zones　interdites，Par　force　majeure

ou　pour　prεter　assistance　ou　entre・

prendre　un　sa1ユvetage，il　sera　tenu

couvert　moyennant　surpri㎜e乞ar－

bitrer：

　1o　Ea1ユx　situさes　au　Nord　du700

de　latitude　Nord　et　au　Sud　du60．

de　latitude　Sud；

　2o　Mer　de　Behring，de　ou　pour

tout　port　ou　lieu　de1’Alaska　ou　de
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1a　Sib6rie（sauf　VIadivostock，o亡1e

navire　pourra　entrer　et　d’oi　i1pourra

partir　entre　Ie　1e正　mai　et　le　1o「no－

venlbre）；

　γ　De　ou　pour　tout　port　ou　lieu

de1a　c6te　Atlantique　de1’Am6rique，

ses　ieuves　et至1es　voisines　au　Nord

du　4304011atitude　Nord（Halifax　et

les　oPerations　de　　charbonnage　き

Louisburg　etきSydney6tant　cOuverts

en　tous　temps　Sans　surprime）；

　　4竈De　ou　pour　tout　port　ou　lieu

de　Ia　c6te　Paci丘que　de1’Am6rique，

ses　Heuves　et　iles　voisines　au　Nord

du50．1atitude　Nord（1a　navigation

de　ou　pour　Prince　Rupert，via　le

d6troit　de　Dixor，et　de　ou　pour1’i1e

de　▽ancouver，　6tant　couverte，　en

tous　temps，sans　surprime）；

　　がDe　ou　pour1es　iles　Kerguelen

ou　Crozet　ou　au　Sud　du　50o　de

latitude　Sud，　except6　1es　pOrts　ou

p1aces　de　Patagonie，du　Chili　ou　des

iles　Fa1kand；mais　facult6est　accor－

d6e　de　p6n6trer　dans　les　eaux　au

sud　du50o　de　latitude　Sud，　si　c’est

seulement　pour　gagner　les　ports　ou

p1aces　non　exclus　par　la　pr6sente

clause　ou　en　revenir；

　　ぴDans1a　mer　Baltique，au　Nord

d’une　ligne　comprise　entre　M6　（630

3311atitude　Nord）　et　Vasa（630201

1atitude　Nord）entre1e1肚novembre
et　le20正nai　（ces　deux　jours　inclus）；

ou　au　Nord　de－a　ligne　Stockholm－

Reva1（Tallinn），ouきrEst　de　Reva1

（Tallim）entre1e21mvembre　et　le

5mai（ces　deux　jours　inclus），ou　au
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Nord　du5ぴ1atitude　Nord，entre1e

15d6cembre　et1e　15avri1（ces　deux

jours　inclus），except6　1es　eaux　au

Sud　du59o　latitude　Nord　et主　1’1≡：st

du2201ongitude　Est，qui　sont　inter－

dites　entre　1e　1o工　d6cembre　et1e15

mai（ces　deux　jours　inclus）；

　7．En　tous1ieux，du1e正mars　au

30juin（ces　deux　jours　inc1us），avec

cargaisOn　de　charbon　indien；

　即En　tous1ieux　et主toute6poque

avec　cargaison　de　charbon　pOIonais・》

〔第11条一特別航海一以下の航海は，そ

れが船舶の保険に付された範囲内にある

ときといえども，禁止されるが，予め通

知し，かつ割増保険料を支払えぱ，負担

されることもある。但し，被保険船舶が

不可抗力によりまたは救援を提供しもし

くは救助をなすために，やむをえず禁止

水域に入ったときは，必要な割増保険料

の支払いによって負担される。

　1．北緯70度以北および南緯60度以南

の水域。

　2．べ一リソグ海，アラスカまたはシ

ベリアのすべての港もしくは地への，ま

たはそこからの航海（船舶が5月1目か

ら1工月1目に至る間，出入港できるウラ

ジオストックを除く）。

　3．北緯43度40分以北のアメリカ大西

洋沿岸，その河川および隣接諸島のすべ

ての港もしくは地への，またはそこから

の航海（ハリファックス，およびルイバ

ーグまたはシドニーにおげる石炭積込作

業は，その時期を問わず，割増保険料な

しに担保される）。

　4．北緯50度以北のアメリヵ太平洋沿

岸，その河川および隣接諸島のすべての

港もしくは地への，またはそこからの航



　《ART．9．＿La　valeur　d1ユ　navire，

sans　qu，e1le　puisse　εtre　inf6rieure

aux6valuations丘x6es　par　les　accords

en　vigueur　de　l’U口ion　des　Syndicats，

doitεtre6tablie，主d6faut　de　n1utuelle

entente，　contradictoire皿ユent　≧　　dire

d’experts．Cette　valeur，ainsi　agr66e，

comprend　indivis6ment　tous　ses　ac・
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海（ディクサー海峡を経由するプランス

・リュベールヘのもしくはそこからの航

海，およびバソクーバー島へのもしくは

そこからの航海は，その時期を問わず，

割増保険料なしに担保される）。

　5．ケルグレソもしくはクロゼソト諸

島へのもしくはそこからの航海，または

バタゴニア，チリーもしくはフォークラ

ソド諸島の港もしくは地を除く，南緯50

度以南。但し，本約款で除外されない港

または地への往復のために南緯50度以南

の水域に入いることはできる。

　6．バルチック海において，11月1日

から5月20目に至る問（両目を含む），モ

ー（北緯63度33分）およびヴァーサ（北

緯63度20分）を結ぶ線以北，または11月

21日から5月5目に至る間（両目を含む），

ストヅクホルム・レヴェル（タリソ）線

以北もしくはレヴェル（タリソ）以東，

または12月15目から4月15日に至る間
（両目を含む），北緯56度以北。但し，北

緯59度以南，東経22度以東の水域は，12

月1日から5月15目に至る間（両日を含

む）禁止される。

　7．船舶がイソド炭を積載していると

きは，3月1日から6月30目に至る間
（両日を含む），すべての地において。

　8．船舶がポーラソド炭を積載してい

るときは，すべての地において，および

すべての期間。〕

　《ART．12．＿V81ellr3g1‘6e．＿La　va－

1eur　agr66e　du　navire　est　fユx6e　telle

queue　et　註　forfait，　1es　parties　re－

nongant　r6ciproquementきtoute　autre

estimation，sauf　en　cas　de　majoration

alユorma－e　et　sous　r6serve　de　ce　qui

est　dit　au　premier　paragraphe　de

1’artic1e26et　≧　rartic－e　27．
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CeSSOireS，nOtamment1eS　ViCtuai11eS，

avances主1，6qllipage，armement　et

toutes　mises　dehors，≧moins　qu’i1

ne　puisseεtre　justii6que　certaines

de　ces　d6penses　concernent　uI1int6rεt

disti口ct　de　ce1ui　de　la　propri6t6　du

naVire．

　Ad6fautdecettejustiication，1es
aSSu1＝eul＝S　du　naVire　Ser0皿t　en　drOit，

en　cas　de　d6Iaissement，de　r6duire

sa　va1eur　agr66e　du　－nontant　de

tOutes　assurances　faiteS　sξpar6ment

sur　armement，victuailles　ou㎜ises

dehorsavantouaprさsrassurancedu
naYire．

　N6anmoins，dans　les　risqlユes　de

pεche，lavaleurderame血entsp6cial

delapεchepeuttoujoursεtreassur6e

s6Par6nlent、》

〔第9条一船舶の価額は，それが保険組

合連合により現在実施中の協定によって

定められる評価額よりも低いのでなげれ

ぱ，相互の合意がない場合には，対審の

形式で鑑定人の意見によってこれを定め

なげれぱ在らない。このように協定され

たこの価額は，船舶に付属するすべての

もの，就中，食料，乗組員前渡金，蟻装費

およびすべての船費を不可分に包含する。

但し，これらの費用のいずれかが船舶の

所有利益と別個の利益に関する支出であ

ることを証明できる場合はこれを除く。

　上記の証明がないときにおいても，船

舶保険者は，委付の場合に船舶保険の前

童たは後にそれとは別個に締結された礒

装費，食料または鉛費に関する保険の金

額をその協定保険価額から減額すること

ができる。

　但し，漁船の危険の場合には，漁船の

！60

　Eue　comprend　indivis6㎜ent　1e
corps　et　leS　apPareiIs　moteurs，　ainsi

que　tous　les　accessoires　du　navire，

nOtamInent　leS　ViCtuaineS，aVanCeSき

I’6quipage，armement　et　toutes　mises

dehOrs，きmOins　qu’iI　ne　Puisse　さt「e

justi丘6que　certaines　de　ces　d6penses

concernaient　un　int6rεt　distinct　de

celui　de　la　proPri6t6du　navire．

　Ad6fautdecettejustiication，1es
assureurs　du　navire　seront　en　droit，

en　cas　de　d61aissenlent，de　r6duire　sa

valeur　agr66e　du　montant　de　toutes

assurances　　faites　　sξpar6－nent　sur

victuailles，a▽ancesき　1’6quipage，ar－

menユent　ou　mises　dehors，　avant　Ou

aprさs1’assurance　du　navire・》

〔第12条一協定保険価額一船舶の協定保

険価額は，かかるものとして，かつ全体

として定められる百著しい増価の場合を

除き，かつ第26条第1号および第27条の

規定を留保して，両当事老は相互に，こ

れと異なるすぺての評価を放棄する。

　協定保険価額は，鉛体および機関，並

びに船舶に付属するすべてのもの，就中，

食料，乗組員前渡金，麟装費およびすぺ

ての船費を不可分に包含する。但し，こ

れらの費用のいずれかが船舶の所有利益

と別個の利益に関する支出であることを

証明できる場合はこれを除く。

　上記の証明がないときにおいても，船

舶保険者は，委付の場合に船舶保険の前

または後にそれとは別個に締結された食

料，乗組員前渡金，礒装費または船費に

関する保険の金額をその協定保険価額か

ら滅額することができる昌〕



特別礒装の価額は，常にこれを別個に保

険に付すことができる。〕

　《ART．26一＿Les　assur6s　slinterdisent

expresse工nent：

　1o　Les　assurances　sur　bonne　a耐i－

v6e　du　navire；

　2o　Les　assurances　des　exc6dents

d’avaries　communes；

　3o　Les　assurances　sur　fret　exc6－

dant60タ6du　fret乞justiier－

　Toute　assuTance　faite　par　Ies　pro－

pri6taires　des　navires，Par1eur　ordre

Ou　pour1eur　cOn－pte，　cOntrairen－ent

aux　prescriptions　du　pr6sent　articIe，

r6duit　d’autant，　en　cas　de　d6Iaisse－

me　nt，la　somme　assur6e　sur　le　mvire一》

〔第26条一被保険者は以下の保険を明ら

かに禁止される竈

　1．船舶の安全な到達についての保険。

　2．共同海損超過額の保険。

　3．正当な運賃を60パーセソト超過す

る運賃の保険。

　本条の規定に反して，船舶の所有老に

より，もしくは所有者の指図により，ま

たは所有老のためになされたすべての保

険は，委付の場合には，船舶についての

保険金額をそれだけ減額させる。〕

　《ART－25　（Assurance　au　voyage）

一p3iome皿t‘1Gg　p＝imes．一Les　primes

sont　payables　au　co正匝ptant，1es　ris－

ques　des　assureurs　ne　com㎜enCant，

e－1　auCun　CaS，　aVant　leur　entier

paiement。》

　《ART．25．（Assurance≧terme）。＿

P3iθme皿t　des　p正i㎜e乱一Les　pri皿es

sont　payab1es，savoir

　le1飢quart：dans1e　mois　de1a
prise　des　risques；
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　《ART－13．＿Assl1正8mes　　oomp1ξ一

m011taires．一L’assur6　s’interdit　ex－

press6ment1

　1o　Les　assurances　sur　bonne　arri－

v6edunavire；
　2o　Les　assurances　des　exc6dents

d’avaries　communes；

　3o　Lesass口rancessurfret　exc6dant

60％du　fl1et主j1ユstiieL

　Toute　assurance｛aite　par1e　cu－es

propri6taires　d　u　navire，Par】eur　ordre

ou　po11r1eur　compte，contrairement

aux　prescriptions　du　pr6sent　artic1e，

r6duit　d’autant’en　cas　de　perte　totale

ou　de　d61aissement，1a　somme　sur

aSSur6e1enaVire。》

〔第13条一補充的保険一（第1項は，主

語の「被保険者」が単数になっただげで

ある。）

　本条の規定に反して，一人または複数

の船舶所有老により，もしくは所有者の

指図により，または所有者のためになさ

れたすべての保険は，全損または委付の

場合には，船舶についての保険金額をそ

れだけ減額させる。〕

　《ART．14．＿P正imes，t弧os，止oits
et　imI，枇昌．

　§1肌．一Dans1’assurance　au　voyage，

1a　prime　est　payab－e　comptant　et

sans　escompte，1es　risques　des　assu・

reurS　ne　COmmengant　e口auCuIl　CaS

≧courir　avant　son　coInp1et　paiement一

　§2一＿Dans1’ass岨ance差　terme，1a

prime　est　payab1e　註　tre血te　jours　de

1a　prise　deS　risques，sans　escompte，

si　1，assurance　est　faite　pour　正noins

I61
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　　1e2・一：えtrois　mois　de　la　prise

des　risques；

　　1e36＿：主six　mois　de1a　prise　des

riSqueS；

　　1e4目一：き　neuf　Inois　de　Ia　prise

des　risques．

　　L’escompte，倣6uniform6皿entえ

4％，sera　d6duit　au　moment　de
chaque　pa三ement註son6ch6a正ice．

　　En　cas　de　non　paiement　des　primes

註1’une　quelconque　des　6ch6ances　ci・

dess1ユs，1’esco㎜pte　sera　supPrim6de

p1ein　droit，et1es1＝isques　seront，su一＝

si㎜p1e　mise　en　demeure　des　assure一■【s

par　lettre　reco㎜mand6e，suspendus

de　p工ein　droit　qui11ze　jours　francs

ap1＝さs　la　r6ception　de　cette　1ettre　par

l’assur6　0u，　si　ce　derniel＝　r6side　主

r6tranger’Par　son　courtier．

　　Cette　mise　en　demeure　rendra　les

primes　non　acquitt6es　payab1es　au

dOnliCile　deS　aSSure口rS．

　　Si1e　paiement　des　primes　en　souf－

fra－1ce　est　e舟ectu6ap工さs1，expiration

du　d61ai　de　qui－1ze　jours　francs　ci－

dessus　pr6vu，1a　police　reprendra　son

plein　et　entier　e任et　1e　le口de1nain，き

z6ro　heure，de　la　date　de　ce　paie－

ment一》

　　《ART．33．一La　prime　stipuI6e　dans

1a　po1ice　est　ind6pendante　des　aug・

mentations　qui　seront　dues　a　raison

des　chargements　lourds　sur　les　1＝ia一

切res≧voiles，et，　Pour　1es　マapeurs

et　1es　voiliers，　de　navigations　sp6－

cialement　dangereuses　ou　de　saison

d’hivefnage，auxque1s　cas1es　assur6s

ne　SerOnt　ga1＝antiS　qu’autant　q1ユ’ilS
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dedouzemois，etsousescomptede
3％，　si　elle　est　faite　pOur　douze

mOiS．

　　Toutefois，　dans　ce　demier　cas，

1’assur6aura　la　facult6，mais主1a

condition　d’avoir　opt6　pour　ce　mode

de　lib6ration　avant1e　commencement

des　risq1ユes，de　payer1a　prime　en

quatre　quarts，mais　sans　escompte・

≧　SaVOir：

　　Le1趾　quart，≧　trente　jours　de　la

pl＝ise　des工isques；

　　Le2e　quart，　包　trOis　n10is　de　la

p1＝ise　des　risques；

　　Le36quart，≧six　mois　de　la　prise

des　risques；

　　Le4o　quart，≧　neuf　mois　de　la

prise　des　risques；

　　En　cas　de　non－Paiemeotき1’me

queIconque　des6ch6ances　pr6vues　au

pr6sent　paragraphe，　1es　risques　se－

ront，sans　qu’il　soit　besoin　d’aucune

sommation　ni　mise　en　demeure，

a1ユtOmatique皿ent　suspendlユs　j1ユsqu’au

1ende帆ain　z61＝o　heure　de1a　date　du

paiement　de　la　prime　en　retard・En

cons6quence，Pou1＝tout　sinistre　sur・

venu　pendant　cette　suspension　des

riSqueS，1eS　aSSureurS　n’aurOnt　auCune

indemnit6≧Payer，tous1eurs　droits

coI1tre　1，assur6，　en　　ex‘cution　　du

contrat，et　en　particulier　leur　droit

au　recouYrement　de　la　prime　entiさre

stipu16e，demeurant　n6anmoins　ex・

press6ment　r6servξs．Toutefois，dans

1，assu正ance　iaite　pour　douze　l＝nois，1e

non－paiement註　1’6ch6ance　du26，　3芭

ou46quart　de　la　prime　n’entrainera



en　auront　dom6pr6a1ab1ement　avis

auX　aSSureurS．

　　Ces　augmentations　seront　stipu16es

par　le　tarif　arrεt6副u1帥　janvier　de

chaque　ann6e　par1’Union　des　Syndi－

cats　de　Compagnies　d’Assurances

cOntre　les　risques　de　transpo】＝ts　de

tOute　nature．

　　EI1es　ne　seront　pas　dues　daI1s　1e

cas　de　re1盆che　forc6e．

　　Dans　tous1es　cas　o心1e　calcul　de

1a　prime　se　fait　par　p6riodes　men・

suenes　ou　autres，toute　p6riode　com・

血enc6e　est　compt6e　comme丘nie．

　　Les　taxes，timbres　et　co自t　des

pOIices　sont主1a　charge　des　assur6s。》

〔第25条一（航海保険）一保険料の支払

い一保険料は現金で支払われるぺきもの

とし，保険老の危険は，いかなる場合に

おいても，保険料が完全に支払われるま

では，開始しない。〕

〔第25条一（期間保険）一保険料の支払

い一保険料は以下の通りに支払うことが

できる。

　　最初の4分の1　　　危険引受後1ケ

月以内。

　　第2回目の4分の1　危険引受後3ケ

月以内。

　　第3回目の4分の1　危険引受後6ケ

月以内。

　　第4回目の4分の1　危険引受後9ケ

月以内。

　　一率4パーセソトに定められた割引額

が，各期日における支払い時に控除され

る。

　　上記の各期目までに保険料が支払われ

ないときは，割引は異議なく取消され，

書留郵便による保険老の単純な催告に基
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1a　　suspension　　pr6vue　au　　pr6sent

paragraphe　que　si　la　date　de　l，6ch6ance

a6t6，au　moins　huit　jours主1，avance，

rapPe16e，mεme　par　une　simple1ettre，

註1’assur6，soit　par　les　assureurs，Par

leurs　repr6sentants，Par1’ap6riteur　ou

par　la　personne　ou　l’organisme　pr6vu

au　paragraphe5du　pr‘sent　artic1e，soit

par1e　courtier．　Si　ce　rapPel　a　6t6

adress6き　1’assur6　moins　de　huit
jOurs　avant　l’6ch6ance，1adite　suspen－

sion　n’i1lterviendra　qu’主　z6ro　heure，

le　neuviさme　jour　suivant　ce1ui　du

rappe1．Dans1e　cas　pr6Tu≧　1’alin6a

2du　paragraphe2de　1’artic1e19，1e

rapPe1pourraεtre　adress6au　domi・

cile61u　chez　le　c011rtier．

　　§3．一En　cas　de　perte　totale　ou　de

d61aissement主1eur　charge，1a　prime

aCquiSe　auX　aSSureurS，　qui　aurOnt

Pay6　1a　tOtalit6　du　sinistre　leur

incombant　sera，dans1’assurance註

terme，que1le　qu，en　soit　la　dur6e，la

prime　de　douze　mois　de　navigation．

Si　la　perte　ou　le　cas　de　d61aissement

n’est　pas≧1eur　charge，1a　prime

1eur　demeurant　acquise　sera　seule－

ment　celle　a雌renteきla　p6riode

comprise　entre　la　prise　des　risques

et　la丘n　du　trimestre　au　cours　duquel

le　SiniStre　aura　eu　1ie1ユ．

　　Dans　1’assurance　au　voyage，　la

prime　entiさre　Sera　tOujOurs　acquise

aux　assureurs，　sauf　dans　1es　cas

pr6vus　au　dernier　a1in‘a　du　pr6sent

paragraphe．

　　Il　sera　fait，　sans　frais，　ristourne

de　la　prime　en　cas　de　perte　totale

avant　le　commencement　des　risques；

mais　si　le　contrat　est　rompu　aTant
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づいて，被保険者が，また被保険者が外

国に屠住するときはその伸立人がこの書

留郵便を受取った日から15日後に，危険

は中断する。

　この催告は，未払い保険料を保険者の

住所宛てに支払わせるものである。

　未払い保険料の支払いが上記15目の期

間経過後に行なわれた場合には，この支

払いの日の翌日の零時に，本保険証券は

その効力を完全に復活する。〕

　〔第33条一傑険証券に規定された保険

料は，帆船への過積みに対して支払われ

る割増，汽船および帆船については，特

に危険な航海または冬期航海に。対して支

払われる割増とは別個のものである。こ

れらの場合には，被保険老は，前もって

保険老に通知した場合にのみ担保される。

　この割増はその地の料率によって定め

られる。

　この割増はやむをえない避難の場合に

は支払われない。

　保険料計算が月毎になされるすべての

場合において，すべての開始した期間は

経過Lたものとして計算される。

　租税，印紙およぴ保険証券の費用は，

被保険者これを負担する。〕
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ce　moment　pour　toute　cause　a1ユtre

que　1a　Pe「te　tOtale　du　navire，　les

assureurs　auro1＝it　droit　主　1’indemIlit6

pr6vue　≧　1’article　349du　Code　de

Commerce，き　condition　que　cette

indemnit6ne　soit　pas　sup6rieure　註

1a　prime　stipu16e、

　§4．一Le　coit　de　1a　po1ice　et　1es

taxes，droits　et　impots　existants　ou

pOuvantεtre6tab1is，sont主1a　charge

de　rassur6．Ils　sont　toujours　payables

en　totalit6cOmptant　et　sans　auc1ユne

d6ductio口　1ors　de　la　ressortie　de　la

prime．

　§5。一La　pri工ne，le　co自t　de　la　po1ice

et　les　taxes，droits　et　imp6ts　sont

payab1es　dans　le　lieu　de　la　sous－

cription　de　1’assurance　et　entre　les

－nains　des　assufeufs　ou，註1a　demande

de　1，assur6，主telle　persOnne　Ou主tel

organisme　d6sign6par　les　assureurs・》

〔第14条一保険料および租税・公課

　ユ．航海保険においては，保険料は現金

で，かつ割引なしで支払われるべきもの

とし，その全額が支払われるまでは，い

かなる場合においても保険老の責任は開

始しない。

　2．期間保険においては，保険料は，保

険期間が12ケ月未満の場合には割引なし

で，または保険期間が12ケ月の場合には

3バーセソトの割引をもって，危険引受

後30日以内に支払われるぺきものとす
る。

　但し，保険期問が12ケ月の場合には，

被保険着は，危険開始前にその方法を選

択するという条件で，かつ割引なしで，

以下の通りに保険料を4回に分げて支払

うことができる。
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　最初の4分の1　　危険引受後30目
以内。

　第2回目の4分の1　危険引受後3ケ
月以内。

　第3回目の4分の1　危険引受後6ケ
月以内。

　第4回目の4分の1　危険引受後9ケ
月以内。

　本項に定めた各期日までに保険料が支

払われないときは，危険は，いか底る督

促も催告も要しないで，延滞保険料が支

払われる目の翌日の零時まで，自動的に

停止する。従って，この危険の中断中に

生じたすべての事故に対して，保険者は

いかなる保険金をも支払う責に任じない

が，契約上，被保険老に対して保険老の

有する一切の権利，就中所定の全保険料

を取立てる保険老の権利は，明らかに留

保される。但し，12ケ月についての保険

に。おいては，第2，第3または第4回目

の4分の1の保険料が期日に支払われな

いときは，保険者，その代理人，幹事会

杜または本条第5項に定める個人もしく

は機関，または伸立人が，少くとも8日

前に単純な書面で通知Lたときに隈り，

本項に定める停止が生じる。この通知が

期目の少くとも8日前までに被保険者に

なされたときは，上記の停止は通知後9

目目の零時から始まる。第19条第2項第

2号に定める場合においては，この通知

は，これを仲立人の住所に選定された仮

住所になしてもよい。

　3．保険老の責に任ずる全損または委

付がある場合において，その負担する全

損害を支払った保険者は，その期問の長

さのいかんを間わず，期間保険では12ケ

月の航海の保険料を取得する。滅失また

は委付の場合がその負担に属しないとき

　　　　　　　　　　　　　　　165
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は，保険者は，危険開始の日から事故が

発生したときの属する3ケ月の末目に至

る期間についての保険料のみを敢得する

に止まる。

　航海保険においては，本項次号に定め

る場合を除き，保険者は常に全保険料を

取得する。

　危険開始前に全損が生じた場合には，

費用を徴収することなく，保険料が返還

される。但し，危険開始前に，船舶の全

損以外のなんらかの原因によって契約が

解除されたときは，保険者は商法第349

条に定める賠償金の請求権を有する。し

かし，この賠償金は約定保険料を超えて

はならない。

　4一保険証券の費用および現在賦課さ

れているまたは将来賦課されることある

ぺき租税・公課は，被保険考の負担とす

る。これらは，保険料支払いの時，現金

で，かつ，いかなる割引もなく，常に全

額支払われる。

　5．保険料，保険証券の費用および各

種租税は，保険契約締結の地において，

保険老に，または被保険老の希望により

保険老の指定する個人もしくは機関に，

支払われる。〕

　《ART－15．＿S6j011r　田11po正t曲皿s

les　a88u醐1mes主to正me．

　§1帥。一Si，au　commencement　de　la

p6riode　assur6e，　1e　navire　s6journe

quinze　jours　cons‘cutifs　au　　moins

dans　un　port，　i1　sera　fait，　Pour

chaque　quinzaine　termin6e　de曇jour，

une　ristourne　de　quinze／trois　cent

soixante　cinquiさmes（15／3656）de　la

prime　de　navigation　annuelle，　sous

d6duction　d’une　prime　自xe，Par　cha－

qlユe　quinzaine，de　trois　cent　soixante＿
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quinze／dix　mil1iさmes　pour　cent（375／

10－O00e％），retenue　en　repr6sentatiOn

des　risques　de　port．

　　Si　le　s6jou「se　Pro10nge　au－de1主de

trente　jours，1es　p6riodes　de　ristour－

nes　seront　r6916es，comme　il　est　dit　ci－

dessus，par　chaque　quinze　jOurs　cOn一

φcutifs　aprさs　les　premiers　quinze

jOurS．

　　§2．一Si，Pour　toute　autre　cause　que

r6parations註1a　charge　des　ass－1reurs，

1e　　navire　　s6journe　　trente　　jo1ユrs

conφcutifs　au　moins　dans　un　port，

il　sera　fait，Par　chaque　p6riode　ter－

min6e　de　trente　jours，1e　navire

restant　aux　risques　des　assure1ユrs，

une　ristourne　de　trente／trois　cent

soixante　cinquiさmes（30／365e），de1a

prime　de　mvigation　annuel1e，sous

d6duction　d，me　prime　丘xe，　Par

chaque　trente　jours，　de　　soixante・

quinze／mi11iさmes　pour　cent（75／1．ooo・

％），　retenue　en　repr6sentation　des

risques　de　port．Si　le　ch6mage　se

pro1onge　au・de1≧　de　qllarante　cinq

jours，les　p6riodes　de　ch6mage　seront

r6916es　proportionnellement　par　cha・

que　quinze　j01ユrs　COnS6cutifs　aprさs

les　premiers　trente　jours．

　　§3。一Les　remises　pr6vues　aux　para－

graphes　1　et　2　ci＿dessus　　ne　　sont

acquises　a　l，ass1ユr6que　si　le　navire

n’a　pas　fait　l’objet　d’un　rさglement

en　perte　totale　ou　en　d61aissement．

E11es　ne　seront　d6compt6es　qu，aprさs

l’expiration　de　la　p6riode　assur6e．》

　　〔第15条一期間保険にお庁る港内碇泊

　　　L　保険期間開始の時に，船舶が引続
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　《ART．27。＿En　cas　d’6v6nement

pouvant　donner1ieuきrecours　contre

les　assureurs，et　tous　droits　r6cipro－

quement　r6SerV6S，raSSur6dOit　et　leS

assureurs　peuvent　prendre　ou　re－

qu6rir　toutes　les　mesllres　de　con－

servation　ou　de　sauvetage　que　com－

porte1a　situation．L，assur6doit　four－

nir　aux　assureurs　tous　documents

ou　renseignements　en　son　pouvoir

p01ユr　aider註rex6cution　des　mesures

conservatoires．Il　doit6galement，en
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き15目以上同一の港に碇泊するときは，

碇泊が15日経過する毎に，港の危険に対

する控除として15日鋤こ10，OOO分の375

パーセソト（375／10，O00％）の特定の保険

料を控除Lて，一年の航海保険料の365

分の15（15／365）が返還される。

　碇泊が30日以上に亘るときは，返還期

間は，上記の通り，最初の15日以後の連

続15日毎に計算される。

　2．保険老の負担に属する修繕以外の

すべての理由のために，船舶が引続き30

日以上同一の港に碇泊するときは，各30

日の期閻が経過する毎に，港の危険に対

する控除として30日毎に1，O00分の75パ

セーソト（75／1，000％）の特定の保険料

を控除して，一年の航海保険料の365分

の30（30／365）が返還される。船舶は依

然として保険者の危険に属する。滞船が

45日以上に亘るときは，滞船期問は最初

の30目後の連続15日毎に比例的に計算さ

れる。

　3、前記第1項および第2項に定める

払戻しは，船舶が全損または委付の精算

の対象とならなかった場合にのみ，被保

険者はこれを受けることができる。この

払戻しは，保険期問満了後になされる。〕

　《ART．16．＿皿o畠11ms　oo皿se正珊tOires

et胆細e皿tiTeS．

　§1趾一＿En　cas　d’6v6nement　po岬ant

donner　lieu　　≧　　recours　contre　les

assureurs，et　tous　droits　r6ciproque－

Inent　　r6serv6s，　1’assur6　　doit　　et

1es　assureurs　peuマent　prendre　ou

requ6rir　toutes　－es　mesures　de

conservatio皿　ou　de　sauvetage　que

comporte　la　situation．L’assur6doit

土ournir　aux　assureurs　tous　documents

ou　renseignements　en　son　pouvoir



cas　de　pertes　o口dommages　impu・

tables　き　des　tiers，　Prendre　toutes

mesures　n6cessaires　pour　conserver，

au　pro自t　des　ass一ユreurs，　1e　recours

en　responsabilit6　que　la1oi　peut　lui

acc01＝der　contre　ces　tiers，　et　leur

prεter　son　concours　sans　reserve

pOur　　engager　　6Tentue11ement　1es

poursuites　n‘cesSaires・

　L’assur6　　est　　responsable　　de　　sa

n691igence≧　Pr6venir　1es　assureurs

ou　leurs　agents，らprendre　Iui－mεme

Ies　mesures　de　conservation，ou≧

donnerきson　capitaine　les　instructions

n6cessaires主cet　e丘et，ainsi　que　des

obstacles　qu’il　apPorterait　註1’action

deS　aSSureufS．》

　〔第27条一保険老に対する請求を生ぜし

める事故が発生した場合には，あらゆる

権利が相互に留保されることを条件とし

て，被保険老は事情により必要となった

あらゆる保存手段もしくは救助手段を議

じまたは要求しなけれぱならず，保険者

はこれらの行為をなすことができる直被

保険老は保険者に対L，保存手段の実行

を容易ならしめるために，入手可能なあ

らゆる文書または資料を提出し恋けれぽ

ならない。被保険老はまた，減失または

損傷が第三者の責に帰すべき場合には，

保険老の利益のために，法律で認められ

たこれら責任ある第三老に対する損害賠

償請求権を保存するのに必要なあらゆる

手段を講じ，かつ，保険者が必要な訴訟

を提起する場合には，保険者に全面的に

協力しなけれぽ在らたい。

　被保険者は，保険老またはその代理人

に通知するにつき，および自ら保存手段

を講ずるにつき，またはこのために必要
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polユr　aiderきrex6cution　des　mesures

conservatoires．I1doit6ga1ement，en

cas　de　pertes　ou　dommages　impロー

tables　≧　des　tiers，　Prendre　toutes

mesures　n6cessaires　pour　conse岬er，

au　proit　des　assureurs，1e　recours

en　responsabilit6　que　la　loi　peut1ui

accorder　contre　ces　tiers，　et　leur

preter　son　　concOurs　Sans　「eSe「ve

pour　engager　6ventue1lement　1es

poursultes　necessalres

　L’assur6　est　　responsab1e　　de　sa

n6g1igence　註pr6venir　les　assureurs

ou　1eurs　repr6sentants，　主　prendre

1ui－mεme　leS　meSureS　de　COnSerTatiOn，

ou　註　donner　註　son　capitaine　les

inStr1ユCtiOnS　n6CeSSai1＝eS　≧　Cet　e丘et，

ainsi　que　des　obstacles　qu’il　apPorte－

rait　乞　1’aCtiOn　deS　aSSureurS．

　§2．一Les　assureurs　s’engagent　註

payer　les　frais　n6cessit6s　par　toute

mesure　pr6ventive　prise　dans　l’int6rεt

commm，et，exception　faite　pour　le

cas　d’impossibilit6justii6e，d’accord

avec　eux　ou　leurs　repr6senta1＝1ts一》

　〔第16条一保存およぴ防止手段

　1．（1928年約款第27条と同じ。但し，

第2号のagentsがrePr6sentantsに
変更。）

　2．保険者は，共同の利益のために，

および，不可能なことが証明されたとき

はこれを除き，保険老またはその代理人

の承諾をえてとられたあらゆる防止手段

によって生じた費用を支払うことを約定

する。〕

王69
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な指示を船長に与えるにっき犯した過失

に対Lて，並びに保険老の訴謝こつき及

ぼした障害に対して，その責に任ずる。〕
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　　《ART．17．＿Re口omi3tio皿　311　正e・

6011正s．一Les　assureurs　n，exeI＝cero口t

des　recours　personnels　contre　le　capi－

taine　Ou　tOui1e　personne　dont　l’assur6

se1＝ait　civilenlent　responsable，　註　qui

sefait　i1＝皿put‘e　　u口e　　faute，　que　si

1’assur6faisait　cause　commune　avec

eux．》

〔第17条一求償権の放棄　保険者は，被保

険者が保険者と行動を共にするときに限

り，遇失の責を負う船長その他被保険老

が民事責任を負うすべての人に対する求

償権を行使するにすぎない。〕

　　《ART．18．＿Hypo仙的11es．＿Toute

hypothさquemaritime　grevant　rint6rεt

aSSur6au　m0血ent　de　la　Signature

de　la　police　ou　contract6e　pendant

la　dur6e　des　risques，doit，s01』s　peine

de　nullitξ　de1，assurance，　εtre　d6cla＿

r6e　alユx　assureurs　et1a　prime脾y6e

imm6diateme皿t，き　moi血s　que　les

prεteurs　hypoth‘caires　n’en　garantis・

sent　le　paiementき1’6ch6ance．

　　Toutefois，la　nullit6　pr6vue　au

pr6sent　article　Ile　sera　pas　encourue

si　l’hypothさque　non　d‘dar6e　aux

assureurs　a6t‘　contract6e　aprさs　la

signature　de　la　police，mais主con－

dition　que1e　montant　de　cette　hy－

pothさque，augment6，1e　cas6ch6ant，

de　ce1ui　des　autres　hypothさques

pouvant　exister　sur　le　navire，　soit

inf6rieur≧50％de　1a　valeur　agr66e

dum桁e；danscecas，1’assur6dewa
aux　assureurs，　ら　　titre　　d’inde1＝［ユnit6



　《ART．29一＿Par　application　de　l’ar－

ticle　365　du　Code　de　Commer㏄，

1，assur6et　les　assureurs　sont　toujours

pr6sun16s　avoir　reGu　　connaissal1ce

imm6diate　des　m岬elles　concemmt

le　navire　assur6qui　sont　pa1＝venlles

au　lieu　oO　ils　se　trouven1：respective・

珂1ent，　！nε1＝ne　主　　des　tieI＝s　incon皿us

d，eux，　Par　un　journa1，　une　1ettfe，

une　d6pεche，un　exprさs，ou　de　t0口te

autre瓦1aniさ1＝e．

　En　　cons6quence，　1，assurance　　est

nulle　s，il　est　jusl；i丘6que　la　nouvelle

de　　1，arriv6e　　du　　navire，　ou　　d’un
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forfaitaire，me　somme6gale主1a
moiti6de1a　prime　convenue，s’i1n’a

pas　d6clar6　1’hypothさque　aux　assu－

reurs　dans　les　15　jours　de　son

inscription》

〔第18条一抵当権　保険契約締緒の当時

被保険利益に設定されていた，または危

険期間中に設定された海上低当権は，す

べてこれを保険老に告知（通知）し，か

つ，低当権者が支払期目におげる保険料

の支払いを保証しない隈り，直ちに保険

料を支払わなげれぽならない。これに反

したときは契約は無効とする。

　但し，保険契約締結後，低当権が設定

され，これが保険老に通如されなかった

とき，この低当権の金額とその船舶につ

いて存在する他の低当権の金額との合計

が船舶の協定価額の50バーセソトに達し

ない隈り，本条の定める無効とはならた

い。この場合，被保険者が登記後15日以

内に保険者に低当権を通知しないときは，

被保険者は保険者に対し，約定保険料の

半額に相当する金額を賠償金として支払

わなけれぱならない。〕

　《ART．19．＿Nll11it‘011正6siliatio皿

de1，舶911正8116e．

　§1帥。＿Par　app1ication　de　rartic1e

365du　Code　de　Commerce，1’assur6

et　les　assureurs　sont　toujours　pr6su－

m6S　aVOir　reεu　COmaiSSanCe　imm6－

diate　des　　nouvelles　　concernant　le

－lavire　et　qui　sont　parvenues　par　un

皿10yen　que1conque　au　lieu　oセ　ils　se

trouvent　respectivement，mεme主des

tiers　inconnus　d’eux．

　En　cons6quence，toute　assurance，

mεme　sur　bonnes　ou　mauvaises
nouvelles，　est　nu11e　s，il　est　justi丘6
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SiniStre1e　COnCernant，　6tait　COnnue，

soit　au　lie口o亡　se　trouvait　1’assur6，

avant　l’ordre　d，assurance　donn6，soit

sur　la　place　du　domicile　de1’assureur，

avant　la　signature　de　la　police，sans

qu’il　soit　besoin　d，administrer　aucune

preuve　directe　de　connaissance　ac－

quise　de　la　nouvelle　par　1’assur6　ni

1，aSSureur．

　　Q口iconque，aprさs　avoir　doIm6de

bo口ne　foi　un　　ordre　d’assurance，

apPrend　un　sinistre　concernant　－e

navire　avant　d’εtre　avis6de　l’ex6cu－

tio口，　est　tenu　de　do－lner　aussit6t

contre－ordre，mεme　par　le　t616graphe，

主　　peine　de　　nullit6　de　la　　police，

laque11e　sera　mainteme　si　le　contre・

ordre　ainsi　donn6　n’arrive　qu，aprさs

1，ex6cution．

　　Il　est　entiさrement　d6rog6　aux　arti・

cles366et367du　Code　de　Com－
merCe．》

　　《ART－30．＿En　cas　de　faillite　ou

de　s1ユspension　notoire　de　paiements

de1’assur6，0u　en　cas　de　nOn　Paiel

ment　d’me　prime6chue，1es　assu－

reurs，aprさs　sommation　rest6e　in－

fructueuse，　faite　　au　　domicile　de

l’assur6，　d’avoir　き　payer　ou　fournir

caution　valable　dans　les　vingt－quatre

heures，Peu∀ent　annu1er，註partir　des

derniさres　nouvenes，Par　une　simp1e

noti丘cation，mεme　par　une　lettre

recommand6e主1a　poste，toute　assu・

rance　en　cours　d6sign6e　dans　la

nOtifCatiOn，leS　aSSureurS　renOnGant

主1a　priIne　proportionnenement≧1a

durξe　des　risques　restant　≧courir，
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que　la　nouve11e　de1’arriv6e　du　navire，

Ou　d’un　SiniStre　le　COnCernant，　6tait

connue，soit　au　lieu　o亡　se　trouvait

l，assur6　　avant　l，ordre　d’assurance

donn6，soit　sur　la　p1ace　de　1a　sous・

cription　des　risques　a7ant　la　signa－

ture　de　1a　police，　sans　qu’i1　soit

besoin　d，administrer　aucme　prewe

directe　de　connaissance　acquise　de

la　nOuvel1e　par1，assur60u1，assureur．

　　Qu三conque，aprさs　avoir　donn6　de

bonne　foi　un　　ordre　　d，assurance，

apPrend　un　sinistre　concernant　le

navire　avant　d’合tre　avis6de　l’ex6cu－

tion，　est　tenu　de　donner　aussit6t

contre－ordre，mεme　par　le　t6I6graphe

o1ユ1e　t616phone，　註　peine　de　nul1it6

de1a　police，1aquene　sera　maintenue

si　le　contre－o1＝dre　ainsi　donn6n，ar1＝ive

qu，aprさs　l’ex6cution．

　　II　est　entiさrement　d6ro96aux　arti・

cles366et367du　Code　de　Commerce．

　　§2．＿En　cas　de　faillite，de　liqui－

dation　j1ユdiciaire，　ou　de　suspensio口

notoire　de　paiement　de　l’assur6，ou

en　cas　de　noIi・Paiement　d，me　prime

6chue，1es　assure1ユrs　peuvent　r6silier

la　police　paf　une　simp1e　noti丘cation，

mεme　par　me　lettre　recommand6e

註1a　poste．La　r6siliation　produit　ses

e伍ets　主　1’expiration　d’un　d61ai　de

quinze　jours註dater　de　sa　noti丘ca－

tiOn，　1eS　aSSureurS　renOnCant　き　la

prinle　proportionnene口1entき1a　dur6e

des　risques　qui　restaitきcolihr・

　　L’assur6，le　syndic　de　fai11ite　ou　le

liquidateurjudiciairer6sidanthorsde

France　continentale　sont　presumes，



et　demeurant　cr6anciers　du　surplus，

plus　des　frais　d’enregistrement　et

de　signi五cation．

　　Cette　sommation　et　cette　notii・

catiOn　pourrOnt　toutefoisεtre　faites

par　un　seul　et　mεme　acte・

　　L’assur6r6sidant　hors　de　France，

qui　aura　trait6par　1’entremise　d’un

cOurtier　frangais，est　pr6sum6avoir

61u　domicile　chez　ce　courtier，

　　En　cas　de　fail1ite　ou　de　suspension

notoire　de　paiements　de1’assureur，

1’assu1＝6a　la　r6ciprocit6　des　mε一nes

droits．》

　　《ART－31一＿La　vente　publique　du

navire　fait　cesser　de　plein　　droit

1’assuranceaujourdelaマ㎝te・
　　L，assurance　continue　de　p－ein　droit，

en　cas　de　vente　priv6e　s’apP1iquant

註　皿ユoins　de　Inoiti6de　1，int6rεt　ass11r6．

　　En　cas　de　vente　priv6e　s’apPliquant

註moiti6au　moins　de1’int6rεt　ass1工r6，

et　mentiom6e　sur　racte　de　franci－

satiOn，1’assurance　de1’int6rεt　vendue

ne　continue　que　si　1’acqu6reur　1’a

demand6aux　assureurs，a6t6agr66

pa1＝　eux，　et　s’engage　a　payer　1a

totalit6de1a　prime　si　el1e　n’a6t6

d6j註　rξgI6e．

　　Dans　1e　cas　od　1’assurance　de

l，int6rεt　vendu　ne　continue　pas，les

assureurs　ont　droit註un　minimum

de　prime　de　trois　mois．

　　De　mεme，en　cas　de　location　du

navire，1’assurance　ne　subsiste　que　si

le－0cataire　a6t6agr6ξpar　les　assu・

reurS．》

〔第29条一商法第365条の適用にあたっ
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1orsq1ユe　　1’assur6　　aura　　trait6　　par

rentremise　d，m　courtier，avoir61u

domici1e　chez　ce　courtier，et　toute

noti丘cation　de　r6si1iation　pourraεtre

valab1ement　e丘ectu6e註ce　domicile

61u．

　　En　cas　de　fai11ite，de　liquidation

judiciaire　ou　de　suspension　nOtoire

de　paiements　d，un　assureur，rassur6

a　Ia　r6ciprocit6des　mεmes　droits主

r6gard　de　cet　assureur，　Inais　avec

facult6de　lui　notiier　1a　r6siliatiOn

de　la　po1ice　sans　d61ai．

　　§3。＿La　vente　pub1ique　d1ユ　navire

fait　cesser　de　p1ein　dI＝oit　1’assurance

du　jour　de1a　vente－

　　L’assurance　continue　de　p1ein　droit

en　cas　de　vente　priv6e　s’apPliquant

差moins　de　moiti6de1’int6rεt　assur6，

　　En　cas　de　vente　priv6e　s’apPIiquant

註moiti6au　m〇三ns　de1’int6rεt　assur6，

1’assurance　de　l’int6rεt　vendu　ne

continue　que　si　racqu6reur　1’a　de・

mand6aux　assureurs，a6t6agr66par
eux　et　s’engage　註　payer　1a　tota－it6

de1a　prime，si　elle　n’a　pas6t6d6滴

r6916e．

　　Dans　1e　cas　o亡　1’assurance　de

1’iI1t6rεt　vendu　ne　contin1ユe　pas，1es

assureurs　ont　droitきun　minimum

de　prime　de　trOiS　mois1

　　En　cas　de　location　du　　navire，

1’assurance　continue　ses　effets　de

plein　droit，㎜is　moyemant　surprime

s，i1ya1ieu．

　　§4．一Dans1es　assurances主terme，

la　po1ice　pourra　εtre　r6sili6e　d’un

co㎜mun　accord　avant　rexpiration　du
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ては，被保険者およぴ保険者は，被保険

船舶に関する報道で，新聞，手紙，至急

便，速達またはその他すぺての方法で，

被保険老および保険老のそれぞれの所在

地に到達したものは，それが未知の第三

者に到達したときにおいても，これを直

ちに知るに至ったものと常に推定される。

　従って，船舶の到達または船舶に関す

る事故の報道が，保険の指図がなされる

以前に被保険者の所在地でまたは保険証

券の署名前に危険の引受地で知られてい

たときは，被保険者または保険者が報道

を知っていたことの直接の証明を要した

いで，保険ばこれを無効とする。

　善意で保険の指図をした後，その実行

の通知がある前に船舶に関する事故を知

った老は何人も，電報によって，直ちに

取消しの通知をしなけれぱならず，これ

に反したときは保険証券はこれを無効と

する。但し，上に定めた如くなされた取

消しがその実行の後に至って到達したと

きは，保険証券は継続する。

　商法第366条および第367条の適用は

全く排除される。〕

〔第30条一被保険者の破産もしくは明ら

かな支払い停止の場合または支払い期目

の到来した保険料の未払いの場合には，

保険老は，被保険者の住所宛てに，24時

間以内に支払うべきことまたは有効な保

証を提供すべきことの催告をなし，確答

を得られなげれぽ，単純な通知または書

留郵便によって，最後の知らせを受けた

時以後，その通知に示されたすべての有

効な保険契約を取消すことができる。し

かして保険者は，未経過危険期剛こ比例

した保険料を放棄するが，剰余金並びに

登記および通知こ要する費用については

依然として債権者である。
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temps　assur6，moyemant　remise　pro・

portionne11e　de　prin1e　pour　chaque

quinZai口e　nOn　COm血enC6e；tOutefOiS，

1a　prime　nette，qui　deviendra　a1ors

exigible，ne　pourraεtre　inf6rieure≧

1a　正noiti6　de　ce11e　fx6e　pour　la　dur6e

des　risques．

　El1e　pourra　εtre　r6sili6e　par　les

assureurs，sous　pr6avis　d’un　mois，

pour　une　date　queIconque　主　parti1＝

de1a肋du　premier　semestre，si　le

prix　des　r6parations　en　　France　a

augment6de　plus　de25％par　rap－

port　aux　prix　en　vigueur　1ors　de1a

souscription　de　la　po1ice：i1sera　fait，

dans　ce　cas，ristoume　de1a　prime

proportiomeuement　au　temps　non
couru．Le　coe冊cient　d’augmentation

des　prix　sera，en　cas　de　contestation，

arbitr6par1e　Comit6d’organisation

des　Constructeurs　navals。》

〔第19条一保険の無効または解除

　1．商法第365条の適刷こあたっては，

被保険者および保険老は，船舶に関する

報道で，何らかの方法で，被保険者およ

び保険老のそれぞれの所在地に到達した

ものは，それが未知の第三老に到逢した

ときにおいても，これを直ちに知るに至

ったものと常に推定される。

　従って，船舶の到達または船舶に関す

る事故の報道が，保険の指図がなされる

以前に被保険老の所在地で，またば保険

証券の署名前に危険の引受地で知られて

いたときは，被保険老または保険老カミ報

道を知っていたことの直接の証明を要し

ないで，すべての保険はこれを無効とす

る。保険が，減失したと否とを問わない

という条件のときにおいても同様である。



　但し，この催告および通知は単一のか

つ同一の証書によってこれを行なうこと

ができる。

　フランス本国以外に居住し，フラソス

の仲立人の伸立によって契約を締結した

被保険者は，この伸立人の所在地に住所

を選定したものと推定される。

　保険老の破産または明らかな支払い停一：

止の場合には，被保険者は保険者と同一

の権利を有する直〕

〔第31条一船舶が公売されたときは，売

却の目において保険のすべての効力は消

滅する。

　被保険利益の半分以下について行なわ

れる私的売却の場合には，保険のすべて

の効力は継続する。

　被保険利益の少くとも半分について行

なわれ，フラソス船籍証明書をもって記

載される私的売却の場合には，売却され

た利益の保険は取得老が継続を保険都こ

要求し，保険者がそれを承諾L，かつ，

もし保険料の未払分があるときは，その

全額の支払いを約束したときにのみ継続

する。

　売却された利益の保険が継続しない場

合には，保険者は最低3ケ月の保険料に

っいてその権利を有する。

　同様に，船舶の賃貸借の場合には，保

険者が賃借人を承諾したときにのみ存続

する。〕
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　善意で保険の指図をした後，その実行

の通知がある前に船脚こ関する事故を知

った老は何人も，電報または電話によっ

て，直ちに取消しの通知をしなけれぱな

らず，これに反したときは保険証券はこ

れを無効とする。但し，上に定めた如く

なされた取消しがその実行の後に至って

到達したときは，保険証券は継続する。

（第4号は，1928年証券第29条第4項と
同じ。）

　2．被保険老の破産，裁判上の清算も

しくは明らかな支払い停止の場合，また

は支払い期目の到来した保険料の未払い

の場合には，保険者は単純な通知または

書留郵便によって保険証券を解除するこ

とができる。解除の効力はその通知があ

った目から15目を経過した後に発生する。

保険着は未経過危険期間に相当する保険

料についての権利を放棄する百

　フラソス本国外に居住する被保険者，

破産管財人または裁判上の清算人は，被

保険者が伸立人の仲立によって契約を締

結したときは，この伸立人の所在地に往

所を選定したものと推定され，解除の通

知はすべてこの選定された住所になせぱ

有効である。

　保険者の破産，裁判上の清算または明

らかな支払い停止の場合には，被保険者

はこの保険者に対して同一の権利を有す

る。但し，保険証券を直ちに解除するこ

とを保険者に通知することができる。

　3．船舶が公売されたときは，売却の

目から保険のすぺての効力は消滅する。

（第2号は，1928年証券第31条第2項と

同じ。）

　被保険利益の少くとも半分について行

なわれる私的売却の場合には，売却され

た利益の保険は，取得者が継続を保険者
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　《ART．28．＿Seront　i耐ecevab1es　tou－

tes　r6clamations　≧1a　charge　des

assureurs　qu1le1ユr　sera－ent　pr6sent6es

aprさs1，expiration　du　d61ai　maximユ㎜

de　15－nois註　dater　de　raccident，　き

1’exception　　des　　r6claInations　　pour

avaries　co㎜munes　et／ou　sauvetage，

ainsi　que　de　ce11es　a∬6rent6s　≧　des

］＝ecours　de　tiers　exerc6s　contre　le

naVife　aSSuτ6一》

〔第28条一事故が発生した日から15ケ月

経過後にたされる保険者の責任について

工76

に要求し，保険者がそれを承諾し，かつ，

もし保険料の未払い分があるときば，そ

の全額の支払いを約束したときにのみ継

続する。

　（第4号は，1928年証券第31条第4項

と同じ。）

　船舶の賃貸借の場合には，保険のすべ

ての効力は継続する。但し，必要があれ

ば，割増保険料を支払わなけれぽならた

いo

　4．期間保険においては，保険証券は

保険期問の満了前双方の合意によりこれ

を解除することができる。この場合には，

15日を一期として計算された未経過期間

に比例して保険料が返還される。但し・

要求しうる純保険料は危険期間につき定

められた保険料の2分のユを下らない。

　フラソ刈こおげる修繕価額が保険証券

引受当時の価額の25バーセソト以上上昇

したときは，保険者は，第1四半期が終

った日以後いつでも1ヶ月の予告をもっ

て，保険契約を解除することができる。

この場合には，未経過期間に比例して保

険料が返還される。価額の上昇率につい

て争いがある場合には，造船組合委員会

の伸裁によってこれを決定する。〕

　《ART．20．＿Fi皿de皿o皿一祀o町oir．＿

Seront　irrecevables　toutes　r6clama－

tions主1a　charge　des　assureurs　qui

leur　seraient　pr6sentξes　aprさs　l’expi－

ration　du　d6－a｛　ロユaxi：皿u－n　de　quinze

nユoisき　dater　de1’accident，主　1’excep－

tiOn　des　r6clamationS　pour　avaries

COmmuneS　Ou　aSSiStanCe，ainSi　que

de　ce1les　a伍6rentes　≧　des　recours　de

tie工S　eXerC6S　COntre　le　naViτe　aSSur6．》

〔第20条一妨訴抗弁一事故が発生した日

から15ケ月経過後になされる保険者の責



のすべての請求は，受理されない。但し，

共同海損および／または救馴こ対する請

求，並びに被保険船舶に対してなされる

第三者の求償に関する請求にっいては，

この限りでない。〕

　《ART．10．＿Dans　les　assurancesき

terme　ou乞prime　li6e，chaque　voyage

est1’objet　d’un　rさg1ement　distinct　et

s6par6；chaque　rさglement　est　6tab1i

comme　s’il　y　aマait　autant　de　polices

distinctes　que　de　voyages一》

　《ART－11一＿Il　y　a　voyage　distinct，

en　ce　qui　touche　1’application　de

rartic1e　1O　de　la　　pr6sente　police，

dans　la　travers6e　que　fait　lユn　na可ire

sur　lest　pour　a11er　prendre　charge－

ment．

　S’i1　prend　charge　pour　un　ou

plusie1ユrsports，i1yaunseu1voyage

depuis1e　commencement　du　charge－

ment　jusqu’註1a　fn　du　d6barquement，

en　tant　toutefois　que　la　dur6e　de　ce

d6barquement　n’exc6dera　pas　le　d61ai

de　quinze　jours　aprさs　l’arriv6e　au

lieu　de　destinatiOn．》

〔第10条一期間保険または往復航海もし

くは巡行航海の保険においては，各航海

カミそれぞれ別個の精算の対象となり、航

海毎にそれぞれ別個の保険証券があった

ものとして精算される向〕

〔第11条一積荷を積取るために船舶が底

荷で塗す航海は，本保険証券第10条の適

馴こ関しては，別個の航海とする。

　船舶が一個または数個の港で積荷を積

込むときは，積込み開始の時より荷卸し

終了の時までを一航海とする。但し，こ

の荷卸し期間は目的地到達後15目を超え

ない。〕
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任についてのすべての請求は，受理され

ない。但し，共同海損または救援に対す

る請求，並びに被保険船舶に対してなさ

れる第三者の求償に関する請求について

は，この隈りでない自〕

　《ART－21。＿Rさg1eme皿t　distimt　I，肌

70y8ge・

　§1舳。一Dans1es　assurmces主terme

ou主prime　li6e，chaque　voyage　est

1’objet　d’un　rさglement　distinct　et

s6par6；chaque　rさglement　est　6tabli

comme　s’il　y　avait　autmt　de　po1ices

disti皿ctes　que　de　voyages、

　§2一一I1yavoyagedistinctdansla
traVerS6e　que　fait　un　naVire　Sur　leSt

pour　aller　prendre　chargement・

　S’il　prend　charge　pOur　un　ou　Plusi’

eurs　ports，　il　y　a　un　seul　voyage

depuis1e　commencement　du　charge－

ment　jusqu’註1a　fn　du　d6barque皿1ent，

en　tant　tOutefois　que　1a　dur6e　de

ce　d6barquement　n’excさdera　pas　le

d61ai　de　quinze　jours　aprさs　l’arriv6e

au　1ieu　de　destination．

　§3一一pendant－e　s6jour　du　navire

dans　ull　port　en　dehors　des工imites

d’un　voyage，　te11es　qu’elles　son1＝

d6finies　ci・dessus，chaque6v6nement

≧1a　charge　des　assureurs　est　robjet

d’m　rさglement　distinct．》

〔第21条一航海毎の精算

　1．（1928年証券第10条と同じ。）

　2．積荷を積込むために船舶が底荷で

なす航海は別個の航海とする。

（第2号は，1928年証券第11条第2項と

同じ。）

　3．船舶カミ上に定めた一航海の範囲を

超えて同一の港に碇泊する間，保険老の

1η
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　　《ART．12．＿Le　d61aissement　pour

d6faut　de　I1ouvelles　pOurraεtre　fait＝

au1ong　cours，aprさs　trois　mois　pour

les　vape1ユrs；aprさs　six　mois　pour　les

∀ailierS　autreS　que　CeuX　qui　fran・

chissent　Ies　Caps　Horn　et　de　Bonne

Esp6rance；aprさs　huit　mois　pour　ces

derniers；　au　cabotage，　aprさs　deux

mois　pour　les　vapeurs　et　quatre

moispourlesvoi1ie正s．

　　Les　d61ais　se　comptent　au　lieu　de

destinatiOn　du　de1＝nier　voyage　entre－

pris，et　de　la　date　des　derniさres

nouvel1esreGues．

　　L’assur6est　tenu　de　justifier　de1a

l10n－a正riV6e．》

　　《ART．13．＿Par　d6rogation　expresse

au　Code　de　Commerce，le　d61aisse－

ment　ne　peutεtre　fait　que　pour　les

SeulS　CaS：

　　1o　De　disparition　ou　destruction

totale　du　navire；

　　2o　D’innavigabilitξ　p］＝oduite　par

fortune　de　工ner■》

　　《ART．14。一Si　le　monta口t　total　des

d6penses　身faire　き　un　navire　pour

r6parations　d’avaries（d6duction　faite

de1a　valeur　des　vieux　doublages　ou

autres　d6bris，ainsi　que　des　r6ductions

pour　di丘6rence　du　vieux　au　neuf）

d6passe　les　trois　quarts　de　－a　va1eur

agr66e，et　si，Par　suite，1a　condam・

nation　du　navire　est　prOnOnc6e，　三1

est　f6put6　innavigable　き1’6gard　des

asSur£urs　et－peut　leurεtre　d61aisS‘。

　　Ne　devront　entrer　en　ligne　de

1フ8

負担となる事故は，別個の精算の対象と

なる直〕

　　《ART－22．＿Dξ1aisseme皿t．＿Par　d6－

rogation　expresse　au　Code　de　Com－

nle1＝ce，1e　d61aissenユent　ne　peut　εtre

fait　que　pour1es　Seu1s　cas：

　　P　De　disparition　ou　destruction

tOta1e　du　naTi1＝e．

　　Le　d61aissement　pour　d6faut　de

nouve11es　pourra　εtre　fait：au　long

cours，aprさs　trois　mois；au　cabotage，

aprさsdeux㎜ois－

　　Les　d61ais　se　compteI1t　d’aprさs　le

lieu　de　destination　du　dernier　vOyage

entrepris，et　de　la　date　des　defniさres

nOuVelleSreεueS．

　　L’assurξest　tenu　de　justi五er　de1a

nOn－arriV6e．

　　La　perte　sans　nouvel1es，　en　tant

qu’elle　co口cerne　1es　assureurs　de　la

pr6sente　po1三ce，sera　r6put6e　s，εtre

produ三te　き　1a　date　des　derniさres

nOuVel1eS．

　　γ　D’innavigabilit6　r6su1tant　de

1’un　des　risques　garantis　par　1a

pr6sente　police．

　　Si　le　montant　total　des　r6parations

d’avaries，6tabli　conform6ment主1’ar－

ticle23，Paragraphes1et2（d6duction

faite　de　la　valeur　des　vieux　mat6ri－

aux，ai血si　que　des・r6ductions　pour

di筑6rence　du　vieux　au　neuf）d6passe

Ies　trois　quarts　de　1a　valeur　agr66e，

et　si，Par　suite，la　conda－nnation　du

navire　est　prOnonC6e，　il　est　r6put6

innavigableき　1’6ga1＝d　des　assureurs

et　peut　leurεtre　d61aiss6．

　　Ne　devront　entrer　en　ligne　de



compte　dans　le　ca1cul　des　trois　qu－

arts　que　les　r6parations　d’avaries

r6sultant　de　fortme　de　mer　et　pres－

crites　par　les　experts　pour　la　remise

du　navire　en　bon6tat　de　navigabi1it6．

Il　ne　pourra，notamment，y　etre
compris　aucun　chi丘re　pour　d6penses

impr6vues，9ages　et　viwes　d，6qui・

pages，Primes　de　grosse，frais　d’ex－

pe1＝tises，de　proc6duτe　ou　de　sauve－

tage，etc．．．，　non　plus　que　pour　l＝6・

paratiol＝is　provisoires・

　　Si　le　navire，e伍ectivement　r6par6，

est　parvenuきdestination，　1e　d61ais・

sement　n’est　pOint　recevab1e，quoiq皿e

1e　co血t　des　r6parations　ait　d6pass6

1es　tmis　qua1＝ts．Dans　ce　cas，1’action

d’avaries　est　seu1e　ouverteき1’assur6，

sous　les　retenues　et　franchises　pr6－

vues　pa1＝　les　articles17　et18，　et1a

mεme　aCtiOn　eSt　OuVerte註1’aSS皿r6

franc　d’avaries■》

　　《ART．15．＿Est　pareillement　r6put6

innavigable，et　peutεtre　d61aiss6aux

assureurs，le　navire　condamn6faute

de　moyens　mat6riels　de　r6paration，

㎜ais　seulement　s’il　est6tabli　que　le

navire　ne　pouvait　pas　releTer　avec

曇curit6，au　besoin　aprさs　al1さgement

01ユpar1’aide　d’m　remorqueur，pour

un　autre　port　oi＝1　il　e岱t　trouv6　1es

ressources　n6cessaires，　et，　de　p1us，

que1es　armateurs　ne　po口vaient　pas

faire　parvenil＝au　lieu　de　la　re1盆che　Ies

piさces　de　rechange　indispensables　qui

y　feraient　d6faut．

　　Ne　pourra，au　contraire，εtre　r6put6

innavigable，　皿i　εtre　d61aiss6　aux
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compte　dans　le　ca1㎝I　des　trois

quarts　que　les　r6parations　d’avaries

r6su1tant　de1’un　des　risques　garantis

par　la　pr6sente　police　et　prescrites

par　les　experts　pour　la　rem三se　d1ユ

navire　en　bon　6tat　de　navigabilit6．

Il　ne　pourra，notamment，y　εtre

compris　aucun　chiffre　pour　d6penses

impr6vues，9ages　et　vivres　d’6quipa・

ges，primes　de　grosse，frais　d’exper－

tise，de　proc6du1＝e　ou　de　sauvetage，

etc．，non　p1us　que　pOur　r6paratiOns

provisoires．

　　Si1e　navire，effectivement　r6par6，

est　pa1＝venu主destination，　1e　d61ais－

sement　n’est　pOint　recevable，quoique

1e　c〇七t　des　r6parations　ait　d6pass6

1es　trois　quarts．Dans　ce　cas，1’action

d，avaries　est　seu1e　ouverte主1，assur6

sous　1es　franchises　et　r6ductions

pr6vues　par　les　articles23et24，et

la　mεme　action　est　ouverteき1’ass岨6

franc　d，avaries．

　　Est　parei1lement　r6put6innavigab1e，

et　peutεtre　d61aiss6　aux　assureurs，

le　navire　condamn6faute　de　moyens

mat6riels　de　r6paration，mais　seule－

ment　s，i1est6tabli　que　le　navire　ne

pouvait　pas　relever　avec　s6curit6，au

besoin　aprさs　a1lさgement　ou　en　remor－

que，Pour　un　autre　port　0亡　il　e七t

trOuV61eS　reSSOurCeS　n6CeSSaireS，et，

de　plus，que　les　armateurs　ne　pou－

vaient　pas　faire　parvenir，　au－ieu　de

1a　re1盆che，　les　piさces　de　rechange

indispensables　qui　y　fe1＝aient　d6faut・

　　Ne　pourra，au　contraire，εtre　r6put6

innavigable，　ni　εtre　d61aiss6　aux

179
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a’ssureurs　1e　navire　qui　aura　6t6

condamn6en　raison　seulement　du

manque　de　fonds　n6cessaires　au

paiement　des　d6penses　de　r6parations

OuautreS．》

　　《ART．16．＿Dans　tous　les　cas　don－

nant　lieu註d61aissement，1es　assu－

reurs　auxquels　auront　6t6　dξlaiss6s

les　objets　assur6s　auront　toujours　la

facult6d’oPter　entre　l’acceptation　du

d61aissement　et　le　rさglement　en　perte

tOtale　sans　transfert　de　propri6t6．

　　En　cas　de　d61aissement，les　assu－

reurs　du　！lavire　n’ont　pas　droit　au

fret　sauv6（1oi　du12aoat1885），non

plus　qu’aux　subventions　de　rEtat．

　　Les　gages　et　vivres　qui　pourront

εtre　dus　par　l’armement主1’6quipage，

ainsi　que　tOuS　■apatrienlents，　vivreS

suPP16mentaires　Ou　autres　frais　de

r6quipage，ne　seront　jamais　supPort6s

par　les　assureurs　du　navire　dans　la

1iquidation　de　sauYetage；　s’ils　ont

6t6　pr61ev6s　　sur　les　produits　　du

navire　ou　de　ses　d6bris，ils　seront

r6p6t6s　contre　les　assur6s．

　　I1en　sera　ainsi　alors　mεme　qu’i1

n’y　aurait口i　fret　sauマ6，ni　fret　pay6

d’avan㏄，ni　subvention　de　l’Etat．》

〔第12条一行方不卿こよる委付は，遠洋

航海では，汽船については3ケ月後，ホ

ーソ岬またば喜望峰を越える帆船を除く

帆船にっいては6ケ月後，ホーソ岬また

は喜望峰を越える帆船については8ケ月

後に，また沿岸航海では，汽船について

は2ケ月後，帆船については4ケ月後に，

これをなすことができる。

　　上記の期間は，企図された最後の航海
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aSSureurS，　1e　naVire　qui　aura　　6t6

condamn6en　raison　seulement　du
manque　　de　　fonds　n6cessaires　au

paiement　des　d6penses　de　r6paration

Ou　autreS．

　即Dans　tous1es　cas　donnant　lieu

≧d61aissement，1es　assureurs，aux・

quels　auI＝ont6t6　d6Iaiss6s　les　objets

aSSur6S，　aurOnt　tOujOu1＝S　1a　faCult6

d’opter　e血tre　racceptation　du　d61ais・

sement　et　le　rさgIement　en　perte

totale　sans　transfert　de　propri6t6．

I1s　devront　toutefois　faire　connaitre

1eur　d6cision　差　　1’assur6　da1ユs　les

trente　jours　de　1a　date　≧　laque11e

celui－ci1eur　aura　signifi6　1e　d61ais．

sement，sans　que　ce　d61ai　puisseεtre

inf‘rieur主　t】＝en1＝e　jours　≧　dater　du

jOur0亡il1eur　aura　6t6　fait　re－nise

comp1さte　des　piさces　justi丘catives　de

son　droit　aux　d61aissement．

　　En　cas　de　d61aissen1ent，　1es　assu・

reurs　dlユnavire　n’ont　pas　droit　au

fret　sauv6　（一〇i　du12ao色t1885）　non

plus　qu’aux　subventions　de1’Etat．

　　Les　gages　et　vivres　qui　pourront

εtre　dus　par　l，armement主1’6quipage，

ainsi　que　tous　rapatriements，　Tivres

supP16mentalres　ou　autres　fra1s　de

r6quipage，ne　seront　jamais　supPort6s

par　les　assureurs　du　navire　dans　la

liquidati011　de　sauvetage；　s’i1s　o口t

ξt6　pr61ev6s　sur　les　produits　du

navire　ou　de　ses　d6bris，　ils　seront

r6p6t6s　contre　les　assur6s．

　　I1en　sera　ainsi　a1ors　mεme　qu，i一

皿’y　aurait　ni｛ret　sauv6，ni　fret　payξ

d’avance，ni　subve－1tion　de1’Etat。》



の目的地において，かつ最後の消息を受

取った日から，計算される。

　被保険者は，不着を証明しなげれぱな

らない。〕

〔第13条一商法に明らかに低触するにも

かかわらず，委付は次の場合に隈り，こ

れを行なうことができる。

　1．船舶の行方不明または全損の場合。

　2、一海上事故によって生じた航行不能

の場合。〕

〔第14条一海損の修繕のために船榔こ支

出されるぺき費用の総額（旧被覆板およ

びその他の残存物の価額，並びに新旧交

替額を控除Lて）が協定保険価額の4分

の3を超え，かつその結果船舶の放棄が

宣言されたときは，船舶は，保険老に関

しては航行不能とみなされ，保険者にこ

れを委付することができる。

　4分の3の計算にあたっては，海上事

故によって生じ，かつ鑑定人によって船

舶を再び堪航状態にするために必要であ

るとされた海損修繕費のみが考慮される。

特に，不測の費用，船員の給料および食

料，冒険貸借の利息，鑑定，訴訟，救助

などの費用および仮修繕費は計算に入れ

てはならない。

　船舶が有効に修繕され，目的地に到達

したときは，修繕費が4分の3を超える

ときといえども，委付は承認されない。

この場合には，第17条および第18条に定

める控除および免責歩合の控除をした海

損への訴権のみが被保険著に与えられる。

また，単独海損不担保の場合にも，同様

の訴権が被保険老に与えられる。〕

〔第15条一修繕費を欠くと判定された船

舶は，同様に航行不能とみなされ，保険

老に委付することができる。但し，船舶

が必要な手段を見出す他の港まで，積荷
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〔第22条一委付一（第1項は，1928年証券

第13条第1項と同じ。）

　1．（1928年証券第13条第1項第1号と

同じ。）

　行方不明による委付は，遠洋航海では

3ケ月後，沿岸航海では2ケ月後に，こ

れをなすことができる回

　上記の期間は，企図された最後の航海

の目的地で，かつ最後の消息を受取った

日から，計算される百

　被保険者は，不着を証明しなけれぱな

らない（1928年証券第12条3項と変らず）。

　行方不明による減失は，本保険証券の

保険考に関する隈り，最後の消息のあっ

た日に生じたものとみなされる。

　2．本保険証券によって担保される危

険の一つによって生じた航行不能の場合。

　第23条第1号および第2号によって計

算された海損修繕費の総額（旧材料の価

額および新旧交替額を控除して）が揚定

保険価額の4分の3を超え，かつその結

果船舶の放棄が宣言されたときは，船舶

は，保険老に関しては航行不能とみなさ

れ，保険者にこれを委付することができ

る。

　4分の3の計算にあたっては，本保険

証券によって担保される危険の一っによ

って生じ，かつ鑑定人によって船舶を再

び堪航状態にするために必要であるとさ

れた海損修繕費のみが考慮される。（以

下，1928年証券第14条第2項後段と同
じ。）

　船舶が有効に修繕され，圓的地に到達

したときは，修繕費が4分の3を超える

ときといえども，委付は承認されない

（1928年証券第14条第3項前段と変らず）。

この場合には，第23条および第24条に定

める免責歩合控除および控除をした海損
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を軽くしまたは曳船の助げによるなど必

要な手段を尽くしても，安全に回航でき

ないことが証明されたとき，および船主

が避難港において不足する絶対必要な代

替部品を避難港まで送り届けることがで

きないことが証明されたときに限る。

　こ棚こ反して，修繕費またはその他の

費用の支払いに必要な資金の欠乏のため

だげの理由で放棄された船舶は，これを

航行不能とみなすことはできず，かつ保

険者に委付することもできない。〕

〔第16条一委付を生ぜしめるあらゆる場

合において，保険の目的を委付された保

険者は，委付の承諾と，所有権の移転た

き全損としての精算のいずれかを選択す

る権利を常に有している。

　委付の場合には，船舶保険老は，救助

された運賃（1885年8月12日の法律）お

よび国家の補助金については権利を有し

ない。

　委付物の引渡しにおいて，船員蟻装の

ために必要な給料および食料，並びにす

べての送還費，補助食料またはその他の

船員礒装の費用は，船舶保険老これを負

担しない。それらが船舶の収益または残

存物から控除されていたときは，被保険

者に対して返還が請求される。

　救助された運賃，前払い運賃または国

家の補助金がない場合においても同様で

ある。〕

　《ART　18．＿§1．＿Il　n’est　admis

dans！es　rさglements　d’avaries　que

le　c〇七t，　jl1sti丘6　par　des　factures

acquittξes，　des　rempIacements　et

r6parations　reconnus　n6cessaires　par

les　experts　pour　remettre　le　Ilavire

e1l　bon　6tat　de　navigabi1itξ，1’assur6

ne　　pouTant　p1＝6tendre　　a　　aucune
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への訴権のみが被保険老に与えられる。

また，単独海損不担保の場合にも，同様

の訴権が被保険者に与えられる。

　船舶が修繕材料を欠くと判定されたと

きは，同じく航行不能とみなされ，これ

を保険者に委付することができる。但L，

船舶が必要な手段を見出す他の港まで，

積荷を軽くしまたは曳航されるなど必要

な手段を尽くしても安全に回航できない

ことが明らかなとき，および船主が，避

難港において，絶対必要な代替品を入手

できないことが明らかなときに隈る。

（第6号は，ユ928年証券第15条第2項と

同じ。）

　3．委付を生ぜしめるあらゆる場合に

おいて，保険の目的を委付された保険老

は，委付の承諾と，所有権の移転なき全

損としての精算のいずれかを選択する権

利を常に有している（1928年証券第16条

第1項と同じ）。保険老は，被保険者が

保険者に委付の意思表示をLた日から30

日以内に，選択の結果を被保険者に通知

しなければならない。但し，上記の期隈

が，被保険老が委付の権利を証明する書

類をすべて提出した目から計算して30日

以内にある場合はこの限りでない。

（以下，1928年証券第16条第2，3および

4項と同じ。）〕

　《ART－23．＿A7趾ies　p趾tic㎜1iさ祀s．

　§1e「一一n　n’est　admis　dans　les　rさ・

g1ements　d’avaries　que1e　coat，　jus・

t1丘6par　des　factures　acqultt6es，　des

reInplacements　et　r6parations　recon・

nus　n6cessaires　par　les　experts　pour

remettre　le　navire　en　bon6tat　de

navigabi1it6，　1’assur6　　ne　　pouvant



autre　indemnit6，ni　pour　d6pr6ciation，

ni　pour　chδn姻ge，ni　pour　une　autre

CauSe　que1COnque，que　Ce　SOitきtitre

d’avaries　particuliさres　ou　　d，ava1＝ies

COmmmeS．
　　§2．＿Les　assureurs　ont　le　droit

d’exiger　que　ces　remplacements　et

r6parations　soient　ex6cut6s　par　∀oie

d’adjudication　ou　de　so口mission．

　　§3．一Au　cas　o亡1’assur6　passerait

outreきcette　exigence，　i1　serait　d6－

duit25％sur　le　montant　tota1des

remp1a㏄ments　et　r6parations，sans

pr6judice　des　franchises　et　r6ductions

pr6vues　tant　き　rartic1e　17　qu’aux

paragraphes　　suivants　　du　　prξsent

article．

　　§4。＿Pendant1e　d61ai　qui　s’6coulera

entre1a　date　de1’6tablissement　du

cahier　des　charges　et　ce11e　de　1’adju－

dication，　et　主　1a　condition　toutefois

que　ce　d61ai　d6passe　trois　jours，1es

assureurs　prendront　き　leur　charge

les　vivres　et　gages　d’6quipage，　et1a

prime，dans　les　assu㎜nces主terme，

cessera　de　courir．

　　§9一一Dans　Ies　rさglements　d’avaries

particu1iさres，　1es　viv1＝es　et　gages

d’6quipage　ne　sont　en　aucun　cas≧

1a　charge　des　assureurs，sauf　ce　qui

est　dit　au§4du　pr6sellt　article　etき

1’article20ci・aprさs一

　　§10．＿Les　frais　de　recotation　du

navire　au　Veritas　ou註　tout　a1ユtre

registre　de　c1assiication　ne　sOnt，en

a口cun　cas，え工劃charge　des　ass1■reurs．

　　§13。＿Les　primes　des　empmnts≧

1a　grosse　contract6s　dans　un　port　de

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工83

pr6tendre主aucune　autre　indemnit6，

ni　pour　d6pr6ciation，　ni　pour　chδ一

mage，　ni　pour　　une　autre　cause

quelCOnque．

　　§2．一Les　assureurs　ont　1e　droit

d’exiger　que　ces　remplacements　et

r6parations　soient　ex6cut6s　par　voie

d’adjudication　ou　de　soumission．

　　§3一＿Au　c副s　oh1’assur6　passerait

Outre主cette　exigence，il　sera　d6duit

25％sur1e　montant　total　des　rem－

placements　et　r6parations，sans　pr6－

judice　des　franchises　et　r6ductiOns

pr6vues　tant　aux　paragraphes　sui－

vants　du　pr6se1＝it　artic1e　qu’主1’ar1＝icle

24．

　　§4。一Pendant1e　d61ai　qui　s’6co一ユ1era

entre　la　date　de　r6tablissement　du

cahier　des　charges　et　celle　de　radju－

dication　et　主　1a　condition　toutefois

que　ce　d61ai　d6passe　trois　jOurs，　les

assureurs　pre皿dront　主　］eur　cbarge

1es　vivres　et　gageS　d，6quipage，et　la

prime，dans　les　assura－lces主terme，

cessera　de　courir．

　　§5．＿Dans　Ies　rさglements　d’avaries

partiCuliさres，　les　vivres　et　gageS

d’6quipage　ne　sont　en　aucun　cas主1a

charge　des　assureurs，　sauf　ce　qui

est　dit　au　pa1＝agraphe　4　du　prξsent

article　et　き　rarticle　25．

　　§6。一Les　frais　de　recotation　du

navire　au　Veritas　ou　き　t01ユt　autre

registre　de　classifcation　ne　sont　en

aucun　cas，主1a　charge　des　assureurs．

　　§7．一Les　avaries　particuliさres　ne

seront　rembours6es　que　sous　la　re－

tenue　des　franchises　ci－aprさs　toujours
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re1盆che，commissions　d’avances　de

fond昌，intξrεts　ou　tous　autres　frais

proportioI1nels，　sont　venti16s　et　ne

sont　supPort6s　par　les　assureurs

que　prOportiOnnellement≧1’i！1demnit6

nette　主1eur　charge，　6tablie　d’ap1＝さs

les　bases　ci－dessus．

　　§14一一Si　l’emprunt主1a　grosse　a

6t6　contract6　pour　un　terme　plus

61oign6que　ce1ui　du　voyage　en　cours，

la　prime　est　r6duite主ce　qu’el1e　e含t

6t6pour　le　terme　dudit　vOyage　en

cours，　suivant　apPr6ciation　き　faire

par　amis　commms．》

　　《ART－17一＿Les　rさg1ements　ne　sont

e丘ectu6s　par　les　assureuI＝s　que　sous

ia　retenue　des　franchises　ci－aprさs，

toujours　　pr61ev6es　sur　Ia　　va－eur

d’ass1ユrance　du　navire：

　　S11正1es皿3▼i正es主▼oiles，a▽ec　o皿

冒3皿s　motellrs　prop111s011r9，田i－1筥i　q㎜o

s口正1os6hala皿d目，凶1idles6ta皿㍍es

b自tim61its　aI1副1oglles：

　　1％Pour　les　avaries　communes；

　　1タ6Pour　les　recours　de　tiers－

　　Et，Pour　les　avaries　particu1iさres：

・・／1独1ギll

・・／1擦淡

・・／1籔ギll
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　pr61ev6es　sur　la　valeur　agr66e　du

naVire：

　　　2％，si1e　navire　n’a　pas　plus　de

20ans；

　　326，s’il　a　de20主25ans；

　　4％，s’ilade25差30ans；

　　5％，s’il　a　plus　de30ans．

　　L’盆ge　du　navire　compte　de　Ia　date

de　son　premier　per㎜is　de　navigation

Ou・≧d6faut　de　justi丘cation　de　cette

date，du　1冊　janvier　de1’ann6e　de　sa

construction，　jusqu’au　jour　de　son

entr6e　au　port　o亡　s’e舐ectuent　les

r6parations．

　　§8一＿Les　primes　des　empmnts主1a

grosse　contract6s　dans　un　port　de

reIache，　commissions　　d’avance　de

fonds，int6rεts　ou　tous　autres　frais

proPortionne1s　sont　venti16s　et　ne

sont　supPOrt6s　par　les　assureurs　que

proportiome1lement　え　1’indemnit6

nette≧leur　charge，　6tablie　d’aprさs

Ies　conditions　de　la　po1ice．

　　Si　1’emprunt　≧　Ia　grosse　a　6t6

contract6pour　un　terme　plus61oign6

que　celui　du　voyage　en　cours，　la

prime　est　r6duite註ce　qu’e1le　eOt

6t6pour　le　terme　dudit　voyage　en

cours，　suivant　apPr6ciation　註　faire

par　anlis　communs一》

〔第23条一単独海損

　　1．海損の精算にあたっては，船舶を

堪航状態に回復するために必要であると

鑑定人によって証明された取替費および

修繕費のみが考慮される。被保険老はこ

の他には減価．休業，その他の原因に対

するいかなるてん補を請求することもで

きなし・。



　S’i1y　a　concours　de　plusieurs　de

ces　chefs　de　r6clamation，1a　franchise

retenue　ne　peut　εtre　sup6rieure　≧

ceue丘x6e　ci－dessus　pour　1es　avaries

particuliさres，aug1nent6e　de126・

　S11正1es皿3マires主vapoI1正　et　‘三el1x

皿aviglla皿t　ex‘三1皿9iTeme皿t主1，3ide　do

㎜0t011rS：

　1％　Pour　les　recours　de　tiers・

　Et，Pour1es　avaries　particuliさres：

　2劣jusqu’さ　20ans；

　3％de　plus　de　20ans　jusqu’註　25

anS；
　4％de　plus　de　25ans　jusqu’き30

anS；
　5％au　delきde30ans－

　Il　ne　sera　retenu　aucune　franchise

pour　les　avaries　communes・

　L’自ge　du　navire　compte　de　la　date

de　son　premier　permis　de　navigation，

ou，註　d6faut　de　juti丘cation　de　cette

date，du　1帥janvier　de　1’ann6e　de　sa

const1＝uction，　jusq1ユ’au　jour　de　son

entr6e　au　port　oi　s’e妊ectuent　ses

r‘ParationS．》

〔第18条一1．単独海損であると共同海

損であるとを問わず，海損の精算にあた

っては，船舶を堪航状態に回復するため

に必要であると鑑定人によって証明され

た取替費および修繕費のみが考慮される。

被保険者はこの他には減価，休業，その

他の原因に対するいかなるてん補を請求

することもできない。

　2．保険老はこれらの取替えおよび修

繕が入札の方法により行なわれるよう要

求することができる。

　3．被保険老がこの要求に従わなかっ

たときは，第17条および本条以下の各項
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　2、（1928年証券第18条第2項と同
じ。）

　3．　（動詞sera並がseraに変り，言

及条文が変ったほかは，1928年証券第18

条第3項と同じ。）

　4、（1928年証券第18条第4項と同
じ。）

　5．（言及条文が異なるほかは，1928

年証券第18条第9項と同じ。）

　6．（1928年証券第18条第10項と同
じ。）

　7、単独海損は，船舶の協定保険価額

から常に以下の免責歩合額を控除してて

ん補される。

　船令20年未満のとき，2パーセソト。

　船令20年から25年のとき，3バーセソ

ト。

　船令25年から30年のとき，4パーセソ

ト。

　船令30年を超えるとき，5バーセソト。

（以下，1928年証券第17条最終項と同
じ。）

　8．避難港で契約された冒険貸借の利

息，前渡金手数料，利子またはその他す

べての比例的費用は分割評価され，本保

険証券の条件によって保険老の負担とな

った本来の責任額に比例して保険者これ

を負担する。

（第2号は，1928年証券第18条第14項と

同じ。）〕
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に定める免責歩合および控除額とは関係

なく，取替費および修繕費の総額から25

パーセソトカミ減額される。

　4．修繕費明細書の作成日と入札目と

の問の期問が三日を超えたときは，保険

者は超えた期間の船員の食料および給料

を負担し，期間保険では保険料の経過は

停止する。

　9．単独海損の精算においては，船員

の食料および給料は，本条第4項および

以下の第20条に定める場合を除き，いか

なる場合においても保険者その責に任じ

ない。

10・　ヴェリタスまたはその他のすべて

の船級協会におげる船舶の再格付け費用

は，いかなる場合においても保険老その

責に任じない。

13、避難港で契約された冒険貸借の利

息，前渡金手数料，利子またはその他す

べての比例的費用は分割評価され，上に

定める基礎によって保険著の負担となっ

た本来の責任額に比例して保険者これを

負担する。

14．冒険貸借が当航海の期間より長い

期間について契約されたときは，利息は

協議によってなされる評価にしたがい，

当航海期間について支払われた筈の利息

に減額される。〕

〔第17条一精算は，保険老によって，船

舶の保険価額から常に以下の免責歩合額

を控除して行なわれる。

　推進機関の有無を問わず帆船の場合，

並びに艀舟，平底船およびその他類似の

船舶の場合

　共同海損については，1パーセソト。

　第三者の求償については，ユパーセソ

ト。

　また，単独海損については，
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　これらの項目の請求のうちいくつかが

競合する場合には，控除される免責歩合

は個表の単独海損について上に定める免

責歩合に1パーセソトを加えたものを超

えない。

　汽船およぴ専ら毛一夕一のカを借リて

航行する船舶の場合

　第三者の求償に、ついては，1パーセソ

ト。

　また，単独海損については，

　20年未満は2パーセソト。

　20年以上25年未満は3パーセソト。

　25年以上30年未満は4バーセソト。

　30年以上は5パーセソト。

　共同海損については，いかなる免責歩

合の控除も行なわない。

　船令は最初に航海を許された目，また

は，その目が証明できないときは，建造

の年の1月1目から，修繕をなす港に入

った目までを計算する。〕

　《ART．18一＿§5．＿S11正　t011tes　‘1‘一

po皿sos8皿㍍e8叩eoe11es卿iso皿t
spξoiales　主　1a63正ε皿e　et811d011b13ge，

i1est　op6r6，Pour　d雌6rence　du　vieux

au　neuf，1es　r6ductions　suivantes：

　P0〃712S刎砂｛7召∫00”5｛物”∫　伽　あ0ξ∫：

　Pendant　la　premiさre　am6e　de　la

construction，Pas　de　r6duction；
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　《ART．24一＿Di雌m皿㏄d■vie11正田11

m凹f．

　§1o「一一Sur　toutes　les　d6penses　aut・

res　que　cel1es　qui　sont　sp6ciales主1a

carさne　et　au　doub1age，　i1　est　Op6r6

pour　di肚6rence　du　vieux　au　neuf，

leS　r6duCtiOnS　SuiVanteS：

　P0刎71召∫棚砂ゴ725　C0閉5f7””S召閉　あ0｛S＝
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　　Pendant1a　deuxiさme　ann6e，rξduc－

tion　de　1／56－

　　Au　de1≧de　deux　ans，r6duction　de
ユ／3－

　　P0〃1ε∫刎砂伽∫ω郷物〃∫肋加70〃

刎刎地ダ

　　Pendant1a　premiさre　et1a　deuxiさme

ann6e　de　la　construction，　Pas　de

］＝6duction；

　　Pendant1a　troisiさme　et　la　quat・

riさme，r6duction　de　1O％；

　　Aprさs4ans　jusqu’差15ans，15％；

　　Aprさs15ans　jusqu’註20ans，20％；

　　Aprさs20ans　jusqu’註25ans，25％；

　　Au　de1註de25ans，1／3．

　　Pour　ces　navires，1es　remplacemets

et　r6parations　spξciaux　乞　1a　voi1ure

et　au　gr6ement　subissent1es　r6duc－

tiOns　pr6vues　p011r　les　navires　en　bois．

　　Pour　tous　navires，　la　r6duction

sur　les　ancres　et　chaines－c盆bles　n’est

jamais　sup6rieure註15％一

　　Pour　le　calcu1　des　r6ductions　ci－

dessUs，1’盆ge　du　navire　est　c0王npt6

co正nme　il　est　dit主　1’article　17．

　　§6．一S11r　los　d6p011s．…s　sp6oi31es主

1竈　6趾さne　et　all　domb13ge，　i1　sera

op6r61es　r6ductions　suiマants：

　　Po〃712∫〃α砂〃‘∫倒昭　5oケ∫，　d，un　qua－

rante－huitiさme　par　mois　6cou16，乞

1’exception　de　ceux　construits　sur

franc－bord，Iesque1s　subissent　toujours

une　r6duction　du　tiers．

　　1『o〃7　12∫　地α砂｛728　2閉ノを7o〃　召閉　α‘づ27，

d’un　douziさme　par　mois6cou16pour

les　naviresきT0iles，et　d’un　huitiさme

par　mois6cou16pour1es　naviresき

vapeu「・
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　　Pendant　la　premiさre　ann6e　de－a

const1＝uction，Pas　de　r6duction；

　　Pendant1a　deuxiさme　am6e，r6duc－

tion　de　1／5o；

　　Au　deI≧de　deux　ans，r6duction　de

1／3－

　　P㎝π12∫舳〃2∫ω郷肋〃8伽声r
0〃　2加　αO｛2r＝

　　Pendant　la　premiさre　et　la　deuxiさme

annξe　de　la　construction，　Pas　de

r6duCtiOn；

　　Pendant1a　troisiさme　et1a　qua－

triさ正ne，r6duction　de　1O％；

　　Aprさs4ans　jusq1ユ’註15ans，15％；

　　Aprさs15ans　jusqu’註20ans，20％；

　　Aprさs20ans，jusqu’主25ans，25％；

　　Au　de1註de25ans，1／3．

　　Pour　ces　navires，1es　remp1acements

et　r6parations　sp6ciauxき　1a　voilure

et　au　gr6ement　subissent　les　r6duc－

t三〇ns　pr6vues　pour　les　navires　en

bois．

　　Pour　tous　navires，1a　r6duction　sur

les　ancres　et　chaines－cables　n’est

jamais　sup6rieure≧　15％．

　　§2．＿Sur　les　d6penses　sp6ciales註

1a　carさne　et　au　doub1age，　i1　sera

op6r6　≧　forfait　une　τ6duction　　de

mOiti6．

　　§3．＿Dans　tous　les　cas　o缶　i1y　a

1ieu　≧　la　r6duction，　en　sont　seu1s

except6s　1es　frais　de　pi1otage，　de

remorquage，de　port，d’expertises，

frais　judiciaires　ou　consulaires，et1e

remp1acement　des　vivres　perdus．La

】＝6duction　n’a　pas　1ieu　non　p1us　sur

les　d6penses　de　r6parations　provisoi－

res　qui　n’auront　pas　pro刑＝6au　navire，



　　Pour　l’application　de　ces　r6ductions，

les　d61劃is　courent　depuis　le　jOur　oi

1a　derniさre　carさne　a　6t6　faite　ou　le

dernier　doub1age　appliqu6一

　　§7。＿Dans　tous　les　cas　oもi1y　a

lieu註1a　r6duction，en　sont　selユls　ex－

cept6s　　1es　　frais　de　　pilotage，　de

remorquage，　de　port，　d’expertises，

f1＝ais　judiciaires　ou　consulaires，et　le

remplacement　des　vivres　perdus．La

r6duction　n’a　pas1ieu　non　p1us　sur

1es　d6penses　de　r6paratiOns　prOvisOi－

res　qui　n’auront　pas　pl＝o丘t6au　navire，

！orsqu，il　a　re1ev6pour　comp16ter　ses

r‘parations．La　r6duction　est　Op6r6e

surtoutesautres　d6p㎝ses，mεme
ce1les　de　location　d’apParaux，　Pon・

tons，　9I＝ils，　chantiers　ou　　bassins，

tota－is6es　comme　s三1a　r6paration

avait　6t6　adjugξe　き　forfait　et　主

rentreprise，mais　sous－a　d6duction

du　produit　net　des　vieux　doublages

et　autres　d6bris．

　　§8．＿Lorsque，sur　ravis　des　experts，

des　membrures，t61es　ou　autres　piさces

aVariるeS　du　naVire　aurOnt6t6Sin1p1e－

ment　6CarV6eS，SeCtiOm6eS，re血eS・

s6es　ou　　1＝6par6es，　au　lieu　d’εtre

int6gralement　remplac6es，1es　r6para・

tions　ainsi　faites　ne　subiront，　Par

d6rogationきce　qui　pr6cさde，　aucune

r6duct三〇n　pour　diif6re匝ce　du　vieux

auneuf一》

〔第18条一5．船底およぴ金属被覆部に

特有な費用以外のすべての賓刷二ついて

は，新旧交替額として以下の控除が行な

われる。

　　木造船の場合。
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1orsqu’i1a　relev6pour　comp16ter　ses

r6parations．La　r6duction　est　op6r6e

surtoutesautresd6penses，mεme
cenes　de　location　d’apParaux，　Pon・

tons，　9rils，　chantiers　　ou　　bassins，

totalis6es　comnle　si　1a　r6paration

avait　6t6　adjug6e　註　　forfait　et　き

1’entreprise，正nais　sous　工a　　d6duction

du　produit　net　des　vieux　doublages

et　autres　d6bris．

　　§4。＿Lorsque，sur　l’avis　des　experts，

des　membrures，t61es　ou　autres
piさces　avari6es　du　navire　auront6t6

simplement6car↑6es，sectionn6es，re・

dress6es　ou　r6par6es，au　1ieu　d’εtre

int6graleme皿t　re加Plac6es　les　r6para－

tions　ainsi　faites　ne　subiront，　Par

d6rogation麦ce　qui　pr6cさde，　aucune

r6duction　pour　di任6rence　du　vieux

auneuf一》

〔第24条一新旧交替額

　　1一（r船令の計算について第17条を適

用する」という最終号が削除された以外

は，1928年証券第ユ8条第5項と同じも）

　　2．船底および金属被覆部に特有な費

用については，契約上半額が控除される。

（第3項および第4項は，1928年証券第

18条第7項および第8項と同じ。）〕
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　建造後1年以内については，控除され

ない。

　第2年目，5分の1の控除。

　2年以上経過後，3分の1の控除。

　鉄船または鋼船の場合直

　建造後1年以内および第2年目，控除

されない。

　第3年目および第4年目，10パーセソ
トの控除。

　4年後15年未満，ユ5パーセント。

　15年後20年未満，20パーセソト。

　20年後25年未満，25パーセソト。

　25年以上経遇後，3分の1。

　これらの船舶の場合，帆および索具に

特有な取替えおよび修繕は，木造船につ

いて定められた控除による。

　すべての船舶について，錨および錨鐘

についての控除は，15パーセソトを超え

ない。

　上記控除割当を計算するにあたって，

船令は第17条に定める通りに計算される。

　6．船廣およぴ金属被覆部に特有な費

刷こついては，以下の控除が行なわれる。

　木造船の場合，1ケ月経過する毎に48

分の1。但し乾舷になされる金属被覆

にっいては，常に3分の1の控除を受げ
る。

　鉄船または鋼船の場合，帆船について

は1ケ月経過する毎に12分の1，また汽

船については1ケ月経過する毎に8分の

1。

　これらの控除の適用にあたっては，期

間は最後に船底が造られた日，または最

後に被覆がなされた日から開始する。

　7．控除がなされるすべての場合にお

いて，水先案内，曳船，出入港，鑑定の

費用，裁判費用または領事費用，および

喪失食料の補充は控除から除外される。
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修繕のために必要であり，船舶の利益と

は次らない仮修繕費についても，控除は

行なわない。属具の賃借料，平舟，船台，

船渠または碇泊区の費用などその他すべ

ての費用については，修繕が入札によっ

て行なわれた場合に準じてこれを合計し，

それについてこの控除を行なう。合計に

際し，金属被覆，その他残存物の純売却

額は，これを控除する。

　　8．鑑定人の意見に基づき，肋材，鉄

板その他船舶の海損都分が取替えられる

ことなく，単に接合，分割，矯正または

修理されたときは，その修繕については，

前項の規定にかかわらず，新旧交替額に

ついていかなる控除も行なわれない。〕

　　《ART．20一＿Lorsque　1e　navire　a

6prouv6des　avaries　ら　1a　charge　des

assureurs，et　qu’il　se　trouve　dans　un

pOrt　de　re1ache　oi　1es　r6parations

seraient　impossib1es　ou　trop　dispen－

dieuses，1e　capitaine，　sur　1’avis　con一

｛orme　de1’agent　des　assureurs，ou，

きd6faut，du　consul　de　France，devra

s’y　borner　aux　r6parations　jug6es

indispensables，　et　a11er，　au　　besoin

avec1’aide　d’m　remorqueur，1es　com－

p16te1＝　au　port　1e　plus　convenable

○直　elles　pourraient　s’e迂ect1ユer　avec

6COnOmie，

　　Pendant　les　trajets　ainsi　faits，en

dehors　des　op6rations　commercia1es

du　navire，　Pour　a11er　du　port　de

re1会che　au　port　de　r6parations　et　en

revenir，1a　prime　ne　court　pas　dans

1eS　aSSuranCeS差terme；leS　ViVreS

et　gages　d’6quipage　et　les　f】＝ais　de

remorq1ユage　sOnt　き　1a　charge　des

aSSureurS．
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　　《ART．25．＿Voyages　p011正r釦町a・

ti①Ils．一L01＝sque　1e　navire　a　6prouv6

des　avaries註1a　charge　des　assureurs

et　qu’il　se　trouve　dans　un　port　o亡

1es　r6parations　seraient　impossibles

ou　trOp　dispendieuses，le　capitaine，

sur1’avis　conforme　du　repr6sentant

des　assureurs，ou，乞d6fa1ユt，du　consu1

de　France，　devra　s’y　borner　aux

r6parations　ju96es　indispensab1es，et

al1er，au　besoin　en　remorque　les

comp16ter　au　port　le　plus　convenab1e

oi　e11es　pourraient　s’e丘ectuer　avec

6COnO皿ユie．

　　Pendant1es　trajets　ainsi　faits，et

きcondition　qu’ils　le　soient　en　dehors

des　oP6rations　commerciales　du　na－

vire，1a　prime　ne　court　pas　dans　les

証SSuranCeS　き　terIne＝　leS　ViVreS　et

gages　d’6quipage　et　les　frais　de　re－

morquage　sont主1a　charge　des　assu－

reurS．

　　Leα1pitaine　devra6galement　ne
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　Le　capitaine　devra6ga1ement　ne

pOint　faire　doubler　ou　car6ner　son

navire　au　port　de　re1盆che，　s’il　est

reconnu　par　1es　experts　que　cette

d6pense　peut　εtre　ajOurn6e　≧　　un

moment　plus　opPortun．

　Pendant　le　temps　oO　1e　navire

sξjourne　dans　le　port　de　re1会che　en

attendant　des　piさces　de　rechange　qui

Iui　sont　envoy6es　d’ail1eurs　et　sans

lesquelles　i1　ne　pourrait　continuer

sOn　　vOyage，　1es　vivres　et　gages

d’6quipage　sont6ga1ementき1a　charge

des　assureurs，et　la　prime，dans　les

assurances主terme，cesse　de　courir。》

〔第20条一船舶が保険者の負担に属する

海損を被り，かつ船舶がその修繕の不可

能な港または著しく費用を要する避難港

にあるときは、船長は，保険者の代理人，

またはそれがいないときはフラソス領事

の勧告にしたがい，そこでは不可欠と判

断される修繕のみをなし，必要があれぱ

曳船の助げを借りて，修繕が経済釣に行

なわれうる最も都合のよい港へ修繕のた

めに回航しなけれぱならない。

　避難港から修繕港に向い，そこから戻

るためになされる上記の回航期間中は，

それが船舶の商業活動の範囲外である限

り，期間保険において，保険料は経過し

ない。船員の食料，給料および曳航の費

用は保険者の負担とする。

　船長もまた，その費用の支払いが一層

都合のよい時期まで廷期されうることが

鑑定人によって鑑定されたときは，避難

港においてその船舶を被覆しまたば船底

の修繕を荏すことはできない。

　船舶が避難港において，その船舶に向

け他所から発送され，かつそれなくして
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point　faire　doub1er　ou　car6ner　son

navire　au　port　oi　i1　se　trOuTe　en

avaries　s’i1est　reconnu　par　Ies　ex－

perts　que　cette　d6pense　peut　εtre

ajoum6eきun　moment　plus　opPortun・

　Si1e　navire　s6journe　dans　un　port

de　re1含che　en　attendant　des　piさces

de　rechange，qui　lui　sont　envOy6es

d’ai11eurs　et　sans　lesquelles　il　ne

pourrait　continuer　son　voyage，les

vivres　et　gages　d’6quipage　　sont

6galement≧1a　charge　des　assureurs，

et　la　prime，　dans　les　assurances　註

terme，cesse　de　courir　pendant　Ia

durξe　de　cette　attente一》

〔第25条一修繕のための航海一船舶が保

険考の負担に属する海損を被り，かつ船

舶がその修繕の不可能な港または著しく

費用を要する港にあるときは，船長は，

保険老の代理人，またはそれがいないと

きぱフランス領事の勧告に従い，そこで

は不可欠と判断される修繕のみをなし，

必要があれぱ曳航されて，修繕が経済的

に行たわれうる最も都合のよい港へ修繕

のために回航し底けれぱならない。

　上記回航期問中は，それが船舶の商業

活動の範囲外である限り，期間保険にお

いて，保険料は経過しない。船員の食料，

給料および曳航の費用は保険考の負担と

する。

　船長もまた，その費用の支払いが一層

都合のよい時期まで延期されうることが

鑑定人によって鑑定されたときは，海損

を被った状態で碇泊している港に。おいて

その船舶を被覆しまたは船底の修繕をな

すことはできない。

　船舶が避難港において，その船脚こ向

け他所から発送され，かつそれなくして



は航海を継続することが不可能である代

替部品を待って碇泊している期間中は，

船員の食料および給料は同1二く保険老の

負担とし，期聞保険において保険料は，

その経過を停止する。〕

　《ART．1＆＿§12．＿La　contribution

du　navire　aux　avaries　co血munes皿’in・

combe　aux　assureurs　que　proportion・

nenement主1a　valeur　assur6e，d6・

ductio皿faite，s’i1y　a1ie1ユ，des　avaries

particuliさresき1eur　charge。

　§11、一Les　rξductions　pour　di伍6r－

ence　du　vieux　au　neuf五x6es　par　les

pr6c6dents　paragraphes　du　pr6sent

artlcle　s’apPllquent6galement　aux

r6parations　du　navire　qui　auraient

6t6admises　en　avaries　commmes》

〔第18条一12．船舶の共同海損分担額

は，協定保険価額に比例してのみ保険者

これを負担する。保険者の負担に帰する

単独海損があるときは，これを協定保険

価額より控除する。

11．本条前各項に定める新旧交替額の

控除は，共同海損に認容された船舶の修

繕についても同様に適用される。〕
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は航海を継続することが不可能である代

替部品を待って碇泊しているときは，船

員の食料および給料は同じく保険者の負

担とし，期間保険において，保険料はこ

の待機期間中その経過を停止する。〕

　《ART．26。＿Av肛ies　oommlmes．

　§1飢。一La　contrib－1tion　du　navire

aux　avaries　commmes　est　re㎜bour－

s6e　par　les　assureurs　sans　d6duction

de　fra皿chise；toutefois，eue　ne　1eur

incombe　que　proportiomel1ement主
1a　valeur　assur6e，　d6duction　fai1＝e，

s，ilyalieu，desavariesparticuliさres

主1eur　charge，　la　responsabi1it6　des

assureurs6tant　limit6e主1a　somme

obtenue　par　apPlication　du　taux　de

la　contributionき　1a　valeur　assur6e，

ainsi　rξduite，　1e　cas　6ch6ant，　sans

que　cette　somme　puisse　exc6der　le

montant　incombant註1’assur6．

　§2．一Les　r6ductions　pour　diffξrence

du　vieux　au　neuf，　五x6es　主　1’a1＝ticle

24，s，apPliquent6ga1ement　aux　r6pa－

ratiOnS　du　naVire　qui　auraient　6t6

admises　en　avaries　commmes．

　§3．＿Les　rさglements　d，avaries　com－

munes　pourrontεtre6tablis　confor－

m6ment主1a　loi　fran喫ise　ou　aux

Rさgles　d’York　et　d’Anvers，si　cette

convention　es1：　stipu16e　au　contrat

d，a妊rさtement．Dans　le　cascontraire，ils

devrontεtre6tablis　conform‘mentaux

lois　et　usages　du　port　de　destination－

　Le　pr6sent　paragraphe　ne　d6roge

en　rien　aux　dispositions　du　pr6sent

contrat　en　ce　qui　concerne　1e　rさgle－

ment　entre　aSSureurS　et　aSS皿e，et，en

cons6quence，1es　rさgIements　d’avaries
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194

c01］11munes　serOnt，　le　cas　6ch6ant，

redres曇s　en　conformit6　desdites

dispositions，eu　6gard，notamment

aux　indemnit6s　qui　pourraient　εtre

Cla鋤eS　en　帥arleS　COmmuneS　a1ユ

proft　du　navire　pour　d6pr6ciation　ou

pour　ch6mage．

　§4．一Le　capitaine　et　1’assur6　sont

autoris6s　≧　ne　pas　proc6der　き　un

rさgIement　de　r6partition　pour　les

avaries　du　navi1＝e　ou　les　frais　ayant

le　caractさre　d，avaries　communes　et

dont1’importance　ne　d6passerait　pas

1％de　la　valeur　agr66e　sur　cOrps　et

machines，sans　toutefois　que　le　tota1

de　ces　d6penses　puisseεtre　sup6rieur

主　cent　cinquante　mil1e　francs　（150，

000　francs）。》

〔第26条一共同海損

　1．船舶の共同海損分担額は，免責歩

合額を控除せずに保険者これをてん補す

る。但し，協定保険価額に比例してのみ，

保険者これを負担する。保険者の負担に

帰する単独海損があるときは，これを協

定保険価額より控除する。保険者の責任

は，分担率を上記の如く控除された協定

保険価額に乗じた金額を限度とする。こ

の金額は被保険老の負担額を超えてはな

らない。

　2．第24条に定める新1日交替額の控除

は，共同海損が認容された船舶の修繕に

っいても，同様に適用される。

　3．共同海損の精算は，運送契約にそ

の定めがあるときは，フラソスの法律ま

たはヨーク・アソトワープ規貝に従って

行なわれる。その定めがない場合は，目

的港の法律および慣習に従って繕算され

る。



　《ART．19．＿En　cas　d’6chouement

suivi　de　remiseき　flot，ainsi　que

d’aSSiStanCe　au　naVire　en　d6treSSe

et　de　sawetage　en　mer，tous1es

frais　expos6s　pour　le　renHouement，

1’assistance　e1：　le　sauvetage　seront

rembours6s　sans　franchise，au　prorata

des　sommes　assur6es，mεme　dans－es

assurances　souscrites　franc　d’avaries．

　　Il　en　est　de　Inεme　1orsque　des

objets　du　navire　ont6t6　sacr脆6s　au

cours　de　ces　oφrations，mais　le岨

remplacement　subira1es　r6ductions

pr6vues　par1，ar1：icle　18．

　　Lorsque　le　navire　a　ull　chargement

主b01＝d，1es　assureurs　ne　devront，au

p1＝orata　des　sommes　assur6es　et　dans

les　limites服6es　par1，artic1e18§12，

q1ユe　la　paτt　contributive　incombant

a1ユ　navire　dans　les　frais　et　sacriices

ci－dessus．

　　Les　dispositions　du　pr6sent　article

ne　s，apPliqueront　pas　aux6chouages
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　　本項は保険者および被保険老との間の

精算に関しては，本契約の規定を変更し

ない。従って，共同海損の精算は，本規

定に基づいて，特に滅価または休航につ

いて船舶の利益のために共同海損に認容

されたてん補に関して，これを再精算す

ることができる。

　　4．船長お．よび被保険着は，共同海損

の性質を有する海損または費用（船舶ま

たは積荷に関する海損または費用）で，

その金額が船体および機関の協定保険価

額の1バーセソトを超えないものについ

ては，分担の精算を行在わないことがで

きる。但し，これらの費用の総額が15万

フラソを超えたときはこの限りでたい。〕

　　《ART－27．＿D6I，emes　d，assis胞皿oe

et　do　s3－wetage・一En　c亭s　d’6choue・

㎜ent　suivi　de　remise主iot，ainsi

que　d’assistance　au　navire　en　d6tresse

et　de　sauvetage　en　mer，tous－es　frais

expos‘s　po皿1e　renflouement，1，assis・

tanCe　et　le　SauVetage　SerOnt　renl－

bours6s　sans　franchise　au　prorata　des

sommes　assur6es，血εme　dansles　assur－

ances　souscrites　franc　d，avaries．

　　I1en　est　de　㎜εme　lorsque　des

objets　du　navire　ont6t6　sacrii6s　a口

cours　de　ces　op6rations，mais　le岨

remp1acement　sublra　les　r6ductlons

pr6vues　par1’article24．

　　Lorsque　le　navire　a1ユn　chargement

主　bord，1es　assureurs　ne　devront，au

prorata　des　sommes　assur6es　et　da皿s

les　limites　丘x6es　par　1’article　26，

paragraphe1師，　que　la　part　contri－

butive　incombant　au　navire　dans　les

frais　et　sac1＝iices　ci－dessus．

　　Les　dispositions　du　pr6sent・article
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r6sultmt　du　jeu　normal　des　mar6es，

non　plus　q1ユ，aux6chouements　sur－

vems　soit　dans　les　canaux　maritimes，

soit　dans　Ies　刮el1ves　et　riviさres　en

a！nont　des　points　atteints　l〕ar　les

mar6eS．》

〔第19条一引卸しを必要とする座礁並び

に難破船の救援およぴ海上救助の場合に，

離礁，救援および救助に必要な費用は，

単独海損不担保の条件の保険においても，

免責歩合の控除を行なわずに，保険金額

に比例しててん補される。

　上記の作業中に船舶の一部が犠牲に供

されたときも同様である。但し，その取

替えについては第18条に定める控除が適

用される。

　船舶が積荷を積載しているときは，保

険者は，保険金額に比例し，かつ第18条

第12項の定めるところを限度として，上

記の費用およぴ犠牲に対する船舶の分担

額についてのみ，その責に任ずる。

　本条の規定は，潮の通常の干満によっ

て生じた座洲，および運河または河川に

おいて潮の到達する上流地点で生じた座

礁については，適用されない。〕

　《ART－17．＿Les　rさglements　ne　sont

e伍ect－16s　par　les　assure11rs　que　sous

la　retenue　des　franchises　ci・aprさs，

toujours　　pr61ev6es　　sur　　la　　va1e1ユr

d，assurance　du　navire：

　S11！1e畠皿a7iros主T0iles，　a▼e6011

畠3皿畠1皿o1；e皿正9p正op1118e－1正s，8i11畠i　qlle

8皿■1閑o㎞b皿d昌，P釦iohos　et　a皿t正es

b全ti111e1ユt8a］a1og11e9：

1％Pour　les　recours　de　tiers、

S11正16s皿8▼ires主v3pe1］r　et　6ellx
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ne　s’apPliqueront　pas　aux6chouages

r6sultantdujeunoma1desmar6es，
non　plus　qu’aux　6chouements　surve・

nus　soit　dans　les　canaux　l＝血ariti－nes，

soit　dans　1es　五euves　et　riTiさres　en

amont　des　points　atteints　par　les

mar6eS。》

〔第27条一救援およぴ救助費

（第2項および第3項の言及条文が異な

る以外は，1928年証券第19条と同じ。）〕

　《ART．28．＿Reo011正s　ao　tie閑．一Le

montant　des　recours　de　tiers主1a

charge　des　assureurs　sera　rembo皿坐

sous　d6ductlon　d’1ユne　franchlse　de

mpourcent（1％）cal㎝16esurla
valeuragr66eduna叱e。》

〔第28条一第三者の求償一保険者の負担

に属する第三者求償の額ば，船舶の協定

保険価額の1バーセソト（1％）の免責

歩合額を控除しててん補される。〕



m▼ig㎜皿t帆o1msi爬ment主1’汕6化
mOt011正O：

　1％Pour1esrecoursdetiers・
　　　　　　　　　　　　　　　　・・》

〔第17条一精算は，保険老によって，船

舶の保険価額から常に以下の免責歩合額

を控除して行なわれる。

　推進機関の有無を問わず帆船の場合，

並びに艀舟，平底船およぴその他類似の

船舶の場合

第三著の求償については，1パーセソ
ト。

　汽船および専らモーターのカを借りて

航行する船舶の場合

　第三着の求償については，1パーセソ

ト。

　　　　　　　　　　　　　　　　・・〕
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　《ART．29．＿Co1li畠io皿011鵬sis向m6e

○皿t爬皿岬i鵬9dl1mεme8醐11正ε．一A1］

CaS　Od　le　naVire　aSSur6　entrerait　en

co11ision　avec　un　autl＝e　navire　apPar－

tenant　主　1’assur6，　ou　en　recevrait

assistance，il　est　express6ment　con・

venu　que　1e　rさ91eInent　aura　lie1ユ

comme　si　les　navires　apPartenaient
き　des　arI＝皿ateurs　di’ヨE6τents；1es　q1ユes＿

tlons　de　respo－1sab111t6de　la　col11s1on

ou　d’indemnit‘pour　services　rendus，

serOnt丘x6es，身1’6gard　des　int‘ress6s

sur　corps，Par　un　arbitre　unique，qui

sera　d‘sign6d’accord　entre　1es　assu－

reurs　et　l’assur6，ou，≧　d6faut　d，ac・

cord　par　ordonnance　du　Pr‘side口t

du　Tfibmal　de　Commerce　co血p6tent

rendue　sur　simple　requεte，et　qui　ne

statuera　qu’en　preII1ier　ressort・

　Il　en　sera　de　n1εme　da皿s1e　cas　oi
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　《ART．23．＿T01ユtes　pertes　et　avaries

きla　charge　des　assureurs　sont　pay6es

comptant，trente　jours　aprさs1a　remise

comp1さte　des　piさces　justi丘catives，au

porteur　de　ces　piさces　et　de　la　pr6sente

po1ice，sans　qu’i1soit　besoin　de　pro－

CuratiOn．》

　《ART．24＿Lors　du　re㎜boursement

d，une　perte　01ユ　d，une　avarie，　toutes

primes6chues　et　non6chues，dues

par1’assurξ，so1ユt，en　cas　de　fai11ite

ou　de　s11spension　de　paiements，

compen坐es，et1es　billets　acqui肚6s

donn6s　et　regus　pour　compta11七

　S’i1n’y　a　pas　fai11ite　ni　suspension

de　paiements，1es　assureurs　n’ont

droit　de　compenser　que　la　prime，
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1e　navi工e　assur6　heur［erait　un　corps

版e，mobile　ou且ottant　apPa計enant
き1’aSSur6、》

〔第29条　同　被保険者に属する船舶間

の衝突または救助一被保険船舶カミ，被保

険老の所有に属する他の船舶と衝突し，

またはその船舶から救助を受けたときは，

その船舶が他の船主に属したものとして

精算することを明白に約定する。船舶の

衝突に対する責任または提供された救助

行為に対する撮酬の間題は，船舶関係者

に対しては，保険老と被保険老との合意

によって選定された，または合意がない

ときはいずれか一方の申請に基づき管轄

商事裁判所長が命令をもって選定した，

一名の仲裁人によって決定される。商事

裁判所長は一審のみを審理する。

　被保険船舶が被保険者の所有に属する

固定物，可動物または浮遊物と衝突した

場合もまた同じとする。〕

　《ART．30．＿Paieme皿t　des　pe1tos　ot

a7a正1eS．

　§1帥．一Toutes　pertes　et　avaries乞

1a　charge　des　assureurs　sont　pay6es

comptant，trente　jours　aprさs1a　remise

comp1さte　des　piさces　jus倣catives，au

porteur　de　ces　piさces　et　de　la　pr‘一

sente　police，sans　qu’il　soit　besoin　de

procuration．

　§2．＿Lors　du　remboursement　d’une

perte　ou　d’me　avarie，toutes　primes，

6chues　01ユ　non，　dues　par　1，assur6，

Sont，en　cas　de　fai1lite　ou　de　suspen－

sion　de　paie㎜ents，compenφes，et　les

binets　acquitt6s　donn6s　et　reglユs　pour

comptant．

　S’il　I1’y　a　pas　fai－1ite，ni　suspension

de　paiements，　1es　assureurs　n，ont



mεme　nonξchue，de1a　police　objet

de1a　r6c1amation，et　toutes　autres

primes6chues．》

〔第23条一保険者の負担に属するすべて

の滅失および海損は，証明書類の完全な

提出後30目以内に，上記証明書類および

本保険証券の所持人に対し，委任状を必

要とせずに，現金で支払われる。〕

〔第24条一滅失または海損のてん補に際

し，被保険者が支払うべき一切の保険料

は，支払い期日が到来しているとまた支

払い期目が到来していないとを間わず，

破産または支払い停止の場合には相殺さ

れ，受取っていた手形は支払いのために

星示される。

　破産または支払い停止のいずれも存在

しないときは，保険者は，支払い期日が

到来Lていないものをも含み，請求の対

象となっている本保険証券についての保

険料，およびその他の支払い期目の到来

したすべての保険料とのみ相殺すること

ができる。〕

　《ART．32。＿Dans　tous　les　cas

entrainant　la　responsabi1it6des　ass一ユー

reurs，　chac1ユn　　d’eux　　n’est　engag6

qu，au　prorata　de1a　somme　pa＝1ui

souscrite，1aquelle　for－ne，Pou1＝chaque

voyage，la　lmlte　de　ses　engagements，

i1ne　peut　jamaisεtre　tenu　de　payer

au　de1主，　主　que1que　titre　et　pour

quelq1ユe　cause　que　ce　soit．》

　〔第32条一数人の保険老の責任を生ぜし

めるすべての場合において，各保1険者は

その引受金額に比例してのみその責に任

ずる。各航海毎に引受金額がその責任の

限度を恋し，いかなる名目およびいかな

る原因においても，この隈度をこえて支

払いの責に任ずることはない。〕
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droit　de　compenser　que　la　prime，

mεme　mn6chue，de　la　police，objet

de　la　r6clamatiOn，　et　tOutes　autres

pri㎜es6chues．》

〔第30条一滅失および海損の支払い

　1．（1928年証券第23条と同じ。）

　2．滅失または海損のてん補に際し，

被保険者が支払うべき一切の保険料は，

支払い期日が到来していると否とを間わ

ず，破産または支払い停止の場合には相

殺され，受取っていた手形は支払いのた

めに呈示される。

（第2号は，1928年証券第24条第2項第

2号と同じ。）〕

　《ART．31．＿I．imi愉tio皿‘les　emgage．

mo皿ts‘1os8ss11正e口固．＿Dans　tous　les

cas　entra£一1ant　la　τespoI1sabilit6　des

assureurs，chacun　d，eux　n’est　engag6

qu，a1ユprorata　de　la　som㎜e　paτ1ui

souscrite，laquelle　fo正me，Pol1r　chaque

VOyage，1a　limite　de　SeS　e口gagementS；

ilnepeutjamaisεtretemdepayer
au－de1≧き　quelque　tit1＝e　et　pour　que1－

que　CauSe　que　Ce　SOit．

　Toutefois，　le　capital　assur6　se

reconstituera　automatiquement　aprさs

chaque6v6nement，et　il　sera砒，sur

le工no皿tant　n6cessaire　きcette　recon－

stitutio口，une　surprimepropo耐iomelle

quiseraca1㎝16eparjoursurle
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temps口6cessaire　pour　ter血iner1e

voyage　aprさs1’命6nement；Pendant

les　s6jours　pr6vus　au　pafagraphe

3，　de　　l，article21，　1a　　su■prin1e　　se

calculeτa　par　quinzai口e　commenc6e

sur　1a　dur6e　du　s6j01ユr　restan1：　き

courir　aprさe1’6v6nement－La　su叩rime

pr6vueaupremierali皿‘anepourra，
en　auCun　CaS，εtre　in｛6rieure，POu1＝

c11aque　　rec01＝istitutiOn　　du　　capital

assur6，主quarante　centiI＝nes　pour　cent

francs（0，40％）du　Inontant　n6cessaire

き　Cette　reCOnStitutiOn．》

〔第31条一保険者の責任の制限一（第1

項は，1928年証券第32条と同じ。）

　但し，保険金額は各事故の後自動的に

復元する。復元に要する金額については，

事故発生後航海を終了するに必要な日数

に対して計算された割増保険料を，また

第21条第3項に定める碇泊期聞中は事故

発生後の碇泊日数につき15日を単位とし

て計算された割増保険料を支払わなけれ

ぱたらない。本項に定める割増保険料は，

いかなる場合においても，保険金額の復

元一回につき，復元に必要な金額100フ

ラソにつき40サソチーム（040バーセソ

ト）を下ってはならたい。〕

　《ART32＿As目11㎜皿60s　de　p111si－

011正8皿87i■OS畠一1正1111e　I皿ε1110POliOe．一

La　souscrip1：ion　de　chacun　des　assu・

reurs，exprim6e　par　rapPort　au　capi－

ta1　total　assur6，　est　r6partie　au

prorata　sur　chacun　des　capitaux

partie1s．

　L’assurance　est　consid6r6e　com！ne

faisant　robje1＝　d’une　pOlice　distincte

s岨chaquen帥ire。》

〔第32条　同　保険証券1；＝よる多数の船



　《ART．34．＿Compεto皿oo．＿§1r＿Par

d6rogation主toutes　dispositions　cont・

raires　des1ois　relatives主1a　comp6－

tence，les　assureurs　ne　peuvent　εtre

assign6s　que　devant　le　Tribuna1de

Commerce　du　lieu　oh　le　contrat　a

6t6sOuscrit，0u，au　choix　de1’assul＝6，

si1e　co口trat　a6t6　souscrit　par　un

agent　ou　mandataire，devant　1e
Tribunal　de　Commerce　du　siさge　de

1a　Compagnie　ou　du　domicile　de

1，assureur．

　§2。＿Toutefois，s三plus　de　la　moiti6

de　la　valeur　agr66e　du　navire　est

souscrite　sur　un　mεme　lieu，1，assur6

peut　assigner　devant　le　Trib1ユnal　de

Commerce　de　ce1ieu，d6jらsaisi　d’m

－itige，一es　autres　assureurs　pouτfaire

juger主1eur6gard　de1’assure1ユr．

　§3．一L’assur6pOurra　toujou「sεt「e

assigI16par　les　assureurs　devant　le

Tribunal　de　Commerce　du1ie1ユo亡1e

COntrata6t6SOuSCrit，1，aSSur6y
faisant61ection　de　doInicile．》

〔第34条一管轄一1．管轄に関する法律

のこれに反するすべての規定にかかわら

ず，保険者は契約が締結された地の商事

裁判所，または被保険者の選択により，

契約が代理人によって締結されたときは，

保険考の会杜の所在地または住所の商事

裁判所にのみ召喚されることができる、

　2．但し，船舶の協定保険価額の2分
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舶の保険一各保険老の引受額が総保険金

額との割合で定められているときは，各

保険者はその割合で個々の保険金額を分

担する。

　保険は各船舶につき別個の保険証券が

発行されたものとみなされる。〕

　　　　《、皿．COMPETENCES

　ART－33r§1e正．＿Par　d6rogationら

toutes　dispositions　c011traires　des　lois

relativesき1a　comp6tence，1es　assureurs

皿e　peuventεtre　assign6s　que　devant

le　Tribunal　de　Commerce　du　lieu　oi

le　cOntrat　a6t6sOuscrit，0u，au　choix

de　1，assur6，si　le　cOntrat　a6t6souscrit

par　un　agent　ou　mandataire，devant

1e　Tribuna1de　Commerce　du　siさge

de1a　Compagnie　ou　du　domicile　de

1，assureur．

　§2．＿Toutefois，si　plus　de　la　moiti6

de　la　valeur　agr66e　du　navire　est

SOuSCrite　Sur　un　mεme　lieu，1’aSSur6

peut　assigne1＝devant　le　Tribuna1de

Commerce　de　ce　lieu，d6負saisi　d’un

li1：ige，1es　autres　assureurs　pour　faire

juger≧1eur6gard1e　mεme　litige．

　§3FL’assur6，mεme　non　commer・

εaI1t，　pOurra　tOujOurs　εtre　assign6

par　les　assureurs　devant　le　Tribuml

de　Com血erce　du　lieu　o亡1e　contrat　a

6t6souscrlt，rassur6yfalsant61ectm

de　domici1e．》

　　　　　　〔㎜．管轄

　第33条一（第1項および第2項は，

1928年証券第34条第1項およぴ第2項と
同じ。）

　3、被保険者は，商人でたいときとい

えども，契約が締結された地に住所を選

定して，保険者からいつでもその地の商
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の1以上が同一地で契約されたときは，

被保険考は既に訴えが提起されたことを

条件とLて，同1二訴えのためにその他の

保険着をその地の商事裁判所に召喚する

ことができる。

　3．被保険者は，契約が締結された地

に住所を選定して，保険老からいつでも

その地の商事裁判所に召喚されることが

できる。〕

事裁判所に召喚されることができる。〕

　普通約款の変更個所は以上の通りであるが，ほとんど全面的に改訂されてい

るので，以下に，1928年証券との比較対照表を掲げる。そして最後に，1941年

証券普通約款，および追加特別約款（1946年10月1日の改訂により21の特別約

款が19になった）の全文を掲げておこう。

1941年証券

ART．1e工

ART．2

ART．3

ART．4A

　　　　　§1

　　　　　§2

　　　　　§3

　　　　　§4

　　　　　§5

　　　　　§6

　　　　　§7

　　　　B§§1～3

ART．5

1928年証券

ART．1e正変更。

ART．2　変更。

　　　　　新たに導入。

ART．4一部単語追加。

ART．5

ART．3

§1変更なし。

§2変更。

§3変更なし。

§4変更なし。

§5変更なし。

§6変更なし。

§7変更なし。

§§1～3変更なし。

前段分離変更。
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ART．6

ART．7　§1

　　　　　§2

ART．8　§1

　　　　　§2

　　　　　§3

　　　　　§4

ART．9

ART．10

ART．11

ART．12§1

　　　　　§2

　　　　　§3

ART．13§1

　　　　　§2

ART．14§1

　　　　　§2

　　　　　§3

　　　　　§4

　　　　　§5

ART，15

ART．16§1

　　　　　§2

ART．17

　　　　　前段分離変更。

ART．6　削除。

ART．7変更なし

　　　　　新たに導入。

ART．8§1変更なし。

　　　　　§2字句一都変更。

　　　　　§3変更なし。

　　　　　§4変更なし。

　　　　　特別約款より編入。

　　　　　特別約款より編入。

　　　　　特別約款より編入。

ART．9§1変更。

　　　　　新たに導入。

　　　　　§2字句一部変更。

　　　　　§3　削除。

ART．26§1字句一部変更。

　　　　　§2変更。

ART，25変更（航海保険証券）。

　　　　　変更（期間保険証券）。

　　　　　新たに導入。

ART．33§5変更。

　　　　　新たに導入。

　　　　　特別約款より編入。

ART．27字句一部変更。

　　　　　新たに導入。

　　　　　特別約款より編入。
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ART．18

ART．19§1

　　　　　§2

　　　　　§3

　　　　　§4

ART．20

ART．21§1

　　　　　§2

　　　　　§3

ART．22

ART．23§1

　　　　　§2

　　　　　§3

　　　　　§4

　　　　　§5

　　　　　§6

　　　　　§7

　　　　　§8（1）

　　　　　　　（2）

ART．24§1

　　　　　§2

　　　　　§3

　　　　　§4

ART．25

ART．26§1

　　　　　特別約款より編入。

ART．29変更（但し，第4号は変らず）。

ART．30変更。

ART．31変更（但し，第2，4号は変ら

　　　　　ずつ。

　　　　　特別約款より編入。

ART．28字句一部変更。

ART．10変更なし。

ART．11変更（但し，第2号は変らず）。

　　　　　新たに導入。

ARTS．12，13，14，15，16変更。

ART．18§1変更。

　　　　　§2変更なし。

　　　　　§3字句一都変更。

　　　　　§4変更なし。

　　　　　§9字句一部変更。

　　　　　§10変更なし。

ART．17変昆

ART．18§13変更。

　　　　　§14変更なし。

ART．18§5一部削除。

　　　　　§6変更。

　　　　　§7変更なし。

　　　　　§8変更なし。

ART．20変昆

ART．18§12変更。
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　　　　　§2

　　　　　　§3

　　　　　　§4

ART．27§1

　　　　　　§§2～3

　　　　　　§4

ART．28

ART．29

ART．30§1

　　　　　　§2

ART．31§1

　　　　　　但し書

ART．32

ART．33§§1～2

　　　　　　§3

　　　　　§11変更。

　　　　　特別約款より編入。

　　　　　特別約款より編入。

ART．19§1変更たし。

　　　　　§§2～3字句一部変更。

　　　　　§4変更たし。

ART．17変更。

　　　　　特別約款より編入。

ART．23変更なし

ART．24字句一部変更。

ART．32変更なし。

　　　　　新たに一導入。

　　　　　新たに導入。

ART．34§§1～2変更なし

　　　　　　§3変更。

　　　　　　　　　Poli㏄肚汕釦se

d・鵬Sl1ran㏄m肌itime　S11r　C0叩S　de　tOi1S　mマimS

主1・ex6111sion　des皿a▼ires　ae　pε6he，　de　p1aisanoe，

des70iliem　et　des　nwiresえmotellr311xiliaire

　　　　　（Impri㎜6du1趾D6cembre1941，

　　　　　　modi硫1e1e－0ctobre1946）

　　　　　　　　　　　　CONDITIONS　G厄N厄RムLES

　　　　　　　　　　　　　I．一RISQUES　COU7ERTS

ART．1甑．一Sont　aux　risques　des　assure1■■＝s，dans　les　conditions　ci－aprさs

　　d6termin6es，1es　dommages　et　pertes　qui　a耐ivent　au　navire　assur6
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　　　par　tempεte，naufrage，6choue－nent，abordage，jet，feu，exp1osion，

　　　pil1age　et　g6nをa1ement　par　tous　accidents　et　fortmes　de　mer．

　　　　　Ces　risques　demeurent　couverts　mεme　en　cas　de　changement

　　　forc6de　route　ou　de　voyage，ainsi　qu’en　cas　de　baraterie　de　patron，

　　　faute　du　capitaine，des　gens　de　mer　ou　des　pi1otes．

　　　　　Sont6gale㎜ent　aux　risques　des　assureurs，dans1es　mεmes　con－

　　　ditions，1es　dommages　et　pertes　caus6s　au　navire　par　des　fautes

　　　des　pr6pos6s　terrest工es　de　1’assu］＝6，　註　condition　que　ces　fautes

　　　n’aient　pas　le　caractさre　d，un　do1　ou　d’une　fraude，ainsi　que　ceux

　　　provoqu6s　par　un　∀ice　cach6　du　corps　ou　des　apParei1s　moteurs，

　　　pourvu　que　ces　dommages　et　pertes　ne　soient　pas　le　r6sultat

　　　d，une　faute　caract6ris6e　des　armateurs，ou　de1，un　d’eux，de　1eurs

　　　d1recteurs，chefs　d’agences，cap1ta1nes　d’armement　ou　chefs　du

　　　service　technique．　I1　est　toutefois　sp6cii6　qu’en　aucun　cas　le

　　　τemplace－nent　ou　la　r6paration　des　piさces　a丘ect6es　d’un　vice　cach6

　　　ne　seraき1a　charge　des　assureurs．

ART．2．＿R㏄011醐de　Tie固．＿Sontき1a　charge　des　assureurs，mεme

　　　dans　les　cas　pr6Yus　差　1’alin6a　3　de　1’article　1e正，　les　risques　de

　　　recours　de　tiers，autres　que　ceux　except6s　par　1es　pal＝agraphes6

　　　et7de　l’article仁A，exerc6s　contre1e　navire　assm＝6pour　abord－

　　　age　de　celui－ci　a∀ec　un　autre　navire　ou　heurt　du　navire　assur6

　　　contre　des　b註timents　iottants，digues，quais，estacades　ou　autres

　　　corps　ixes，mobiles　ou五〇ttants．

　　　　　I1en　sera　de　mεme，et　dans　les　mεmes　conditions，des　recours

　　　de　tiers　exerおs　contre1e　navire　assur6pour　dommages　occasionn6s

　　　par　ses　ancres　et　chaines，en　tant　qu，e11es　sont　reli6es　au　naYire1

ART．3．一Ch肌geme皿t．一Il　est　perm1s　d’embarquer　des　hommes，des

　　　chevaux，du　mat6rie1，des　munitions，des　matiさres　in五ammab1es，

　　　exp1osibles　ou　corrosives，et　g6n6ra1ement　toutes　facu1t6s　que1con－

　　　que，tant　dans　la　cale　que　sur　le　pont，dans　les　conditions　pr6vues

　　　　par　les　rさglements，les　usages　reconnus　du　commerce　ou　par　une

　　　autorisation　de1’autorit6comp6tente．
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II．一RISQUES　EXCLUS

ART．4．＿A．＿Les　assurems　sont　exempts，par　exception　et　d6rogation

　　　en　tant　que　besoinきce　qui　a6t6dit主1’artic1e　premier　quantきla

　　　garantie　de　la　baraterie　de　patron：

　　　　　r　Des　faits　de　do1et　de　fraude　du　capitaine；

　　　　　De　tous6マ6nements　que1conques　r6su1tant　de　vio1ation　de　blocus，

　　　　de　contrebande　ou　de　commerce　prohib6ou　clandestin；

　　　　　Le　tout，主moins　que1e　capitaine　I1，ait6t6chang6sans　l’agr6ment

　　　　de　rarmateur　ou　de　son　repr6sentant　et　remplac6par　un　autre

　　　　que　par1e　second；

　　　　　2．Des　dommages　et　pertes　provenant　de　vice　propre　ou　de

　　　　v6tust6，sauf　ce　qui　est　dit主1’article　premier　au　sujet　du　vice

　　　　cach6；

　　　　　3．De1a　piq肚e　des　vers　sur1es　parties　du　navire　non　prot696es

　　　　par　m　doublage　m6ta11ique；

　　　　　少De　tous　frais　d’hivernage，de　quarantaine　et　de　jours　de

　　　　p1anche；

　　　　　5o　De　toutes　les　cons6quences　qu’entrainent，pour1e　navire，1es

　　　　faits　quelconques　du　capitaine　ou　de1，6quipage主terre；

　　　　　ぴDe　tous　recours　exerc6s　par　qui　que　ce　soit，et　pour　une　cause

　　　　que1conque，えraison　de　dommages　ou　pr6judices　re1atifs　au　charge－

　　　　ment　et　aux　engagements　du　navire　assur6；

　　　　　　7o　De　tous　recours　exerc6s　pour　faits　de　mort　ou　de　b1essures

　　　　et　pour主ous　accidents　ou　dommages　corpore1s；

　　　　　　B．一I1est　express6ment　comenu　que　les　assureurs　sont　et

　　　　demeurent6trangerS：

　　　　　　1．Aux　primes　des　emprunts註1a　grosse　contract6s，ainsi　qu’aux

　　　　commissions　de　consignation　et　d’a▽ance　de　fonds　pay6es　en　tous

　　　　autres　lieux　que　dans　un　port　de　re1会che；

　　　　　　2．Alasaisieetventedunaviredansquelquelieuetpour
　　　　que1que　cause　que　ce　soit，ainsi　qu’aux　frais　de　1a　caution　qui
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　　　　pourraitεtre　fournie　pour1e1ib6rer　de　cette　saisie；

　　　　　3．Aux　e丘ets　de　toutes　d6terminations　de1’armateurえ1’6gard

　　　　des　cr6anciers，prises　en　vertu　de　I’article216du　Code　de　Commerce．

ART．5．一Risq11㊤s　Oe　G11erm．一Les　assureurs　sont　a伍ranchis　des　dom－

　　　　mages　et　pertes　provenant　de　guerre　civi1e　ou6trangさre，d’hosti－

　　　　1it6s，repr6sailles，caPtures，arrεts，saisies，contraintes，mo1estations

　　　　ou　d6tentions　par　tous　gouvemements　et　autoritξs　que1conques，

　　　d’explosion　de　torpi11es，de　mines　sous　marines，et　g6n6ralement

　　　de　tous　accidents　et　fortunes　de　guerre，ainsi　que　de　piraterie．

ART．6。＿Risq11es　de　grさ▼e．＿Les　assureurs　sont6gale㎜ent　a肚anchis

　　　des　dommages　et　pertes　provenant　d’6meutes，mouvements　popu－

　　　laires，9rさves，1ock－out，et　autres　faits　ana1ogues．

III．一DUREE　DES　RISQUES

ART．7。一D勧飢mhation　d1l▼oyage．＿Les　risques　de1’assurance　au

　　　　Y0yage　co㎜ent　du　moment　ou1e　navire　a　d6marr6ou　le∀61’ancre

　　　　et　cessent　au　moment　oO　i1a6t6ancr6ou　amarr6au　lieu　de　sa

　　　　destination．Toutefois，s’il　a　reCu　des　marchandises主bord，1es

　　　risques　courent　dさs1e　moment　oセi1a　commenc6きembarquer

　　　　la　marchandise　et　cessent　aussit6t　le　d6barquement　terminξ，sans

　　　exc6der　un　d61ai　de　q1ユinze　joujrs　aprさs1’arriv6e　au1ieu　de　destina－

　　　tion，註moins　qu’il　n’ait　charg6dans　ce　lieu　des　marchandises

　　　pour　un　autre　voyage　avant1’expiration　de　ce　d61ai，auquel　cas

　　　　les　risques　cesseront　aussit6t．

　　　　　Le　contrat　ne　peut　produire　aucun　e舐et　au　proit　de　I’assur6pour

　　　toute　assurance　au　voyage　dont1es　risques　n’auraient　pas　com－

　　　menc6dans1e　mois　de1a　date　de　sa　souscription，きmoins　qu’un

　　　autre　d61ai　n’ait6t6express611nent　cOnvenu．

ART8＿Q皿肌汕t3㎞e．＿La　quaranta1ne　est　coI1s1d6r6e　comme　fa1sant

　　　partie　du　voyage　qui　y　dome1ieu；n白nmoins，si　le　navire　assur6

　　　au　vOyage　va　faire　quarantaine　ai1leurs　qu，au　point　de　destination，

　　　les　assureurs　ont　droitきune　augmentation　de　prime　de　trois
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　　　quarts　pour　cent　par　mois，depuis　le　jour　du　d6part　pour1a

　　　quarantaine　juSqu’註Ce1ui　du　retOur．

　　　　　La　mεme　augmentation　de　prime　est　app1icab1e　au　cas　o泣1e

　　　navire　assur6au　voyage，trouvant　son　port　de　destination　b1oqu6，

　　　s6joume　devant　ce　port　ou　re1さve　pour　d’autres，　Dans　ce　cas，1es

　　　。。。。・。・。。。・・ti・…td・・・…i・1…i・q…p・・d・・tt…一・6j・…

　　　et　relさvements，sans　cependant　que　cette　pro1ongation　puisseεtre

　　　de　plus　de　six　moisきdater　de1’arriv6e　devant　ce　port　bloqu6；

　　　mais　i1s　ne　r6pondent　d’aucms　frais　ni　augmentations　de　d6penses

　　　r6sultant　de　ces　relさvements　et　s6jours，

　　　　　L’assur6peut　toujours　faire　cesser　les　risques　註　son　gr6　avant

　　　1eS　SiX　mOiS．

　　　　　En　cas　d’assurance註prime1i6e，i1est　accord6，sans　augmenta－

　　　tion　de　prime，quatre　mois　de　s6jour註partir　du　moment　od　le

　　　navire　alユra　abord6au　premier　port　od　il　doit　commencer　ses　op6ra－

　　　tions．Si1e　s6jour　dure　plus　de　quatre　mois，i1sera　da　aux　as－

　　　sureurs　une　augmentation　de　deux　tiers　pour　cent　par　chaque

　　　mois　supP16mentaire．

ART．9．＿Prolomgatio皿細e皿tlle1lo．＿Dans1es　assurancesきterme，1es

　　　risques　des　assureurs　cesseront　え　1a　date　pr6▽ue　dans　la　po1ice

　　　pour　son　expiration，6poque　ixe　quel　que　soit，きcette　date，1e　lieu

　　　○亡se　trouvera　le　navire．Toutefois，si，註ce　moment，le　navire

　　　fait　l’objet　de　r6parations　pour　cause　d’avaries　主　1a　charge　des

　　　assureurs，ou　se　trouve，au　cours　d’un　voyage，en6tat　d’avaries註

　　　1eur　charge，les　risques　couverts　par　la　pr6sente　po1ice　seront

　　　pro1ong6s，dans1e　premier　cas，jusqu’≧1’ach6vement　complet　des

　　　r6parations，certii6　par　1es　experts，et，dans　1e　second，jusqu’主

　　　1’achさvement　du　voyage，le　tout，moyemant　surprime　calcu16e　par

　　　jo皿supp16mentaire　de　risques．En　cas　de　perte　sous　l’empire　de

　　　cette　prolongation，la　prime　d’me　nouve11e　p6riode　de　six　mois

　　　　Sera　aCquiSe　auX　aSSureurS．
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1V．一厄TENDUE　ET　LIMITE　DE　L・ASSURANCE

ART．10．一I1est　permis　au　navire　d’entrer　ou　de　se　faire　remorqlユer

　　　dans　les　por［s，rades，riviさres　et　canaux，et　d’en　sortir　sans　pilote．

　　　Il　lui　est6ga1ement　permis　de　naviguer，soitえla　voile，soit　a7ec

　　　ses　appareils　moteurs，ensemble　ou　s6par6ment；de　faire　tous

　　　remorquages　et　sauvetages，et　de　prεter　toutes　assistances，6tant

　　　entendu　que　les　avaries6prouv6es　au　cours　de　ces　op6rations　de

　　　remorquage，de　sauvetage，et　d’assistance　ne　seront註1a　charge

　　　des　assureurs　qu，autant　que　1，assur6　n，aura　pu　en　recOuvrer1e

　　　　mOntant．

　　　　　Le　navire　est　6galement　couvert　pendant　ses　l＝6parations，son

　　　s6jour　dans1es　docks，sur　1e　gril　et　dans　1es　cales　sさches，sur1e

　　　s1ip　et　g6n6ra1ement　en　quelque　lieu　que　ce　soit，dans1es1imites

　　　de　navigation　pr67ues　par1a　police．

ART．11．一N町igations叩6cia1es．＿Les　navigations　ci・aprさs　sont　inter・

　　　dites，mεme　lorsqu’el1es　sont　comprises　dans　les1imites　dans

　　　　lesquenes　le　navire　est　assur6，mais　el1es　peuventεtre　co1ユver仁es

　　　　sous　r6serve　de　d6c1aration　pr6a1able　et　moyemant　s岨prime．

　　　　Toutefois，si1e　navire　assur6se　trouve　dans1’obligation　de　p6n6trer

　　　　dans　les　zones　interdites，Par　force　majeure　ou　pour　prεter　assist－

　　　　ance　ou　entreprendre　un　sauvetage，11sera　tenu　couvert　moyennant

　　　　surprime主arbitrer：

　　　　　1．Eaux　situ6es　au　Nord　du70．de1atitude　Nord　et　au　Sud　du

　　　　60o　de1atitude　Sud■

　　　　　γMer　de　Behring，de　ou　pour　tout　port　ou　lieu　de1’Alaska　ou

　　　　de　la　Sib6rie（sauf　V1adivostock，o也1e　navire　pouna　entrer　et

　　　　d’oi　il　pourra　partir　entre　le　P「mai　et1e1e「novembre）；

　　　　　3．De　ou　pour　tout　port　ou　lieu　de　la　c6te　Altantique　de1’Am6ri－

　　　　que，ses五euves　et　i1es∀oisines　au　Nord　du43％0’1atitude　Nord

　　　　（Halifax　et1es　op6rations　de　charbonnageきLouisburg　et差Sydney

　　　　6tant　couverts　en　tous　temps　sans　surprime）；
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　4．De　ou　po皿tout　port　ou1ieu　de1a　c6te　Paciique　de1’Am6rique，

ses　ieuves　et　iles　Y0isines　au　Nord　du50．1atitude　Nord（1a　naviga－

tion　de　ou　pour　Prince　Rupert，via　le　d6troit　de　Dixor，et　de　ou

po岨1’註1e　de　Vancouver，6tant　couverte，en　tous　temps，sans

surprime）；

　　ヂDe　ou　pour　les　iles　Kerguelen　ou　Grozet　ou　au　Sud　du50．

de　latitude　Sud，except61es　ports　ou　places　de　Patagonie，du　Chili

ou　des　i1es　Falkand；mais　facu1t6est　accord6e　de　p6n6trer　dans

les　eaux　au　sud　du50．de　latitude　Sud，si　c’est　seulement　pour

gagner1es　ports　ou　places　non　exc1us　par1a　pr6sente　clause　ou　en

reYenir；

　　6．Dans1a　mer　Ba1tique，au　Nord　d’me　ligne　comprise　entre

M6（63．33’latitude　Nord）et　Vasa（63．20’1atitude　Nord）entre1e

1。1novembre　et　le20mai（ces　deux　jours　inclus）；ou　au　Nord　de

la　ligne　Stockholm－Reva1（Tallinn），ou主rEst　de　Reval（Tallim）

entre　le21novembre　et　le5mai（ces　deux　jours　inc1us），ou　au

Nord　du56o　latitude　Nord，entre　le15d6cembre　et　le15avril（ces

deux　jours　inclus），except61es　eaux　au　Sud　du5卯1atitude　Nord

etえ1，Est　du2201ongitude　Est，qui　sont　interdites　entre1e1冊

d6cembre　et　le15mai（ces　deux　jours　inclus）；

　　7．En　tous　lieux，du16正mars　au30juin（ces　deux　jours　inclus），

avec　cargaison　de　charbon　indien；

　　8o宣n　tous　lieux　etき　toute　6poque　avec　cargaison　de　charbon

polonais．

V．＿D重TERMINATION　DE　LA　VALEUR　D’ASSURANCE

ART．12．＿V31e11正agr6るe．一La　va1eur　agr66e　du　navire　est　ix6e　te11e

　　　quelle　et註forfait，1es　parties　renongant　r6ciprα1uementきtoute

　　　autre　estimation，sauf　en　cas　de　majoration　anormale　et　sous

　　　r6serYe　de　ce　qui　est　dit　au　premier　paragraphe　de1’article26et

　　　き1’article27．

　　　　　E1le　comprend　indivis6ment　le　corps　et1es　apparei1s　moteurs，
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　　　ams1que　tous1es　access01res　du　nav1re，notamment1es　v1ctua111es，

　　　avances註1’6quipage，armement　et　toutes　mises　dehors，きmoins

　　　qu’i1ne　puisseεtre　justii6que　certaines　de　ces　d6penses　concernaient

　　　un　int6rεt　distinct　de　ce1ui　de1a　propri6t6du　navire．

　　　　　Ad6fautdecettejusti丘cation，1esassureursdunavireseronten

　　　droit，　en　cas　de　d61aissement，de　r6duire　sa　Ya1eur　agr66e　du

　　　montant　de　toutes　assurances　faites　s6par6ment　sur　Yictuai11es，

　　　avancesき1’6quipage，armement　ou　mises　dehors，avant　ou　apr誌

　　　1’assurance　du　navire．

ART．13．一A醐1ra皿㏄s　60mp16me皿t3ires．一L’assur6s’interdit　expres・

　　　Sement：

　　　　　1o　Les　assurances　sur　bonne　an＝iv6e　du　navire．

　　　　　2．Les　assurances　des　exc6dents　d’avaries　commmes．

　　　　　3．Les　assu二rances　sur　fret　exc6dant60％du　fretき〕ust1丘er

　　　　　Toute　assurance　faite　par1e　ou1es　propri6taires　du　navire，Par

　　　leur　ordre　ou　po岨1eur　compte，contrairement　aux　prescriptions

　　　du　pr6sent　artic1e，r6duit　d’autant，en　cas　de　perte　tota1e　ou　de

　　　d61aiSSement，1a　SOmme　aSSur6e　Sur1e　naVire．

YI．＿DROITS　ET　OBLIGATIONS　DE　L，ASSURE

ART．14rPrimes，t狐es，droits　et　imp6ts．一

　　　　　§1㌣＿Dans1，assurance　au　voyage，la　pri血e　est　payab1e　comptant

　　　et　sans　escompte，les　risques　des　assureurs　ne　commenCant　en

　　　aucm　cas主courir　avant　son　comp1et　paiement．

　　　　　§2．＿Dans1’assuranceえterme，1a　prime　est　payab1eきtrente

　　　jours　de1a　prise　des　risques，sans　escompte，si　l’assurance　est　faite

　　　pour　moins　de　douze　mois，et　sous　escompte　de3％，si　elle　est　faite

　　　pour　douze　mois．

　　　　　Toutefois，dans　ce　dernier　cas，1’assur6aura1a　facu1t6，mais主

　　　1a　condition　d’avoir　opt6pour　ce　mode　de1ib6ration　avant1e　com－

　　　mencement　des　r1sques，de　payer1a　pr1me　en　quatre　quarts，mais

　　　sans　escon1pte，註savoir：

2／2
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　　Le1飢quart，きtrente　jours　de1a　prise　des　risques；

　　Le2e　quart，主trois　mois　de　la　prise　des　risques；

　　Le3e　quart，主six　mois　de1a　prise　des　risques；

　　Le4e　quart，註neuf　mois　de1a　prise　des　risques；

E。。。。d・…一P・i・m・・tき1’m・q・・1…q・・d・・6・脇・…p・6・…

・・p・6…tp…g・・ph・，1…i・q・・・・・…t，・…q・’il・・itb…i・

d’aucmesommation　ni　miseen　deme皿e，automatiquement　suspendus

jusqu’au1endemain始ro　heure　de1a　date　du　paiement　de1a　prime

en　retard．　En　cons6quence，pour　tout　sinistre　survenu　pendant

・・tt・…p…i・・d…i・q…，1・・・・・・・・…n’・・…t…㎜・i・・

demnit6註payer，tous　leurs　droits　contre1’assur6，en　ex6cution　du

contrat，et　en　particulier1eur　droit　au　recouvrement　de1a　prime

entiさre　stipu16e，de工neurant　n6anmoins　express6ment　r6serY6s・

Toutefois，dans　l，assurance　faite　pour　douze　mois，1e　non－paiement

き1，6ch6ance　du2e，3e　ou4直quart　de1a　prime　n’entrainera1a　sus－

P…i・・p・6・・…　p・6…tp…g・・ph・q…i1・d・t・d・1’6・h細…

a6t6，au　moins　huit　jours註ravance，rappe16e，mεme　par　une

simple1ettre，乞1’ass11r6，soit　par　les　assureurs・Par1eurs　repr6sent一

。nt。，P・・1’・p6・it・・…　p・・1・p・…㎜…　1’・・g・・i・m・p・6・…

P…g・・ph・5d・p・細・t・・ti・1・，・・itp・・1・・…ti…Si・…pP・l

a　6t6　adress6　乞　1’assur6moins　de　huit　jours　avant　l’6ch6ance，

1adite　suspension　n’interviendra　qu’註z6ro　heure，le　neuviさme　jour

suivant　ce1ui　du　rappe1．　Dans1e　cas　pr6vu主1’alin6a2du　para－

9・・ph・2d・1’・・ti・1・19，1…pP・1p・・…εt…d・…6・・d・mi・ile

61u　chez1e　courtier．

§3．一E・…d・p・前・t・t・1…　d・d61・i…m・・t註1・…h・・g・・1・

P・im…q・i・・・・・・・・・・・…，q・i・・…tp・y61・t・t・lit6d・・i・i・t・e

1eur　incombant　sera，dans1’assuranceきterme，quelle　qu，en　soit　la

dur6e，1a　prime　de　douze　mois　de　navigation・Si　la　perte　ou1e

cas　de　d61aissement　n’est　pas註1eur　charge，la　prime1e皿demeurant

。。q・i・…㎜…1・血・・t・・1l・・鮒・・t・主1・p6・i・d…mp㎡…nt・・

1．ph・・d・・d・q・…t1・i・d・thm・・t・・・・・・…d・q・・11・・i・i・t・・
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　　　aura　eu　1ieu，

　　　　　Dans1’assu工・ance　au　Y0yage，1a　prime　entiさre　sera　toujours　ac・

　　　quise　aux　assureurs，sauf　dans　Ies　cas　pr6vus　au　dernier　alin6a　du

　　　prξsent　paragraphe．

　　　　　I1sera　fait，sans　frais，ristoume　de　la　prime　en　cas　de　perte

　　　totale　avant　le　commencement　des　risques；mais　si1e　contrat　est

　　　rompu　avant　ce　moment　pour　toute　cause　autre　que1a　pe廿e　tota1e

　　　du　naマire，1es　assureurs　auront　droit主1’indemnit6pr6vue註1’artic1e

　　　349du　Code　de　Commerce，註condition　que　cette　indemnit6ne

　　　soit　pas　su¢rie皿eきla　prime　stipu16e．

　　　　　§4．＿Le　co趾de1a　police　et　les　taxes，droits　et　imp6ts　existants

　　　ou　pouvant　εtre　6tab11s，　sont　き　la　charge　de　1’assur6．　I1s　sont

　　　toujol■rs　payab1es　en　totalit6comptant　et　sans　aucune　d6duction

　　　10fs　de1a　resso廿ie　de　la　prime．

　　　　　§5．一La　prime，1e　co亡t　de1a　po1ice　et1es　taxes，droits　et　imp6ts

　　　sont　Payab1es　dans1e1ieu　de1a　souscription　de1’assurance　et　entre

　　　les　mains　des　assureurs　ou，主1a　demande　de1’assur6，註tel1e　per－

　　　sonne　ou主te1organisn1e　d6sign6　par　les　assureurs．

ART，15．一一S句011r311port‘1ans　le目ass肚a皿6es主terme．

　　　　　§1伽．＿Si，au　commencement　de　la　p6riode　assur6e，1e　navire

　　　sεjoume　quinze　jours　cons6cutifs　au　moins　dans　un　port，i1sera

　　　fait，Pour　chaque　quinzaine　termin6e　de　s6jour，une　ristoume　de

　　　quinze　ltrois　cent　soixante　cinquiさmes（15／365e）de　la　prime　de

　　　mvigation　anme11e，sous　d釦uction　d’une　prime　ixe，Par　chaque

　　　quinzaine，de　trois　cent　soixante－quinze／dix　mi11iさmes　pour　cent

　　　　（375／10．oOo6％），retenue　en　repr6sentation　des　risques　de　port．

　　　　　Si　le　s6jour　se　pro1onge　au－de1主de　trente　jours，les　p6riodes　de

　　　dstoumes　seront　r6g16es，com㎜e　i1dit　est　ci－dessus，par　chaque

　　　quinze　jours　cOns6cutifs　aprさs　les　pre－niers　quinze　jours．

　　　　　§2．一Si，Pour　toute　autre　cause　que　r6parations註　1a　charge　des

　　　assure皿s，1e　navire　s6joume　trente　jours　cons6cutifs　au　moins

　　　dans　un　port，i1sera　fait，par　chaque　p6riode　termin6e　de　trente
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　　　jours，le　navire　restant　aux　risques　des　assureurs，une　ristourne

　　　de　trente　l　trois　cent　soixante　cinquiさmes　（30／365o），de　1a　prime

　　　de　I1avigation　amueue，sous　d6duction　d’me　prime五xe，par　chaque

　　　trente　jours，de　soixante－quinze’milliさ㎜es凹ur　cent（75／1．OOOe％），

　　　retenue　en　repr6sentation　des　risques　de　port．　Si　le　ch6mage　se

　　　pro1onge　au－de1主de　quarante　cinq　jo㎜s，ユes夷riodes　de　ch6mage

　　　seront　r6g16es　proportiome11ement　lPar　chaque　quinze　jours　con－

　　　s6cut迂s　aprさs1es　premlers　trente］ours

　　　　　§3．一Les　remises　pr6vues　aux　paragraphes1et2ci－dessus　ne

　　　sont　acquises註1’assur6que　si　1e　navire　n’a　pas　fait　1’objet　d’un

　　　rさglement　en　perte　totale　ou　en　d61aissement．E11es　ne　seront

　　　d6compt6es　qu’aprさs1’expiration　de1a　p6riode　assur6e．

ART．16一皿os11正es60nse正珊toim8et胆6ventiマes．

　　　　　§18正．＿En　ca．s　d’6v6nement　pouvant　donner1ieuきrecours　contre

　　　les　assureurs，et　tous　droits　r6ciproquement　r6serv6s，1’assur6doit

　　　et　1es　assureu工s　peuvent　prendre　ou　requ6rir　toutes1es　mesures

　　　deconservation　ou　de　sauvetage　que　comporte1a　situation．L’assur6

　　　dOit　fOumir　auX　aSSureurS　tOuS　dOCumentS　Ou　renSeignementS　en　SOn

　　　pouvoir　pour　aider　註　rex6cution　des　工nesures　conservatoires．　I1

　　　doit6galement，en　cas　de　perte　ou　dommages　imputab1es註des

　　　tiers，prendre　toutes　mesu］＝es　n6cessaires　pOur　conserver，au　pr0丘t

　　　　des　assureurs，1e　recours　en　responsab111t6que　la101peut1ul　accorder

　　　　contre　ces　tiers　et　leur　prεter　sOn　cOncours　sans　r6serve　pOur

　　　　engager6ventuellement1es　poursu1tes　n6cessa1res

　　　　　L’assur6est　responsable　de　sa　n6g11genceえpr6ven1r1es　assureurs

　　　　ou　leurs　repr6sentants，註prendre1ui－mεme1es　mesures　de　conser－

　　　　vatiOn，0iユ註dOnner主son　caPitaine　les　instructiOns　n6cessaires註

　　　　cet　e妊et，ainsi　que　des　obstades　qu’i1　appOrterait　註　1’actiOn　des

　　　　aSSureurS．

　　　　　§2．一Les　assureurs　s’engagent　え　payer　1es　frais　n6cessit6s　par

　　　　toute　mesure　pr6ventive　prise　dans1’int6rεt　commm，et，exception

　　　　faite　pour1e　cas　d’impossibilit6justii6e，d’accord　avec　eux　ou　leurs
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　　　representants．

ART17．＿Re皿o皿6i批io皿a11祀6011困．＿Les　ass岨eurs　n’exerceront　des

　　　recours　personnels　contre　1e　capitaine　ou　toute　personne　dont

　　　’rass血6serait　civi1ement　resわonsable，えqui　serait　imput6e　une

　　　faute，que　si1’assu工一6faisait　cause　commme　avec　eux．

ART．18．＿皿y叩伽さql1os．＿Toute　hypothさque　mariti㎜e，grevant　l’int6rεt

　　　assur6au　moment　de1a　signature　de1a　police　ou　contract6e　pendant

　　　1a　dur6e　des　risques，doit，　sous　peine　de　nul1it6　de　1’assurance，

　　　εtre　d6clar6e　aux　assureurs　et　la　prime　pay6e　imm6diatement，乞

　　　moins　que1es　prεteurs　hypoth6caires　n’en　garantissent　le　paiement

　　　き1’6ch6ance．

　　　　　Toutefois，1a　nullit6pr6vue　au　prξsent　a廿ic1e　ne　sera　pas　encourue

　　　s三1’hypothさque　non　d6clar6e　aux　assureurs　a6t6contract6e　aprさs

　　　la　signature　de　la　po1ice，maisらcondition　que　le　montant　de　cette

　　　hy］Pothさque，augment6，1ecas6ch白nt，de　celuidesautreshypothさques

　　　POuvant　existe「　su「　1e　navi「e，sOit　inf6rieur　主　50％de1a　valeur

　　　agr66e　du　navife；dans　ce　cas，1’assur6deYra　aux　assureurs，主titre

　　　d’indemnit6fo㎡aitaire，me　somme6gale差1a　moiti6de　la　prime

　　　convenue，s’i1n’a　pas　d6clar6rhypothさque　aux　assureurs　dans　les

　　　15jours　de　son　inscription．

ART．19．一Nll1li胎o皿16si1iatio皿de1，a閑sl1正an6e．

　　　　　§1e「．一Paf　application　de1’article365du　Code　de　Commerce，

　　　1’assur6et　les　assureurs　sont　toujours　pr6sum6s　avOir　reCu　con－

　　　naissance　imm刮iate　des　nouve1les　concemant　le　navire　et　qui　sont

　　　par∀enueS　par　un　mOyen　que1cOnque　au　lieu　Od　ils　se　trOuvent

　　　respectivement，mεmeきdes　tiers　incomus　d’eux・

　　　　　En　cons6quence，toute　assurance，mεme　sur　bomes　ou　mauva1ses

　　　nOuvelles，est　nuue　s’il　est　justi丘6que　la　nouve11e　de1’arriv6e　du

　　　navire，ou　d’un　sinistre1e　concernant，6tait　connue，soit　au1ieu　od

　　　se　trouvait　1’assur6　avant　1’ordre　d’assurance　donn6，soit　sur　la

　　　p1ace　de　la　souscription　des　risques　avant　la　signature　de1a　po1ice，

　　　sans　qu，i1soit　besoin　d，administrer　aucune　preuve　directe　de　con－

　2工6
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naissance　acquise　de1a　nouvelle　par　l’assur6ou　l’assureur．

　　Quiconque，aprさs　avoir　donn6de　bonne　foi　un　ordre　d’assumnce，

apprend　m　sinistre　concemant1e　navire　a∀ant　d’εtre　avis6de

1’ex6cution，est　tenude　domer　aussit6t　contre－ordre，mεmepar1et616－

graphe　ou　le　t616phone，註peine　de　nullit6de1a　po1ice，1aquel1e　sera

maintenue　si1econtre・ordreainsidonn6n’arriYe　qu’aprさs　l’ex6cution．

　　I1est　entiさrement　d6rog6aux　articles366et367du　Code　de

Commerce、

　　§2．＿En　cas　de　fainite，de1iquidation　judiciaire，ou　de　suspension

notoire　de　paiement　de1’assur6，ou　en　cas　de　non－paiement　d’me

priIne6chue，Ies　assureurs　peu▽ent　r6si1ier　la　police　par　une　simp1e

noti丘cation，mεme　par　une1ettre　recommand6e≧1a　poste，La

r6si1iation　produit　ses　e丘ets　主　1’expiration　d，un　d61ai　de　quinze

jours主dater　de　sa　noti丘cation，1es　assureurs　renongant主1a　prime

proportionnenement主1a　dur6e　des　risques　qui　restait主courir・

　　L’assur6，1e　syndic　de　fai11ite　ou　le　liquidateur　judiciaire　r6sidant

hors　de　France　continenta1e　sont　pr6sum6s，1orsque　l’assur6aura

trait6par　l’entremise　d，un　courtier，avoir61u　domici1e　chez　ce

courtier，et　toute　notiicat三〇n　dさr6siliation　pourraεtre　va1ablement

e血ectu6e主ce　domicile61u．

　　En　cas　de　fail1ite，de　1iquidation　judiciaire　ou　de　suspension

notoire　de　paiements　d’un　assureur，1’assur6a　la　r6ciprocit6des

mεmes　droitsき1，6gard　de　cet　assureur，mais　avec　facult6de　lui

notiier1a　r6siliation　de1a　police　sans　d61ai．

　　§3．一La　vente　publique　du　navire　fait　cesser　de　plein　droit

1’assurance　du　jour　de　la　vente．

　　L’assurance　continue　de　p1ein　droit　en　cas　de　∀ente　priv6e

s’apP1iquantきmoins　de　moiti6de1，int6rεt　assur6．

　　En　cas　de　vente　pdv6e　s，app1iquant主moiti6au　moins　de　l，int6rεt

assur6，1，assurance　de1’int6rεt　vendu　ne　continue　que　si　l，acqu6reur

l’a　demand6aux　assureurs，a6t6agr66par　eux　et　s’engage主payer

la　totalit6de　1a　pril＝ne，si　e11e　n’a　pas6t6d6jきr6g16e．
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　　　　　Dans1e　cas　od1’assu㎜nce　de1’int6rεt　vendu　ne　continue　pas，

　　　1esassureursontdroit主mminimumdeprimedetroismois，
　　　　　En　cas　de1ocation　du　naYire，1’assurance　continue　ses　e迂ets　de

　　　p1ein　droit，mais　moyemant　surprime　s’i1y　a1ieu．

　　　　　§4．＿Dans1es　assurancesきterme，1a　po1ice　Pounaεt「e「6sili6e

　　　d，m　commun　accord　avant　l’expiration　du　temps　assur6，moyemant

　　　remise　pro凹rtiome11e　de　prime　pour　chaque　quinzaine　non　com－

　　　menc6e；toutefois，1a　prime　nette，qui　deviendra　a1ors　exigible，ne

　　　pOurraεtre　inf砒eure註1a　moiti6de　ce11e舷6e　pour1a　dur6e　des

　　　riSqueS．

　　　　　E11e　pourra　εtre　r6sili6e　par　1es　assureurs，　sous　pr6avis　d’un

　　　mois，Pour　une　date　quelconque　註　parヒir　de　1a　丘n　du　premier

　　　semestre，si　le　prix　des　r6parations　en　France　a　augment6de　plus

　　　de25％Par　rapPort　aux　prix　en　vigueur　lors　de　la　souscription　de

　　　la　police：　i1　sera　fait，dans　ce　cas，　ristourne　de　la　prime　pro－

　　　portionne1lement　au　temps　noncouru．Le　coe危cient　d’augmentation

　　　des　prix　sera，en　cas　de　contestation，arbitr6　par　le　Comit6

　　　d’organisation　des　Constructeurs　na∀a1s．

ART．20．一Fh　de　n011一■06e∀oir．＿Seront　irrecevab1es　toutes　r6clamations

　　　註　1a　charge　des　assureurs　qui1eur　seraient　pr6sent6es　aprさs1’ex－

　　　pi皿tion　du　d61ai　maximum　de　quinze　mois註dater　de　raccident，

　　　註1’exception　des　r6c1amations　pour　avaries　commmes　ou　assis－

　　　tance，ainsi　que　de　ce11es　a伍6rentes　註des　recours　de　tiers　exerc6s

　　　COntre1e　naVire　aSSur6．

VII．一REGLEMENT　nES　INDEMNITES

ART，21．＿脳glem6nt　disth6t脾r70yage．

　　　　　§1e正．＿Dans　les　assurances主terme　ou註prime1i6e，chaque　voyage

　　　est　l’objet　d，m　rさg1ement　distinct　et　s6par6；chaque　rさglement　est

　　　6tab1i　comme　s’i1y　avait　autant　de　poli㏄s　distinctes　que　de

　　　VOyageS一

　　　　　§2．一Il　y　a　voyage　distinct　dans1a　tra▽ers6e　que　fait　un　navire
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　　　sur　lest　pour　a11er　prendre　chargement

　　　　　S’i1prend　charge　pour　un　ou　plusieurs　por仁s，il　y　a　un　seu1voy－

　　　age　depuis　le　commencement　du　chargement　jusqu’主1a丘n　du

　　　d6barquement，en　tant　toutefois　que1a　dur6e　de　ce　d6barquement

　　　n’excさdera　pas　le　d61ai　de　quinze　jours　aprさs1’arriv6e　au　lieu　de

　　　destination．

　　　　　§3．一Pendant　1e　s6jour　du　navire　dans　un　port　en　dehors　des

　　　limites　d’un　voyage，te11es　qu’e11es　sont　d餉nies　ci－dessus，chaque

　　　6v6nement主1a　charge　des　assureurs　est1’objet　d，un　rさg1ement

　　　distinct．

ART．22．＿眺1ais8ememt．一Par　d6rogation　expresse　au　Cωe　de　Com－

　　　merce，le　d61aissement　ne　peutεtre　fait　que　pour1es　seuls　cas：

　　　　　P　De　disparition　ou　destruction　totale　du　navire．

　　　　　Le　d61a1ssement　pour　d6faut　de　nouve11es　pourraεtre　falt　au

　　　1ong　cours，aprさs　trois　mois；au　cabotage，aprさs　deux　mois．

　　　　　Les　d61ais　se　comptent　d’aprさs　le　lieu　de　destination　du　dernier

　　　voyage　entrepris，et　de1a　date　des　derniさres　nouvel1es　reCues－

　　　　　L’assur6est　tenu　de　justifer　de1a　non－arriv6e．

　　　　　La　perte　sans　nouvelles，en　tant　qu’el1e　concerne　1es　assureurs

　　　de　la　pr6sente　po1ice，sera　r6put6e　s’εtre　produite　き　1a　date　des

　　　derniさres　nove11es．

　　　　　2o　D’innavigabilit6r6su1tant　de1’un　des　risques　garantis　par　la

　　　pr6sente　police．

　　　　　Si1e　montant　tota1des　r6parations　d’avaries，6tab1i　conform6ment

　　　註1’art1c1e23，paragraphes　1　et2　（d6ductlon　fa1te　de　Ia　valeur　des

　　　vieux　mat6riaux，ainsi　que　des　r6ductions　pour　di伍6rence　du　vieux

　　　au　neuf）　d6passe1es　trois　quarts　de　1a　va1eur　agr66e，et　si，Par

　　　suite，la　condamnation　du　navire　est　prononc6e，il　est　r6put6in－

　　　navigable主1’6gard　des　assureurs　et　peut　leurεtre　d61aiss6．

　　　　　Ne　devront　entrer　en1igne　de　compte　dans1e　calcul　des　trois

　　　quarts　que　les　r6parations　d’a∀aries　r6su1tant　de1’un　des　risques

　　　garantis　par1a　pr6sente　police　et　preschtes　par　les　experts　pour
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1a　remise　du　navire　en　bon6tat　de　navigabi1it6．I1ne　pourra，

notamment，yεtre　compris　aucm　ch岨re　pour　d6penses　impr6Yues，

gages　et　vivres　d’的uipages，primes　de　grosse，frais　d’expertise，de

proc6dure　ou　de　sauvetage，etc．，non　p1us　que　pour　r6parations

provisoires．

　　Si1e　navire，e伍ectivement　r6par6，est　parvenu註destination，le

d61aissement　n’est　point　recevab1e，quoique　le　coit　des　r6parations

ait　d6pass61es　trois　quarts．Dans　ce　cas，1’action　d’avaries　est

seu1e　ouver仁e　註　1’assur6sous　1es　franchises　et　r6ductions　pr6vues

par1es　artic1es23et24，et　la　mεme　action　est　ouverteきrassur6

franc　d’aYaries．

　　Est　pafei11ement　r6put6innavigab1e，　et　peut　εtre　d61aiss6　aux

assureurs，1e　navire　condamn6faute　de　moyens　mat6rie1s　de　r6pa－

ration，mais　seu1e㎜ent　s’il　est6tab1i　que1e　navire　ne　pou∀ait　pas

releYer　avec　s6curit6，au　besoin　aprさs　a11さgement　ou　en　remorque，

pour　un　autre　port　o直i1e倉t　trouv6　1es　ressources　n6cessaires，et，

de　p1us，que1es　armateurs　ne　pouvaient　pas　faire　pa岬enir，au1ieu

delare1盆che，1espiさcesderechangeindispensab－esquiyferaient

dξfaut．

　Ne　pourra，au　contraire，εtre　r6put6innavigab1e，niεtre　d61aiss6

aux　assureurs，le　navire　qui　aura6t6condamn6en　raison　seulement

du血anque　de　fonds　n6cessa1res　au　pa1ement　des　d6penses　de

r6paration　ou　autres．

　評Dans　tous1es　cas　donnant1ieuきd61aissement，1es　assureurs，

auxquels　auront6t6d61aiss6s　les　objets　assur6s，auront　toujours　la

facult6d’opter　entre　l，a㏄eptation　du　d61aissement　et1e　rさglement

en　perte　totale　sans　transfer［de　propri6t6．　I1s　devront　toutefois

faire　connaitre　Ieur　d6cision　註　1’assur6dans1es　trente　jours　de1a

dateき1aque1le　ce1ui－ci1eur　aura　signi脆1e　d61aissement，sans　que

ce　d61ai　puisse　εtre　inf6rieur　き　trente　jouτs主dater　du　jour　od　i1

leur　aura6t6fait　remise　comp1さte　des　piさces　justiicatives　de　son

droit　aux　d61aisse工nent．
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　　　　　En　cas　de　d61aissement，1es　assureurs　du　navire　n’ont　pas　droit

　　　au　fret　sauv6　（1oi　du12ao血t1885）　non　plus　qu’aux　subventions

　　　de　1，Etat，

　　　　　Les　gages　et　vivres　qui　pourrontεtre　dus　par1’armement主

　　　1’6quipage，ainsi　que　tous　rapatriements，vivres　supP16mentaires　ou

　　　autres　frais　de1’6quipage，ne　seront　jamais　supPort6s　par1es

　　　assureurs　du　navire　dans1a　liquidation　de　sauvetage；s’i1s　ont6t6

　　　pr61ev6s　sur　les　produits　du　navire　ou　de　ses　d6bris，ils　seront

　　　r6p6t6s　contre　les　assur6s．

　　　　　Il　en　sera　ainsi　a1ors　mεme　qu’i1n’y　aurait　ni　fret　sauY6，ni

　　　fret　pay6d’avance，ni　subvention　de　l’Etat．

ART，23、＿A7趾ios　p肌此111iさres．

　　　　　§1e正．＿Il　n，est　admis　dans　les　rさg1ements　d’avaries　que1e　co直t，

　　　justii6par　des　factures　acquitt6es，des　remplacements　et　r6parations

　　　reconnus　n6cessaires　par　les　experts　pour　remettre1e　naYire　en

　　　bon　6tat　de　navigabilit6，1’assur6　ne　pouvant　pr6tendre註aucune

　　　autre　indemnit6，ni　pour　d6pr6ciation，ni　pour　ch6mage，ni　pour

　　　une　autre　cause　que1conque．

　　　　　§2．＿Les　assureurs　ont　le　droit　d’exiger　que　ces　remp1acements　et

　　　r6parations　soient　ex6cut6s　par　voie　d’adjudication　ou　de　soumission一

　　　　　§3．＿Au　cas　od1’assur6passerait　outreきcette　exigence，i1sera

　　　d6duit25％sur1e　montant　total　des　remp1acements　et　r6parations，

　　　sans　pr6judice　des　franchises　et　r6ductions　pr6vues　tant　aux

　　　paragraphes　suivants　du　pr6sent　ar［ic1e　qu’き1，article24一

　　　　　§4．＿Pendant　le　d61ai　qui　s’6coulera　entre　la　date　de1’6tablissement

　　　du　cahier　des　charges　et　ce11e　de1’adjudication　et　主　1a　condition

　　　toutefois　que　ce　d61ai　d6passe　trois　jours，1es　assureurs　prendront

　　　主1eur　charge　les　vivres　et　gages　d’6quipage，et　la　prime，dans1es

　　　assurancesきterme，cessera　de　courir．

　　　　　§5、一Dans　les　rさglements　d’avaries　particu1iさres，1es　vivres　et

　　　gages　d，6quipage　ne　sont　en　aucun　cas≧1a　charge　des　assureurs，

　　　　sauf　ce　qui　est　dit　au　paragraphe4du　pr6sent　article　et註1’artic1e
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　　　25．

　　　　　§6．＿Les　frais　de　recotation　du　navire　au　Veritas　ou註tout　autre

　　　　registre　de　c1assi丘cation　ne　sont　en　aucun　cas，ら　la　charge　des

　　　aSSureurS．

　　　　　§7．＿Les　avaries　particu1iさres　ne　seront　rembours6es　que　sous1a

　　　retenue　des　franchises　ci・aprさs　toujOurs　Pr61ev6es　sur　la　valeu「

　　　agr66e　du　navire：

　　　　　2％，si1e　navire　n’a　pas　p1us　de20ans；

　　　　　3％，s’i1a　de20註25ans；

　　　　　4劣，s’i1a　de25註30ans；

　　　　　5％，s’i1a　p1us　de30ans．

　　　　　L’含ge　du　na∀ire　compte　de1a　date　de　son　premier　permis　de

　　　navigation　ou，主d6faut　de　justiication　de　cette　date，du1e正janvier

　　　de1’ann6e　de　sa　construction，jusqu’au　jour　de　son　entr6e　au　port

　　　od　s’e血ectuent1es　r6parations．

　　　　　§8．＿Les　primes　des　emprunts主1a　grosse　contract6s　dans　m

　　　po竹de　re1盆che，commissions　d’avance　de　fonds，int6rεts　ou　tous

　　　autres　frais　prOpOrtiOnnels　sont　venti16s　et　ne　sont　suppOrt6s　par

　　　les　assureurs　que　proportionne11ement註1’indemnit6nette差1eur

　　　charge，6tab1ie　d’aprさs1es　conditions　de1a　po1ice．

　　　　　Si1’e㎜prmt≧1a　grosse　a6t6contract6pour　un　terme　plus

　　　61oign6que　ce1ui　du　voyage　en　cours，1a　prime　est　r6duite主ce

　　　qu’e11e　e血t6t6pour1e　terme　dudit　voyage　en　cours，suivant　ap－

　　　pr6ciation主faire　par　amis　com㎜uns．

ART．24．＿Di雌re皿6e　d皿▼ie11x　a1l　muf．

　　　　　§1e正．一Sur　toutes　1es　d6penses　autres　que　ce11es　qui　sont　sp6cia1es

　　　主1a　carさne　et　au　doub1age，i1est　op6r6pour　di伍6rence　du　vieux

　　　au　neuf，1es　r6ductions　suivantes：

　　　　　jP0〃7　12∫　〃α〃壬728　00〃8彦7〃カ∫　θ〃　ろ0ゐ：

　　　　　Pendant1a　premiさre　am6e　de1a　construction，pas　de　r6duction；

　　　　　Pendant1a　deu妃さme　am6e，r6duction　de1／5e；

　　　　　Au　delきde　deux　ans，r6duction　de1／3．
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　　　　　jP0〃7　1θS　〃α砂ξγ2∫　00〃8ま7〃”S　θ〃ノとγ0”　θ〃　α05θク：

　　　　　Pendant1a　premiさre　et1a　deuxiさme　am6e　de1a　constmction，

　　　pas　de　r6ductiOn；

　　　　　Pendant1a　troisiさme　et1a　quatriさme，r6duction　de1O％；

　　　　　Aprさs4ans　jusqu’主15ans，15％；

　　　　　Aprさs15ans　jusqu’き20ans，20％；

　　　　　Aprさs20ans，jusqu’主25ans，25％；

　　　　　Au　delきde25ans，1∫3．

　　　　　Pour　ces　navires，1es　remp1acements　et　r6parations　sp6ciauxき

　　　la　Y0i1ure　et　au　gr6ement　subissent　les　r6ductions　pr6vues　pour

　　　1es　navires　en　bois．

　　　　　Pour　tous　navires，la　r6duction　sur　1es　ancres　et　chaines－cables

　　　n’est　jamais　sup6rieure註15％．

　　　　　§2．一Sur　1es　d6penses　sp6ciales　註　1a　carさne　et　au　doub1age，il

　　　sera　op6r6註forfait　une　r6duction　de　moiti6．

　　　　　§3．＿Dans　tous1es　cas〇七il　y　a1ieu主1a　r6duction，en　sont

　　　seuls　except6s1es　frais　de　pilotage，de　remorquage，de　port，d’ex－

　　　pertises，frais　judiciaires　ou　consu1aires，et1e　remplacement　des

　　　vivres　perdus．　La　r6duction　n’a　pas1ieu　non　plus　sur1es　d6penses

　　　de　r6parations　provisoires　qui　n’auront　pas　proit6au　navire，1orsqu’il

　　　a　re1ev6pour　comp16ter　ses　r6parations．La　r6duction　est　op6r6e

　　　sur　toutes　autres　d6penses，mεme　ce11es　de　location　d’apparaux，

　　　pontons，9ri1s，chantiers　ou　bassins，tota1is6es　comme　si1a　r6paration

　　　avait6t6adjug6eきfo㎡ait　etき1’entreprise，mais　sous　la　d飼uction

　　　du　produit　net　des　vieux　doublages　et　autres　d6bris．

　　　　　§4．＿Lorsque，さur1’avis　des　experts，des　membmres，t61es　ou

　　　autres　p1さces　avar16es　du　nav1re　auront6t6smp1ement6carv6es，

　　　sectiom6es，redress6es　ou　r6par6es，au1ieu　d’εtre　int6gra1ement

　　　remplac6es1es　r6parations　ainsi　faites　ne　subiront，Par　d6rogation

　　　註　ce　qui　pr6cさde，aucune　r6duction　pour　di血6rence　du　vieux　au

　　　neuf．

ART．25．一Voyagos　pour　r旬3mtio困．＿Lorsque　le　navire　a6prouv6
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　　　des　avariesき1a　charge　des’assureurs　et　qu’i1　se　trou∀e　dans　un

　　　po並oむ1es　rεparations　seraient　impossib1es　ou　trop　dispendieuses，

　　　　le　capitaine，　sur　l’avis　conforme　du　repr6sentant　des　assureurs，

　　　　ou，主d6faut，du　consu1de　France，devra　s’y　borner　aux　r6parations

　　　jug6es　indispensables，et　a11er，au　besoin　en　remorque　les　comp16ter

　　　au　por［　le　p1us　convenable　od　e1les　pourraient　s，e丘ectuer　avec

　　　6COnOmie．

　　　　　Pendant　les　trajets　ainsi　faits，et註condition　qu’i1s　le　soient　en

　　　dehors　des　op6rations　commerciales　du　na▽ire，1a　pri皿e　ne　cou村

　　　pas　dans　les　assurances主terme：1es　vivres　et　gages　d’6quipage

　　　et1es　frais　de　remorquage　sont註1a　charge　des　assureurs．

　　　　　Le　capitaine　deYra6galement　ne　point　faire　doub1er　ou　carさner

　　　sOn　navire　au　pOrt　Od　i1se　trOuYe　en　avaries　s’i1est　recOnnu　par

　　　1es　experts　que　cette　d6pense　peutεtre　ajoum6e註m　moment

　　　plus　opPor［un．

　　　　　Si1e　na∀ire　s6journe　dans　uI1　port　de　relache　en　attendant　des

　　　　piさces　de　rechange，qui　lui　sont　envoy6es　d’ai11eurs　et　sans　lesque1les

　　　il　ne　pourrait　continuer　son　voyage，Ies　vivres　et　gages　d’6quipage

　　　sont6ga1ement註1a　charge　des　assureurs，et1a　prime，dans1es

　　　assurances註terme，cesse　de　courir　pendant　la　dur6e　de　cette

　　　attente．

ART．26．＿A▽肛ies60mmlmes．

　　　　　§1飢．一La　contribution　du　navire　aux　avaries　communes　est

　　　エembo㎜s6e　par1es　assureurs　sans　d6duction　de　franchise；toutefois，

　　　e11e　ne　leur　incombe　que　proportionne1le㎜entき1a　va1eur　assur6e，

　　　d6duction　faite，s’i1y　a1ie叫des　a∀aries　partiとuliさres註Ieur　charge，

　　　　la　responsabilit6des　assureurs6tant　limit6e註1a　somme　obtenue

　　　par　apPlication　du　taux　de　la　contribution　差　1a　va1eur　assur6e，

　　　ainsi　r6duite，le　cas6ch6ant，sans　que　cette　somme　puisse　exc6der

　　　－e　montant　incombantき1’assur6．

　　　　　§2．一Les　r6ductiOns　pOur　di任6rence　du　vieux　au　neuf，ix6esき

　　　1’ar［icle　24，s’apPliquent6galement　aux　r6parations　du　navire　qui

224



225

　　　auraient6t6admises　en　avaries　communes．

　　　　　§3．一Les　rさglements　d’avaries　commmes　pourrontεtre6tablis

　　　confOrm6ment≧la　loi　franCaise　ou　aux　Rさgles　d’York　et　d，Anvers，

　　　si　cette　conYention　est　stipu16e　au　contrat　d’a肚さtement．Dans　le

　　　cas　contraire，i1s　devrontεtre6tab1is　conform6ment　aux　lois　et

　　　usages　du　port　de　destination．

　　　　　Le　pr6sent　paragraphe　ne　d6roge　en　rien　aux　dispositions　du　pr6sent

　　　COntrat　en　Ce　qui　COnCeme　le　rさglement　entre　aSSureurS　et　aSSur6，

　　　et，en　cons6quence，1es　rさg1ements　d’avaries　commmes　seront，le

　　　cas6ch6ant，redress6s　en　conformit6desdites　dispositions，eu6gard，

　　　notamment　aux　indemnit6s　qui　pourraient　etre　class6es　en　avaries

　　　communes　au　proit　du　navire　pour　d6pr6ciation　ou　pour　ch6mage。

　　　　　§4．＿Le　capitaine　et1’assur6　sont　autoris6s　き　ne　pas　proc6der

　　　きun　rさglement　de　r6partition　pour1es　avaries　du　navire　ou1es　frais

　　　ayant1e　caractさre　d’avaries　commmes　et　dont1’importance　ne

　　　d6passerait　pas1％de　la　valeur　agr66e　sur　corps　et　machines，

　　　sans　toutefois　que　1e　total　de　ces　d6penses　puisseεtre　sup6rieur

　　　きcent　cinquante　mi1le　francs（150，000francs）。

ART．27、＿D帥ellgeg　d，湘sist昌mce　et　de醐皿冊t3ge．＿En　cas　d’6choue－

　　　ment　suivi　de　renユise　註丑ot，　ainsi　que　d’assistance　au　navire　en

　　　d6tresse　et　de　sauvetage　en　mer，tous　les　frais　expos6s　pour　le

　　　ren且ouement，1’assistance　et1e　sauvetage　seront　rembours6s　sans

　　　franchise　au　prorata　des　sommes　assur6es，mεme　dans　les　assu・

　　　rances　souscrites　franc　d’avaries．

　　　　　Il　en　est　de　mεme1orsque　des　objets　du　navire　ont6t6sacri館s

　　　au　cours　de　ces　op6rations，mais　leur　remplacement　subira　les

　　　r6ductions　pr6vues　par　l’article24－

　　　　　Lorsque　le　navire　a　un　chargement　き　bord，les　assureurs　ne

　　　dewont，au　prorata　des　sommes　assur6es　et　dans　les　limites　ix6es

　　　par1’artic1e26，Paragraphe　1包「，que　la　parヒcontributive　incombant

　　　au　navire　dans　les　frais　et　sacriices　ci－dessus．

　　　　　Les　dispositioI1s　du　pr6sent　artic1e　ne　s’app1iqueront　pas　aux
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　　　6chouages　r6sultant　du　jeu　noma1des　mar6es，non　p1us　qu’aux

　　　6chouements　su岬enus　soit　dans　les　canaux　maritimes，soit　dans

　　　1es丑euves　et　riviさres　en　amont　des　points　atteints　par1es　nユar6es．

ART．28．一Re6011胴ae　tie■s．一Le　montant　des　recoufs　de　tiersき1a

　　　charge　des　assu】＝eurs　sera　re1nbours6　sous　d6duction　d’une　fran－

　　　chise　de　un　pour　cent　（1％）　ca1cu16e　sur　1a　Yaleur　agr66e　du

　　　naVire．

ART．29．一Co11isio皿0113鵬i5t…㎜6e　e皿枕e皿a㎡祀s　dl1mεme鵬811r6．一Au

　　　cas　oi1e　navire　assur6entrerait　en　co工1ision　avec　un　autre　navire

　　　apPartenant　主　1’assur6，ou　en　recevrait　assistance，i1est　express6－

　　　ment　convenu　que　1e　rさg1ement　aura　1ieu　comn1e　si　1es　naYires

　　　apPartenaient註des　armateurs　di伍6rents；1es　questions　de　respon－

　　　sabi1it6de1a　co11ision　ou　d，indemnit6pour　ser▽ices　rendus，seront

　　　丘x6es，き　1’6gard　des　int6ress6s　sur　corps，par　un　arbitre　unique，

　　　qui　sera　d6sign6　d’accord　entre　1es　assureurs　et　rassur6，　ou，註

　　　d6faut　d’accord　par　ordonnance　du　Pr6sident　du　Tribuna1de

　　　　Commerce　comp6tent　rendue　sur　simple　requεte，et　qui　ne　statuera

　　　　qu’en　premier　ressOrt．

　　　　　I1en　sera　de　正nεr皿e　dans　1e　cas　o亡　1e　navire　assur6heurヒerait

　　　　un　corps丘xe，n1obi1e　ou血ottant　apParヒenantき1’assur6．

ART．30．一Paieme皿t　de8p0㎡es耐a7飢ies．

　　　　　§1e正．＿Toutes　pe廿es　et　a∀ariesき　1a　charge　des　assureurs　sont

　　　　pay6es　comptant，trente　jours　aprさs1a　remise　complさte　des　piさces

　　　　justi丘catives，au　porteur　de　ces　piさces　et　de　1a　pr6sente　police，

　　　　sans　qu’iI　soit　besoin　de　procuration。

　　　　　§2．＿Lors　du　remboursement　d’une　perte　ou　d’une　avarie，toutes

　　　　priInes，6chues　ou　non，dues　par1，assur6，sont，en　cas　de　fai11ite

　　　　ou　de　suspension　de　paieInents，compens6es，et1es　bi1lets　acquitt6s

　　　　dom6s　etτeCus　pour　comptant．

　　　　　　S’i1n’y　a　pas　fail1ite，ni　suspension　de　paiements，les　assureurs

　　　　n’ont　droit　de　compenser　que1a　prime，mε㎜e　mn6chue，de　Ia

　　　　police，objet　de1a　r6clamation，et　toutes　autres　primes6chues．
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ART．31．＿Limi曲tio皿des　engageme耐s　des　ass凹rellrs．一Dans　tous1es

　　　cas　entrainant　la　responsabilit6des　assureurs，chacun　d’eux　n’est

　　　engag6qu’au　prorata　de1a　somme　par1ui　souscrite，laquel1e

　　　forme，pour　chaque　voyage，1a1imite　de　ses　engagements；i1ne

　　　peut　jamaisεtre　tenu　de　payer　au・de1註　主　que1que　titre　et　pOur

　　　que1que　CauSe　que　Ce　SOit．

　　　　　Toutefois，1e　capital　assur6se　reconstituera　automatiquement

　　　aprさs　chaque6v6nement，et　i1sera　dO，sur　le　montant　n6cessaire

　　　主cette　reconstitution，une　surprime　propo廿iome1le　qui　sera　calcu16e

　　　par　jour　sur　le　temps　n6cessaire　pour　terminer　le　voyage　aprさs

　　　1’6v6nement；　pendant　1es　s6jours　pr6vus　au　paragraphe　3，　de

　　　1’article21，1a　surprime　se　calcu1era　par　quinzaine　commenc6e　sur

　　　la　dur6e　du　s6jour　restant註courir　aprさs1’6v6nement．La　surprime

　　　pr6vue　au　premier　a1in6a　ne　pourra，en　aucun　cas，εtre　inf6rieure，

　　　pour　chaque　reconstitution　du　capita1assur6，註quarante　centimes

　　　pourcentfrancs（0，40％）du　montant　n6cessaireきcette　reconstitution．

ART32＿As則正3m㏄s　de　p111sie皿固　皿研i祀s　s11n1皿e　mεme　po1i㏄．＿

　　　La　souscription　de　chacun　des　assureurs，exprim6e　par　rappor仁

　　　au　capita1　tota1　assur6，est　r6partie　au　prorata　sur　chacun　des

　　　capitaux　par［iels，

　　　　　L’assurance　est　consid6r6e　comme　faisant1’objet　d’une　po1ice

　　　distincte　sur　chaque　navire．

VIII．一■C0皿PETENCES

ART．331＿§16！．＿Par　d6rogation主toutes　dispositions　contraires　des

　　　1ois　re1atives主1a　comφtence，1es　assureurs　ne　peuventεtre

　　　assign6s　que　deYant1e　Tribmal　de　Com㎎erce　du1ieu　o亡1e　contrat

　　　a6t6souscrit，ou，au　choix　de1’assur6，si　le　contrat　a6t6souscrit

　　　par　un　agent　ou　mandataire，devant1e　TribunaI　de　Commerce　du

　　　siさge　de　la　Compagnie　ou　du　domici1e　de1’assureur．

　　　　　§2、＿Toutefois，si　plus　de1a　moiti6de　Ia　va1eur　agr66e　du　navire

　　　est　souscrite　sur　m　mεme　lieu，1’assur6peut　assigner　devant1e
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Tribmal　de　Commerce　de　ce1ieu，d6j乞saisi　d’m1itige，1es　autres

assureurs　pour　faire　juger主1eur6gard1e　mεme1itige．

　　§3・一L’assur6，畑εme　non　commerCant，Pourratoujoursεtre　assign6

par　les　assureurs　devant1e　Tribma1de　Commerce　du1ieu　o心1e

contrat　a6t6souscrit，1’assur6y　faisant61ection　de　domici1e．

CLAUSES　ADDITIONNELLES

　　　　I．一Risq皿es　de　grさ7es，et6．＿Par　d6rogation　註　1’a耐ic1e　6　des

　　Conditions　gξnξrales，i1est　express6ment　convenu　que1esdommages

　　et　pertes　provenant　d’6meutes，mouvements　popu1aires，9rさves，

　　1ock－out，et　autres　faits　ana1ogues　sontき1a　charge　des　assureurs．

　　　　La　Soci6t6assur6e　et1es　assureurs　auront，en　tout　temps，la

　　facu1t6de　rξsi1ier，sous　pr6avis　de　quarante－huit　heures，rassurance

　　des　risques6nonC6s　au　pr6sent　artic1e．

　　　　II＿Di価6re皿6e　d11▼ie1lx　a11mellf．＿Le　paragraphe1e工de　l’art1cle

　　24des　Conditions　g6n6rales　est　abrog6．

　　　　III．＿Assur3皿6es《t011s　risq11es》．＿Par　d6rogat1onき1’a耐1c1e23des

　　Conditions　g6n6rales，les　avaries　particu1iさres　seront　rembours6es

　　sans　franchise1orsqu’elles　r6sultent　de1’abordage，de　l’ξchouement，

　　de　l’incendie，du　heurt　ou　de　la　collision　du　navire　assur6contre

　　un　corps　ixe，mobile　ou　nottant．

　　　　E11es　seront　rembours6es，dans　Ies　autres　cas，sous　d6duction

　　d’une　franchise　de　deux　pour　cent　（2％），toujours　pr61ev6e　sur　la

　　valeur　agr66e　du　na∀ire，sans　toutefois　que　cette　d6duction　puisse

　　εtre　sup6rieure≧trois　cent　mi11e　francs（300，000francs）．

　　　　I▽．＿Ass1lra皿ce　F．A．P．醐11f．＿Par　d6rogation　aux　Conditions

　　g6n6・・1・・，1・p・6・・nte・s・u・・n・e・・t・on・1・・f・・n・d’・va・ie・p・・一

　　ticuliさres　sauf　lorsque　cel1es－ci　r6sultent　de　rabordage，de　l’6choue－

　　ment，de　l’incendie，du　heur［　ou　de　la　co11ision　du　navire　assur6

　　contre　m　corps　ixe，mobi1e　ou　nottant．

　　　　Par　d6rogationき1’ar［icle23des　Conditions　g6n6rales，1es　avaries
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particuliさres　serontrembours6es　dans1escas　ci－dessus　dans　d6duction

de　franchise．

　　V．一A舳1エ3me　F．A．P．3bsol1ment．＿Par　d6rogation　aux　Conditi－

ons　g6n6rales，1a　pr6sente　assurance　est　conc1ue　franc　d’avaries

particu1iさres　absolument，　les　assureurs　ne　r6pondant　que　de　1a

perte　tota1e，des　cas　de　d61aissement，des　avaries　communes，des

recours　de　tiers　et　des　d6penses　pr6vues　き　1’article　27　des

Conditions　g6n6rales．

　　VI＿Asgllra皿㏄fran6d，a7町ies　a㎞olume皿t．＿Par　d6rogat1on　aux

Conditions　g6n6rales，la　pr6sente　assurance　est　conclue　franc　de

toutes　avar1es，les　assureurs　ne　r6pondant　que　de　Ia　perte　tota1e，

des　cas　de　d61aissement，des　recours　de　tiers　et　des　d6penses

pr6vuesき1’a廿icle27des　Conditions　g6n6rales．

　　▽II．一A醐11m皿㏄perte　tota1e　et町町ies　commums．一Par　d6roga－

tion　aux　Conditions　g6n6ra1es，Ia　pr6sente　assurance　est　conclue

franc　d’avaries　particu－iさres　dans　tous1es　cas　et　de　recours　de　tiers，

1es　assureurs　ne　r6pondant　que　de　la　per［e　totale，　des　cas　de

d61aissement，des　avaries　commmes　et　des　d6penses　pr6vues註

1’article27des　Conditions　g6n6rales．

　　VIII．一Ass11m皿㏄co皿缶e脾前o　tot31e　et　cas　de　d61aissement．一

Par　d6rogation　aux　Conditions　g6n6ra1es，1a　pr6sente　assurance　est

conc1ue　franc　de　toutes　avaries　et　de　recours　de　tiers，les　assureurs

ne　r6pondant　que　de　1a　perte　tota1e，des　cas　de　d61aisseInent　et

des　d6penses　pr6vues註1’a竹icle27des　Conditions　g6n6rales．

　　IX．＿趾汕ol1ise．＿Le　rさglement　sera　e甜ectu6sans　franchise　dans

1es　cas　de　perte　tota1e　ou　de　d61aissement　du　navire　assur6，mais，

par　d6rogation　aux　artic1es23，26，27et28des　Conditions　g6n6rales，

1’ensemble　des　autres　indemnit6s　dues　par　les　assureurs　sur1e

navire　et　pour　un　mεme　voyage　sera　r6g16sous　d6duction　d’une

franchise　de．．．．．．

　　X．＿Re6011困de　tie閑．＿Par　d6rogationら1’artic1e28des　Conditions

g6n6rales，la　franchise　de　1％，きd6duire　dans　les　rさglements　de
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　　recOurs　de　tiers，sera1imit6e　au㎜a対mum註15．OOO　francs，sauf

　　en　ce　qui　conceme1es　recours　de　tiers　pr6vus　au　deuxiさme　a1in6a

　　de　l’a抗ic1e2　des　Conditions　g6n6ra1es　et　pour　lesquels　elle　sera

　　1imit6e　au　maximuIn≧30，000francs．

　　　　XI．一N町吐e　sur　lest．一par　d6rogationきtoutes　dispositions　con－

　　traires　des　Conditions　g6n6ra1es，il　est　convenu　que，dans　1e　cas

　　○直1e　nav1re　seralt　sur1est，toutes1es　d6penses　et　tous1es　sacn丘ces，

　　qui　auraient1e　caractさre　d’aYaries　commmes　si　ce　navire　avait

　　un　chargementきbord，seront6ga1ement　r6put6s　avaries　communes

　　et　r6g16s　en　conformit6des　dispositions　de1a　po1ice　app1icab1es

　　auX　aYarieS　COmmmeS．

　　　　XII－Ass㎜ra11㏄s　comp16monねi■es．一Par　d6rogat1on　au　prem1er

　　paragraphe　de　1’a肘ic1e　13　des　Conditions　g6n6ra1es，1’assur6est

　　autoris6註contracter　des　assurances　sur　bonne　arriv6e註condition，

　　toutefois，que　le　montant　total　de　ces　assurances　comp16mentaires

　　n’exc渕e　pas1O％de1a　valeur　agr66e　sur　corps　et　machines　du

　　naVire．

　　　　a）　Risql1es　601wer1；s．＿一Ces　assurances　sont　conc1ues　franc　de

　　toutes　avaries　et　de　recours　de　tiers，1es　assureurs　ne　r6pondant

　　q1ユe　de　la　perte　totale　et　des　cas　pr6vus　dans1a　po1ice　sur　corps

　　et　machines　comme　domant　droit　au　d61aissement　du　navire．

　　　　b）　Fixit6‘1e13somme　assl1r6e．＿La　somme　assur6e　restera1a

　　エnεme　pendant　toute1a　dur6e　des　risques，1es　assureurs　ne　pouvant

　　pr6tendre主aucme　r6duction　de1adite　somme　pour　quelque　cause

　　que　Ce　SOit．

　　　　c）　Po1i6e　p正elwe　J，i皿t6正飢．一Le　capital　assur6sur　bonne　arri∀6e

　　est　p1einement　admis　sans　contestation，1a　po1ice6tant　consid6r6e

　　comme　preuve　su蘭sante　de1’int6rεt　qu’avait1’assur6註contracter

　　Cette　aSSuranCe　et　leS　aSSureurS　renOnCant　註　eXiger，　en　CaS　de

　　sinistre，d’autres　documents　justi丘catifs　que　la　pr6sente　police．

　　　　d）　Po1i6e　d，ho皿皿em1．一L’assurance　estcomp1さtement1nd6pendante

　　de　toutes　celles　souscrites　ouきsouscrire　sur　corps，machines，etc．，
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du　navire；elle　est　faite，en　tant　que　de　besoin，sur工’honneur　et，

par　d6rogation註toutes1ois　et　ordonnances　contraires，主ses　p1eins

et　entiers　e血ets，nota㎜ment　par　extension　de1’artic1e334du　Code

de　Commerce．

　　e）　Sl1brogatio皿．一Sur1es　capitaux　ainsi　couverts，1es　assureurs

n’ont　pas　droit　au　produit　des　sauvetages　et　n’ont　pas乞contribuer

き1eurs　frais．　En　cons6quence，1es　assureurs　ne　pourront，en　cas

de　sinistre，pr6tendre≧aucun　droit　sur　les　d6bris　du　navire　ou　ses

accessoires；toutefois，au　cas　oh　1e　sinistre　engagerait　la　respons－

abi1it6　d，un　tiers　pour　quelque　cause　que　ce　soit，　1’assur6　devra

subroger　les　assureurs　dans　tous　ses　droits　et　recours　contre　ce

tiersきraison　de　la　somme　pay6e　par　eux　et　leur　foumir　tous

renseignements　et　documents　n6cessaires註cet　e舐et．

　　I1n，est　apPort6，Par1a　disposition　qui　pr6cさde，aucune　d6rogation

aux　stipu1ations　de　la　po1ice　en　ce　qui　concerne　1’obligation　pour

les　assureurs　de　payer　la　perte．En　cas　de　rさglement主intervenir

sur　les　capitaux　assur6s　sur　bonne　arriv6e，1’indemnit6主1a　charge

des　assureurs　sera　rembours6e　int6gra1ement　et　sans　franchise．

　　f）　C116mage．一Si1e　navire　s6journe　trente　jours　cons6cutifs　au

moins　dans　un　port，i1sera　fait，Pour　chaque　p6riωe　termin6e　de

trente　jours，　1e　navire　restant　aux　risques　des　assureurs，　une

ristoume　de　trente　trois　cent　soixante・cinquiさmes（30／365θ）de1a

prime　annuel1e　de　navigation，sous　d6duction　d’me　prime　ixe，par

chaque　trente　jours，de　cinquante　mi1liさmes　pour　cent（50／1，000e

％），retenue　en　repr6sentation　des　risques　de　port．Si　le　ch6mage

se　pro1onge　au－delきde　quarante－cinq　jours，1es　p6riodes　de　ch6mage

sont　r6g16es　proportionnel1ement　par　chaque　quinze　jours　cons6cutifs

aprさs　les　premiers　trente　jours．Ces　remises　ne　sont　acquises註

1・assur6que　si　le　naYire　n’a　pas　fait1’objet　d’un　rさglement　de　pe肚e

ou　de　d61aissement；e1les　ne　seront　d6compt6es　qu’aprさs1’expiration

de1a　p6riode　assur6e．

　　9）　A｛it醐9e・一Toutes　contestations　qui　pourraient　surgir　entre
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　　1es　parties　seront　jug6es，sans　apPe1ni　pourvoi，Par　trois　arbitres，

　　nomm6s　contradlct01rement，1es　deux　prem1ers，par　les　part1es，1e

　　troisiさme，Par1es　deux　premiers．

　　　　XIII＿R㏄011rs　de　tiers　p011r‘1ommages　m批61ie1s．＿§1．＿Par

　　d6rogationきtoutes　dispositions　contraires　des　Conditions　g6n6ra1es

　　q・ip・6・記・・t・1・p・6…t・p・1i…　p・…bj・t…1・・ifdgg・…ti・

　　les　recours　de　tiers　exerc6s　pour　dommages　mat6riels　contre　le

　　naVire　aSSur6．

　　　　§2．一Toutefois，Pour1es　recours　6nonc6sき　1’article2de　ces

　　Conditions，ainsi　que　pour　ceux　qui　seraient　garantis　par　extension

　　きcet　article　par1a　police　sur　Corps　et　ApPareils　moteurs，1a

　　pr6sente　po1ice　constitue　une　assurance　sur　exc6dents　et　ne　peut

　　engager1a　responsabi1it6des　assureurs　que　si　le　montant　de　ces

　　recours，cumu16ou　non　avec　d’autres　r6c1amations　couvertes　par

　　la　po1ice　sur　Corps　et　ApParei1s　moteurs，arrive註d6passer　le

　　montant　de　la　Ya1eur　totale　agr6ξe　dans　cette　police．

　　　　a）　soit　parce　que　la16gis1ation　apP1icable　serait　une　loi6trangさre

　　ou　1a　Convention　de　Bruxelles　du　25　ao倉t　1924　re1ative　き　la

　　limitation　de　la　responsabiIit6des　propri6taires　de　navires　de　mer；

　　　　b）　soit　parce　que　rassur6　ne　pourrait　Ou　ne　vOudrait　pas　user

　　de　la　facu1t6d’abandon　pr6vue註rartic1e216du　Code　de　Commerce，

　　　　En　cons6quence，pour　lesdits　recours　de　tiers，1es　assureurs　sous－

　　sign6s　ne　pourront　jamaisεtre　recherch6s　qu’aprさs　comp1et6puise－

　　ment　de1a　va1eur　totale　agr66e　dans1a　po1ice　sur　Corps　et　Apparei1s

　　㎜oteurs，valeur　dont1’assur6doit　leur　faire　comaitre　le　montant．

　　L，assur6est　cens6demeurer　son　propre　assureur　pour　cette　valeur

　　si　cette　police　ne　couvre　pas　lesdits　recours　ou　ne　1es　couvre　que

　　pour　une　partie　de　cette　valeur．

　　　　Les　assureurs　ne　pourront，d’autre　pa廿，εtre　apPe16s，en　aucun

　　cas，きrembourser　le　montant　du　d6couvert　ou　des　franchises　stipu16

　　dans　la　police　sur　Corps　et　ApParei1s　moteurs，ni≧supPorter1es

　　cons6quences　des　d6ch6ances，nullit6，insolvabi1it6s　ou　autres　dif－
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丘cu1t6s　encourues　du　chef　de　cette　po1ice．

　　§3．一Sont　formel1ement　exclus　de1a　pr6sente　po1ice　tous　recours

exerc6s　par　qui　que　ce　soit　et　pour　quelque　cause　que　ce　soit　en

raiSOn：

　　a）　de　dommages　ou　pr6judices　re1atifs　aux　objets　transport6s

par1enavire；

　　b）　d’engagements　contractue1s；

　　c）de　faits　de　mort　ou　de16sions　corpore11es；

　　d）de　dommages　ou　pr6judices　r6sultant　d’un　des　faits6nonc6s

aux　cinq　premiers　paragraphesde　l’a廿icle4A）＿ainsi　qu’aux　a耐icles

5et6des　Conditions　g6n6rales．

　　§4．＿Tous　rさg1ements　auront1ieu　sans　franchise。

　　§5．＿Par　d6rogation，en　tant　que　de　besoin，主　1’artic1e　31des

Conditions　g6n6ra1es，1a　somme　souscrite　par　chaque　assureur

forme　la　limite　de　ses　engagements　par6v6nement．

　　§6．＿L’assur6doit，sous　peine　de　d6ch6ance，faire　connaitre，dさs

leur　COnCluSiOn，tOuS　autreS　COntratS　qui　COuVriraient，Sur　le　meme

naマire，tOut　Ou　partie　des　risques　d6j註　garantis　par　la　pr6sente

police．Dans1e　cas　o心de　tels　contrats，autres　que　celui　sur　Corps

et　ApPareils　moteurs，auraient6t6souscrits，les　rさglements　seraient

e丘ectu6s　par　les　assureurs　au　prorata　de　leur　souscription　par

rapPortき1’ensemb1e　des　sommes　garanties　par1a　pr6sente　police

et　par　ces　autres　COntrats．

　　XIV．一Re6011耐de　tiers　p011H1ommageM0叩om1s．一par　d6rogation

au　paragraphe7de　l’artic1e4A）et主toutes　autres　dispositions

contraires　des　Conditions　g6n6rales，la　pr6sente　po1ice　a　pour　objet

exc1usif　de　garantir1es　recours　de　tiers　exerc6s　pour　faits　de　mort

Ou　de16siOns　cOrpOrelles，cOntre　le　navire　asSur6．

　　Sont　forme11ement　exc1us　de　la　pr6sente　police　tous　recours

exerc6s　par　qui　que　ce　soit　et　pour　que1que　cause　que　ce　soit　en

raiSOn：

　　a）　d’engagements　contractuels，sauf　en　ce　qui　concerne　les　faits
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　　de　mort　ou　de16sions　corpore11es　des　passagers，qui　demeurent

　　COuVertS’

　　　　b）　de　1a　16gis1ation　re1ative　aux　accidents　du　travail　ou　de　1a

　　I6gislation　r6gissant1es　gens　de　mer；

　　　　c）　de　dommages　ou　pr6judices　r6sultant　d’un　des　faits6nonc6s

　　aux　cinq　premiers　paragraphes　de1’article4A）ainsi　qu，aux　articles

　　5et6des　COnditiOns96n6「aIes．

　　　　Tous　rさglements　auront　lieu　sans　franchise．

　　　　Par　d6rogation，en　tant　que　de　besoin，き1’article31des　Con－

　　ditions　g6n6ra1es，1a　somme　souscrite　par　chaque　assureur　forme

　　1a1imite　de　ses　engagements　par6v6nement．

　　　　L’assur6doit，sous　peine　de　d6ch6ance，faire　connaitre，dさs1eur

　　COnCluSiOn，tOuS　COntratS　qui　COuVriraient，Sur1e　mεme　naVire，tOut

　　ou　partie　des　risques　d6j註garantis　par1a　pr6sente　po1ice．Dans

　　1e　cas　od　de　te－s　contrats　auraient6t6souscrits，1es　rさg1ements

　　seraient　effectu6s　au　prorata　des　souscriptions　des　assureurs　sous－

　　sign6s　par　rapportらrensemb1e　des　sommes　garantiespar1apr6sente

　　po1ice　et　par　ces　autres　contrats．

　　　　XV一一Re6011rs　de　tiers　p011r　dommages　mat6riels　et　co叩orels．一

　　　　§1。一Par　d6rogation　註　toutes　dispositions　contraires　des　Con－

　　ditions　g6n6ra1es　qui　pr6cさdent，　1a　pr6sente　po1ice　a　pour　objet

　　exc1usif　de　garantir　les　recours　de　tiers　exerc6s　pour　dommages

　　mat6riels　ou　pour　faits　de　mo廿ou　de16sions　corpore11es　contre　le

　　naVire　aSSur6．

　　　　§2．＿Toutefois，pour　les　recours　de　tiers6nonc6s註1’artic1e2de

　　ces　Conditions，ains三que　pour　ceux　qui　seraient　garantis，Par　ex－

　　tension≧cet　a竹ic1e，par1a　po1ice　sur　Corps　et　Apparei1s，moteurs，

　　1a　pr6sente　po1ice　constitue，en　ce　qui　conceme1es　dommages

　　mat6riels，une　assurance　sur　exc6dents　et　ne　peut　engager　la　re－

　　sponsabilit6des　assureurs　que　si　le　montant　de　ces　recours，cumu16

　　ou　non　avec　d’autres　r6clamations　couvertes　par1a　police　sur

　　Corps　et　ApPareils　moteurs，arrive註d6passer　le　montant　de　la
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valeur　totale　agr66e　dans　cette　po1ice：

　　a）　soit　parce　que1a16gislation　apPlicab1e　serait　une　loi6trangさre

ou－a　Convention　de　Bruxelles　du25aoOt1924re1ativeき1a1imita－

tion　de1a　responsabi1it6des　propri6taires　de　navires　de　mer；

　　b）　soit　parce　que1’assur6　ne　pourrait　ou　ne　voudrait　pas　user

de1a　facu1t6d’abandon　pr6vue註1’a廿ic1e216du　Code　de　Commerce－

　　En　cons6quence，Pour　lesdits　recours　de　tiers，les　assureurs　sous－

sign6s　ne　pourront　jamaisεtre　recherch6s　qu’aprさs　comp1et6puise－

ment　de1a　valeur　totale　agr66e　dans　la　police　sur　corps　et　Appareils

moteurs，va1eur　dont1’assur6doit1eur　faire　comaitre1e　montant．

L’assurξest　cens6demeurer　son　propre　assureur　pour　cette　valeur

si　cette　police　ne　couvre　pas　1esdits　recours　ou　ne　les　couvre　que

pour　une　partie　de　cette　Ya1eur・

　　Les　assureurs　ne　pourront，d’autre　par［，εtre　apPe16s，en　aucun

cas，きrembourser1e　montant　du　d6couve廿ou　des　franchises　stipu16

dans　la　po1ice　sur　Corps　et　Appareils　moteurs，ni註suppo討er1es

cons6quences　des　d6ch6ances，nu11it6，insolvabi1it6s　ou　autres　dif－

icult6s　encourues　du　chef　de　cette　police．

　　§3．＿Sont　formellement　exclus　de　la　pr6sente　po1ice　tous　recours

exerc6s　par　qui　que　ce　soit　ou　pour　que1que　cause　que　ce　soit　en

raiSOn：

　　a）　De　dommages　ou　pr6jud五ces　re1atifs　aux　objets　transport6s

par　le　navire；

　　b）　D’engagements　contractue1s，sauf　en　ce　qui　concerne1es　faits

de　mort　ou　de16sions　corpore1les　des　passagers　qui　demeurent

couマerts，par　d6rogation　au　paragraphe7de1’a竹ic1e4A）；

　　c）　De1a16gislation　relative　aux　accidents　du　travail　ou　de1a

16gislation　r6gissant1es　gens　de　mer；

　　d）De　dommages　ou　pr6judices　r6su1tant　d’un　des　faits6nonc6s

aux　cinq　premiers　paragraphes　de　l’article4A），ainsi　qu，aux

aれicles5et6des　Conditions　g6n6rales．

　　§4．＿Tous　rさglements　auront　lieu　sans　franchise．
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　　　　§5。＿Par　d6rogation，en　tant　que　de　besoin，乞　1’ar亡ic1e　31　des

　　Conditions　g6n6ra1es，1a　somme　souscrite　par　chaque　assureur

　　forme　la　limite　de　ses　engagements　par6Y6nement．

　　　　§6．＿L’assur6doit，sous　peine　de　d6ch6ance，faire　connaitre，dさs

　　leur　COnCluSiOn，tOuS　autreS　COntratS　qui　COuVriraient，Sur　le　mεme

　　na∀ire，tOut　Ou　partie　des　risques　d6jき　garantis　par　1a　pr6sente

　　police．Dans1e　cas　o亡de　tels　contrats，autres　que　celui　sur　Corps

　　et　ApParei1s　moteurs，auraient6t6souscrits，les　rさg1ements　seraient

　　e丘ectu6s　par　les　assureurs　au　prorata　de　leur　souscription　par

　　rapportき1’ensemble　des　sommes　garanties　par1a　pr6sente　police

　　et　par　ces　autres　contrats．

　　　　XVI－Fmis　de醐11▽etage　ot　d’a目sis佃11ce．一Par　d6rogat1on註toutes

　　dispositions　contraires　des　Conditions　g6n6rales，la　pr6sente　police

　　a　pour　objet　exclusif　de　garantir　le　remboursement註1’assur6des

　　frais　de　sauマetage　et　d’assistance6nonc6s註1’artic1e27des　Conditions

　　g6n6ra1eS．

　　　　En　cas　de　sinistre，1e　remboursement　de　ces　frais　sera　e丘ectu6

　　sans　franchise　jusqu’註concurrence　de　la　somme　assur6eきce　titre，

　　mais　seuIement　dans王a　mesure　o亡par　app1ication　des　artic1es22

　　et24desdites　Conditions，il　ne　serait　pasき1a　charge　des　assureurs

　　sur　corps　de　runit6assur6e．

　　　　XVII．一趾ais　de爬ti正ement．一Par　d6rogationえtoutes　dispositions

　　contraires　des　Conditions　g6n6ra1es，1a　pr6sente　po1ice　a　pour　objet

　　exclusif　de　garantir，dans　tous1es　cas　donnant　lieu註d61aissement，

　　le　remboursement　des　frais　de　retirement　dont　l’assur6pourrait

　　εtre　tenu　responsable　en　raison　du　naufrage　de　son　navire　et　dont

　　il　ne　serait　pas　recevable主se　lib6rer　par1’abandon　de1’6pave．

　　　　En　cas　de　sinistre，le　remboursement　des　frais　de　retirement

　　sera　e丘ectu6sans　franchise，jusqu’註concurrence　de1a　somme

　　aSSur6e乞Ce　titre．

　　　　XVIII．＿一S‘joms　a11po正t．一L’artic1e15des　conditions　g6n6ra1es

　　est　abrog6et　remplac6par　les　dispositions　ci－aprさs：
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　　1．Si，au　commencement　de1a¢riode　assur6e，1e　navire　s6joume

quinze　jours　francs　cons6cutifs　au　moins　dans　un　port，i1sera　fait，

par　chaque　quinzaine　termin6e　de　s6jour，une　ristoume　de　quinze／

trois　cent　soixante－cinquiさmes（15／365e）de1a　prime　amue11e　de

navigation，sousd6ductiond’me　prime　ixepar　chaquequinzaine，d’m

vingtiさme　pour　cent（1／20e％）retenue　en　repr6sentation　des　risques

de　port，（en　cas　d’assurance《franc　d’avar1es　pa工tlcu11さres　abso1u－

ment》，cette　prime　sera　r6duiteきun　trentiさme　pour　cent（1／3ぴ％）。

　　Si，dさs　le　d6but　de1a　p6riode　assur6e，le　navire　est　en　s6jour　au

portsansqu’i1yaitえpr6voirsonprochaind6part，1’assur6peut

demander　dさs1’abord　le　b6n餉ce　de　la　prime　r6duite　ix6e　ci－dessus，

qui　sera　seu1e　ressortie　pour1a　p6riode　totale　g狐antie，mais，dans

ce　cas，si　par1a　suite，le　naマire　reprend　la　mer，1e　comp16ment　de

prime砒pour　la　navigation　devraεtre　pay6aux　assureurs　au　plus

tard　trente　jours　aprさs1a　date　du　d6part．　Si　la　p6riode　restantき

courir　est　su産rieure註six　mois，1e　rさg1ement　de　la　prime　pourra

εtre　fractiom6en　autant　de　termes　que　la加riode　comportera　de

trimeStreS　entierS．

　　2o　Si，Pour　toute　autre　cause　que　r6parations　註　1a　charge　des

assureurs，　le　navire　s6journe　trente　jours　francs　cons6cutifs　au

moins　dans　un　port，i1sera　fait　me　ristoume　de　trente　trois　cent

soixante・cinquiさmes（30／365e）de　la　prime　amuelle　de　navigation，

sous　d6ducti㎝d’me　prime　ixe　d’m　dixiさme　pour　cent（1110e％）

retenue　en　repr6sentation　des　risques　de　port，（en　cas　d’assurance

《franc　d’avaries　particu1iさres　absolument》，cette　prime　sera　r6duite

えmquinziさmepourcent（1岬％）一Si1ech6magesepro1o㎎e
pendant　au　moins　quarante　cinq　jours，1es　p6riodes　de　ch6mage

seront　rξg16es　proportiome11ement　par　chaque　quinze　jours　con－

s6㎝tifs　aprさs1es　premiers　trente　jours．

　　Ces　ristoumes　pourront　εtre　r6g16es　註　1’expiration　de　chaque

SemeStre．

　3．Les　remises　pr6vues　aux　paragraphes1et2ci－dessus　ne　sont
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　　acquisesき1’assur6que　si　le　navire　ne　fait　pas1’objet　d’m　rさg1ement

　　en　perte　totaIe　ou　en　d61aissement，dans　le　cas　contraire，toutes

　　remises　de　prime　seraient　amu16es．

　　　　XIX－Co皿statatio皿des　a▼aries．R6脾rations．一L，assur6est　tenu

　　de　faire　proc6derきla　constatation　des　avaries，contradictoirement

　　a∀ec　les　repr6sentants　des　assureurs，au　plus　tard　dans　les　trente

　　jours　de1’arriv6e　du　navire　き　son　por［de　reste；si1es　avaries　se

　　sont　produites　dans　ce　dernier　port，1eur　constatation　devraεtre

　　faite　dans－es　trente　jours　de1eur　survenance．

　　　　Les　expe針s，d6sign6s　d’un　commm　accord，ou，主d6faut　judiciaire・

　　ment，auront　pour　mission　de　rechercher1a　cause　du　dommage，

　　d’en　d6terminer1a　nature　et1，6tendue　et　d’6tab1ir1a　sp6ciication

　　des　travaux　recomus　par　eux　n6cessaires，comme　i1est　dit　au

　　paragraphe　premier　de1’artic1e23des　conditions　g6n6ra1es．I1s

　　devront6ga1ement6tablir，dans　un　d61ai　maximum　de　deux　mois，

　　1e　deyis　estimatif　des　r6parations．

　　　　L’assur6est　tenu　de　faire　proc6der　sans　d61ai主ces　r6parations．

　　Si，pour　que1que　cause　que　ce　soit，地t－ce　de　force　majeure，1es

　　r6parations　ne　sont　pas　entreprises　au　p1us　tard　trois　mois　aprさs

　　la　date　d’expiration　de　1a　p6riode　assur6e，1es　assureurs　auront1a

　　facult6　de　r691er　1es　avar三esきleur　charge　sur　1a　base　du　devis

　　estimatif　des　experts．

　　　　La　pr6sente　clause，qui　d6roge，en　tant　que　de　besoin，au　para－

　　graphe　premier　de1’article23des　conditions　g6n6ra1es　a　exc1usive－

　　ment　pour　objet　de　pr6ciser1es　droits　des　assureurs　en　ce　quゴ

　　conceme1es　sommes　pouvant1eur　incomber　en　cas　de　retard

　　apPort6主1a　r6paration　des　avaries，tous　autres　droits　et　ob1igations

　　des　parties　demeurant　entiers．

　　　　1〕〃刎狛〃砂α〃α〃θ6θ1’α〃％α3：L’assur6est　tenu　de　faire　pro－

　　c6der　sans　d61ai註ces　r6parations．　Si，pOur　quelque　cause　que　ce

　　soit，抽t－ce　de　force　majeure，les　r6parations　ne　sont　pas　entreprises

　　au　p1us　tard　six　mois　aprさs　1a　date　de　Ia　survenance　des　avaries，
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1es　assureurs　auront1a　facult6de　r6gler1es　avaries註1eur　charge

sur1a　base　du　devis　estimatif　des　experts．

　　Dθ〃”独〃〃　砂α〃α〃加　庇　1’α〃磁α　3j　L’assur6　est　tenu　de　faire

proc6der　sans　d61ai主ces　r6parations．　Si，Pour　que1que　cause　que

ce　soit，f自t・ce　de　force　majeure，1es　r6parations　ne　sont　pas　entre－

prises　au　p1us　tard　trois　mois　aprさs1a　date　d’expiration　de1a

p6riode　assur6e，ou　dans1es　six　mois　de1eur　survenance　pour1es

avariesquisesontproduitesaucoursdudemiertrimestred’assurance，

1es　assureurs　auront1a　facu1t6de　r6g1er1es　a∀aries主1eur　charge

sur1a　base　du　devis　estimatif　des　experts．

注⑫

⑲

⑳

⑳

　従って，例えぱ期問保険（aSSuranCeきterme）の場合に使用される普通保険約

款の第7条の保険期間約款は，航海保険（assurance　au　vOyage）の場合の保険期

閻の始終期に関する規定を設けているにすぎたい。
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p74．
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